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○ 平成 31年度事業実施≧況概せ 

 

㸯 事業実施概せ 

特別㣴ㆤ⪁人ホーム友愛Ⲯは、令和 3年 4月⏫⏣市南大㇂での⛣㌿改⠏オープンに向けて協㆟を

㐍めてきた。8月に東京㒔より施タ整備助成の内♧を受け、11月の入札により施工業⪅を㑅定し、

12月には㕲➽コンクリート㐀 3㝵建㸦▷期入所10名を含む定員110名㸧の建⠏に╔手した。 

また、指定⟶⌮⪅としてィ11年㛫㐠営してきた港区❧㞀害保健⚟♴センターは、令和 2年度から

更に 10年㛫の指定⟶⌮を更新することとなり、併せて同センター内の「こども⒪⫱パオ」が南㯞布

に⛣㌿し、令和2年 4月に㛤タする「港区❧児❺Ⓨ㐩支援センター ぱお」の指定⟶⌮を受クするこ

ととなった。 

いずれも新たな⫋員とともに新たな地域での活動を㛤始するにあたり、人材☜保や地域の㛵係⪅

との㐃携に尽力する1年となった。 

 

㸰 本年度の㔜点ィ⏬に基づく事業の実施≧況 

(1) 安定ⓗ㈈源基┙の☜❧ 

㸯年後の❹工を┠指す「友愛Ⲯの⛣㌿改⠏事業」では、⚟♴医⒪機構からの㈨㔠借入れ条件と 

して、法人全体の収支差㢠が⥅⥆して㯮字であることが望ましいとされており、本年度も収支差㢠 

は厳しい≧況の中、㯮字決⟬となった。㉥字の事業については、様々な工夫により支出を抑えると 

ともに利⏝⋡向上により収入増を図ることが引き⥆き最優先ㄢ㢟となった。 

なお、「㈈源基┙の☜❧及び中㛗期ィ⏬の⟇定検ウ委員会」では、平成 28年 3月の報告書に沿っ 

て前期 3年㛫㸦平成28㹼30年度㸧の実⦼をホ価するとともに、後期3年㛫㸦令和元㹼3年度㸧の 

ィ⏬をぢ┤した。⌧≧において法人全体の収支改善は不ㄪであるため、┠標値は当㠃変更しないこ 

ととし、利⏝⪅定員を増やして増収を図る方向性は、友愛Ⲯを㝖き⌧実ⓗではないとの判断により 

当㠃ぢ㏦ることとした。 

 (2) 各施タの建替えィ⏬の具体化 

世⏣㇂施タでは⪁朽化したタ備が様々な支㞀をきたしているが、㈈政が厳しいため引き⥆き応 

急ⓗな処⨨を⥅⥆した。一方、敷地内の区㐨については、世⏣㇂区が予定している㐨㊰新タ拡幅事 

業によりゎ決を図ることとなったが、旧世⏣㇂更⏕㤋の建替え工事まで実㉁保␃≧態となり、改め 

てこれらの工事ィ⏬を具体化することとした。 

また、⠏ 45年を⤒㐣した友愛Ⲯは、㸯年後の⛣㌿改⠏事業を株式会♫冨士工がⴠ札し 12月か 

ら建⠏工事を㛤始した。なお、⠏ 54年を⤒㐣した東京⫈ぬ㞀害⪅支援センターは、引き⥆き東京 

㒔の担当㒊⨫と⛣㌿改⠏に向け協㆟を推㐍したが、候⿵地の具体化には⮳らなかった。 

(3) 地域における公┈ⓗ活動の推㐍 

公┈ⓗ活動の「ぢえる化」について、法人本㒊を⨨く世⏣㇂区では♫会⚟♴協㆟会が事務局と 

なる「地域公┈活動協㆟会」において、引き⥆き法人として✚極ⓗな㐃携を図った。なお、同協㆟ 

会の代⾲幹事は当法人の⌮事㛗が就任していたが、⌮事㛗の交代により㏥任した。 

また、世⏣㇂施タにおいては、地域㐃携検ウ委員会がボランティアとの協働について方㔪を明 

☜にし、地域包括ケアシステムと㐃動できる体制構⠏を引き⥆き検ウした。併せて 3月にはパラリ 

ンピック㛤催を前に、地域住民との交流に有効と判断し委員全員がボッチャを体㦂し、次年度に向 

けたィ⏬のイメージを共有した。 

(4) 人材☜保と人材⫱成 
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  令和 2年4月に㛤タされる「港区❧児❺Ⓨ㐩支援センター」の事業は、7月に指定⟶⌮⪅として 

㑅定を受け、10月には準備室を㛤タし、⣙30名の新つ採⏝もィ⏬どおり㡰ㄪに㐍捗した。一方で 

㸯年後の友愛Ⲯ⛣㌿改⠏においては、人材の☜保が極めて大きなㄢ㢟となっており法人が一体とな 

って人材の☜保に注力した。特に同じ特㣴ホームである◔ホームとの㐃携は┦互のⓎ展において㔜 

せであるとㄆ㆑し、人事␗動を含めた対⟇を強化した。 

併せて、法人⌮念に基づく⫋員の㝵層別◊修体⣔により「新入⫋員オリエンテーション」、「初任 

⪅ベーシック◊修」、「事例◊✲Ⓨ⾲◊修」、「テーマ別◊修」及び「中堅⫋員◊修」を㡰次㛤催した。 

 (5) 大㟈災対⟇の推㐍 

㤳㒔┤下型地㟈のⓎ⏕が想定される中、利⏝⪅や⫋員はもとより㏆㞄の⿕災⪅を支援するため 

に、各事業所は⚟♴㑊㞴所としての機⬟を求められており、図上カ⦎や実動カ⦎を㏻して定期ⓗな 

ぢ┤しを推㐍した。なお、㒔内においても⏒大な⿕害を及ぼした度㔜なる大型台㢼のく来では、幸 

い┤接ⓗな⿕害は免れることができた。 

㸦6㸧各事業の主なィ⏬㸦タ備の更新改修➼を含む㸧 

① 世⏣㇂施タ 

┦ㄯ員➼会㆟及び介ㆤ⫋員会㆟では、主体ⓗで✚極ⓗな情報共有を推㐍し、事業所㛫の様々

な㐃携を強化した。 

なお、敷地内の区㐨の処⌮については、旧世⏣㇂更⏕㤋の建替えィ⏬の具体化が前提となっ

たため、⠏ 29年の本㤋と⠏ 28年の別㤋における大つ模修⧋のィ⏬を㋃まえて、方㔪を固める

こととなった。 

② 世⏣㇂更⏕㤋 

    就労⛣⾜支援事業では、残念ながら1名は㞠⏝契⣙ゎ㝖となったが、企業実⩦とトライアル 

㞠⏝➼を⤒て2名の利⏝⪅が一⯡就労を実⌧した。 

    就労⥅⥆支援㹀型事業では、年度末に、新型コロナウイルスの影㡪で、一㒊取引先からの受 

注が停止したが、他既存取引先からの受注は堅ㄪで、就労支援事業収入は期㤳予⟬ 28,062千円 

に対し 31,553千円㸦 112.4%㸧となった。利⏝⪅工㈤についても、平均月⤥は前年度と比㍑し、 

558円プラスの32,110円と向上している。 

一方、利⏝⋡については、7名の新つ利⏝⪅を受入れたが、就⫋や他事業所への␗動➼によ 

る㏥所、入㝔➼による㛗期の欠席⪅が増加した⤖果、┠標値の 74㸣を下回る67.25㸣にとどま 

った。 

③ 友愛園 

㔜度⪅を受け入れるためには、既存のタ備を有効活⏝しながら居室内のスペースを広げ、ギ

ャジベッド➼を㓄⨨する必せがあるため、今年度4月に利⏝⪅の定員を60名から 50名に減員

し、令和 2年4月には更に定員を 40名に減員することとした。 

④  東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター 

  施タ建替えに㛵する取り⤌みについて、所内検ウ委員会をタ⨨し、事業内容、㐠営⤒㈝、タ  

 備➼について検ウを実施し⥅⥆している。併せて東京㒔と㐺宜㐃⤡をとり候⿵地➼の情報収㞟

を⥅⥆している。 

  就労⥅⥆支援㹀型利⏝⪅の就労支援で一⯡企業への就⫋が㐺い、1名が地域⛣⾜に⧅がった。 

⑤ コーポ友愛 

    1 年を㏻じ利⏝⋡ 95%、入居⋡ 100%を⥅⥆した。入居⪅支援については、㧗㱋化及び㔜度化

の㐍む入居⪅のニーズに対し、㛵係機㛵や家族との㐃携を強化し、入居⪅の⏕活の安定に努め

た。⏕活⎔境㠃については、(一♫)尚友倶楽㒊様からの助成によりロビーのレイアウトを変更
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した。 
  ⑥ 友愛デイサービスセンター 

 ⏕活介ㆤ事業は、利⏝⪅の㌿居や入所施タへの⛣⾜に伴い、Ⓩ㘓⪅が 15名と㏆年最少となっ

た。㛵係機㛵への営業活動を実施しているものの、新つ利⏝⪅を☜保できず厳しい≧況にある。  

更に、年度⤊┙には新型コロナウイルスの感染が拡大したため、㏻所を⮬⢔する利⏝⪅も増え、

利⏝⋡は低㏞した。 

⎔境整備では、カ⦎室や北側に位⨨する⬺⾰室、多┠ⓗ室の寒冷対⟇として、公┈㈈団法人

出光文化⚟♴㈈団の⚟♴助成事業を利⏝し、❆を二㔜サッシにする工事を実施した。 

▷期入所事業は、4 名が新つ契⣙後も㡰ㄪに利⏝を⥅⥆している。今年度より業務委ク業⪅

をぢ┤し、サービスの提供体制を再構した⤖果、利⏝⋡と㢳客満㊊度が大幅に向上した。 

  ⑦ 友愛ホーム 

   年㛫利⏝⋡は98.8㸣に㐩し事業活動の収支≧況が㸲期㐃⥆で㯮字を㐩成した。人材☜保のほ

点から⫋員全員が有⤥休暇10日以上取得できるように促㐍した。また、1月からゼ問デ⒪の導

入を㛤始し支援員の㏻㝔同⾜業務を㍍減させた。㸰月下旬からは新型コロナウイルス感染拡大

㜵止により⾜事や日中の活動を中止している。 

 ⑧ 友愛Ⲯ  

    ⛣㌿改⠏の令和元年度分については、事務手⥆き及び工事の出来㧗まで㡰ㄪに㐍捗

した。しかし、今後の新型コロナウイルス感染の㜵止対⟇➼によっては、㒊品や㈨

材の入Ⲵ㐜れ➼で工期が延㛗される可⬟性も出るものと思われ、今後のぢ㏻しが❧た

ない≧況であるが、㛵係各⨫と㐃携して㐍めていく。 

⑨ ◔ホーム 

   これまでの介ㆤロボットの活⏝に加え、新たに東京㒔の ICT⿵助㔠を活⏝し、介ㆤ

ソフトの充実とインカムシステムの導入を図ることで、専㛛⫋の専㛛性を㧗めながら

働き易い⫋場⎔境づくりを推㐍した。これらの実㊶に対するぢ学の希望にも丁寧に応

じ、国内の⚟♴介ㆤ事業⪅や⾜政の担当⪅をはじめ、スイスの技⾡⪅団体やチェコ共

和国の㤳┦夫人など、国内外を問わず多くの㛵心に応えた。年㛫利⏝⋡は90.5㸣と┠標

に㐩しなかったが、それぞれの業務改善により収支は㯮字を㐩成した。㸰月下旬からは新型

コロナウイルス感染拡大㜵止により、⾜事や日中活動、外来⪅による㠃会やボランテ

ィアの受け入れを原則中止している。 

  ⑩ ◔デイサービスセンター  

    ␗例ともゝえる600万円の㉥字予⟬をィ上しての平成 31年度のスタートとなったが、⫋員㓄

⨨のㄪ整による人件㈝の削減を⓶切りに、徹底した⠇⣙を心掛け支出を抑えてきた。また、利

⏝⋡の向上を┠指し様々な⟇をㅮじ、「休みたくないデイサービス化」を図ってきた。さらに、

⣙ 4年㏆くに亘り⤒営に大きな影㡪を与えてきた介ㆤ㈇担㔠が⤊了したこともあり収支の改善

を果たすことができた。年度末に新型コロナウイルスによる影㡪を⿕ったものの、何とか単年

度㯮字を㐩成することができた。 

⑪ 港区❧㞀害保健⚟♴センター 地域活動支援センター 

地域交流として⾜なうサロン事業に、㣗事を摂りながら交流する「サロン de 㣗堂」を新た  

に加えた。また、地域⏕活⮬❧支援事業のㅮ座や前グのサロン活動を分かりやすく周▱するた

めの、6 か月分のスケジュールを掲㍕した事業カレンダーを作成した。更に、これまで港区㞀

害⪅⚟♴ㄢが㐠営してきた「㞀害⪅・児を支援する人への◊修」を来年度から委クされること

になり、年度内にほぼ来年度の◊修ィ⏬を❧てた。区単⊂事業として⾜なってきた機⬟カ⦎の
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㔜」カ⦎は、来年度から工房アミ㸦⏕活介ㆤ事業㸧に事業⛣⾜となり、その役割を⤊えた。 

⑫ こども⒪⫱パオ 

6月に「港区❧児❺Ⓨ㐩支援センター」の指定⟶⌮を受クした。10月から「港区❧児❺Ⓨ㐩

支援センター」の⛣⾜準備室を❧ち上げ⫋員採⏝活動の実施と事業㐠営の内容➼を検ウし、4

月からの新事業への準備を㐍めた。 

⑬ 工房アミ 

今年度から⮬㛢傾向が強い利⏝⪅を主な対㇟とした➨ 5グループを作り活動した。アート活

動では、より利⏝⪅の個別性を㔜どした作品作りを┠標に活動し、年度末に作品Ⓨ⾲会を⾜う

ことができた。 

⫋員スキルアップのため、⫋員がㅮ師となり内㒊◊修を実施した。更に、⫋員のスキルアッ

プ・支援プログラムの充実➼を┠ⓗとして、▱ⓗ㞀害⪅支援の専㛛家をスーパーバイザーとし

て招き、⥅⥆した指導を受けることにした。 

令和 2年になり、新型コロナウイルス感染流⾜が事業㐠営へ影㡪し始め、外出⾜事の中止や

利⏝⪅の⾜動⠊囲にも制㝈が⏕じた。 

⑭ みなとワークアクティ 

    昨年度に引き⥆き、利⏝⪅にとって分かりやすい⎔境にするため、事業所内の構㐀化の⥅⥆、

新つで個人に焦点を当てた構㐀化に取り⤌んだ。利⏝⪅によっては、⮬主ⓗな⾜動や判断の一

助となった。 

    ⫋員が欠員となる時期もあったが、仕事㔞の☜保はでき、微増ながら昨年度より工㈤が向上

した。 

⑮ レスパイト 

事業のㄢ㢟の 1つである利⏝実⦼は、昨年度よりも多く☜保することができた。また、明る

い㞺囲気作りを⥅⥆して⾜い、㢳客満㊊も┠標を上回るホ価を得た。令和 2年度に法内化を⾜

うための▷期入所事業の指定を東京㒔から受け、レスパイト事業は年度末で⤊了となった。 

  ⑯ ◔地域包括支援センター㸦◔あんしんすこやかセンター㸧 

    区の地域包括支援センターホ価点検が㛤始された。またあんしんすこやかセンターにおける

⮬動㏻ヰ㘓㡢機無料㈚出し事業を㛤始しました。     
 ⑰ ➨一作業所㸦友愛書房㸧 

   外㒌団体からの注文➼を㝶意契⣙につなげることやサービスの工夫により、多少ではあるが、

㯮字につながった 

  ⑱ ◔介ㆤ保㝤サービス 

    3 人体制への⫋員増員を┠指したが、☜保が㞴しく㐩成には⮳らなかった。しかし、⫋員㛫

のコミュニケーションを密にすることで㐃携の強化を図った。また、外㒊にも✚極ⓗに出て⾜

くことで業務の㉁の向上につなげた。 
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㸱 平成 31年度 ♫会⚟♴法人友愛十字会「方㔪書㸦┠標㸧」に対する⤖果 

区分 
方㔪 

㹌㹭 
方㔪内容 対 ㇟ 

┠  標 

⟶⌮㡯┠ ┠標値と⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸿㸯 
安定ⓗ㈈源基

┙の☜❧ 

法人本㒊 

全 事 業 

事業収支差㢠改善の対⟇ 対前年比プラス ⇒ 㐩成 

㸿㸰 

各施タの建替

えィ⏬の具体

化 

 
 

 

 
 

 
 

世⏣㇂施タ敷地内の区㐨

処⌮ 
 

友愛Ⲯの⛣㌿改⠏事業の

推㐍 
 

東京⫈ぬ㞀害⪅支援セン

ターの⛣㌿改⠏ィ⏬ 
 

方㔪及び施工スケジュールの具体化 
 

 
 

⇒ 区㐨㊰新タ拡幅事業でゎ決予定 

(旧世⏣㇂更⏕㤋の建替え工事まで保␃) 
 

 

⇒ 予定どおり㐍捗 
 

 

 
 

⇒ 具体化は未㐩成 
  

㹀 

品㉁ 
㹀㸯 

地域における

公┈ⓗ活動の

推㐍 

法人本㒊 

全 事 業 
公┈活動の具体化 

活動実㊶  

⇒ ボランティアとの㐃携の仕⤌みづ

くりを推㐍 

㹁 

人材 

⫱成 

㹁㸯 

ィ⏬ⓗな人材

☜保・人材⫱

成の実施 

法人本㒊 

全 事 業 

 

採⏝ィ⏬の⟇定 
 
 

 

㝵層別⫋員◊修の再構⠏ 
 
 

 

人事ホ価制度のぢ┤し 
 

 

㡰次実㊶ ⇒ 港区児Ⓨセンター㐩成 
 

㡰次㛤催   

⇒ 新型コロナウイルス感染拡大により一㒊中止 
 

ヨ⾜㛤始 ⇒ 未検ウ 
 

㹃 

その他 
㹃㸯 

大㟈災対⟇の 

推㐍 

法人本㒊 

全 事 業 

大㟈災を想定した地域住

民との定期ⓗな㐃携カ⦎ 

⥅⥆実施とカ⦎内容のぢ┤し 

⇒ 各拠点で実㊶を⥅⥆ 

 

㸲 各✀ィ⏬の≧況 

㸦1㸧主な会㆟の㛤催≧況 

名  ⛠ ┠  ⓗ 㛤催㢖度 㛤催実⦼ 

ホ ㆟ 員 会 法人の⤒営上の㔜せ事㡯に㛵する審㆟㆟決を⾜い、業務執

⾜の基本方㔪を決定する。 

年3回 3回㛤催 

⌮ 事 会 年3回 6回㛤催 

⤒ 営 会 ㆟ 
法人の⤒営上の㔜せ事㡯に㛵するㄢ㢟別作業委員会をⓎ㊊

し、その報告を基に業務執⾜の基本方㔪を審㆟する。 
毎 月 12回㛤催 

⤒ 営 委 員 会 同  上 㐺 時 3回㛤催 

全 施 タ 㛗 会 ㆟ 

法人各施タの㐠営に㛵する㔜せ事㡯の審㆟と各施タ㛫の情

報交換及び㐃⤡ㄪ整並びに ISO 9001:2008 せ求事㡯の「マ

ネジメントレビュー」㸦世⏣㇂施タは別㏵㛤催㸧 

毎 月 

㸦毎㐌㸧 

12回㛤催 

㸦18回㛤催㸧 

㹋㹑(㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢㺚㺛㺡㺯) 

検 ウ 委 員 会 
業務の標準化に㛵するィ⏬❧案と推㐍 年6回 4回㛤催 

教 ⫱ 委 員 会 ⫋員教⫱に㛵するィ⏬❧案と推㐍 年6回 4回㛤催 

ⱞ情ゎ決委員会 
各施タが提供する⚟♴サービスに係る利⏝⪅➼からのⱞ情

の円満ゎ決を図る 
㐺  時 無 

⾨ ⏕ 委 員 会 

(従業員 50 名以上必⨨) 

⾨⏕に㛵する事㡯の審㆟と推㐍 

㸦⫈ぬセンターは安全⾨⏕委員会として㛤催㸧 

(㛤催回数:本㒊13回、友愛Ⲯ12回、⫈ぬ12回、港11回) 

毎 月 
のべ48回 

㛤催 

安 全 委 員 会 
安全に㛵する事㡯の審㆟と推㐍 

㸦㛤催回数内ヂ㸸本㒊6回、友愛Ⲯ15回、港㺜㺻㺞㺎 11回㸧 
年6回 

のべ32回 

㛤催 

⏨女共同参⏬委員会 ⏨女共同参⏬に㛵するィ⏬❧案と推㐍 年6回 5回㛤催 
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㸦2㸧㜵災カ⦎の≧況 

  以下をィ⏬㏻り実施した。 

月 
世⏣㇂施タ 東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター 友 愛 Ⲯ 港区❧㞀害保健⚟♴センター 

時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 時㛫 出火場所 

㸲 昼㛫 コーポ友愛 昼㛫 㜵災センター体㦂 昼㛫 図上カ⦎ 昼㛫 (消㜵タ備、㑊㞴㊰☜ㄆ) 

㸳 昼㛫 友愛デイ 昼㛫 消火カ⦎〈中庭〉 昼㛫 1㹄洗濯室 昼㛫 (各事業所での㑊㞴カ⦎) 

㸴 夜㛫 友愛ホーム 夜㛫 㹀棟㸰㝵居室 夜㛫 合同㜵災カ⦎ 昼㛫 㸰㝵(出火想定) 

㸵 昼㛫 コーポ友愛 昼㛫 ㅮヰ・㜵災㺩㺼㺡㺼㺓 昼㛫 1㝵洗濯室 昼㛫 㸳㝵(出火想定) 

㸶 昼㛫 世⏣㇂更⏕㤋 昼㛫 㹀棟㸰㝵喫煙室 昼㛫 1㝵洗濯室 昼㛫 㸯㝵(出火想定) 

㸷 昼㛫 
友愛園

㸦◔⏫⏫会合同㸧 
昼㛫 㹀棟㸰㝵ボイラー 昼㛫 地㟈・参㞟カ⦎ 昼㛫 㸱㝵(出火想定) 

10 夜㛫 コーポ友愛 昼㛫 㸿棟㸰㝵居室 昼㛫 ㉳㟈㌴・炊出しカ⦎  実施なし 

11 夜㛫 友愛デイ 昼㛫 合同㜵災カ⦎ 夜㛫 3㝵㺛㺞㺍㺪㺷㺎㺯 昼㛫 合同㜵災カ⦎ 

12 昼㛫 友愛ホーム 夜㛫 A棟 3㝵居室 夜㛫 地㟈  工事のため中止 

㸯 昼㛫 ◔ホーム(中止) 昼㛫 ㅮ⩦(図上カ⦎) 教⫱ AEDㅮ⩦ 昼㛫 㸶㝵(出火想定) 

㸰 夜㛫 ◔ホーム 昼㛫 B棟 2㝵娯楽室 昼㛫 地㟈 昼㛫 㜵≢カ⦎ 

㸱 夜㛫 友愛園 昼㛫 地区㜵災カ⦎参加 昼㛫 水害・土◁ 昼㛫 参㞟㜵災カ⦎㸦中止㸧 

世⏣㇂施タは成城消㜵⨫、東京⫈ぬ㞀害⪅支援センターは志村消㜵⨫、友愛Ⲯは⏫⏣消㜵⨫、港区❧㞀害保

健⚟♴センターはⰪ消㜵⨫の協力を得て実施した。なお、世⏣㇂施タは9月に◔⏫⏫会と、東京⫈ぬ㞀害⪅支

援センターは 11 月に板橋区・地元⏫会と、友愛Ⲯは 6 月に図師⏫内会・⏫⏣⚟♴園と合同での㜵災カ⦎を実

施した。 
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㸦3㸧教⫱の≧況 

分 㢮 内  容 㛤催日及び参加⪅数 

㝵層別教⫱ 

新入⫋員オリエンテーション       8時㛫 ×1日 

初任⪅ベーシック◊修          8時㛫 ×1日 

中堅⫋員◊修              8時㛫 ×1日 

テーマ別◊修㸦レジリエンス◊修㸧    3.5時㛫×1日 

㸦コミュニケーション◊修㸧  3.5時㛫×1日 

初任⪅◊修               8時㛫 ×1日 

4月 3日38名 

7月 11日23名 

11月 28日 13名 

12月 9日午前28名 

12月 9日午後25名 

2月 17日8名 

事例(◊✲)

Ⓨ⾲◊修 

業務改善事例や◊✲成果のⓎ⾲を㏻じて、⫋員の専㛛技⾡や業務改

善・改㠉に向けた㈨㉁の向上を図った。 

【Ⓨ⾲㢟┠】 

①友愛Ⲯ㸸 

「ㄗ嚥性⫵炎による入㝔⪅を減らす取り⤌みについて」 

    㹼他⫋✀と㐃携し改善できたプロセス㹼 

    ⇒特別㈹ 

②地域活動支援センター入浴㒊㛛㸸 

「┤営化の強みを活かした入浴事業の取り⤌み」 

㹼利⏝⪅の信㢗構⠏に向けて㹼 

③◔デイサービスセンター㸸 

「㉥字⤒営から㯮字⤒営を┠指す取り⤌みについて その(1)」 

㹼休みたくないデイサービスPart2㹼 

④◔ホーム㸸 

「スケールを⏝いてリフトの優先度を判断することによる 

効果ⓗな持ち上げない介ㆤの実⌧」 

㹼専㛛⫋としての想像と創㐀 We are professional㹼 

⇒⌮事㛗㈹ 

⑤◔デイサービスセンター㸸 

「㉥字⤒営から㯮字⤒営を┠指す取り⤌みについて その(2)」 

㹼⫋員の意㆑改㠉㹼 

⇒優⚽㈹ 

⑥友愛デイサービスセンター㸸 

「法ⓗ根拠に基づいた、サービス内容と⤌⧊㐠営の改善プロセス」 

    㹼友愛十字会のモデルケースを┠指して㹼 

法人創❧グ念⾜事日

9/25 

Ⓨ⾲6件  

Ⓨ⾲⪅9名 

 

㸦4㸧 ⱞ情ゎ決の≧況  

  「友愛十字会ⱞ情ゎ決つ定」の定めに┦当するⱞ情の⏦入れは無かった。                             

 

㸦5㸧 「友愛十字会標準㸦㹗㹑㸧」の整備≧況                      単位㸸件数 

大 分 㢮 

␒   号 
内  容 元年度末 

保有件数 

本年度の整備≧況 元年度末 

保有件数 制定 改定 廃止 

㸮 ⥲    則 6 0 0 0 6 

㸯 品㉁マネジメントシステム 28 0 1 0 28 

㸰 業務⟶⌮マニュアル 141 0 0 0 141 

㸱㸿 指導⚊・ゎㄝ書㢮(施タ別) 768 8 35 13 763 

㸲 つ⛬・つ則㢮 62 2 15 0 64 

合  ィ 1005 10 51 13 1002 
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➨㸯 法 人 本 㒊 

 

㸯 役員・ホ㆟員➼の≧況 

㸦1㸧役員及びホ㆟員 

 令和元年度の␗動≧況 

  令和元年6月 20日に㛤催された令和元年度定時ホ㆟員会において、⌮事7名が㑅任された。

当法人の⌮事㛗の小林和弘氏が令和元年度定時ホ㆟員会をもって㏥任された。 

  令和元年度➨2回⌮事会において、後任の⌮事㛗に当法人の㢳問であったⵦ原基㐨氏が㑅任

された。 

  会㛗については、佐々木典夫氏が㏥任され、後任にⵦ原基㐨氏が㑅任された。 

  また、㢳問に小林和弘氏が㑅任された。 

 

 

㸦2㸧⥲及び㢳問➼ 

   令和 2年3月 31日付で墨㔝倉克則氏が参与を㏥任された。 

   区    分 ⥲   㢳  問   参  与 

令和元年度⌧在員    㸯     㸯     㸰 

 

㸦3㸧平成 31年度末の役員➼の氏名(敬⛠␎)   

  区   分 氏          名 

⥲   ⍱子女⋤殿下 

㢳  問 小 林 和 弘 

会㛗・⌮事㛗 ⵦ 原 基 㐨 

常務⌮事 㔠 井    博  江 原 德 ⮳  

⌮   事 㔠 澤 弘 㐨  多久島 ⪔治  三 根   武  山 崎   敏  㸦7名㸧 

┘  事 㧘 梨 智 弘  ⏣ 中 敏 㞝                        㸦2名)         

ホ ㆟ 員 
⛅山 ⏤⨾子  江 ⸨ 文 夫   㐲 ⸨   浩  㔠井Pak㞞 子  

川 㷂 ⿱ 康  岸 ⏣ 宏 司  佐々木 典夫  ⸨ 㷂 ㄔ 一    㸦8名㸧        

 

㸦4㸧平成 31年度末のホ㆟員㑅任・ゎ任委員の氏名(敬⛠␎)   

  区   分 氏        名 

 ┘     事  㧘梨 智弘 

 外 㒊 委 員  岩井 㞝一  大島 公子 

 事 務 局 員  村上  正 ⿱  宮 㷂  浩 

 

区 分 

 

定  数 

平成30年度 

末の⌧在員数 

令和元年度前半期の␗動 令和元年度 

3月 31日⌧在員数 新 任 ㏥ 任 

⌮ 事 㸴㹼㸶 㸵 㸯 㸯 㸵 

┘ 事 㸰 㸰 㸮 㸮 㸰 

ホ㆟員   㸵㹼㸷 㸶 㸮 㸮 㸶 



 9 

㸦㸳㸧 ⫋員の採⏝及び㏥⫋➼ 

3月31日付 採⏝及び ㏥⫋及び 3月31日付

人員数 ㏥⫋及び ␗動増員 ␗動減員 人員数 ㏥⫋及び

␗動減員 ␗動減員

常 11名 1名 1名 1名 10名

㠀 1名 1名

常 10名 1名 1名 10名

㠀

常 17名 2名 6名 4名 17名 2名

㠀 4名 1名 1名 1名 3名

常 10名 10名

㠀 14名 1名 15名

常 1名 1名

㠀

常 9名 4名 3名 10名 1名

㠀 2名 1名 1名 2名

常 11名 2名 1名 12名 1名

㠀 3名 3名

常 36名 3名 13名 6名 40名 2名

㠀 18名 1名 9名 4名 22名 1名

常 27名 1名 26名 3名

㠀 7名 1名 1名 7名 1名

常 14名 1名 1名 1名 13名

㠀 8名 1名 9名

常 24名 3名 10名 3名 28名 1名

㠀 11名 2名 5名 2名 12名 1名

常 41名 3名 8名 5名 41名 1名

㠀 1名 2名 3名

常 35名 7名 25名 3名 50名 5名

㠀 9名 2名 6名 4名 9名 2名

常 7名 3名 4名 6名 1名

㠀

常 8名 1名 1名 8名

㠀

常

㠀 3名 3名

常 2名 1名 1名 2名

㠀

常 263名 21名 76名 34名 284名 17名

㠀 80名 6名 28名 17名 85名 5名

備⪃　㸯　各施タの⫋員数欄の上段は常勤⫋員、下段㸦⥙掛け㒊分㸧は㠀常勤⫋員を掲㍕し

　　　　ている。

　　　㸰　法人内の施タ㛫の␗動は、便宜上⾲中の「採⏝」欄に「㌿入」を、また、「㏥⫋」

　　　　欄に「㌿出」を含めてィ上している。

こども⒪⫱パオ

みなとワークアクティ

◔地域包括支援センター

友愛書房

◔介ㆤ保㝤サービス

合ィ

友愛ホーム

友愛Ⲯ

◔ホーム

◔デイサービスセンター

港区❧㞀害保健⚟♴センター
地域活動支援センター

工房アミ

法人本㒊事務局

世⏣㇂更⏕㤋

友愛園

東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター

コーポ友愛

友愛デイサービスセンター

事業所名

⫋
員
区
分

平成30年度 平成31年度(令和元年度)

年度末(3月31日) 4月1日㹼3月30日の 年度末(3月31日)
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㸰 役員会の≧況 

㸦1㸧平成 31年度➨1回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和元年 6月 5日(水) 

② 㛤催場所  成城ホール㸲㝵 㞟会室 㸿・㹀㸦東京㒔世⏣㇂区成城㸴㸫㸰㸫㸯㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 平成30年度事業報告㸦案㸧について 

➨ 2号㆟案 平成30年度各会ィ収支決⟬㸦案㸧について 

➨ 3号㆟案 新役員㸦案㸧の決㆟について 

➨ 4号㆟案 定時ホ㆟員会の招㞟事㡯㸦案㸧の決定について 

㸦2㸧平成 31年度➨1回ホ㆟員会㸦定時ホ㆟員会㸧 

① 㛤 催 日  令和元年 6月 20日(木) 

② 㛤催場所  友愛十字会 本㤋 ➨ 2多┠ⓗ室㸦東京㒔世⏣㇂区◔㸱㸫㸷㸫㸯㸯㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 平成30年度事業報告㸦案㸧について 

➨ 2号㆟案 平成30年度各会ィ収支決⟬㸦案㸧について 

➨ 3号㆟案 新役員㸦案㸧の決㆟について 

㸦3㸧平成 31年度➨2回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和元年 6月 20日(木) 

② 㛤催場所  友愛十字会 本㤋 ➨ 2多┠ⓗ室㸦東京㒔世⏣㇂区◔㸱㸫㸷㸫㸯㸯㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 ⌮事㛗の㑅任について 

➨ 2号㆟案 常務⌮事の㑅任について 

➨ 3号㆟案 会㛗、㢳問及び参与の㑅任について 

➨ 4号㆟案 介ㆤ保㝤施タ➼における ICT活⏝促㐍事業⿵助㔠⏦ㄳについて 

㸦4㸧平成 31年度➨3回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和元年 9月 17日(火) 

② 㛤催場所  友愛十字会 本㤋 ➨ 2多┠ⓗ室㸦東京㒔世⏣㇂区◔㸱㸫㸷㸫㸯㸯㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 特別㣴ㆤ⪁人ホーム友愛Ⲯ施タ整備工事に係る入札参加㈨格条件及び予定価 

格のタ定について 

➨ 2号㆟案 特別㣴ㆤ⪁人ホーム友愛Ⲯ施タ整備工事に係る⚟♴医⒪機構からの借入れに 

ついて 

➨ 3号㆟案 基本㈈⏘の処分について 

➨ 4号㆟案 令和元年度➨ 2回ホ㆟員会の招㞟事㡯の決定について 

㸦5㸧平成 31年度➨2回ホ㆟員会 

① 㛤 催 日  令和元年 9月 26日(木) 

② 㛤催場所  友愛十字会 本㤋 ➨ 2多┠ⓗ室㸦東京㒔世⏣㇂区◔㸱㸫㸷㸫㸯㸯㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 基本㈈⏘の処分➼について 

㸦6㸧平成 31年度➨4回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和元年 11月 22日(㔠) 

② 㛤催場所  成城ホール㸲㝵 㞟会室 㹁㸦東京㒔世⏣㇂区成城㸴㸫㸰㸫㸯㸧 
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③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 特別㣴ㆤ⪁人ホーム友愛Ⲯ施タ整備工事に係る入札⤖果及び工事ㄳ㈇契⣙書 

について 

➨ 2号㆟案 別㤋1㝵女性トイレ改修工事について 

㸦7㸧平成 31年度➨5回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和元年 11月 28日(木) 

② 㛤催場所  友愛十字会 本㤋 ➨ 2多┠ⓗ室㸦東京㒔世⏣㇂区◔㸱㸫㸷㸫㸯㸯㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 特別㣴ㆤ⪁人ホーム友愛Ⲯ施タ整備工事に係る入札⤖果及び工事ㄳ㈇契⣙書 

について 

➨ 2号㆟案 別㤋1㝵女性トイレ改修工事について 

報告事㡯  令和元年度事業報告㸦中㛫㸧及び令和元年度㈨㔠収支ィ⟬書実⦼ぢ㎸㸦中㛫㸧

について  

㸦8㸧平成 31年度➨6回⌮事会 

① 㛤 催 日  令和2年 3月 12日(木) 

② 㛤催場所  成城ホール㸲㝵 㞟会室 㸿・㹀㸦東京㒔世⏣㇂区成城㸴㸫㸰㸫㸯㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 平成31年度各会ィ収支⿵正予⟬㸦案㸧について  

➨ 2号㆟案 令和2年度事業ィ⏬㸦案㸧及び令和2年度各会ィ収支予⟬㸦案㸧について 

➨ 3号㆟案 ㅖつ⛬の制定、一㒊改正及び廃止について㸦案㸧 

➨ 4号㆟案 施タ㛗➼の任免及び再㞠⏝について 

➨ 5号㆟案 ホ㆟員会の招㞟事㡯の決定㸦案㸧について 

㸦9㸧平成 31年度➨3回ホ㆟員会 

① 㛤 催 日  令和2年 3月 19日(木) 

② 㛤催場所  成城ホール㸲㝵 㞟会室 㹂㸦東京㒔世⏣㇂区成城㸴㸫㸰㸫㸯㸧 

③ ㆟  案   

➨ 1号㆟案 平成31年度各会ィ収支⿵正予⟬㸦案㸧について  

➨ 2号㆟案 令和2年度事業ィ⏬㸦案㸧及び令和2年度各会ィ収支予⟬㸦案㸧について 

➨ 3号㆟案 定款の一㒊改正㸦案㸧ついて 

 

㸱 本㒊事業➼の実施≧況 

㸦1㸧㞀害⪅支援普及事業 

① ➨ 44 回合同㐠動会は、引⥆き⥲⍱子女⋤殿下が実⾜委員㛗としてご⮫席になり、大⦖㊴

びではメダルのプレゼンターをお引き受け下さる➼、会場全体を┒り上げていただいた。今年

度も⋢入れの代替として、ボッチャのルールを⡆⣲化した➇技を「ボッチャチャ」と⛠して取

⤌み徐々に定╔を図ることができた。また、引⥆き「⣧国⏘ボイス」の歌の披㟢や、NPO 法人

「ジャパンスポーツコミュニケーションズ」からの㈨材無償提供➼を得て、┒会に㛤催する

ことができた。 

ア 期 日  令和元年9月 29日㸦日㸧 

   イ 会 場  世⏣㇂区⥲合㐠動場体⫱㤋 

   ウ 主 催  合同㐠動会実⾜委員会㸦参加団体㸧 

           ♫会⚟♴法人友愛十字会、♫団法人ガールスカウト東京㒔➨ 61団、ボーイス
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カウト世⏣㇂➨ 10 団・11 団、世⏣㇂区㹇㹉㹉⚟♴協会、日本体⫱大学♫会体

⫱◊✲会、學⩦㝔大學應援團、慶應⩏塾大学ライチウス会、♫会⚟♴法人世⏣

㇂区♫会⚟♴協㆟会、柏・⤎の会、ⓚ宮㆙察本㒊ⓚ宮㆙察㡢楽㝲、ⓚ宮㆙察本

㒊ⓚ宮㆙察学校、公┈♫団法人日本スポーツチャンバラ協会、株式会♫ヴォイ

スアートプロジェクトワイ、㹌㹎㹍法人ジャパンスポーツコミュニケーション

ズ 

   エ 後 援  世⏣㇂区 

   オ 参加⪅  451名 うち当法人参加⪅は182名㸦40㸣㸧であった。 

② 「➨ 53回宮様チャリティボウリング大会」及び「➨ 43回㞀害⪅ボウリング大会」への協力 

     引⥆き、⍱子女⋤殿下の御⮫席を㈷わり┒会に㛤催することができた。当法人は、♫団法

人日本ボウリング場協会主催の宮様チャリティボウリング大会及び㞀害⪅ボウリング大会に協

力した。㞀害⪅の㒊では、⏨子 89名、女子25名が、プロボウラーから指導を受けた後、㞀害

⪅の大会でハイレベルな熱戦を展㛤した。⤊始、和やかな㞺囲気であった。 

ア  期 日 令和元年12月 1日㸦日㸧 

   イ  会 場 品川プリンスホテルボウリングセンター㸦港区㧗㍯4-10-30㸧 

   ウ  主 催 日本ボウリング場協会㸦㢳問 佐々木典夫会㛗㸧 

   エ  協 力 ♫会⚟♴法人 友愛十字会 

   オ  参加⪅ 北海㐨、東北、㛵東、東海、北㝣、㛵す、中国、四国、九州、沖⦖から各地区の

予㑅㏻㐣㑅手及び団体推⸀、㞀害⪅招待の㑅手が決勝戦に⮫み、㞀害⪅は㛵東から

四国までの㑅手114名が参加した。うち、当法人からは 23名㸦20㸣㸧が参加した。 

  ③ 機㛵⣬「ゆうあい」 

     7月にNo.49、㸯月にNo.50を各2,500冊Ⓨ⾜し㛵係⪅への㏦付と外来⪅➼へ㓄布を⾜った。 

 

㸦2㸧 その他の事業 

    世⏣㇂施タ、板橋区の東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター、⏫⏣市の友愛Ⲯ及び港区❧㞀害保健⚟♴

センターは、それぞれ地域の⏫内会・商店会、後援会、ボランティア、施タ利⏝⪅家族➼の参加

を得て、┦互⌮ゎと㐃携を深めることを┠ⓗに次の事業を実施した。 

① 世⏣㇂施タ 

ア ┅㋀り大会 

   㸦ア) 期 日   令和元年 7月 17日㸦水㸧 

     㸦イ㸧会 場   友愛十字会内庭 

     㸦ウ㸧主 催   友愛十字会、友愛十字会後援会 

      (エ) 協 ㈶   ◔⏫⏫会、㹒㹋㹁㏻り商店⾤ 

(オ) 来場⪅   2,557名 

イ 友愛ふれあい⚍ 

    㸦ア㸧期 日   令和元年 10月 6日㸦日㸧 

     㸦イ㸧会 場   友愛十字会敷地・施タ内 

     㸦ウ㸧主 催   友愛十字会 

     㸦エ㸧協 ㈶   友愛十字会後援会、◔⏫⏫会、㹒㹋㹁㏻り商店⾤➼ 

     㸦オ㸧参加⪅   1,117名㸦外来⪅のみ㸧 

ウ  感ㅰの㞟い 

㸦ア㸧日 時 令和元年12月 12日(木) 15:30㹼17:00 
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㸦イ㸧場 所 世⏣㇂施タ 友愛園㣗堂 

㸦ウ㸧主 催 友愛十字会 

㸦エ㸧参加⪅  招待⪅ 164名中の 50名㸦後援会会員53名中の 6名を含む㸧 

  ② 世⏣㇂施タ以外の施タ 

ア 東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター 

4月㹼2月「手ヰㅮ座」 

手ヰ入㛛ㄢ⛬の手ヰㅮ⩦を実施した。 

     7月「┅㋀り大会」 

      地域住民、㛵係団体との地域交流⾜事を実施した。 

     11月「㜵災⥲合カ⦎」 

11月 4日(月)に⏫会・消㜵⨫の協力を得て、地域住民との合同㜵災カ⦎を実施した。他

に、区主催の⥲合㜵災カ⦎に参加した。 

イ 友愛Ⲯ 

㸦ア㸧 おⰼぢ地域交流会  4月 5日(木) 

㸦イ㸧 地域合同㜵災カ⦎  6月 12日(水)  

㸦ウ㸧 ┅㋀り大会   8月 2日(㔠) 

㸦エ㸧 ゆうあいマルシェ  10月 26日(土㸧 

㸦オ㸧 ときわ保⫱園合同クリスマス会 12月 12日(木) 

ウ 港区❧㞀害保健⚟♴センター 

(ア) ヒューマンぷらざまつり    10月 27日(日) 
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㸲 事業所タ備の整備≧況 

  本年度、本㒊及び施タにおいて助成㔠➼で整備を⾜った≧況は、次のとおりである。 

㸦1㸧 助成㔠➼による整備                         㸦単位㸸千円㸧 

区 分 
整 備 事 㡯 

㸦助 成 ⪅㸧 

整備を必せとする 

⌮⏤・内容 
ㄳ㈇業⪅ 㔠  㢠 

友愛デイ 

サービス 

センター 

❆二㔜サッシ 

(公┈㈈団法人 

出光文化⚟♴㈈団) 

暖房効果改善のため 海⸨工務店 

助成㔠   670 

⮬ 己    27 

ィ     697 

◔ホーム 

介ㆤ、栄㣴、機⬟カ⦎ 

ソフトウェア 

㸦東京㒔⚟♴保健局㸧 

ICT機器の活⏝、促㐍により⫋員 

不㊊においても効⋡ⓗに業務を 

㐙⾜するため 

SC 㺚㺛㺡㺯㺛㺼㈱ 

助成㔠   413  

⮬ 己   495 

ィ     908 

◔ホーム 
インカムシステム 

㸦東京㒔⚟♴保健局㸧 

ICT機器の活⏝、促㐍により⫋員 

不㊊においても効⋡ⓗに業務を 

㐙⾜するため 

NTT 㺡㺖㺧㺖㺹㺛㈱ 

助成㔠   598 

⮬ 己   717 

ィ    1,315 

友愛Ⲯ 

ディスプレイスタンド付 

50型液晶テレビ 

(東京㒔♫会⚟♴協㆟会 

東京善意㖟⾜) 

利⏝⪅の教㣴娯楽のため ㈱ヤマダ㟁機 

助成㔠   149 

⮬ 己    0 

ィ     149 

ィ 4件   

助成㔠  1,830 

⮬ 己  1,239 

ィ    3,069 

 

㸦2㸧 その他の整備㸦100万円以上の事業㸧                   㸦単位㸸千円㸧 

区 分 施タ整備・タ備の名⛠ タ 備 内 容 契 ⣙ ⪅ 所せ㢠 

世⏣㇂施タ 屋上 
コージェネレーションエン

ジン交換 

ヤンマーエネルギーシ

ステム㈱ 
2,985 

更⏕㤋 㣗堂 温冷㓄⮃㌴ ホシザキ東京㈱    1,518 

友愛園 友愛園1㝵 女性浴室改修工事 海⸨工務店 5,506 

ィ 3件   10,009 
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㸳 ⫋員の㈨格保有≧況 

㸦㸯-㸯㸧施タ別㈨格保有⪅数㸦令和 2年3月 31日⌧在㸧 

㈨格名 

 

 

 

施タ名 

介
ㆤ
⫋
員
初
任
⪅
◊
修 

実
務
⪅
◊
修 

介
ㆤ
⚟
♴
士 

♫
会
⚟
♴
士 

介
ㆤ
支
援
専
㛛
員 

⢭
⚄
保
健
⚟
♴
士 

正
┳
ㆤ
師 

准
┳
ㆤ
師 

保
健
師 

世⏣㇂更⏕㤋  1 1 3 1 3    

友愛園 4 1 6 3 2  1   

東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター   1 3 1 2 2   

コーポ友愛          

友愛デイサービスセンター 6  5 3   1 1  

友愛ホーム 5  6 2    2  

友愛Ⲯ 11 2 32 2 7  4 1  

◔ホーム 3  21 2 2  3 1  

◔デイサービスセンター 5  10 1 4  3   

㐠営⟶⌮㒊・地活センター 5 1 5 5 3 4  5  2 3 

こども⒪⫱パオ 3  4 7 2 2 3  1 

工房アミ 10 5 25 5 3 2 2   

みなとワークアクティ 2   3  1    

◔地域包括支援センター 1  3 6 5  1  1 

◔介ㆤ保㝤サービス   2 2 2 1    

合ィ 55 10 122 47 32 15 24 7 5 
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㸦㸯-㸰㸧施タ別㈨格保有⪅数㸦令和 2年3月 31日⌧在㸧 

㈨格名 

 

 

 

施タ名 

⟶
⌮
栄
㣴
士 

栄
㣴
士 

作
業
⒪
法
士 

⌮
学
⒪
法
士 

ゝ
ㄒ
⫈
ぬ
士 

あ
ん
摩
マ
䣹
サ
䤀
ジ
指
圧
師 

心
⌮
士 

保
⫱
士 

幼
⛶
園
教
ㅍ 

世⏣㇂更⏕㤋          

友愛園 1 1 1       

東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター 1 1     1 1 2 

コーポ友愛          

友愛デイサービスセンター        2 1 

友愛ホーム 1         

友愛Ⲯ 1         

◔ホーム 1 1    2    

◔デイサービスセンター  1    1    

㐠営⟶⌮㒊・地活センター 2  3 3 2   2 1 

こども⒪⫱パオ   2 2 2  5 24 13 

工房アミ  1      4 2 

みなとワークアクティ        1  

◔地域包括支援センター          

◔介ㆤ保㝤サービス        1 1 

合ィ 7 5 6 5 4 3 6 35 20 
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㸴 事業所の概況                         㸦令和 2年 3月 31日⌧在㸧 

区   分 
施タの✀別 

(㛤タ年月日) 
所 在 地 土 地 建 物 

利⏝⪅ 

定 員 

♫

会

⚟

♴

施

タ 

世⏣㇂更⏕㤋 

㸦㤋㛗 村上正⿱㸧 

指定㞀害⚟♴サー

ビス㸦S37. 9. 28㸧 

法人本㒊 

 

〒157-0073 

世⏣㇂区◔ 

3-9-11 

6,088.55 

㎡ 

2,157.36 
(60) 

友 愛 園 

㸦園㛗 宮崎 浩㸧 

㞀害⪅支援施タ 

(S53. 5. 1) 
2,087.94 50 

コーポ友愛 

㸦ホーム㛗 村上正⿱㸧 

⚟♴ホーム 

(H 3. 8. 1) 
781.90 20 

友愛㺡㺼㺐㺙㺎㺩㺼㺛㺜㺻㺞ー 

㸦センター㛗 木村浩二㸧 

㌟㞀デイサービス 

(H 4. 4. 1) 
  321.76 (20) 

友愛ホーム 

㸦園㛗 㓇井健治㸧 

㣴ㆤ⪁人ホーム 

(S31.12.24) 
2,086.59 70 

◔ホーム 

㸦園㛗 㕥木健太㸧 

特別㣴ㆤ⪁人㺬㺎㺯 

(H 4. 4. 1) 
1,865.56 60 

◔㺡㺼㺐㺙㺎㺩㺼㺛㺜㺻㺞㺎 

㸦㺜㺻㺞㺎㛗 小泉㈗宏㸧 

⪁人デイサービス 

(H 4. 4. 1) 
540.89 (60) 

東京⫈ぬ㞀害⪅支援セン

ター㸦所㛗 㧗橋⚽志㸧 

㞀害⪅支援施タ 

(S40. 7. 25) 

〒174-0056 

板橋区志村2-19-5 
(913.78) (980.47) 

30 

㸦10㸧 

友 愛 Ⲯ 

㸦園㛗 ⸨⏣康子㸧 

特別㣴ㆤ⪁人㺬㺎㺯 

 (S49.11. 1) 

〒194-0203 

⏫⏣市図師⏫989 
4,550.80 2.059.80 78 

港区❧㞀害保健⚟♴セン

ター 

㸦㺜㺻㺞㺎㛗 江原德⮳㸧 

地域活動支援センター 

㸦施タ㛗 小泉㐩也㸧 

こども⒪⫱パオ 

㸦施タ㛗 ⏣口⨾Ⓩ㔛㸧 

工房アミ 

㸦施タ㛗 村松徳治㸧 

みなとワークアクティ 

㸦施タ㛗 ⏣村ⱥ治㸧 

(H10. 4. 1) 

 

 

地域活動支援セン

ター 

⒪⫱Ⓨ㐩┦ㄯ 

 

⏕活介ㆤ事業所 

 

就労⥅⥆支援㹀型

事業所 

〒105-0014 

港区Ⱚ1-8-23 
(4380.06) (24321.61) 

 

 

 

(30) 

 

(45) 

 

(40) 

 

(40) 

 

ィ 
  

 

10,639.35 

(5,293.84) 

11,910.68 

(25,302.08) 

308 

 (305) 

事

業

所 

◔地域包括支援センター 

㸦㺜㺻㺞㺎㛗 山本恵⌮㸧 

⪁人居宅介ㆤ➼事

業(H18. 4. 1) 

〒157-0073 

世⏣㇂区◔5-8-18 
― ― ― 

➨一作業所㸦友愛書房㸧 

(㈐任⪅常務⌮事 㔠井 博) 

㌟㞀法➨22条の 

売店(S25.12. 1) 

〒100-0013 

千代⏣区㟘ヶ㛵 

1-2-2中央合同庁⯋5号㤋B1F 

― ― ― 

◔介ㆤ保㝤サービス 

(センター㛗 㕥木健太) 

居宅介ㆤ支援事業 

(H12.4.1) 

〒157-0073 

世⏣㇂区◔3-9-11 ― ― ― 

合   ィ 
  

 

10,505.05 

(5,293.84) 

11,910.68 

(25,302.08) 

308 

 (305) 

備⪃㸯 土地・建物欄の㸦 㸧は指定⟶⌮施タの㠃✚ 

備⪃㸰 東京⫈ぬ㞀害⪅支援センターの土地と建物は東京㒔所有のため㸦 㸧でグ㍕している。 

備⪃㸱 定員欄の㸦 㸧は㏻所定員 
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➨㸰 ⚟ ♴ 施 タ 

 

㸯 世⏣㇂更⏕㤋㸦指定㞀害⚟♴サービス㸧 

 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況  

  就労⛣⾜支援事業では、当事業の本旨である「一⯡就労の実⌧」に専心した⤖果、後期に企業実

⩦とトライアル㞠⏝➼を⤒て 2 名の利⏝⪅が一⯡就労を実⌧した。1 名については、⏕活㠃のㄢ㢟

が明らかになり、残念ながら双方合意の上、㞠⏝契⣙ゎ㝖となったが、前年度に一⯡就労を実⌧し

た利⏝⪅ 2名を含む3名の利⏝⪅に対する定╔支援は、㡰ㄪに⤒㐣し㞠⏝も⥅⥆されている。 

  就労⥅⥆支援㹀型事業では、新型コロナウイルスの影㡪により一㒊取引先からの受注が、今年 2

月から年度末に掛けて大幅に減少したが、既存取引先からの受注は堅ㄪで、就労支援事業収入は期

㤳予⟬ 28,062千円に対し31,553千円㸦 112.4%㸧となった。利⏝⪅工㈤についても、利⏝⪅が主体

ⓗに工㈤向上に取り⤌んだ⤖果、平均月⤥は前年度と比㍑し、558円プラスの 32,110円と向上して

いる。 

一方、利⏝⋡については、7 名の新つ利⏝⪅を受入れたが、就労⥅⥆支援㹀型事業利⏝⪅ 1 名を

含む 3名が就⫋し、事業所への␗動➼による㏥所や入㝔➼による㛗期の欠席⪅が増加した⤖果、┠

標値の 74㸣を下回る 67.25㸣にとどまり、新型コロナウイルスへの対応も含め、利⏝⪅が「働きが

い」をもって㏻所することができる「安全・安心」なサービス提供体制を再構⠏し、利⏝⋡の向上

を図ることが来年度のㄢ㢟として残った。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟   

 区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

 
㸿 
⤒営 
㈈務 

1 

安定ⓗな事業⤒営 

(a)利⏝⋡の向上 

(b)基本報㓘向上への対応 

(c)働きやすい⫋場⎔境の整備/ 

ワークライフバランスの推㐍 

全⫋員 

(a)①新つ利⏝⪅就労⛣⾜2名、就労⥅⥆B型5名 

㸦┠標値 新つ利⏝⪅就労⛣⾜3名以上、就労⥅⥆B 

型6名以上㸧 

②対定員利⏝⋡㸦土曜㛤所日㝖く㸧67.25㸣 

㸦┠標値 対定員利⏝⋡74㸣以上、土曜㛤所日㝖く㸧 

(b)①一⯡就労3名 

㸦┠標値 一⯡就労3名以上㸧 

(b)②支⤥工㈤平均月⤥32,110円㸦就労⥅⥆B型㸧 

㸦┠標値 支⤥工㈤年㛫平均月⤥前年度以上㸧 

  ③㐣ㄗㄳ求Ⓨ⏕0件、加⟬⟬定漏れ1件Ⓨ⏕ 

㸦┠標値 㐣ㄗㄳ求㜵止㸧 

(c)有⤥休暇取得⋡平均65.19㸣 

㸦┠標値 有⤥休暇取得⋡平均前年度以上㸧 
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㹀 
品㉁ 

1 

サービス提供体制のぢ┤し 

(a)働き方改㠉としてのICT活⏝ 

(b)就労⛣⾜支援プロセスの☜❧ 

(c)個別支援ィ⏬に基づくサービス 

    提供 

ICT化・ 
事業推㐍 
委員会 
就労⛣⾜ 
検ウ会 
サービス 
向上委員会 

(a)ICTヨ㦂導入検ウ 

㸦┠標値 業務改善に向けたICT化のヨ㦂導入㸧 

(b) 就労⛣⾜支援プロセスの標準化延期 

㸦┠標値 就労⛣⾜支援プロセスの標準化㸧 

(c) CSㄪ査当ヱ㡯┠満㊊度86㸣 

㸦┠標値 CSㄪ査当ヱ㡯┠満㊊度91㸣以上㸧 

 

2 

働く場の提供 

(a)仕事の☜保 

(b)利⏝⪅工㈤の向上 

事業推㐍 
委員会 

 
作業⬟力 
ホ価検ウ 
委員会 

(a)①CSㄪ査当ヱ㡯┠満㊊度87㸣 

㸦┠標値 CSㄪ査当ヱ㡯┠満㊊度87㸣以上㸧 

(a)②就労支援事業収入31,553千円㸦就労⥅⥆B型㸧 

㸦┠標値 就労支援事業収入年㛫28,062千円以上㸧 

(b) 支⤥工㈤平均月⤥32,110円㸦就労⥅⥆B型㸧 

㸦┠標値 支⤥工㈤年㛫平均月⤥前年度以上㸧 

3 

サービスホ価の実施 

(a)ISO内㒊┘査の実施 

(b)㢳客満㊊度ㄪ査 

事業推㐍 
委員会 

(a) 法人┘査㸦7月㸧、更新審査㸦11月㸧受審、 

せ改善事㡯の事業ィ⏬反映 

㸦┠標値 内㒊┘査受審、せ改善事㡯の是正、ICT化 

を㋃まえた㛵㐃YSの整備㸧 

(b)事業ィ⏬への反映 

㸦┠標値 事業ィ⏬への反映㸧 

 

㹁 
人材 
⫱成 

1 

人材⫱成マネジメント 

(a)ィ⏬ⓗな人材⫱成 

(b)専㛛性の向上・権利㣴ㆤの推㐍 

サービス 
向上委員会 

(a)YS改ゞと㐠⏝㛤始延期 

㸦┠標値 YS改ゞと㐠⏝㛤始㸧 

(b)①CSㄪ査当ヱ㡯┠満㊊度89㸣 

㸦┠標値 CSㄪ査当ヱ㡯┠満㊊度89㸣以上㸧 

(b)②⫋員3名外㒊◊修参加 

㸦┠標値 全⫋員年1回以上外㒊◊修参加㸧 

 

㹃 
その
他 

1 

「安全・安心」な活動⎔境の整備 

(a)施タ・タ備整備 

(b)災害Ⓨ⏕を想定した準備 

サービス 
向上委員会 

(a)①清掃委ク業⪅への┦ㄯ、せ個別支援⪅の抽出 

㸦┠標値 清掃方法変更と個別支援検ウ㸧 

( ②女性トイレ㛫仕切工事実施、水㐨タ備工事延期 

㸦┠標値 別㤋1㝵⏨女トイレ改修㸧 

(b)メール活⏝の検ウ、⫋員による「安否☜ㄆシステ

ム」のヨ⾜利⏝決定 

㸦┠標値 利⏝⪅と家族に対する㐃⤡手段としての

メール活⏝標準化㸧 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 安定ⓗな事業⤒営   

 㸦㹟㸧利⏝⋡の向上 

    本年度も「安全・安心」な活動⎔境の⥔持と体㦂実⩦を㏻じて当事業所の活動⎔境が本人に

㐺しているか、本人、㛵係⪅及び当事業所の三⪅で☜ㄆし、新つ利⏝⪅の受入れを㐍めたが、

㏥所⪅➼がぢ㎸みよりも多く、利⏝⋡の向上が来年度のㄢ㢟として残った。 

   ①本年度当初に就労⛣⾜支援事業では、ィ⏬どおり特別支援学校卒業⏕ 2名を受入れ、6月に
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就労⥅⥆支援㹀型事業で 1名の新つ利⏝⪅を受入れた。後期の 4名と合わせ 7名の新つ利⏝

⪅を受入れたが、6 名が一⯡就労や事業所への␗動により㏥所し、体ㄪ不Ⰻ➼による欠席⪅

の増加と┦まって、土曜㛤所日を㝖く対定員利⏝⋡は、┠標値 74㸣を下回る 67.25㸣となっ

た。 

②⚟♴事務所の㞀害支援担当⪅や指定特定┦ㄯ支援事業所の┦ㄯ支援専㛛員➼に対して、サー

ビス➼利⏝ィ⏬のモニタリング時➼を活⏝し、利⏝希望⪅の⤂介を依㢗した。 

      ③コーポ友愛の⏕活支援員から、入居⪅に対して、入居時と契⣙更新時に事業所と併せて当事

業所を⤂介してもらった。 

 㸦㹠㸧基本報㓘向上への対応 

    利⏝⪅のニーズである「一⯡就労の実⌧と定╔支援」と「㧗工㈤支⤥」に専心し、その実⦼

を残すことで、来年度からより上位の区分で基本報㓘が⟬定できるよう以下のとおり取り⤌ん

だ。 

①就労⛣⾜支援事業では、前年度に一⯡就労を実⌧した利⏝⪅ 2名に対する定╔支援に注力し

た⤖果、来年度は四区分上位の区分で基本報㓘が⟬定可⬟となった。 

②就労⥅⥆支援㹀型事業では、平均月⤥が┠標値を上回る前年度比、558円プラスの 32,110円

となった。 

③㞀害⚟♴サービス㈝は基準・┬令を☜ㄆの上⟬定した⤖果、㐣ㄗㄳ求はⓎ⏕しなかったが、

本年度 4㹼5 月分の一㒊加⟬について⟬定漏れがⓎ⏕した。加⟬⟬定漏れの㜵止対⟇として、

チェックリストの活⏝を予定したが、⏕活支援員がそれを活⏝するために必せな報㓘告♧の

内容☜ㄆを㛤始するにとどまった。 

㸦㹡㸧働きやすい⫋場⎔境の整備㸭ワークライフバランスの推㐍 

    利⏝⪅、⫋員のワークライフバランス推㐍と働きやすい⫋場⎔境の整備を┠ⓗとして、以下

に取り⤌んだ。 

   ①一㒊土曜日の㛤所は、ィ⏬どおり利⏝⪅が6日㛫㐃⥆の利⏝とならない⠊囲とした。また、 

利⏝⪅とその家族に、令和 2年度をもって一㒊土曜日の㛤所を取り止めることについて、そ 

の⫼景と┠ⓗを利⏝⪅・家族懇ㄯ会でㄝ明し⌮ゎを求めた。 

   ②労働基準法改正による有⤥休暇取得⩏務化への対応と全⫋員が希望に応じて、月に 1日は有 

⤥休暇が取得できるように⫋員㛫の協力体制を強化した⤖果、有⤥休暇の取得⋡平均は 

65.2㸣となった。 

   ③手厚い┦ㄯ支援やぢ守り➼を必せとする利⏝⪅が増えた⤖果、利⏝⪅㛫➼のトラブルも増加 

した。各✀会㆟や事務業務を⏕⏘活動時㛫外に⾜うことで、⏕⏘活動中は、利⏝⪅支援に専 

心することができるように、令和 3年度からの⏕⏘活動時㛫▷⦰について検ウを㛤始した。 

その⫼景と┠ⓗについては、利⏝⪅・家族懇ㄯ会でㄝ明し意ぢを求めたほか、利⏝希望⪅や 

ぢ学⪅に対しても、同様にㄝ明を⾜った。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 サービス提供体制のぢ┤し 

㸦㹟㸧働き方改㠉としての ICT活⏝  

利⏝⪅支援に係る時㛫の☜保と⫋員が余⿱をもって業務が㐙⾜できる⎔境の整備を┠ⓗとし

て、利⏝⪅支援に係る情報を一元⟶⌮できるデータベースの構⠏➼、事務業務の ICT化推㐍に

ついての検ウを予定していたが、本年度は、⫋員の␗動や利⏝⪅㛫➼のトラブルに㛵する対応

を優先し、その検ウについては来年度へぢ㏦った。 
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㸦㹠㸧就労⛣⾜支援プロセスの☜❧  

  本年度は、前年度に導入した新たな就労アセスメントや各✀プログラム、実㊶を㔜ねた就労

支援プロセスの標準化に取り⤌む予定としていた。しかしながら、7 月に就労支援員の␗動が

あり、利⏝⪅に対する個別ⓗな就労支援を優先することとし⤖果、2 名の利⏝⪅が一⯡就労を

実⌧したが、その、標準化➼については来年度以㝆のㄢ㢟として残った。 

①個別支援ィ⏬の様式をぢ┤し、▷・㛗期┠標に加え半年毎の中期┠標をタ定した。その⤖果、 

利⏝⪅がどの段㝵に位⨨しているか、利⏝⪅、家族、㛵係機㛵及び⫋員が共有できるように   

なった。 

②就労支援員の␗動に伴い、来年度に向けて、就労⛣⾜プロセス検ウ委員会と事業推㐍員会を

中心に、担当取引先や業務分掌のぢ┤しについて検ウを⾜った。 

③就労⛣⾜支援事業カ⦎室に⫋員⏝の事務机をタ⨨し、有⥺ LANを延㛗した。その⤖果、同カ

⦎室に⫋員が常㥔し、利⏝⪅支援を⾜いながら、就労⛣⾜支援に係る事務業務➼も㐙⾜でき

る⎔境が整った。 

④前㏙した事情により、年㛫ィ⏬に基づいた定期ⓗな就労支援プログラムは提供できず、個別

ⓗな対応にとどまり、その提供と標準化は来年度以㝆のㄢ㢟として残った。 

⑤就労⛣⾜支援の強化・充実を図ること、多ゅⓗなど点での支援実施を┠ⓗとして、サービス 

➼利⏝ィ⏬、個別支援ィ⏬に基づき、就労支援機㛵との㐃携によるチーム支援を実施した。 

⑥特別支援学校在校中の実⩦⏕を対㇟とした体㦂実⩦プログラムの標準化には⮳らず、その標 

準化は来年度以㝆に延期した。 

㸦㹡㸧個別支援ィ⏬に基づくサービス提供  

        専㛛ⓗかつ手厚い支援が必せな利⏝⪅や♫会⤒㦂の少ない利⏝⪅が増加しており、以下のと

おり、個別支援の充実を図った。 

①就労を中心とした⏕活リズムの構⠏に向け、指定特定┦ㄯ支援事業所➼の㛵係機㛵と㐃携し、

利⏝⪅の⏕⫱・⏕活歴や既往歴、嗜好、健康㠃➼の情報収㞟を⾜った。その実⌧のためにゎ

決が必せなㄢ㢟については、せ因と対⟇、支援方法について、本人、家族、㛵係⪅で共有・

検ウし、その内容は個別支援ィ⏬に反映した。 

     ②⏕活㠃、情⥴㠃で」数のㄢ㢟を抱える利⏝⪅に対しては、世⏣㇂区に心⌮士の派㐵を依㢗し、

指定特定┦ㄯ支援事業所➼の㛵係⪅も含め、⫋✀・機㛵によるチーム支援を実施した。 

     ③┠標を意㆑し、より主体ⓗに日中活動へ取り⤌むことができるよう、必せに応じて、個別の

「┠標☜ㄆ⾲」➼を⏝いた日々の振り㏉りを⾜った。日々の振り㏉りは、⏕⏘活動に係る支  

援担当した⫋員が⾜うことで、より正☜に利⏝⪅へフィードバックすることができ、その⤖ 

果、┠標㐩成に向けた意㆑も㧗まった。 

④法令を㑂守した上で、利⏝⪅が㞟中して⏕⏘活動に取り⤌むことができるようにすること、 

また、業務効⋡の向上を┠ⓗとして、中㛫モニタリングの方法を変更した。従来は同モニタ 

リング⤊了後、その⤖果をㄝ明するために再度㠃接していたが、前年度の CSㄪ査で「㠃接 

の機会が多い」との意ぢが」数名から挙げられており、⫋員 2名で⾜っていた㠃接を 1名で

⾜うこととしたほか、その⤖果は、再度㠃接でㄝ明せずに、書㠃㓄布のみとした。本年度の

CS ㄪ査では、数名の利⏝⪅から、㠃接によるㄝ明を求める意ぢが出されており、当ヱ利⏝

⪅には個別に対応することとしたが、不満意ぢは出されていないため、変更した方法を来年

度も⥅⥆する。 

 

㹀㸰 働く場の提供 



 22 

㸦㹟㸧仕事の☜保  

  就労⥅⥆支援㹀型事業の本旨である「㧗工㈤支⤥」に向けて以下に取り⤌み、⏕⏘活動は堅

ㄪに推⛣したが、新型コロナウイルスの影㡪で、一㒊取引先において受注が停止になる➼、そ

の対⟇が、来年度以㝆のㄢ㢟となった。 

    ①新型コロナウイルスの影㡪で、今年2月から年度末にかけて一㒊取引先からの受注が停止し

たが、年度を㏻じては、(株)デュプロ、(株)グローバル・プロダクト・プランニング、(株)

モノファクトリー及び日本太和堂㸦株㸧の主せ4♫から安定した受注が得られ、就労支援事

業収入は、期㤳予⟬28,062千円に対し、31,553千円㸦112.4%㸧となった。また、新たに取

引を㛤始した㸦株㸧エーデルワイスからの受注も含め、作業㔞についても利⏝⪅のニーズに

応えられる体制を整備し、CSㄪ査では⏕⏘活動についての満㊊度87㸣と㧗いホ価を得た。 

②大口・▷⣡期の注文については、法人内施タや㏆㞄の㞀害⚟♴サービス事業所及びボランテ

ィア➼に⏕⏘活動への協力を依㢗した⤖果、営業時㛫外の⏕⏘活動時㛫を⦰減することがで

きた。 

③⏕⏘活動時㛫▷⦰をぢ据えた⏕⏘体制と取引先担当⫋員の㓄⨨について、事業推㐍委員会で 

検ウを⥅⥆した. 

 ④有償ボランティアの位⨨付けについて、そのあり方を事業推㐍委員会で検ウした。ボランテ

ィア及び有償ボランティアに㛵する㈝⏝については、東京㒔の指導に基づき、本年度から就

労支援事業支出にィ上した。 

㸦㹠㸧利⏝⪅工㈤の向上  

     希望する利⏝⪅については、⥅⥆ⓗに個別支援ィ⏬へ作業⬟力ホ価値の向上を┠指す┠標を

タ定した⤖果、就労⥅⥆支援㹀型事業の全利⏝⪅作業⬟力ホ価平均値は、前年度と比㍑し、1.9

ポイント向上し 40.0%となった。既存取引先への単価交渉及び新つ作業取り㎸みの商ㄯに注力

した⤖果と合わせ、就労⥅⥆支援㹀型事業の平均月⤥は前年度と比㍑し、558円プラスの 32,110

円となった。また、作業⬟力ホ価検ウ委員会で、作業⬟力ホ価方法のぢ┤しについて検ウを⥅

⥆したが、その導入は、当初の予定を 1年延期し、令和 3年度を┠標とした。 

 

㹀㸱 サービスホ価の実施 

㸦㹟㸧ISO内㒊┘査 

ISO9001㸸2015㐺⏝つ格において、法人┘査を7月に、㸦一♫㸧日本⬟⋡協会による更新審査

を 1 月に受審したほか、3 月に事業所内㒊┘査を実施した。法人┘査では、概ね㧗ホ価を得た

が、「⾜政の実地指導➼に㛵するセルフチェックの仕⤌みについて」完成されたマニュアルはな

く、個人に委ねられているとの指摘があり、当ヱ㡯┠は㹀ホ価となった。上グについては、当

事業のみならず法人全体としての仕⤌みづくりがㄢ㢟であることが明らかになった。 

㸦㹠㸧㢳客満㊊度ㄪ査  

利⏝⪅とその家族に、前年度のㄪ査⤖果及び対応⟇を 7月に㛤催した利⏝⪅・家族懇ㄯ会で

報告した。「⫋員の対応」、「施タ⎔境に㛵する事㡯」及び「作業⎔境・工㈤に㛵する事㡯」➼に

分㢮した対応⟇の履⾜については、㡯┠毎に、事業推㐍委員会とサービス向上委員会が担当し

た。その㐍捗≧況については、毎月の⫋員会㆟で☜ㄆ・審㆟し、決定事㡯は朝♩➼で利⏝⪅へ

周▱した。本年度も、前年度同様に全利⏝⪅を対㇟とした個別⪺き取りㄪ査を実施し、前㏙し

た㡯┠に加え、ⱁ⾡・スポーツに㛵する意向についてもその㟂せを☜ㄆした。ㄪ査⤖果につい

ては、来年度の事業ィ⏬に反映した。 
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㹁人材⫱成 

㹁㸯 人材⫱成マネジメント 

㸦㹟㸧ィ⏬ⓗな人材⫱成 

 本年度は、次㡯に♧す専㛛性向上と権利擁ㆤの推㐍を主な┠ⓗとする人材⫱成の方法につい 

て検ウし、それを㋃まえた既存 YSの改ゞとその㐠⏝㛤始を┠標としたが、前㏙した⫋員の␗動 

や利⏝⪅㛫➼のトラブルへの対応を優先し、本㡯についての具体ⓗな検ウは来年度へぢ㏦った。 

㸦㹠㸧専㛛性の向上・権利擁ㆤの推㐍 

    個別性、㞀害特性を⪃慮した専㛛ⓗかつ手厚い支援の必せな利⏝⪅が増加する傾向は⥆き、 

それらの利⏝⪅に対する専㛛ⓗな支援技⾡の向上に取り⤌んだが、前㡯と同様に、日々の利⏝ 

⪅支援を優先した⤖果、┠標としていた全⫋員の外㒊◊修参加には⮳らなかった。 

    ①「世⏣㇂区就労支援ネットワーク定例会」「世⏣㇂区⢭⚄㞀害⪅㏻所事業所㐃⤡会」及び「◔ 

エリア⮬❧支援協㆟会」へ担当⫋員が㐠営委員として参加する中で、事例検ウ➼を㏻じ、 

それらの利⏝⪅に対する支援方法について、その助ゝを求めた。また、上グの「世⏣㇂区 

⢭⚄㞀害⪅㏻所事業所㐃⤡会」については、同㐃⤡会が主に対㇟とする利⏝⪅像が当事業 

所の利⏝⪅とは␗なること、会㆟体と内容が㔜」することから本年度で㏥会した。 

     ②ゼ問型⫋場㐺応援助⪅㸦ジョブコーチ㸧㣴成◊修の受ㅮを予定していた就労支援員が␗動し、 

後任の就労支援員は受ㅮ済みであったため、同◊修は受ㅮしなかった。 

      ③㞀害⪅待㜵止と権利擁ㆤの推㐍に向けて、全⫋員を対㇟として「㞀害⪅待㜵止チェ 

ックリスト」を使⏝したディスカッションによる事業所内◊修を 3ヶ月に1回実施した。 

    ④前年度に引き⥆き、⟶⌮⪅と副主任⫋業指導員が東京㒔㞀害⪅待㜵止・権利擁ㆤ◊修受 

ㅮを⏦し㎸んだが、応募⪅多数で受ㅮには⮳らなかった。 

 

㹃その他 

㹃㸯 「安全・安心」な活動⎔境の整備 

㸦㹟㸧施タ・タ備整備 

   前年度のCSㄪ査⤖果➼を㋃まえ、タ備整備と㜵≢対⟇に以下のとおり取り⤌んだ。 

    ①トイレと洗㠃所の改修 

前年度に⥆き、別㤋 1㝵⏨女トイレ➼、共⏝㒊分の清掃業務は外㒊委クとしたが、その委

ク⥅⥆にあたり、⮯気対⟇として清掃方法のぢ┤しを依㢗した。⪁朽化への抜本ⓗな対⟇と

プライバシーの保ㆤを┠ⓗとして、東京㒔の「民㛫♫会⚟♴施タタ備改善整備㈝⿵助㔠」を

活⏝した別㤋1㝵女性トイレの改修を2月に予定したが、新型コロナウイルスの影㡪により、

⾨⏕タ備の㍺入が停止し、本年度は㛫仕切工事のみの実施にとどまった。⪁朽化対⟇を┠ⓗ

とした水㐨タ備工事は⾨⏕タ備の㍺入が再㛤次➨、来年度に実施する予定である。別㤋 1㝵

⏨女共⏝個室トイレについては、利⏝⪅や㛵係㒊⨫にその┠ⓗをㄝ明した上で、女性専⏝個

室トイレとしての使⏝を㛤始した。 

    ②㜵≢・安全対⟇ 

     㸵月に㛤催した利⏝⪅・家族懇ㄯ会で、正㛛㛛扉の改修や㉥外⥺センサーのタ⨨、110␒㠀 

常㏻報⨨➼を導入してきた⤒㐣をㄝ明した。㏣加の㜵≢・安全対⟇としては、刺叉に取り

付けて使⏝する「▐㛫ⓗ拘束⏝具」の導入を検ウしたが、保⟶スペースが☜保できず、導入

はぢ㏦ることとした。また、前年度に引き⥆き、⏨性更⾰室ロッカーの㘽やロッカー内に保

⟶されていた所有物、作業㒊材の⣮失➼がぢられたため、これらへの対⟇として、利⏝⪅の

朝♩でロッカーの施㘄⟶⌮徹底について周▱し、取引先別の朝♩でも「㘽の掛忘れ」や「抜
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き忘れ」がないか日々☜ㄆしたほか、デジタルサイネージや掲♧物による注意喚㉳を⾜った。

作業㒊材⣮失への対⟇としては、事務所からぢ守ることができない就労⛣⾜支援事業カ⦎室

を、原則、日中活動⤊了後に施㘄することとしたほか、後期からは、17 時 30 分までに、全

活動スペースを施㘄することにした。グ憶保持や情⥴㠃の不安定さにより安全㠃への意㆑⥅

⥆が㞴しい利⏝⪅に対しては、施タ内での接ゐ事故を㜵ぐため、「㉮らず歩くこと」や「㌴椅

子㉮⾜の㏿度」について㝶時声かけを⾜った。必せに応じて、個別支援ィ⏬で安全に㛵する

┠標をタ定することにより、事故㜵止への意㆑向上を図ったほか、てんかんⓎ作時のケガを

㜵止するため、トイレ内の壁㠃の凹凸㒊に⦆⾪材を取り付けた。上グの利⏝⪅➼が、より安

全にトイレを利⏝することができるように、⏨性トイレ個室内の手すり増タも検ウしたが、

┠ⓗに合う〇品がなく、その増タについては検ウを⥅⥆とした。 

③┳板タ⨨と事業所⤂介の充実 

外来⪅が来所した㝿に当事業所の場所や活動内容が分かるように、別㤋1㝵入口へ┳板をタ 

     ⨨し、デジタルサイネージを増タすることについて検ウした。その⤖果、上グの整備につい 

ては、実⌧の┠㏵がついたため、来年度の事業ィ⏬に┒り㎸み、予⟬をィ上した。 

  㸦㹠㸧災害Ⓨ⏕を想定した準備  

    本年度は、㐃⤡手段としてメールの活⏝について、その㐠⏝方法の標準化と⮬然災害がⓎ⏕

した場合の対応について、当事業所の方㔪を整⌮する予定とした。メールの活⏝については、

「世⏣㇂区⚟♴㑊㞴所施タ㐃⤡会」で情報提供があった「安否☜ㄆシステム」の導入を検ウし、

来年度、そのシステムのヨ⾜利⏝を⫋員㛫で㐍めることにしたほか、台㢼➼の⮬然災害Ⓨ⏕時

の対応については、㕲㐨のィ⏬㐠休に合わせて、㛤㛢所を判断する方㔪とした。なお、メール

を利⏝できない場合を想定し、NTTの災害伝ゝダイヤルの利⏝も㐍める予定である。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

  平成31年度の⫋員㓄⨨≧況は、次のとおりである。 㸦令和2年 3月 31日⌧在、単位㸸人㸧 

区分 ⫋✀ 
㓄⨨基準 ⌧員 

就労⛣⾜ 就労⥅⥆B型 就労⛣⾜ 就労⥅⥆B型 

⟶⌮⪅ 1 1 

指導㒊 

サービス⟶⌮㈐任⪅ 60㸸1以上 1 

就労支援員 15㸸1以上 㸫 1 㸫 

⏕活支援員 
⫋業指導員 6㸸1以上 10㸸1以上 7 

┠標工㈤㐩成指導員 㸫 㸫 㸫 1 

※就労支援員は⫋業指導員を兼務 
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㸲 平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況  

 㸦㸯㸧㐠営会㆟➼の≧況 

 
概     せ 実施⤖果 

参加人員㸦実⦼㸧 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

 ①会  ㆟ 【事業㐠営に㛵する会㆟】 

・業務ㄪ整会㆟ 

・⫋員会㆟ 

・事業推㐍委員会 

・サービス向上委員会 

・就労⛣⾜プロセス検ウ委員会 

・⬟力ホ価検ウ委員会 

・ミーティング 

 

毎月 

毎月 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

毎日朝夕 

  

委員 

全員 

委員 

委員 

委員 

委員 

全員 

 

【利⏝⪅支援に㛵する会㆟】 

・担当⪅会㆟ 

・判定会㆟ 

 

44回 

14回 

 

全員 

16名 

 

全員 

全員 

 

 

 

②⫋員◊修 ・外㒊◊修 

・内㒊◊修  

メンタルヘルス◊修 

テーマ別◊修 

初任⪅ベーシック◊修 

新任⫋員オリエンテーション 

4回 

 

1日 

1日 

1日 

1日 

 4名 

 

4名 

1名 

1名 

1名 

 

 ③健康⟶⌮ ・健康デ断 

・⾨⏕委員会 

9月 

毎月 

 全員 

委員 

 

 

 ④㜵災対⟇ 

 

・㑊㞴カ⦎ 

・安全委員会 

昼㛫時・7回 

㝸月 

全員 

 

全員 

委員 

 

 ⑤品㉁⟶⌮ ・MS検ウ委員会 

・㢳客満㊊度ㄪ査 

・ISOサーベイランス 

4回 

11月 

11月 

 

全員 

 

委員 

全員 

役⫋⪅ 

 

 

㸦㸰㸧利⏝⪅処㐝の≧況 

 
概     せ 

実施月・回

数 

参加人員㸦実⦼㸧 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

 ①支援方㔪の

タ定 

・個別支援ィ⏬の⟇定 

・利⏝⪅懇ㄯ会 

・家族懇ㄯ会 

半年㛫 

7月 

7月 

全員 

35名 

15名 

担当⪅ 

全員 

全員 

就労⛣⾜支援は3ヶ月毎 

 

後半グループワーク実施 

②⏕活┦ㄯ ・┦ㄯ㠃接 

・市区⏫村❆口との㐃⤡ㄪ整 

㏻年 

㝶時 

全員 

対㇟⪅ 

担当⪅ 

⏕活支援員 

 

 

③健康⟶⌮ ・定期健康デ断 

・⬚㒊Ⅹ⥺撮影 

・⾑液検査 

・インフルエンザ予㜵注射 

10月 

9月 

9月 

11月 

全員 

29名 

24名 

希望⪅ 

嘱ク医 

 

 

嘱ク医 

 

外㒊委ク/Ⱚ健デセンター 

外㒊委ク/Ⱚ健デセンター 

 

④⎔境⾨⏕ ・⾨⏕害㥑㝖 

・清掃 共⏝㒊分清掃 

毎月 

平日 

 営⧋ 

 

外㒊委ク/ミヤコ消毒 

外㒊委ク/太㝧技◊ 

⑤⤥㣗支援 

 

・⤥㣗 

・定例会㆟ 

毎日 

4回 

全員 

 

栄㣴士 

施タ㛗 

外㒊委ク/日清医⒪㣗品 

㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 
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・⊩❧会㆟ 

・栄㣴┦ㄯ 

・⤥㣗懇ㄯ会 

11回 

㏻年 

3月 

 

希望⪅ 

4名 

⏕活支援員 

栄㣴士 

⏕活支援員 

㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 

 

㸨㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 

⑥⾜ 事 ・利⏝⪅交流日帰り旅⾜ 

・┅㋀り大会 

・合同㐠動会 

・友愛ふれあい⚍り 

・宮様㺟㺊㺶㺡㺆㺬㺼㺑㺶㺻㺖㺼大会 

・利⏝⪅交流会 

5月 

7月 

11月 

10月 

11月 

12月 

42名 

希望⪅ 

21名 

29名 

12名 

34名 

全員 

全員 

8名 

4名 

6名 

9名 

 

◔⏫会及び商店会協㈶ 

区❧⥲合㐠動場体⫱㤋 

◔⏫会及び商店会協㈶ 

品川㺪㺽㺶㺻㺛㺬㺡㺷 㺬㺼㺑㺶㺻㺖㺼㺜㺻㺞㺎 

大ⶶ⥲合㐠動場レストラン 

 ⑦実⩦⏕受入 ・介ㆤ➼体㦂 9月 㸯名 全員 日本大学 

 ⑧⏕⏘活動 ・作業カ⦎ 

・受注☜保と新つ作業㛤拓 

・⏕⏘性の向上 

・安全性の☜保 

・㈍売会への参加  

㏻年 

〃 

〃 

〃 

2回 

全員 

〃 

〃 

〃 

4名 

⫋業指導員 

〃 

〃 

〃 

担当⪅ 

 

┠標工㈤㐩成指導員㓄⨨ 

 

 

 

 ⑨就労支援 ・ビジネスマナー、⏕活⩦慣の⩦得 

・就労技⬟の向上 

・⫋場㐺応力の向上 

・求人情報の提供 

・模擬㠃接の実施 

・㠃接への同⾜ 

・ハローワークへの同⾜ 

・就労後の定╔支援 

㏻年 

〃 

〃 

10月 11月 

㏻年 

〃 

㝶時 

〃 

全員 

全員 

2名 

全員 

4名 

4名 

5名 

4名 

就労⛣⾜

⫋員 

⏕⏘活動 

就労⥅⥆B型との㐃携 

企業実⩦ 

東京㒔合同㠃接会 

朝♩後  

就⫋㠃接、体㦂実⩦㠃接 

渋㇂ 

ゼ問、来㤋、㟁ヰ㐃⤡ 

 

㸦㸱㸧受注活動 

事業名 年度ィ⏬ 今年度実⦼ 前年度実⦼ ィ⏬対比 前年度対比 

就労⛣⾜支援 2,177,280円 2,889,021円 2,139,315円 132.7% 135.0% 

就労⥅⥆支援 28,062,720円 31,553,537円 26,649,819円 112.4% 118.4% 

全 体 30,240,000円 34,442,558円 28,789,134円 113.9% 119.6% 

 

㸦㸲㸧工㈤の≧況  

  ※工㈤には、㏻所㈝⿵助を含む。平均工㈤については、入㏥所⪅と入㏥㝔⪅の当ヱ月分は含めな

い㸦全体平均は、⥲支⤥㢠を両事業の人数で㝖したもの㸧。 

⏕⏘活動 
前年度工㈤ 

支⤥⥲㢠 

今年度工㈤ 

支⤥⥲㢠㸦円㸧 

平均工㈤ 

㸦円㸭月㸧 

工㈤支⤥⥲㢠 

前年度比㸦㸣㸧 

就労⛣⾜支援 1,597,385円 1,804,489円 34,047円 113.0% 

就労⥅⥆支援 18,363,147円 18,495,448円 32,110円 100.7% 

全 体 19,960,532円 20,299,937円 32,273円 101.7% 
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㸦㸳㸧⏕⏘活動の≧況  

事 業 ✀ 別 ⏕ ⏘ 活 動 の 内 容 

就労⥅⥆支援事業(B型) 

丁合機➼の㒊品⤌❧・保守㒊品の個、アロマオイル充填・ラベ

ル㈞り・梱包・セットワめ、⨁バッチ〇品の封入・セットワめ、

化⢝品の梱包・Ⓨ㏦、ムーヴィング・ディスプレイ商品検査、日

⏝㞧㈌商品の梱包、フィルムバルーンの仕上げ・梱包作業、メー

ル便封入・封⥸、㜵災商品㛵㐃の⤌❧、照明器具の⤌❧・検査、

各✀㈍売会参加 
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㸦別⾲㸧              世⏣㇂更⏕㤋㈨料  
 
㸯 月別入㏥所⪅≧況 

   就労⛣⾜支援事業                            㸦単位㸸人㸧 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

利⏝定員 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 72 

利⏝⪅数 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4 4 55 

入所人員 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

㏥所人員 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 

充㊊⋡㸣 83.3 83.3 83.3 83.3 83.3 83.3 83.3 66.6 66.6 66.6 66.6 66.6 76.3 

   ※「利⏝⪅数」の区分は各月 1日時点の人数。 

  ※「入所人員」「㏥所人員」の区分は各月内の入㏥所⪅数。 

 

就労⥅⥆支援事業(B型㸧                        㸦単位㸸人㸧 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

利⏝定員 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 54 648 

利⏝⪅数 52 52 52 53 52 52 50 51 51 52 51 51 619 

入所人員 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 2 0 5 

㏥所人員 0 0 0 1 0 2 0 1 0 1 0 0 5 

充㊊⋡㸣 96.2 96.2 96.2 98.1 96.2 96.2 92.5 94.4 94.4 96.2 94.4 94.4 95.5 

  ※「利⏝⪅数」の区分は各月 1日時点の人数。 

  ※「入所人員」「㏥所人員」の区分は各月内の入㏥所⪅数。 

 

㸰 入㏥所の⌮⏤≧況 

(1) 入所前≧況               

 就労⛣⾜支援事業             㸦単位㸸人㸧 

区 分 区 分  㝔 施タ 居 宅 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 3  1    4 

女       

ィ 3     1   4 

  

就労⥅⥆支援事業(B型)           㸦単位㸸人㸧 

区 分 学 校  㝔 施タ 居 宅 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 6  18  17 2 43 

女 2  5 2 1 10 

ィ 8  23 19 3 53 

 

(2) ㏥所⌮⏤                       

就労⛣⾜支援事業                   㸦単位㸸人㸧 

区 分 就 ⫋ 入 㝔 施タ ⤖ 婚 事業 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 1     1 2 

女        

ィ 1     1 2 
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就⥅⥆支援事業(B型)                  㸦単位㸸人㸧 

区 分 就 ⫋ 入 㝔 施タ ⤖ 婚 事業 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 1  3    4 

女   1    1 

ィ 1  4    5 

 

 

㸱 㞀害✀㢮別・➼⣭別・性別の≧況         

          

就労⛣⾜支援事業                   㸦令和2年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区

分 

㌟体㞀害 
区分 

⢭⚄㞀害 
区分 

▱ⓗ㞀害 

⏨ 女 ィ 比⋡ ⏨ 女 ィ 比⋡ ⏨ 女 ィ 比⋡ 

1⣭     1⣭     1度     

2⣭ 1  1 50.0 2⣭     2度     

3⣭     3⣭ 1(1)  1(1) 100.0 3度 1(1)  1(1) 50.0 

4⣭     その他     4度 1  1 50.0 

5⣭     ィ 1(1)  1(1) 100.0 ィ 2(1)  2(1) 100.0 

6⣭ 1  1 50.0  

ィ 2  2 100.0 

 

 

就労⥅⥆支援事業(B型)                㸦令和2年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 
㌟体㞀害 

区分 
⢭⚄㞀害 

区分 
▱ⓗ㞀害 

⏨ 女 ィ 比⋡ ⏨ 女 ィ 比⋡ ⏨ 女 ィ 比⋡ 

1⣭ 7 2 9 30.0 1⣭     1度     

2⣭ 9 1 10 33.3 2⣭ 11(6) 1 12(6)  80.0  2度 2(1)   2(1)  11.7  

3⣭ 5  5 16.7 3⣭ 3  3 20.0 3度 3(1) 4 7(1) 41.2 

4⣭ 5  5 16.7 その他     4度 7(2) 1 8(2) 47.1 

5⣭ 1  1 3.3 ィ 14(6) 1 15(6) 100.0 ィ 12(4) 5 17(4) 100.0 

6⣭      

ィ 27 3 30 100.0 

 

※⢭⚄・▱ⓗ㞀害⪅の区分にグ㍕されている( )内の数字は、㌟体㞀害⪅手帳も交付されている利⏝⪅ 

 

 

㸲 入所⪅年㱋別≧況           

就労⛣⾜支援事業              㸦令和 2年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧               

区分 20才未満 20㹼29才 30㹼39才 40㹼49才 50㹼59才 60才以上 ィ 

⏨ 2 1  1   4 

女        

ィ 2 1  1   4 

比⋡㸦㸣㸧 50.0 25.0  25.0   100 
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㸦参⪃㸧㸦令和2年 3月 31日⌧在 単位㸸才㸧 

区分 平均年㱋 最小年㱋 最㧗年㱋 全体平均年㱋 

⏨ 27.0 19 45 
27.0 

女    

 

就労⥅⥆支援事業(B型)      㸦令和2年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧     

区分 20才未満 20㹼29才 30㹼39才 40㹼49才 50㹼59才 60才以上 ィ 

⏨  7 3 5 14 14 43 

女  5 1 0 3 1 10 

ィ  12 4 5 17 15 53 

比⋡㸦㸣㸧  23.0 7.5 9.4 32 28.3 100 

 

㸦参⪃㸧     㸦令和 2年 3月 31日⌧在 単位㸸才㸧  

区分 平均年㱋 最小年㱋 最㧗年㱋 全体平均年㱋 

 ⏨  51.4 21 80 
49.0 

 女  38.9 23 66 

 

㸳 利⏝⪅在所期㛫の≧況           

就労⛣⾜支援事業   㸦令和 2年 3月31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 
㸯 年

未満 

㸯 年

以 上

㸰 年

未満 

㸰 年

以 上

㸱 年

未満 

㸱 年

以 上

㸲 年

未満 

㸲 年

以 上

㸳 年

未満 

㸳 年

以 上

㸴 年

未満 

㸴 年

以 上

10 年

未満 

10 年

以上 
ィ 

⏨ 2  1  1    4 

女          

ィ 2  1  1    4 

 

就労⥅⥆支援事業(B型) 㸦令和 2年 3月31日⌧在 単位㸸人㸧 

 
㸯 年

未満 

㸯 年

以 上

㸰 年

未満 

㸰 年

以 上

㸱 年

未満 

㸱 年

以 上

㸲 年

未満 

㸲 年

以 上

㸳 年

未満 

㸳 年

以 上

㸴 年

未満 

㸴 年

以 上

10 年

未満 

10 年

以上 
ィ 

⏨ 3 4 4 3 2 2 18 7 43 

女 2 1 1 0 1  4 1 10 

ィ 5 5 5 3 3 2 22 8 53 

 

㸴 学歴別の≧況                      

就労⛣⾜支援事業                㸦令和 2年 3月31日⌧在 単位㸸人㸧  

区分 未就学 小 卒 
中 卒  㧗 卒 ▷大卒 

大 卒 その他 ィ 
㸦旧㧗小㸧 㸦旧 中㸧 㸦旧 専㸧 

⏨    3  1  4 

女         

 ィ     3  1  4 
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就労⥅⥆支援事業(B型)              㸦令和 2年3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 未就学 小 卒 
中 卒  㧗 卒 ▷大卒 

大 卒 その他 ィ 
㸦旧㧗小㸧 㸦旧 中㸧 㸦旧 専㸧 

 ⏨    9     20  6 7 1 43 

 女     9 1   10 

 ィ    9 29 7 7 1 53 

 

㸵 年㔠➼受⤥≧況                   

就労⛣⾜支援事業        㸦令和2年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 
基♏年㔠 

労災年㔠 厚⏕年㔠 ⏕活保ㆤ その他 ィ 
1⣭ 2⣭ 

⏨  1    3 4 

女        

ィ  1    3 4 

 

就労⥅⥆支援事業(B型)     㸦令和2年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区分 
基♏年㔠 

労災年㔠 厚⏕年㔠 ⏕活保ㆤ その他 ィ 
1⣭ 2⣭ 

⏨ 7 13  7 8 8 43 

女 2 6  1  1 10 

ィ 9 19  8 8 9 53 

 

㸶 ⫋員◊修の≧況 

  ◊修名 ⫋✀ 参加⪅名 主催 人員 実施月 

外

㒊

◊

修 

㸯 Ⓨ㐩㞀害⪅へのㄆ▱⾜動⒪法を学ぶ ⏕活支援員 小澤まいこ 
東京㒔中㒊⥲合⢭⚄保健

⚟♴センター 
1 7月 

㸰 
失ㄒの⌮ゎとコミュニケーション

方法について 
⫋業指導員 宮地⚈子 

㸦公㈈㸧世⏣㇂区保健 

センター 
1 10月 

㸱 

就労支援ㄢ㢟別セミナー  

定╔支援に向けた対㇟⪅及び事業主

への支援技法を学ぶ 

⏕活支援員 小出智子 㞀害⪅⫋業センター 1 12月 

㸲 SNSトラブルに㛵する支援ㅮ⩦会 ⏕活支援員 小澤まいこ 
世⏣㇂区㞀害⪅就労支援

センターしごとねっと 
1 1月 
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㸰 友  愛  園 㸦㞀 害 ⪅ 支 援 施 タ㸧 

 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

  今年度は、入所定員を60名から 50名に減らし在⡠利⏝⪅ 45名でスタートした。㔜度⪅の受入れ

を推㐍するために、より利⏝⪅の希望に沿った支援を図った⤖果、利⏝⪅㸯名がグループホームへ

地域⛣⾜し、2名が出㌟⮬治体の新タした入所施タへ⛣⾜を果たした。一方で、㛗期入㝔で 1名、

による急死で1名、ィ 5名が㏥所となり次年度には定員を 40名にする┠処が❧った。 

  ⏕活支援では、⤥湯⟶◚で 1年半以上使⏝できなかった女性浴室をシャワー浴室として整備し、

併せて安全を☜保するために㐌 3回の介助入浴を2回に変更して㔜度化に対応した。健康㠃では、

従来の歯⛉・整形外⛉に加え、⢭⚄⛉、⚄⤒内⛉及び⓶⛉の往デを依㢗してデ察時の⛣動㈇担➼

を㍍減した。 

⫋員体制では、4月に指導㒊㛗、8月に┳ㆤ師がそれぞれ␗動し、⏕活支援員は 4月に新卒 1名、

5月に㠀常勤 1名、12月に常勤 1名を採⏝した。一方で、⏕活支援員4名と㠀常勤┳ㆤ師 1名が㏥

⫋し、引き⥆き人材の☜保と定╔が喫⥭のㄢ㢟となった。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(1) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 ⤒営の安定化 ┦ㄯ員 ア㸧定員を50名に減員 ⇒ 4月 1日付実施済み 

㹀 

品㉁ 

㸯 日中活動の充実 全⫋員 

ア㸧作業⒪法士を常勤換⟬㸯名 ⇒ 未㐩成0.8名 

イ㸧作業提供と平均工㈤の⥔持㸦8,700円㸧  

⇒ 㐩成10,517円 

㸰 地域⛣⾜支援の促㐍 ┦ㄯ員 
ア㸧地域⛣⾜4名・イ㸧㧗㱋施タ⛣⾜2名 

⇒㒊分ⓗに㐩成 地域⛣⾜1名㸦地元施タ入所2名㸧 

㸱 施タ⎔境整備 担当⪅ ア㸧女性浴室の修⧋ ⇒ シャワー室に修⧋済み 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 ⫋員の㈨㉁向上 全⫋員 

ア㸧待㜵止内㒊◊修の実施㸦年2回㸧 ⇒ 㐩成 

イ㸧┳ㆤ師による医⒪㠃の内㒊◊修実施㸦年㸯回㸧 

⇒ 㐩成 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務  

㸿㸯 ⤒営の安定化 

 ア㸧4月 1日より定員を60名から 50名に減らすことはできたが、居室数を減らして㒊分ⓗにも2

名分の居室を 1名分に改修することは、居室への採光のㄢ㢟➼によりぢ㏦ることとした。また、

居室改修中には利⏝⪅が一時ⓗに㏥㑊するスペースも必せとなるため、定員 40名への更なる減

員を㐩成後に、次年度からの 2カ年で「カ⦎・作業室」や「┦ㄯ室兼多┠ⓗ室」を居室に改修し、

40 名分の居室を整備することとした。これにより㟁動介ㆤベッドのタ⨨が可⬟となり㔜度㞀害

⪅の受け入れ促㐍を図ることとした。併せて、加㱋➼により㔜度化が㐍⾜した利⏝⪅に対するケ

アを充実させることとした。 
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   なお、平成 24年の事業⛣⾜以来、定員の充㊊⋡が低㏞し収支差㢠の悪化が㢧ⴭであったが、

㔜度利⏝⪅の受入れを推㐍したことにより、実㉁ⓗに今年度も昨年度を大きく上回る㯮字化を㐩

成することができた。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 日中活動の充実 

ア㸧機⬟カ⦎士を常勤換⟬ 0.4から 1.0に増員する。 

作業⒪法士を常勤換⟬で 0.4から 1.0に増員するとィ⏬したが、0.8名分の✌働となった。

これに加えて、女性利⏝⪅の入浴介助では女性支援員の不㊊から、女性である作業⒪法士も一

時ⓗに入浴介助に従事したため、⤖果ⓗには以下のとおりとなった。 

入浴、㣗事、排泄に有効な⚟♴⏝具の活⏝と介助方法の改善を図り、日常⏕活で「利⏝⪅の

できる」を増やすィ⏬では、園が⮫時で㈚与した㌴椅子を㛗年利⏝する利⏝⪅に対して、㌟体

の≧況に合った㌴椅子の作成及び⏦ㄳ➼を✚極ⓗに支援し、6 名の利⏝⪅が新つに㌴椅子を取

得することができ大きな㈉⊩を果たした。 

レクリエーションの┠ⓗを明☜にして、外出支援や創㐀性を㧗めるプログラムを提供するィ

⏬では、ヨ⾜㘒ㄗを㏻して様々な活動を展㛤した。活動の一㒊に「ボッチャ」を導入し、地域

のイベントへも✚極ⓗに参加する利⏝⪅がぢられる➼、個々の活動⠊囲を広げた。なお、2 月

には世⏣㇂区スポーツ振⯆㈈団が㛤催した⏕涯スポーツセミナーでボッチャの体㦂会に 4名の

利⏝⪅が参加し好ホであった。 

前年度末に㏻信カラオケ機器を導入し㠀常勤の支援員が特技を活かしながら、カラオケを㐌

末の活動として定╔を図ったことにより多くの利⏝⪅が参加した。これに伴い「㡢楽クラブ」

は前年度末で⤊了した。また、㛗年Ⲕ㐨のㅮ師を依㢗していたボランティアが体ㄪを崩され復

帰の┠処が❧たないことから、Ⲕ㐨クラブは活動を中止した。 

 イ㸧作業の提供と工㈤の⥔持 

引き⥆きビニール加工によるカードホルダーの作成を㍈に、冊子㢮の⿄ワめと宛名㈞り及

びⓎ㏦作業➼を実施した。作業時㛫は午前中を基本としたが、⦾忙期も多く午後の作業も増え

たことから、前年度平均月㢠 8,700 円の工㈤を上回る 10,517 円の支⤥を実⌧した。併せて、

毎朝カ⦎・作業室での朝♩において体操を⥅⥆し、必せに応じてバイタルサインチェック➼の

健康≧態を把握する機会を引き⥆き⥔持した。 

㹀㸰 地域⛣⾜支援の促㐍 

ア㸧地域⛣⾜を希望する利⏝⪅や家族に、当ヱ支援担当⪅と㐃携を図り在宅⏕活への円滑な⛣⾜

を支援した⤖果、1 名の利⏝⪅がグループホームへ入居できた。また、実施機㛵のある地元の

㞀害⪅施タへの入所が2名となった。 

イ㸧65歳以上の利⏝⪅で㧗㱋施タへの⛣⾜を希望する場合は、㞀害支援サービスから介ㆤ保㝤サ

ービスへの円滑な⛣⾜を支援してきたところだが、7 月に⫵炎で入㝔した最㧗㱋の利⏝⪅は友

愛園に在⡠のまま入㝔を⥅⥆し、⒪㣴型施タへの⛣⾜を前提に 11月末に㏥所となった。また、 

㧗㱋施タ⛣⾜の対㇟年㱋に㐩していた利⏝⪅1名が持の悪化により急㏽した。 

 㹀㸱 施タ⎔境整備 

ア㸧前々年度に壁内㓄⟶の◚損から漏水により使⏝できなかった女性浴室は、⣙ 560万円を㈝や

し「シャワー浴室」として改修した。将来「個浴・機械浴➼の導入」も可⬟となるようシンプ

ルな構㐀とし、7月より活⏝した。これに併せて、入浴介助を㐌 3回から㐌 2回に変更し、㔜

度⪅への対応も可⬟とし、より安全な入浴サービスを☜保した。「ゆったり入れて安心である」
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と利⏝⪅の好ホを得る一方で、当然ながら入浴回数が減ったことに一㒊不満を抱く利⏝⪅もあ

り、引き⥆き検ウを⥅⥆することとした。 

 

 㹁 人材⫱成 

  㹁㸯 ⫋員の㈨㉁向上 

  ア㸧待㜵止内㒊◊修については、チェックリスト㸦年 2回㸧を活⏝した⮬己ホ価をもって施タ

及び各⫋員の⮬浄作⏝を促すツールとして⥅⥆したほか、「介ㆤ➼体㦂事業ㄝ明会」参加報告書、

併せて介ㆤ➼体㦂事業の学⏕⏝に作成した「サービスマナーの手引」を作成し㓄付のうえ供ぴ

することで内㒊◊修とした。 

イ) ┳ㆤ師による医⒪㠃の内㒊◊修については、昨年度末から年度を㊬ぎ全⫋員に対して「てん

かん」ㅮ座を実施しアンケートを⫈取するにとどまった。次年度は、改めて感染予㜵対⟇につ

いて実施することとした。 

    ウ㸧法人が㛤催した「新人⫋員オリエンテーション」には 3名、「初任⪅ベーシック◊修」に㸰名、

「テーマ別◊修㸦レジリエンス・コミュニケーション㸧」には5名が参加し、それぞれがチーム

ワークの㔜せ性を再ㄆ㆑することができた。 

 

㸱 㐠営⟶⌮  

平成 31年度の⫋員㓄⨨≧況は、次のとおりである。       㸦令和2年 3月 31日⌧在、単位㸸人㸧 

 

⫋✀区分 

 

 

㓄⨨区分 

施 
タ 

㛗 

サ
䤀
ビ
ス
⟶
⌮
㈐
任
⪅ 

医 
 
 

師 

事
務
員
䥹
本
㒊
䥺 

⏕
活
支
援
員 

┳ 

ㆤ 

師 

栄 

㣴 

士 

そ
の
他
の
⫋
員 

ィ 

備 
 

⪃ 

⌧ 
員 

常 勤 ⫋ 員 1 (1)  1 13 1 1 1 18  

㠀 常 勤 ⫋ 員   1  1   2 4  

ィ 1 (1) 1 1 14 1 1 3 22  
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㸲 平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況   

 
概     せ 

実施日 

回 数 

参加人員 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

㸦㸯㸧㐠営⟶⌮ 

 ①会  ㆟ 

 

 

 

 

 

【共㏻】 

・⫋員会㆟ 

・⥲合判定会㆟ 

・担当⪅会㆟ 

・ミーティング 

・業務ㄪ整会㆟ 

 

㝶時 

無し 

㝶時 

毎日朝夕 

㸷回 

  

全員 

全員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

 

全体の問㢟・情報交換 

入㏥所の判定 

個別支援ィ⏬検ウ 

始・⤊業時情報交換 

施タ内業務検ウ・ㄪ整 

【⏕⏘活動】 

・朝のミーティング 

 

毎日 
全員 

 

㛵係⫋員 

施タの㐃⤡と利⏝⪅か

らのせ望➼ 

【⏕活㛵係】 

・支援員・┦ㄯ員会㆟ 

・介ㆤ⫋員会㆟ 

・┳ㆤ師会㆟ 

・栄㣴士会㆟ 

 

月1回 

月1回 

㝸月 

年3回 

 

 

 

 

 

 

┦ㄯ員 

介ㆤ士 

┳ㆤ師 

栄㣴士 

 

全施タの情報交換 

全施タの情報交換 

全施タの情報交換 

全施タの情報交換 

②⫋員◊修 

 

・外㒊◊修 

・内㒊◊修 

㝶時 

㝶時 

 対㇟⪅ 

対㇟⪅ 

 

 ③健康⟶⌮ ・健康デ断 

・検便 

・⾨⏕委員会 

9/3,4 

月1回 

毎月 

 全員 

 全員 

委員 

Ⱚ検デセンター 

東京㣗品技⾡◊✲所 

全施タの⾨⏕に㛵する

事㡯 

 ④㜵災対⟇ 

 

・㑊㞴カ⦎ 

・安全委員会 

月1回 

奇数月 

全員 全員 

委員 

 

 ⑤品㉁⟶⌮ ・➨三⪅ホ価 8/19  全員 全員 利⏝⪅⪺き取り実施 

㸦㸰㸧利⏝⪅支援 

 ①支援方㔪タ定 

・個別支援ィ⏬の⟇定 

・利⏝⪅懇ㄯ会 

年㛫 

5/8 

全員 

全員 

全員 

全員 

 

②⏕活┦ㄯ 

 

 

・┦ㄯ㠃接 

・保ㆤ⪅会 

・区市⏫村❆口との㐃⤡ㄪ整 

㝶時 

6/30 

㝶時 

全員 

12家族 

 

支援員 

7名 

┦ㄯ係 

 

 

 

③健康⟶⌮ 

 

・定期健康デ断 

・⬚㒊Ⅹ⥺撮影 

・⾑液検査 

・一⯡検査 

・⾨⏕指導 

・ゼ問歯⛉デ⒪ 

・ゼ問㺭㺍㺙㺎㺚㺼・リハビリ 

・インフルエンザ予㜵注射 

5/23㺂10/24 

8/28 

8/28 

㝶時 

㝶時 

㝸㐌 

㐌2回 

11/22 

全員 

全員 

全員 

抽出 

抽出 

希望⪅ 

希望⪅ 

全 員 

嘱ク医 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

全⫋員派

― 

派㐵医 

全 員 

 

Ⱚ検デセンター 

 〃 

 

 

医⒪法人♫団㧗㍯会 

武⏣整形外⛉ 

④⎔境⾨⏕ 

 

・入浴 

・⾨⏕害㥑㝖 

・床清掃 

月 㹼 土 

定期 

年4回 

全 員 

希望⪅ 

 

支援員 

介ㆤ係 

 

 

業⪅委ク 

 〃  (共⏝㒊分) 

⑤⤥㣗支援 ・⤥㣗 毎日 全 員 栄㣴士  

 ・定例会㆟ 年4回  施タ㛗 

栄㣴士 

㸨㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 

 ・⊩❧会㆟ 毎月  栄㣴士 

支援員 

㸨㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 

 ・栄㣴┦ㄯ 㝶時 希望⪅ 栄㣴士  

 ・⤥㣗懇ㄯ会 2回 希望⪅ 栄㣴士 㸨㺏㺑㺢㺝㺎㺙㺎栄㣴士出席 

⑦⾜ 事 ・┅㋀り大会 7/17 全員 全員 ◔⏫会及び商店会協㈶ 

 ・友愛ふれあい⚍り 

・合同㐠動会 

10/6 

9/29 

全員 

10名 

11名 

12名 

◔⏫会及び商店会協㈶ 

区❧⥲合㐠動場体⫱㤋 

 ・宮様チャリティボウリン 

グ大会 

11/30 

12/1 

3名 

11名 

4名 

15名 

品川㺪㺽㺶㺻㺛㺬㺡㺷 㺬㺼㺑㺶㺻㺖㺼㺜

㺻㺞㺎㸦㛤会式・本大会㸧 

⑧クラブ活動➼ 

 

・カラオケ 

・⳹㐨クラブ 

・Ⲕ㐨クラブ・書㐨クラブ 

・勉強会 

㝶時 

➨1火曜 

休止中 

毎㔠曜 

希望⪅ 

希望⪅ 

 

希望⪅ 

担当⪅ 

担当⪅ 

 

担当⪅ 

 

ㅮ師㸯名 

 

慶応大学㺵㺐㺟㺑㺛会によ

る個人指導 

 ⑩⏕⏘活動 ・⏕⏘活動 年㛫 全員 支援員  
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㸦別⾲㸧             友 愛 園 ㈨ 料  

 

㸯 月別入㏥所⪅≧況                              㸦単位㸸人㸧 

月     

区分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ィ 

入 所 定 員 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600 

月初在⡠⪅数 45 45 45 45 45 45 45 45 43 42 42 42 529 

月内入所人員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

月内㏥所人員 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 2 5 

充 ㊊ ⋡ 㸣 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 86.0 84.0 75.0 84.0 88.2 

 

㸰 入㏥所の≧況   

(1)  入所前居所                        㸦単位㸸人㸧 

区 分 学 校  㝔 他施タ 居 宅 その他 ィ  

⏨ 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 0 0 0 

(2)  ㏥所⌮⏤                    㸦単位㸸人㸧 

区 分 就 ⫋ 入 㝔 帰 宅 他施タ 地域⛣⾜ その他 ィ 

⏨ 0 1 0 2 0 1 4 

女 0 0 0 0 1 0 㸯 

ィ 0 1 0 2 1 1 5 

 

㸱 年度末入所⪅年㱋別≧況                                 㸦単位㸸人㸧 

区 分 20才未満 20㹼29才 30㹼39才 40㹼49才 50㹼59才 60㹼69才 70才以上 ィ 

⏨ 0 0 3 1 9 17 5 35 

女 0 0 0 1 1 4 0 6 

ィ 0 0 3 2 10 21 5 41 

比⋡㸦㸣㸧 0.0 0.0 7.3 4.9 24.4 51.2 12.2 100.0 

 

区 分 平均年㱋 最低年㱋 最㧗年㱋 平均年㱋 

⏨ 51.0歳 32歳 73歳 
59.7歳 

女 59.3歳 43歳 69歳 

 

㸲 年度末利⏝⪅在所期㛫の≧況 [平均在⡠期㛫㸸13.4年]            㸦単位㸸人㸧 

 3年未満 
3年以上 

5年未満 

5年以上 

10年未満 

10年以上 

20年未満 

20年以上 

30年未満 
30年以上 ィ 

⏨ 10 5 2 10 3 5 35 

女 2 0 1 0 1 2 6 

ィ 12 5 3 10 4 7 41 

 

㸳 年度末援ㆤの実施機㛵(⾜政)の≧況 

区 分 世⏣㇂区内 23区内(世⏣㇂区㝖く㸧 㒔 内㸦23区㝖く㸧 㒔   外 

ヱ当利⏝⪅数 㸯名㸦2.4㸣㸧 21名㸦53.7㸣㸧 5名(12.2㸣) 13名(31.7㸣) 
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㸴 年度末㞀害原因別・性別・⌧員の≧況      㸦単位㸸人㸧     

区 分 ⏨ 女 ィ 比⋡㸦㸣㸧 

    24 2 26 63.4 

先 天 性 6 3 9 22.0 

事   故 5 1 6 14.6 

㸦交㏻事故㸧 (4) (0) (4) (9.8) 

㸦その他㸧 (1) (1) (2) (4.9) 

ィ 35 6 41 100.0 

 

㸵 年度末主たる㌟体㞀害✀別及び➼⣭の≧況              㸦単位㸸人㸧 

区分 ⫥体不⮬⏤ (㌴椅子使⏝) どぬ ⫈ぬ 内㒊 ィ 比⋡㸣 

㸯⣭ 17 (15)    17 41.5 

㸰⣭ 14 (11) 1   15 36.6 

㸱⣭ 4 (4)    4 9.8 

㸲⣭ 4 (1)    4 9.8 

㸳⣭ 1 (1)    1 2.4 

ィ 40 (32/41㸸78%) 1 0 0 41 100.0 

 

㸶 年度末㞀害支援区分≧況                       㸦単位㸸人㸧 

区 分 支援区分㸱 支援区分㸲 支援区分㸳 支援区分㸴 ィ 平均値 

人 数 15 14 7 5 41 4.1 

 

㸷  年度末介ㆤ≧況                                㸦単位㸸人㸧 

区  分 㣗事 排泄 入浴 ⛣動 ⛣乗 意思㏻ 

全 介 助 0 1 2 1 3 0 

一㒊介助 2 23 31 4 2 11 

ィ 2 24 33 5 5 11 

 

10  入㝔≧況               

名・⌮⏤➼ 入㝔先 期㛫 日数 

イレウス 㛵東中央㝔 06/03㹼06/13 11 

Ⓨ熱 㛵東中央㝔→大橋㝔 07/12㹼11/30 142 

検査┠ⓗ 㛵東中央㝔 07/23㹼08/02 11 

尿㊰感染   㛵東中央㝔 11/19㹼12/11 33 

ㄗ嚥性⫵炎 佼成㝔 12/01㹼12/10 10 

Ⓨ熱 㛵東中央㝔 02/03㹼02/14 12 

右ⓑ内㞀手⾡ 㛵東中央㝔 02/20㹼02/21 2 

左大⭣㢁㒊㦵折 下⏣㝔 03/03㹼03/17 15 

実人員㸸7名 合ィ日数㸸236日 
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11 栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

 
㺒㺦㺷㺕㺼㺎 ⺮ⓑ㉁ ⬡  ⫫ 㺔㺷㺚㺑㺯 ビ タ ミ ン 

㹩ca㹪 g g mg A(IU) B1(mg) B2(mg) C(mg) 

栄㣴基準㔞 1,875 70.0 47.0 735 610 1.08 1.18 83 

⤥与栄㣴㔞 1,787 63.7 45.8 645 618 0.98 1.02 86 

 

12 栄㣴比⋡㸦㸣㸧 

炭水化物㺒㺦㺷㺕㺼㺎比 ⬡⫫㺒㺦㺷㺕㺼㺎比 

62.6 23.1 

 

13 㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞 

㣗 品 ⩌ 名 㣗品構成 ⤥与㔞 

 

㸯㸬✐ 㢮 

⡿ 207 206 

パ ン 㢮 13 11 

め ん 㢮 58 55 

その他の✐㢮・堅果㢮 5 5 

㸰㸬い も 㢮 
じゃがいも㢮 37 31 

こんにゃく㢮 11 9 

㸱㸬◁ ⢾ 㢮 10 8 

㸲㸬Ⳬ 子 㢮 4 4 

㸳㸬油 ⬡ 㢮 
動 物 性 1.5 0.7 

植 物 性 15 18 

㸴㸬㇋ 㢮 
み    そ 21 20 

㇋・大㇋〇品 50 37 

㸵㸬㨶 介 㢮 

⏕    物 58 53 

塩 ⶶ・⨁ ワ 3 2 

水⏘⦎り〇品 11 8 

㸶㸬⋇㫽⫗㢮 
⏕    物 67 67 

その他の加工品 5 3 

㸷㸬卵    㢮 30 27 

10㸬乳 㢮 
牛    乳 171 111 

その他の乳〇品 33 119 

11㸬㔝⳯㢮 

⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 155 126 

漬    物 9 9 

その他の㔝  ⳯ 240 208 

12㸬果 物 㢮 45 36 

13㸬海 ⲡ 㢮 3 3 

14㸬ㄪ 味 料 㢮 36 34 

15㸬ㄪ 味 加 工 㣗 品 㢮 7 4 
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㸱 東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター 

㸦㞀害⪅支援施タ㸧 

 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

  平成 31年度新つの施タ入所⪅は 4名、㏥所⪅は 5名であった。年㛫平均入所⋡は、┠標⋡ 67㸣

を下回り 64.2㸣であった。また、昨年度は、▷期入所利⏝から 2名が施タ入所につながった。せ因

として、将来の⮬❧⏕活に向けて、安心してカ⦎ができる施タ⎔境としてホ価を得たことが、利⏝

につながったと⪃えられる。 

  各✀サービスの定員に対する割合について、就労⛣⾜支援の利⏝⋡は 16㸣となり、昨年度の

24.1㸣に比し減少した。就労⥅⥆支援㹀型の入所利⏝⋡は 122㸣、㏻所利⏝⋡が156㸬3㸣であった。

⏕活カ⦎は 29.8㸣に減少し、機⬟カ⦎の利⏝⋡は62.3㸣と増加した。 

施タ入所となった主なケースは、㏻所利⏝を⤒て、将来の⮬❧⏕活に向けたカ⦎が必せとなった

ケース、単㌟⏕活に必せな基♏カ⦎を希望したケース、㹂㹔による受入から♫会⏕活力カ⦎の必せ

性が㢧在化したケースである。 

3 名の利⏝⪅が地域に⛣⾜し、⮬❧⏕活を実⌧させることができた。一人┠は、㛗期㛫のカ⦎に

より、希望する地域に⏕活の場を⛣すことができたケース、二人┠は、㹂㹔ケースから施タ入所を

⤒て、家族との⏕活を㏦ることができたケース、三人┠は、機⬟カ⦎を⤒て、希望する⏕活の場所

から、就労⥅⥆ B型に㏻所することになった。支援・カ⦎にせする期㛫・内容は、ケースごとに区

市⏫村と㐃携を取りながら、ニーズに㐺したサービス提供ができるよう今後も取り⤌んでいく。 

  指定┦ㄯ支援事業の利⏝⪅数は、一年を㏻して微減であった。施タ入所支援を利⏝しているセン

ター利⏝⪅のィ⏬依㢗8名を含めて、ィ26名であった。 

その他の㔜点事㡯は下グの㏻りである。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 
㹌㹭 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 
⥲合支援法に基づく㐺切な㐠営

⟶⌮と安定ⓗな⤒営の実施 

全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:施タ㛗) 

平均入所利⏝⋡(┠標値 67㸣以上)は、前

年の70.5%に対し64.2%であった。 

㹀 

品㉁ 

㸯 ⚟♴サービス➨三⪅ホ価の受審 
全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:施タ㛗) 

➨三⪅ホ価受審㸦10 月㸧ホ価⤖果への取

り⤌み㸦11月㸧 

→利⏝⪅の意欲向上に向けたサービス、

地域とのネットワークを活かした取り⤌

みに期待すると、ホ価を受けた。 

㸰 
ISO9001㸸2015内㒊┘査及びサー

ベイランス審査 

全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:内㒊┘査員) 

水平展㛤事㡯の≧況を☜ㄆし、取り⤌む 

→11 月に実地審査を受審し、指摘事㡯な

し。水平展㛤事㡯は、事業所内㒊┘査で

≧況を☜ㄆした。 
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㸱 利⏝⪅ㄪ査・利⏝⪅懇ㄯ会の実施 
全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:主任) 

①利⏝⪅ㄪ査 

各㡯┠の不満回⟅30㸣未満→全㡯┠で 

30㸣に㐩する不満はなかった。 

②利⏝⪅懇ㄯ会 

利⏝⪅懇ㄯ会を 2 回㛤催し、┠標とする

㺀共㏻の不満 5件以下㺁を 1件に抑えるこ

とができた。 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 

人材⫱成 

①待㜵止◊修の実施 

②施タ内OJT,法人内㝵層別◊修 

③各✀施タ内◊修 

全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:施タ㛗) 

① 今年度は全⫋員対㇟に2回⾜った。 

②施タ内 OJT ◊修を実施した。他ヱ当⪅

はいなかった。 

③ 各✀◊修を別㡯のとおり実施した。 

E 

その他 

㸯 

┦ㄯ支援事業の㐠営 

ネットワークへの参加 

⮬❧支援協㆟会への参加 

全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:主任) 

⥅⥆して支援している利⏝⪅に対し、サ

ービス支⤥に㐜滞のないよう取り⤌むこ

とができた。各会㆟への参加⋡は89%であ

り、┠標とする80㸣は㐩成できた。 

㸰 
利⏝⪅の入所促㐍 

新つ事業の事業内容㹎㹐 

全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:主任) 

⾜政機㛵へのPR活動を⾜った。利⏝┦ㄯ

は数件あったものの利⏝に⤖び付けられ

ないケースもあった。 

㸱 施タの建替え 
全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:施タ㛗) 

情報の収㞟を⾜い、施タ内において委員

会を❧ち上げた。 

㸲 予㜵処⨨ 
全⫋員 

(┠標㐩成㈐任⪅:内㒊┘査員) 

予㜵処⨨の効果により3月末時点で、 

是正処⨨月平均は0.5件であった。 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

㸿  ⤒営㈈務 

㸿㸯 ⥲合支援法に基づく㐺切な㐠営⟶⌮と安定ⓗな⤒営の実施 

   㐺切な人員㓄⨨を⾜いながら、サービスの低下につながらないよう支援を⾜った。 

   東京㒔の実地検査を受け、㺀文書指摘事㡯はぢ当たらない㺁との㏻▱を受けた。 

 

   【機⬟カ⦎】  コミュニケーション力を㧗めるため、手ヰ・日本ㄒのゝㄒ学⩦を始めた。

健康に対するニーズは㧗く、体操のバリエーションを増やした。⥅⥆した

参加⪅に㐠動機⬟の向上がみられた。1名の地域⛣⾜を㐩成した。 

   【⏕活カ⦎】  2名の地域⛣⾜を㐩成した。 

【就労⥅⥆ B型】┠標としていた月平均工㈤を㐩成することができた。1名就⫋した。 

【就労⛣⾜支援】就労⥅⥆B型利⏝⪅の就労希望⪅とともに、PC入力や漢字のㄞみ書き指導

を⾜なった。採⏝された利⏝⪅は、㠃接準備から採⏝後の学⩦を支援した。

中㏵失⫈・㞴⫈の利⏝⪅を対㇟に手ヰ学⩦を⾜なった。 

【施タ入所支援】▷期入所から 2名が施タ入所につながった。 

【▷期入所】  本年度は、5名の利⏝があった。そのうち 2名は施タ入所につなぐことが

できた。 
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 㹀  品㉁ 

㹀㸯 ⚟♴サービス➨三⪅ホ価の受審 

   Ⰻい点 

①事業所の建替えの検ウの機会に⫋員の一体感が㧗まり、また、利⏝⋡に㛵する情報の共

有化によって、一体ⓗな㐠営がされている。 

②手ヰㅮ⩦会などの地域サービスや地域交流事業の取り⤌みが利⏝⪅の施タ㏥所後の地域

⏕活を支えるために大きな役割を果たしている。 

③利⏝⪅懇ㄯ会などで利⏝⪅の意ぢを⪺き、⎔境整備やルールのぢ┤しに活かす取り⤌み

をしている。 

改善が望まれる点 

①㛗く培われた⫈ぬ㞀害⪅施タとしての▱㆑と⤒㦂を㋃まえ、⫋員の▱㆑と⬟力を更に㧗

めることに期待する。 

②支援┠標をタ定することの困㞴な利⏝⪅に対するカ⦎意欲の向上➼の取り⤌みを更に工

夫していくことに期待する。 

③事業所が培ってきた地域とのつながりを深めてネットワーク化し、㏥所後のアフターケ

アに活かしていくことが期待される。 

改善の取り⤌みは、令和2年度に東京㒔へ報告する。 

㹀㸰 ISO内㒊┘査及びサーベイランス審査 

   指摘事㡯はなかったが、ほ察事㡯については、水平展㛤事㡯として、取り⤌んでいく。 

㹀㸱 利⏝⪅ㄪ査、懇ㄯ会の実施 

 利⏝⪅ㄪ査では、全体ⓗに「満㊊」が減少し、「普㏻」が増加している㡯┠が多くみられた。

一方で、不満が「0」になった㡯┠もぢられた。ただ、令和元年 10月より、⮬❧カ⦎対㇟⪅が、

作業に入らなくなったことにより、内⫋作業に満㊊しているかという㉁問に対して、「不満」

が増加した。利⏝⪅懇ㄯ会並びに⤥㣗委員会では、共㏻の不満が㸯件あった。こちらも、利⏝

⪅ㄪ査の「内⫋作業に満㊊しているか」という㉁問㡯┠と共㏻した内容となっており、利⏝⪅

に、利⏝しているサービスの内容を⌮ゎしてもらえるように、丁寧にㄝ明し、ご⌮ゎを㡬ける

ようにしている。 

 

 㹁  人材⫱成 

㹁㸯 人材⫱成 

   以下の◊修を企⏬し、⫋員㈨㉁向上に向け、人材⫱成を⾜った。 

   ア 全⫋員を対㇟に年 2回待㜵止◊修を⾜った。 

   イ 新人⫋員を対㇟に OJTを実施し、⫋務への充実を図った。㝵層別◊修のヱ当⪅はいなかっ 

た。 

   ウ サービス⟶⌮㈐任⪅、┦ㄯ支援専㛛員の各⌧任◊修及び普㏻救命ㅮ⩦の受ㅮを実施し、事

業㐠営の必㡲◊修をィ⏬どおり実施した。 

   エ 今年度も㞀害特性に応じた、コミュニケーションスキル向上◊修を実施した。 

   オ 施タぢ学(東♫協主催 3回、センター主催 1回)の参加実施、委員会への参加により情報収

㞟を図った。 

 

㹃  その他 

㹃㸯 ┦ㄯ支援事業の㐠営、ネットワークへの参加、⮬❧支援協㆟会への参加 
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     モニタリング、サービス➼利⏝ィ⏬共に予定どおり実施することができ、支⤥決定に支㞀

をきたす事はなかった。⮬❧支援協㆟会や㛵東ろう⪅┦ㄯ員㐃⤡会、板橋区┦ㄯ支援㐃⤡会

など年㛫を㏻して参加に努め、各機㛵との㐃携を⾜うことができた。 

㹃㸰 利⏝⪅の入所促㐍、新つ事業の事業内容PR  

年度の後半から⮬治体への PR活動を㛤始したが、新型コロナウイルス感染の予㜵の為、

予定していた⮬治体全てを回ることはできなかった。入所┦ㄯもⰾしくなく、利⏝⋡の┠標

㐩成に寄与することができなかった。 

㹃㸱 施タの建替え  

    所内に建替えに㛵する検ウ員会をタ⨨し、定期ⓗに事業内容、㐠営⤒㈝及びタ備➼につい

て検ウを⾜い⥅⥆している。併せて東京㒔と㐺宜㐃⤡をとり、⛣㌿建⠏地の候⿵➼について

情報収㞟を⾜っている。 

㹃㸲 予㜵処⨨  

予㜵処⨨に取⤌んだことにより、是正処⨨の┠標値を㐩成することができた。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

(㸯)入㏥所≧況➼ 

   別⾲の東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター㈨料に掲げた。 

 (㸰)⫋員㓄⨨≧況 

   平成 31年度の⫋員㓄⨨≧況は、次のとおり。 

(令和 2年 3月31日⌧在、単位:人) 

 

⫋✀区分 

 

 

 

 

㓄⨨区分 

施
タ
㛗 

事
務
員 

サ
䤀
ビ
ス
⟶
⌮
㈐
任
⪅ 

┦
ㄯ
支
援
専
㛛
員 

⏕
活
支
援
員 

就
労
支
援
員 

⫋
業
指
導
員 

┳
ㆤ
師 

栄
㣴
士 

ㄪ
⌮
員 

医
師 

合 

ィ 

⌧員常勤⫋員 1 2 6  1  10 

⌧員㠀常勤⫋員   8 1 5 2 16 

合ィ 1 2 14 1 6 2 26 
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(㸱)⫋員◊修の≧況 

◊ 修 名 参加⫋✀ 主  催 人員 実施月 

内㒊 

◊修 

「利⏝⪅の権利擁ㆤと待の未然㜵止に向けて」 全⫋✀ センター 14 4 

〃 〃 〃 10 4 

「ろうあ⪅┦ㄯの⌧≧」 全⫋✀ センター 9 7 

報告◊修「工㈤アップセミナー」 全⫋✀ センター 9 7 

事例◊✲Ⓨ⾲会 所㛗 支援員 法人 2 9 

メンタルヘルス◊修 全⫋✀ 法人 1 11 

コミュニケーションスキルの向上 全⫋✀ センター・ㅮ師招⪸ 16 11 

「待◊修・事業所事例とその後」グループワーク 全⫋✀ センター・ㅮ師招⪸ 13 11 

〃 〃 センター 11 11 

レジリエンス◊修 事務員 法人 1 12 

外㒊

◊修 

㛵東ろう⪅㐃⤡会◊修 ①㹼⑤ 
支援員 ⫈力㞀害⪅情報文化

センター 
5 5㹼2 

サービス⟶⌮㈐任⪅更新◊修 サビ⟶ 東京㒔 㸯 7 

工㈤アップセミナー 支援員 東京㒔 2 7 

サービス推㐍㈝ 事務員 東京㒔 1 7 

⚟♴㑊㞴所㛤タカ⦎ 所㛗 支援員 板橋区 2 8 

┦ㄯ員支援従事⪅ ⌧任◊修 支援員 東京㒔 3 9 

┣ろう⪅⚟♴ワーカー◊修 支援員 東京┣ろう⪅友の会 2 9 

機⬟カ⦎事業⪅◊修 支援員 東京㒔 2 10 

大つ模災害時・⚟♴施タの役割 ① 支援員 板橋区 1 10 

⯙台ⱁ⾡のⴭ作権 支援員 トット基㔠 㸯 10 

施タぢ学 就労⛣⾜支援事業所 所㛗 支援員 センター 11 10 

地域⚟♴について 支援員 板橋区 1 11 

大つ模災害時・⚟♴施タの役割 ② 支援員 板橋区 1 12 

㞀害の♫会モデル実㊶ㅮ座 ① 事務員 東京㒔 1 1 

㞀害の♫会モデル実㊶ㅮ座 ② 事務員 東京㒔 1 2 

施タぢ学 東京リハビテーションセンター 支援員 㒔♫協 㸯 2 
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(㸲)各事業ィ⏬の実施≧況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    区分 

事㡯 概     せ 

ィ ⏬ 実施⤖果 

備  ⪃ 
日・回数 

日㺃回数㺃件数・参加 

人員(⫋員➼含む) 

(㸯)㐠営⟶⌮ 

会㆟ 

 

 

 

 

 

オンブズマン 

 

(㸰)利⏝⪅処㐝 

⥭急入所 

⮬❧カ⦎ 

就労⛣⾜カ⦎ 

 

 

 

 

 

健康⟶⌮ 

⤥㣗 

体力強化 

地域交流 

 

 

㜵災対⟇ 

 

 

アフターケアサービ

ス 

 

ア 業務ㄪ整会㆟ 

イ ⫋員会㆟ 

ウ 支援会㆟  

エ ⤥㣗会㆟ 

オ 安全・⾨⏕会㆟ 

カ 地域サービス会㆟ 

ア ⱞ情┦ㄯ日 

イ 定例会 

 

ア ⥭急入所⪅の受入 

ア 手ヰㅮ⩦会 

イ 基♏学⩦ 

ウ 書㐨教室 

エ 㝡ⱁ教室 

オ ⏕活ㅮ座 

カ 旅⾜ 

キ 外出支援 

ア 定期健康┦ㄯ 

ア 嗜好ㄪ査 

ア スポーツ大会➼ 

ア ┅㋀り大会 

イ もちつき大会 

 

ア タ備器具点検 

イ タ備器具⮬主点検 

ウ 㜵災カ⦎ 

ア ⤥㣗サービス 

イ ┦ㄯ 

 

月 1回 

月 1回 

㐌㸯回 

月 1回 

月 1回 

年 1回 

月 1回 

年 1回 

 

㝶時 

㐌 1回 

月 1回 

月 2回 

月 2回 

年 12回 

年 1回 

年 3回 

年 24回 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

年 1回 

 

年 2回 

毎日 

月 1回 

㐌 5回 

㝶時 

 

12回 

12 

37 

12 

13 

1 

12 

1 

 

 

39 

43 

24 

22 

20 

1 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

 

2 

365 

12 

 

175 

 

59人 

149人 

363人 

72人 

81人 

3人 

26人 

4人 

 

3人 

1503人 

88人 

340人 

188人 

338人 

21人 

31人 

216人 

24人 

18人 

112人 

26人 

 

 

365回 

298人 

813人 

 

 

所㛗,支援,┳ㆤ,事務,ㄪ⌮ 

全員 

所㛗、ㄪ⌮員➼ 

所㛗、┳ㆤ師➼ 

所㛗、担当⪅ 

全員 

所㛗、支援、担当⪅ 

 

 

⥭急、▷期入所対応 

入㛛、地域一⯡受ㅮ 

支援員 

外㒊ㅮ師 

外㒊ㅮ師 

栄㣴士、支援員 

支援員 ┳ㆤ師 

支援員 ┳ㆤ師 

利⏝⪅ 

 

㞀がい⪅スポーツ大会 

ボランティアを含む 

板橋ろう協(手ヰサークル㝖

く) 

委ク業⪅  

日報グ㘓 

㑊㞴、消火、⥲合カ⦎➼ 

 

㐃⤡、外来、ゼ問┦ㄯ、手⥆

き、保㝤全⯡➼ 
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㸦別⾲㸧     東京⫈ぬ㞀害⪅支援センター㈨料     

㸯 月別入㏥所≧況                           㸦単位㸸人㸧 

    月別 

区分 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

入所定員 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 360 

利⏝⪅数 

(月末⌧在) 
19 20 20 20 19 19 19 20 20 18 17 18 229 

入所人員 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 4 

㏥所人員 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 1 0 5 

 充㊊⋡㸦㸣㸧 63 67 67 67 63 63 63 67 67 60 57 60 64 

 

㸰 入㏥所⌮⏤別人員                           㸦単位㸸人㸧 

区 分 

入所⌮⏤ ㏥所⌮⏤ 

居宅 㝔 他施タ その他 ィ ⮬❧ 
家庭 

復帰 
他施タ その他 ィ 

⏨ 1 0 0 2 3 0 2 0 1 3 

女 0 0 0 1 1 0 1 1 0 2 

ィ 1 0 0 3 4 0 1 2 2 5 

比⋡(㸣) 25 0 0 75 100 0 20 40 40 100 

 

㸱   年㱋構成㸦R2年 3月31日⌧在㸧                   㸦単位㸸人㸧 

区  分 
20歳 
未満 

20㹼 
29歳 

30㹼 
39歳 

40㹼 
49歳 

50㹼 
59歳 

60歳 
以上 

ィ 
平 均 

(歳・月) 

全数 

⏨ 1 1 0 1 4 5 11 59.1 

女 0 0 0 1 1 5 7 64.10 

ィ 1 1 0 2 5 10 18 61.4 

うち 
31年
度入所
⪅ 

⏨ 1 1 0 1 0 0 3 29.7 

女 0 1 0 0 0 0 1 29.5 

ィ 1 2 0 1 0 0 4 29.6 

 

㸲   在所期㛫㸦R2年 3月31日⌧在㸧                   㸦単位㸸人㸧 

区 分 
1年 

以下 

1年㹼 

2年未満 

2年㹼 

3年未満 

3年㹼 

4年未満 

4年㹼 

5年未満 

5年 

以上 
ィ 

平 均 

(年・月) 

全数 

⏨ 2 1 1 0 1 6 11 6.10 

女 0 1 1 0 0 5 7 7 

ィ 2 2 2 0 1 11 18 6.11 
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㸳  健康⟶⌮の実施≧況変更なし 

㡯 ┠ 実施期㛫 実施場所 人 員 

体㔜測定 定期 月1回 センター内 全員 

⾑圧測定 定期 月1回 センター内 全員 

尿検査 定期 年2回 㝔 センター内 全員 

嘱ク医デ察 
内⛉ 定期 月1回 センター内 全員 

⢭⚄⛉ 定期 月1回 センター内 ヱ当⪅ 

 

㸴   ㏻㝔≧況 

区分 

⛉別 
実 人 員 

延 人 員 
月平均治⒪人員 

延人員比⋡ 

(㸣) ⏨ 女 ィ 

内     ⛉ 32 110 77 187 15.6 27.0 

泌 尿 器 ⛉ 0 0 0 0 0 0 

婦 人 ⛉ 1 0 1 1 0.1 0.1 

⢭  ⚄  ⛉ 10 57 74 131 10.9 18.9 

⬻⚄⤒外⛉ 2 5 0 5 0.4 0.7 

外     ⛉ 1 4 0 4 0.3 0.6 

整 形外 ⛉ 5 2 5 7 0.6 1.0 

⓶    ⛉ 6 4 9 13 1.1 1.9 

║     ⛉ 8 9 28 37 3.1 5.3 

⪥㰯咽喉⛉ 0 0 0 0 0 0 

歯     ⛉ 15 72 75 147 12.2 21.2 

㏱   析 1 153 0 153 12.7 22.1 

化学⒪法⛉ 1 0 8 8 0.7 1.2 

合     ィ 82 416 277 693 57.7 100 

 

㸵  所内処⨨の≧況                            㸦単位㸸人㸧 

区分 

処⨨別 
実人員 

延 人 員 
月平均人員 

比⋡ 

(㸣) ⏨ 女 ィ 

点║ 2 293 2773 3066 255.5 91.1 

㌾⭯塗布 1 299 0 299 24.9 8.9 

包交 0 0 0 0 0 0 

湿布 0 0 0 0 0 0 

合ィ 3 592 2773 3365 280.4 100 
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㸶  ㏻㝔先と人員          㸦単位㸸人㸧 

㏻㝔先 受デ⛉┠ 人員 

板橋中央⥲合㝔 

 

 

 

 こころのクリニックなります 

こころのクリニック㧗島平 

イムスグ念㝔 

東京武ⶶ㔝㝔 

こうのファミリーケアクリニック 

志村ヒフ⛉クリニック 

㝧和㝔 

㣤㔝║⛉ 

セントラルクリニック 

 

城山歯⛉クリニック 

洋歯⛉クリニック 

㒔❧広尾㝔 

はやみ医㝔 

下㧗井戸メンタルクリニック 

昭和大学㝃属烏山㝔 

東京㒔健康㛗寿医⒪センター 

愛ㄔ㝔 

iタワークリニック 

よう整形外⛉ 

埼⋢┴❧⢭⚄医⒪センター 

池⿄⾑⟶外⛉クリニック 

成増厚⏕㝔 

 

㔠㇂整形外⛉ 

日本大学板橋㝔 

帝京大学㝔 

 

 

㡰天堂医㝔 

消化器内⛉ 

⬻⚄⤒外⛉ 

内⛉ 

救急外来 

⢭⚄⛉ 

⢭⚄⛉ 

内⛉・║⛉ 

⢭⚄⛉ 

内⛉ 

⓶⛉ 

⢭⚄⛉ 

║⛉ 

║⛉ 

⓶⛉ 

歯⛉ 

歯⛉ 

⬻⚄⤒外⛉ 

内⛉ 

⢭⚄⛉ 

⢭⚄⛉ 

化学⒪法⛉ 

⢭⚄⛉・内⛉ 

㏱析⛉ 

整形外⛉ 

アルコール依存専㛛 

外⛉ 

⢭⚄⛉ 

内⛉ 

整形外⛉ 

口⭍外⛉ 

内⛉ 

⓶⛉ 

婦人⛉ 

⚄⤒内⛉ 

2 

1 

3 

2 

1 

2 

1 

1 

19 

4 

1 

6 

1 

1 

1 

13 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

4 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 
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㸷 施タ⾜事の実施≧況 
実施月 実施月日 ⾜事名 実施場所 利⏝⪅ ⫋員 その他 

4月 4月 4日 外出支援 板橋区❧城北交㏻公園 6 1  

4月 12日 ⏕活ㅮ座 センター中庭 23 3  

4月 24日 外出支援 東京ドームシティ・ラクーア 3 1  

5月 5月 31日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 23 1  

6月 6月 13日 外出支援 㐀幣局さいたま支店 15 3  

7月 7月 1日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 25 4  

7月 18日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 17 1  

7月 22日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 22 3  

7月 27日 ┅㋀り センター中庭 25 23 54 

9月 9月 3日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 21 4  

9月 10日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 10 3  

9月 20日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 23 1  

11月 11月 14日 旅⾜ 東京埋ⶶ文化㈈センター 

極楽湯 多摩センター店 

28 6  

11月 22日 ⏕活ㅮ座 熊の湯 9 3  

12月 12月 10日 ⏕活ㅮ座 熊の湯 8 2  

12月 12日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 22 3  

1月 1月 8日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 20 2  

1月 16日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 21 2  

1月 16日 ⏕活ㅮ座 熊の湯 3 2  

1月 28日 ⏕活ㅮ座 熊の湯 1 1  

2月 2月 3日 ⏕活ㅮ座 センター中庭 21 4  

2月 6日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 18 2  

2月 25日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 18 3  

3月 3月 18日 ⏕活ㅮ座 センター㞟会室 19 4  

 

㸯㸮   ⤥㣗提供㣗数(㣗) 

 朝 昼 夕 

月平均㣗数 602 635 670 

年㛫⥲㣗数 7228 7624 8036 

 

㸯㸯   地域㐃携 

 (1) 実⩦⏕の受入 

実⩦依㢗学校及び学㒊学⛉ 実施月 期㛫㸦日㸧 学年㸦年㸧 受入数㸦人㸧 

日本♫会事業大学♫会⚟♴学㒊 5月 6 4 2 

東京⚟♴大学♫会⚟♴学㒊♫会⚟♴学⛉♫会⚟♴専攻 6月 10 3 1 

日本⚟♴大学⚟♴⤒営学㒊医⒪・⚟♴マネジメント学⛉ 8月 24 2 1 

株式会♫学情 インターンシップ(東京㒔♫会⚟♴協㆟会) 7㹼8月 5 2 1 
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淑徳大学⥲合⚟♴学㒊♫会⚟♴学⛉ 8月  15 3 1 

日本♫会事業大学♫会⚟♴学㒊 8㹼10月 23 4 1 

東京⚟♴大学♫会⚟♴学㒊♫会⚟♴学⛉♫会⚟♴専攻 10㹼12月 30 3 1 

❧教大学コミュニティ⚟♴学㒊⚟♴学⛉ 10月 23 3 1 

東京㒔♫会⚟♴協㆟会介ㆤ➼体㦂 3月 1 2 1 

東京㒔♫会⚟♴協㆟会介ㆤ➼体㦂 3月 2 3 1 

上智♫会⚟♴専㛛学校♫会⚟♴士・児❺指導員⛉ 3月 1 7  1 

 

(2) ボランティアの受入 

内  容 延回数㸦回㸧 実施方法 団体名 人数㸦人㸧 

┅㋀り㺃㋀り指導 2 実地指導 板橋民㋀㐃┕ 2 

┅㋀り大会㸦当日㸧 1 準備、催し なります天⚄太㰘、板橋民㋀㐃┕、板橋

手ヰサークル、板橋区⫈ぬ㞀害⪅協会他 

72 

各✀外㒊⾜事 1 ㈍売、ぢ守り⿵助 個人 1 

書㐨教室 24 参加⿵助 個人 2 

㝡ⱁ教室 22 参加⿵助 個人 1 

 

㸯㸰   㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞 

㣗    品    ⩌    名 
㣗品構成 

(g) 

平均⤥与㔞 

(g) 
㣗    品    ⩌    名 

㣗品構成 

(g) 

平均⤥与㔞 

(g) 

1 ✐㢮 ⡿ 230 234 7 ⋇㫽⫗㢮 ⏕物 60 56.07 

パン㢮 20 17.36 その他加工品 13 11.87 

㯝㢮 100 78.02 8 卵㢮 45 29.34 

その他の✐㢮 3 0.66 9 乳㢮 牛乳 200 134.7 

2 いも㢮 じゃがⰞ㢮 50 35.28 その他の乳〇品 20 21.35 

こんにゃく㢮 10 8.58 10 㔝⳯㢮 ⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 120 114.5 

3 ◁⢾㢮 7 5.73 その他の㔝⳯㢮 230 228.5 

4 油⬡㢮 動物 0.5 0.58 11 果実㢮 40 23.0 

植物 12 11.50 12 海ⲡ㢮 4 3.8 

5 ㇋㢮 味噌 15 6.8  

㇋・大㇋〇品 40 34.87 

6 㨶介㢮 ⏕物 40 19.42 

⨁ワ 10 6 

⦎り〇品 30 23.95 

     

㸯㸱   栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

区 分 
熱㔞

㸦Kcal㸧 

⺮ⓑ㉁㸦g㸧 ⬡㉁ 

㸦g㸧 

カルシウム

(mg) 

ビ タ ミ ン 

レチノール当㔞(μg)  B1(mg)   B2(mg)  C(mg) 

栄㣴基準㔞 1,900 62.6 52.9 684 784 1.01 1.16 100 

⤥与栄㣴㔞 1,845 64.1 48.2 500 503 0.97 0.94 90 
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㸯㸲   栄㣴比⋡                               㸦単位㸸㸣㸧 

✐ 㢮 エネルギー比 ⬡ ⫫エネルギー 比 ⺮ⓑ㉁比 動物性⺮ⓑ㉁ 

53.4㸣 23.5㸣 11.37㸣 49.8㸣 

 

㸯㸳   アフターケア処⌮件数                         㸦単位㸸件㸧 

区 分 
⫋業 

┦ㄯ 

健 康

┦ ㄯ 

㔠 㖹

┦ ㄯ 

人㛫㛵

係┦ㄯ 

父 兄

┦ ㄯ 

⏕ 活

┦ ㄯ 

⤥ 㣗 

サービス 
その他 ィ 

年件数 29 19 5 2 32 37 813 166 1103 

比⋡㸣 2.6 1.7 0.5 0.2 2.9 3.4 73.7 15 100 

㸦アフターケアの形態別分㢮㸧 

  

外来┦ㄯ             38件   22㸣 

ゼ問┦ㄯ        20件       11㸣 

㐃⤡┦ㄯ        117件   67㸣           ィ 175件 100㸣 

※㸦┦ㄯ事㡯1件でカウント   例 㺀A㺁氏より㐃⤡┦ㄯ受.ゼ問し┦ㄯ.㝔へ同⾜→1件㸧 

 

㸯㸴   所内作業 

区分 工㈤ 平均工㈤㸦円㸭月㸧 

ターモ 396,128 33,010 

RED(旧タイヨウ) 397,864 33,155 

本㒊 1,193,117 99,426 

MS商会 2,700 225 

⾜事 60,700 5,058 

ィ 2,050,509 170,876 

※平均工㈤は、作業参加⪅対㇟。 
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4 コ  ー  ポ  友  愛  

㸦⚟♴ホーム㸧 

 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

  㐠営㠃については1年を㏻じて利⏝⋡95%入居⋡100%を⥅⥆した。しかし今年度は入居⪅の入れ

替わりもなく、依然として新つ利⏝希望⪅からのニーズに対応し切れていない≧況は改善できなか

った。 

入居⪅支援においては、㛗期利⏝による入居⪅の㧗㱋化及び㔜度化も一層加㏿している≧況から、

日常の㛵わりの中からニーズを抽出し、㛵係機㛵や家族と㐃携しながら必せと思われる♫会㈨源へ

のマネジメントを✚極ⓗに⾜った。 

  前期と後期の2回/年⾜っていた懇ぶ会は、前期の実施分については㣗中毒予㜵のほ点からリスク

㍍減を図り実施を止め、後期のみに実施する形に変更した。しかし、後期の㛤催に㛵しては参加希

望⪅少数により今年度の㛤催はぢ㏦った。 

  タ備㠃については⤒年により✌働しなくなった㒊屋のエアコンの入替えの他、洗濯機 1台の入替

え、ロビー共⏝エアコンの㒊品交換➼を⾜った。また、(一♫)尚友倶楽㒊様からの助成㔠を活⏝し、

ロビーのソファー及びテーブルを㉎入し、明るく利⏝しやすい⎔境となった。 

    

2 㔜点事㡯  

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書(ィ⏬・┠標)の実施≧況及び今後のㄢ㢟         

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 ⤒営の安定化 全⫋員  ㏻年利⏝⋡95% 入居⋡100%をキープした。  

㹀 

品㉁ 

㸯 㹇㹑㹍内㒊┘査 
施タ㛗 

⏕活支援員 
改善事㡯なし 

㸰 㢳客満㊊度ㄪ査の実施 ⏕活支援員 12月に実施、入居⪅のニーズ把握に努めた。 

㸱 㐃⤡会 
施タ㛗 

⏕活支援員 

ィ⏬㏻り1回㸭月実施したが、3月は感染予㜵

対⟇として㛤催をぢ㏦った。 

㸲 懇ぶ会 全⫋員 
㛤催を1回/年に変更、後期㛤催予定だった会に

ついては参加希望⪅少数のため未実施となった。 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

㸿1 ⤒営㈈務 

  今年度に㛵しては、入㏥去ともに利⏝⪅の入れ替りがなかったため、年㛫を㏻じ利⏝⋡ 95%、

入居⋡ 100%の≧況を⥅⥆した。反㠃新つ入居希望⪅への対応が㐍まない≧況であった。 

 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 内㒊┘査 
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    例年どおり㹇㹑㹍法人内㒊┘査を受審した。改善事㡯はなく概ね問㢟ない≧況であることが

☜ㄆされた。 

 㹀㸰 㢳客満㊊度ㄪ査の実施 

     全利⏝⪅を対㇟とした無グ名式のアンケートを実施し、13名から回⟅を得た。⤖果につい

ては㐃⤡会➼にてフィードバックした。 

 

 㹀㸱 㐃⤡会 

     ィ⏬どおり毎月実施した。利⏝⪅┦互の交流を促㐍するとともに、✚極ⓗな入居⪅のニー

ズ把握、問㢟ゎ決に努めた。しかし、3 月の㛤催に㛵しては、新型コロナウイルス感染予㜵

対⟇として回ぴによる周▱とした。 

 

 㹀㸲 懇ぶ会 

    2回/年 前期と後期に実施していたが、入居⪅の健康㠃及び㣗中毒予㜵のほ点から前期の実

施を廃止し、後期のみの㛤催に変更した。後期の㛤催に㛵しては参加希望⪅が少数であった

ため実施をぢ㏦った。。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

 (1) ⫋員㓄⨨≧況 

平成 31年度の⫋員㓄⨨≧況を下グに♧す。 

             㸦令和 2年3月 31日⌧在、単位㸸人㸧  

   

 

 

 

 

 

 

 

 ※㸦 㸧は他施タと兼務 

 

(2) 入居⪅支援 

   入居⪅の体ㄪや⏕活≧況➼から必せと思われる♫会㈨源の活⏝に向け、㐺宜㛵係機㛵や家族 

  と㐃携を図り入居⪅のニーズ⋓得へとつなげた。 

   ⏕活⎔境㠃においては劣化の┠❧ったロビーのソファーとテーブルを、㸦一♫㸧尚友倶楽㒊様か

らの助成㔠を活⏝し、利便性の㧗いものへ㈙換えた。 

 

 

 

 

 

 

 

      ⫋✀ 

 

 

 

㓄⨨ 

施 

タ 

㛗 

事 

務 

員 

┳ㆤ師 

⏕
活
支
援
員 

ィ 主 

任 

┳
ㆤ
師 

⫋
員 

常勤⫋員 (1) (1)  (2) 1 1(4) 

ィ (1) (1)  (2) 1 1(4) 
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㸲 平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況 

     区分 

事㡯 
概     せ 

実⦼ 実施⤖果 
備  ⪃ 

日・回数 日・回数・参加人員➼ 

(1) 㐠営⟶⌮ 

①会㆟ 

 

 

 

②健康⟶⌮ 

③㜵災対⟇ 

 

(2)入居⪅支援 

①指導方㔪の

タ定 

 

 

 

 

② ⎔境⾨⏕ 

 

 

 

ア 業務ㄪ整会㆟ 

イ 入居判定会㆟ 

ウ 業務ミーティング 

 

健康デ断 

㑊㞴カ⦎ 

 

 

ア 入居⪅の┦ㄯ受 

 付、対応 

イ 入居⪅個別㠃ㄯ 

ウ ⚟♴事務所との

㐃⤡ㄪ整 

 

ア 床清掃 

イ 㢼呂場など共⏝

㒊分清掃 

ウ ⾨⏕害㥑㝖 

 

12回 

1回 

毎日 

 

 1回 

12回 

 

 

㝶時 

 

㝶時 

㝶時 

 

 

1回 

毎日 

 

10回 

 

毎月 1回・全員 

全員 

ホーム㛗、⏕活支援員 

 

9月・全員 

毎月 1回 

 

 

⏕活支援員 

 

⏕活支援員 

⏕活支援員 

 

 

外㒊委ク業⪅ 

⏕活支援員/外㒊委ク業⪅ 

 

外㒊委ク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入居⪅の⏦し出に

応じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度における主せ⾜事の実施≧況は、以下のとおりであった。             㸦単位㸸人㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施月 実施日 ⾜ 事 名 実 施 場 所 
参 加 ⪅ 

利⏝⪅ ⫋員 その他 ィ 

7 7/17 ┅㋀り大会 世⏣㇂施タ中庭 19 1 0 20 

9 9/29 合同㐠動会 ⥲合㐠動場体⫱㤋 2 1 0 3 

10 10/6 ふれあい⚍り 世⏣㇂施タ内 19 1 0 20 
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㸦別⾲㸧              コーポ友愛㈨料  㸦令和2年3月31日⌧在㸧 

 

㸯 月末別入㏥居⪅≧況                                  㸦単位㸸人㸧 

月区分 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ィ 

入居定員 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 240 

入居⪅数 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 19 227 

入居人員 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 

㏥去人員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

充㊊⋡㸣 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 

注㸧入居⪅数に区外⪅も含む 

 

㸰 入㏥居の≧況 

(1) 入居前≧況             㸦単位㸸人㸧 

区分 居宅 㝔 施タ ィ 

入

居

⪅ 

⏨ 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 0 

(2) ㏥去⌮⏤                 㸦単位㸸人㸧 

 

 

 

 

 

㸱 患原因別・性別・⌧在員の≧況    㸦単位㸸人㸧 

 

 

㸲  㞀害別・➼⣭別・性別の≧況                    㸦単位㸸人㸧  

 

 

 

 

  

区分 ㌿居 㝔 施タ 帰宅 死亡 ィ 

㏥

居

⪅ 

⏨ 0 0      0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 0 0 0 

性別 

原因別 
⏨ 女 ィ 比⋡㸦%㸧 

 11 2 13 68.4 

先天性 4 2 6 31.6 

ィ 15 4 19 100.0 

➼⣭ 
⫥体不⮬⏤ どぬ㞀害 ⫈ぬ㞀害 ィ 

比⋡㸦%㸧 
⏨ 女 ィ ⏨ 女 ィ ⏨ 女 ィ ⏨ 女 ィ 

1⣭ 4 1 5 0 0 0 0 0 0 4 1 5 26.3 

2⣭ 8 3 11 0 0 0 1 0 0 9 3 12 63.1 

3⣭ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

4⣭ 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5.3 

5⣭ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

6⣭ 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5.3 

ィ 14 4 18 0 0 0 0 0 0 15 4 19 100.0 
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㸳 入居⪅年㱋別≧況                       㸦単位㸸人㸧          

区分 

性別 
20㹼29歳 30㹼39歳 40㹼49歳 50㹼59歳 60歳以上 ィ 

⏨ 0 1 4 6 4 15 

女 1 1 0  2 4 

ィ 0 2 4 6 6 19 

比⋡㸦%㸧 5.2 10.5 21.1 31.6 31.6 100.0 

 

㸦参⪃㸧                  㸦単位㸸歳㸧 

区分 

性別 
平均年㱋 最小年㱋 最㧗年㱋 

全体の 

平均年㱋 

⏨ 56.3 34 76 
55.㸵 

女 50.8 29 68 

 

㸴 入居⪅所在期㛫の≧況                             㸦単位㸸人㸧 

年数 

性別 
1年未満 2年未満 3年未満 5年未満 

10年 

未満 
10年以上 ィ 

⏨ 0 1 2 2 3 7 15 

女 0 1 0 1 0 2 4 

ィ 0 2 2 3 3 9 19 

比⋡㸦%㸧 0-0 10.5 10.5 15.7 15.7 47.6 100 
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5 友愛デイサービスセンター 

㞀害⚟♴サービス ⏕活介ㆤ事業 

㌟体㞀害⪅・児▷期入所事業 

 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

⏕活介ㆤ事業は、1名の新つ利⏝⪅を㏄えたが、3名が㏥所したためⓏ㘓⪅は15名となった。体ㄪ

不Ⰻによる㛗期⮬宅⒪㣴や㛗期入㝔による欠席の他、年度⤊┙には新型コロナウイルスの感染拡大に

伴い㏻所を控える利⏝⪅もおり、利⏝⋡は低㏞した。 

⫋員体制では、⫱児休業⫋員の代替が採⏝できず、また┳ㆤ師の㏥⫋などもあり、㓄⨨基準をかろ

うじて⥔持する≧況となった。厳しい⫋員体制ではあったが、⫋員┦互の信㢗と㐃携により安全・安

心なサービスの提供を推㐍することができた。また、日中活動やリーダー業務、各✀ミーティング、

グ㘓のフォームなどをぢ┤し、業務の効⋡化を推㐍した。 

⎔境整備では、カ⦎室や北側に位⨨する⬺⾰室、多┠ⓗ室の寒冷対⟇として、公┈㈈団法人出光文

化⚟♴㈈団の⚟♴助成事業を利⏝し、❆を二㔜サッシにする工事を実施した。 

 ▷期入所事業は、新つに 4名のⓏ㘓⪅を☜保し、安定した⥅⥆利⏝につながっている。従前より業

務委ク業⪅の介ㆤ人不㊊が深刻化し、利⏝ニーズに応えられずサービスの低下を招いていたが、4 月

に委ク業⪅をぢ┤し体制を再⦅したため、㢳客満㊊度と利⏝⋡は大幅に改善した。 

 2 月以㝆激増した新型コロナウイルスの流⾜により、外来⪅のゼ問、外㒊◊修の参加、ぢ学⪅や実

⩦⏕の受入れ、家族や㛵係⪅との会㆟など、様々な活動を制㝈することとなり、事業㐠営に大きな影

㡪が及んだ。 

 

㸰 㔜点事㡯  

㸦㸯㸧 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟             
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㸦㸰㸧 実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

   㸿㸯 ⤒営の安定化 

㸦㹟㸧⏕活介ㆤ事業 

・世⏣㇂区を始め特別支援学校や┦ㄯ支援事業所、㞀害⪅団体その他㛵係機㛵に対し、ゼ問

や㟁ヰによるPR活動を実施した。その⤖果、施タぢ学の希望を受けたが、新型コロナウイ

ルスの感染拡大に伴い延期せざるを得ない≧況となり、新つ利⏝⪅の☜保には⮳らなかっ

た。 

・大型㐃休中の4月 30日㹼5月 2日を㛤所日とし、サービスの向上と収入☜保につなげた。 

・必せに応じて㏄㌴の➨ 2 便対応や、当センター以外の▷期入所サービス利⏝時に当ヱ施タ

への㏄㌴を手㓄し、㏻所手段が☜保できないことによる欠席を㜵いだ。 

・慢性ⓗかつ㛗時㛫の残業を予㜵するため業務の共有化や効⋡化を推㐍し、ワークライフバ

ランスの☜保に努めた。また、必せに応じて派㐵⫋員を採⏝し⫋員の業務㈇担を㍍減した

ことで、厳しい⫋員㓄⨨であったが業務㐣多を⌮⏤とする体ㄪ不Ⰻ⪅や㏥⫋⪅はⓎ⏕せず、

安定した事業㐠営につなげることができた。 

・これまで✚された支援のノウハウと、介ㆤ・医⒪・栄㣴・各✀⒪法の分㔝における最新の

技⾡や▱㆑を㋃まえ、┤接支援を中心としたサービスの提供方法を大幅にぢ┤した。 

・カ⦎室や倉庫の備品を整⌮し、⊃㝼なスペースの有効活⏝に努めた。 

 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 

⤒営の安定化   

㸦㹟㸧⏕活介ㆤ事業 全⫋員 利⏝⋡は┠標80%に対し73%となった。 

㸦㹠㸧▷期入所事業 全⫋員 
利⏝⋡は┠標 115%以上に対し、136.7㸣と
なった。 

㹀 

品㉁ 
㸯 

利⏝⪅支援の充実   

㸦㹟㸧⏕活支援 全⫋員 
実施ィ⏬に基づいた個々の支援を強化し
た。 

㸦㹠㸧健康⟶⌮ 全⫋員 
家族、嘱ク医と㐃携して健康⟶⌮を⾜い、
≧の早期Ⓨぢに努めた。 

㸦㹡㸧⤥㣗 㛵係⫋員 
⾜事㣗やリクエスト㣗を提供し、利⏝⪅・
家族から好ホを得た。 

㸦㹢㸧機⬟カ⦎ 全⫋員 
外㒊の専㛛⫋と常に利⏝⪅の情報を共有
し、㐺切な支援の提供に努めた。 

㸦㹣㸧サービスホ価 全⫋員 
㢳客満㊊度 90㸣以上に対し、⏕活介ㆤは
86%、▷期入所は55%となった。 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 

人材マネジメントの取⤌み   

㸦㹟㸧人材⫱成 全⫋員 
外㒊◊修は1件参加し、内㒊◊修5件実施
した。 

㸦㹠㸧リスク⟶⌮ 全⫋員 
リスクⓎ⏕は 234件となり、前年度比で 1
件増となった。 

㸦㹡㸧各業務整備 全⫋員 各⫋✀の業務内容をぢ┤した。 

㹃 

その他 
㸯 㛵係⪅との㐃携 全⫋員 

全利⏝⪅の㛵係機㛵と支援に㛵する情報
を共有したが、担当⪅会㆟への参加は一㒊
に␃まった。 
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  㸦㹠㸧▷期入所事業 

・業務マニュアルを一㒊改定し⫋員㛫で共有するとともに、担当⫋員を増員し対応力を強化

した。 

・業務委ク業⪅を変更したことで、平均利⏝⋡は前年度 117.2㸣から136.7㸣と大幅に改善し

た。また、ぢ┤しを予定していた利⏝ 3 か月前の早期受付については、ニーズが少ないこ

とや⌧≧システムでも㧗水準の利⏝⋡を⥔持していることから、早期受付けのせ望が㧗ま

った㝿に再検ウすることとした。 

・世⏣㇂区や特別支援学校、┦ㄯ支援事業所、㞀害⪅団体その他㛵係機㛵へゼ問を中心とし

た営業活動を実施し、4名の新つ利⏝⪅を☜保した。 

・▷期入所事業における初めての家族懇ㄯ会を 8 月に㛤催した。普段㛵わりの少ない家族同

士の交流や当センターとの意ぢ交換が実施できたことに対し、参加した家族から好ホを得

た。2月にィ⏬していた2回┠の家族懇ㄯ会は、新型コロナウイルスの流⾜に伴い中止とし

た。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 利⏝⪅支援の充実 

㸦㹟㸧⏕活支援  

㸦ア㸧活動の充実 

・利⏝⪅のニーズをもとに、各✀活動の内容や提供方法をぢ┤した。ニーズの多い外出活動

は、前期は季⠇ごとに様々な場所をゼ問できたものの、後期は新型コロナウイルスの流⾜

により多くを中止した。 

・ハロウィンの仮や⠇分など、他施タとの合同㛤催イベントを始め、各✀活動においても

✚極ⓗに他施タをゼ問し、交流を深めた。しかし、後期は感染性⫶⭠炎や新型コロナウイ

ルスの流⾜に伴い、施タ㛫の交流イベントは中止した。 

 

㸦イ㸧㹏㹍㹊の向上 

・日中活動で創作した作品は、ふれあい⚍りや㹌㹆㹉技◊ギャラリーへも出品した。また、

▷期入所事業の居室前にも掲♧したことで、殺㢼景な廊下を明るくし㏻⾜⪅の║を楽しま

せるなどの効果も⏕まれ、利⏝⪅の♫会参加意欲を㔊成した。 

・主に個別支援ィ⏬⟇定の㝿に、利⏝⪅のライフステージに応じた♫会㈨源に㛵する情報を

提供した。また、利⏝⪅のニーズ、介助方法、⡆易に⾜える機⬟カ⦎などについても家族

や㛵係機㛵と共有し、施タ内外における㇏かな⏕活を支援した。 

 

㸦ウ㸧個別支援ィ⏬の充実 

・個別支援ィ⏬の⟇定を始め利⏝⪅支援全⯡について、⫋員の多様など点や㧗い専㛛性を反

映させるため、⏕活支援員会㆟において協㆟を㔜ねた。また、┳ㆤ師・栄㣴士・各⒪法士

の専㛛ⓗ意ぢはサービス⟶⌮㈐任⪅が個別で抽出し、個別支援ィ⏬に反映させることで、

その⢭度を向上させた。 

・┦ㄯ支援事業所がサービス➼利⏝ィ⏬を⟇定する㝿には、当センターの支援方㔪や利⏝⪅

のニーズを✚極ⓗにⓎ信し、当ヱィ⏬の充実化と施タ内外における利⏝⪅支援の強化を推

㐍した。 
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㸦エ㸧⏕活⎔境の整備      

・4S 点検と㜵災⮬主点検を⥅⥆するとともに、安全委員会や営⧋担当と㐃携し、㐺切なタ備

⟶⌮と⎔境整備に努めた。 

・季⠇やイベントごとにカ⦎室、多┠ⓗ室、浴室の壁㠃を㣭し、利⏝⪅から好ホを得た。

また、寒冷対⟇として、公┈㈈団法人出光文化⚟♴㈈団の⚟♴助成事業を活⏝し、カ⦎室

や⬺⾰室及び多┠ⓗ室の❆を二㔜サッシに改修するとともに、▷期入所事業においても、

シャワー室に浴室暖房機をタ⨨するなど、快㐺な✵㛫作りを㐍めた。 

 

㸦㹠㸧健康⟶⌮ 

・掛かりつけ医⒪機㛵の受デ情報は、㐃⤡ノートなどで利⏝⪅及び家族と共有した。また、毎

日のバイタルサインの測定や様態を⣽かにほ察することにより、利⏝⪅の␗常を早期にⓎぢ

し、必せに応じて健康指導や㏻㝔を促した。 

・利⏝⪅のヲ⣽な≧況を嘱ク医と共有し、そのデ⒪⤖果を㎿㏿に利⏝⪅、家族へ伝㐩し、安心

して㏻所⏕活を㏦れるよう支援した。 

・医⒪ⓗケアの必せな利⏝⪅については、㛵係⪅が会するサービス担当⪅会㆟に出席し、利⏝

⪅の≧態や支援内容を共有することで、充実した支援の提供に努めた。 

・⭡⮩位⒪法は、⮬己排⑱の促㐍や側彎㐍⾜の予㜵に有効であるため⥅⥆した。安楽な呼吸の

☜保、㌟体の◳⦰予㜵、姿勢保持を┠ⓗとするポジショニングは、サービス⟶⌮㈐任⪅が中

心となって⌮学⒪法士や作業⒪法士と検ウを㔜ね、日々のミーティングや機⬟カ⦎実施グ㘓、

⏕活支援員会㆟などで全⫋員と共有し実㊶した。 

・水分摂取については、分㔞を変更した利⏝⪅はいないものの、家族や在宅支援事業⪅と㐺正

㔞を検ウした。 

 

㸦㹡㸧⤥㣗 

・七夕会や年末お楽しみ会などの⾜事㣗、季⠇感溢れる特別㣗、利⏝⪅の希望に応えるリク

エスト㣗は、⥅⥆して提供した。また、⤥㣗委ク業⪅と一㒊メニューの㣗形態を検ウし、

ソフト㣗を常㣗の味わいに㏆いものにするなど、⤥㣗サービスを充実させた。 

・快㐺な㣗事⎔境の☜保を┠指し、2月に友愛園 1㝵㣗堂での昼㣗提供をヨ⾜することとして

いたが、新型コロナウイルスの感染拡大により次年度へ⧞㉺すこととなった。 

 

㸦㹢㸧機⬟カ⦎ 

・外㒊より招⪸した⌮学⒪法士や作業⒪法士とともに、1月から全利⏝⪅のあらゆる機⬟について

分析とホ価を実施した。その内容は、㎿㏿に機⬟カ⦎や介助に反映させ、残存⬟力の⥔持と機⬟

向上に努めた。また、全利⏝⪅の個別支援ィ⏬のカ⦎㡯┠について、各⒪法士と検ウする機会を

タけ、⒪法そのものが㐺正なPDCAサイクルで㐠⏝されるよう⟶⌮体制を強化した。 

 

㸦㹣㸧サービスホ価 

・㢳客満㊊度ㄪ査は、「概ね満㊊」とのホ価が⏕活介ㆤ事業で 86%㸦前年度比マイナス 6ポイ

ント㸧、▷期入所事業では 55%㸦昨年度比プラス 6ポイント㸧となり、両事業ともに┠標値

を下回る厳しいホ価⤖果となった。特に▷期入所事業では、回⟅の未提出を始め、「無回⟅」

や「わからない」のホ価も多数ぢられ、ㄪ査方法やサービス内容の⌮ゎにㄢ㢟を残すこと

となった。 
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㹁 人材⫱成 

㹁㸯 人材マネジメントの取⤌み 

㸦㹟㸧人材⫱成 

・⫋員の体ㄪ不Ⰻによる㛗期休暇や⫱児休暇の取得、更に␗動が㔜なり⫋員体制が不安定とな

ったことや、全国ⓗな新型コロナウイルスの流⾜により受ㅮ予定だった◊修が中止となった

ため、外㒊◊修の受ㅮは1件にとどまった。一方、施タ内内㒊◊修は9回実施し、法人の◊✲

事例Ⓨ⾲会にも参加し、⫋員の⮬己◊㛑とプレゼンテーション力を⫱成するとともに、学び

で得たぢ㆑を⤌⧊全体で共有した。 

・㠀医⒪従事⪅による喀⑱吸引➼ㄆ定従業⪅の㏣加Ⓩ㘓は、┳ㆤ師の㏥⫋により実施体制を⦅

成できず、未実施となった。 

・国家公務員の介ㆤ➼体㦂3名、教員➼㈨㉁向上◊修2名、♫会⚟♴士ソーシャルワークプレ実

⩦1名の実⩦⏕を受入れた。インターンシップは1名の受入れを予定していたが、新型コロナ

ウイルスの流⾜に伴い中止となった。 

・利⏝⪅に対する接㐝マナーは、毎日のミーティングや各✀会㆟、内㒊◊修などにおいて⫋員

┦互に☜ㄆし、不㐺切な接㐝を予㜵した。 

 

㸦㹠㸧リスク⟶⌮ 

・リスクマネージャーの有㈨格⪅を 1名増やすこととしていたが、㣴成◊修受ㅮ予定⪅が㛗期

休暇を取得したことや新型コロナウイルスの流⾜により未受ㅮとなった。 

・リスク検ウ会㆟はィ⏬㏻りに実施できなかったが、月㛫のⓎ⏕リスクを担当⪅がまとめ、Ⓨ

⏕傾向を業務ㄪ整会㆟と⫋員会㆟で報告し、危機⟶⌮意㆑の向上に努めた。また、再Ⓨや㔜

大な事故へⓎ展し得る事案については、是正報告を㏻して全⫋員が共有し再Ⓨ㜵止に努めた

が、改善┠標の明☜化やPDCAを☜実に実施するには⮳らなかった。 

 

㸦㹡㸧各業務整備 

・サービス内容の改善は、公平性・専㛛性・効⋡性のほ点からㄢ㢟を抽出し、改善のプロセス

と対応⪅を明☜にすることで、☜実に㐍めた。それにより、㔜」していたグ㘓の⡆␎化やㄢ

外活動の定型化など、効⋡ⓗかつ㐺性な㐠⏝を実⌧した。対応⪅を明☜にしたことで、業務

の効⋡化に一定の効果を得られたが、利⏝⪅支援おける不測及び効⋡を度外どせざるを得な

い事案に対しては効果が㝈定ⓗであると判断し、最⤊ⓗな㐺⏝は一㒊にとどめた。 

・サービスの平準化を推㐍するため、写┿や動⏬を導入した活動や利⏝⪅介助のマニュアルの

整備を㛤始した。 

 

㹃 その他 

㹃㸯 㛵係⪅との㐃携 

・世⏣㇂区の主催する⮬❧支援協㆟会へ参加し、多くの事業⪅と㛵係を強化した。 

・サービス担当⪅会㆟へ✚極ⓗに参加し、担当ケースワーカー、┦ㄯ支援事業⪅及びその他㛵

係⪅と㐃携することで、利⏝⪅の様々な≧況に応じた㐺切なサービスの提供に努めた。 

・▷期入所事業、㏦㏄バス及び⤥㣗などの業務委ク業⪅と定例会㆟や日常ⓗな㐃⤡の機会を

タけ、契⣙≧況の☜ㄆ、利⏝⪅≧況やリスクに㛵する情報などを共有し、┦互の㐃携強化

とサービス向上を図った。㏦㏄バス会♫とは、1♫化に向けた意ぢ交換を⾜った。いずれの
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バス会♫からも人員体制が整わないとの回⟅を受け、次年度も 3 ♫体制を⥔持することと

なった。 

・家族との懇ㄯ会は、参加⪅が㝈定されてはいるものの、交流や情報交換の場として㈗㔜な機

会となっているが、年度⤊┙は新型コロナウイルスの感染拡大により中止とした。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

平成 31年度の⫋員㓄⨨、◊修参加の≧況は、次のとおりである。 

㸦令和 2年 3月31日⌧在、単位:人㸧 

 

⫋✀区分 

 

 

㓄⨨区分 

施 

タ 

㛗 

医 
 
 

師 

サ
䤀
ビ
ス
⟶
⌮
㈐
任
⪅ 

⏕活 
支援員 

作
業
⒪
法
士 

┳

ㆤ

師 

事

務

員 

栄

㣴

士 

ㄪ

⌮

員

➼ 

ィ 備⪃ 副
主
任 

⏕
活
支
援
員 

  
  

*1 
  

*2     

法による 

人員基準 

サービス⟶⌮㈐任⪅1人以上 

利⏝⪅ 1.7人㸸⫋員1人以上㸦常勤換⟬)  
  

⌧

員 

常勤⫋員 1  1 1 4  1 1   9  

㠀常勤⫋員  1   2  1    4  

ィ 1 1 1 1 6  2 1   13  

*1㸸1名▷期入所 

*2㸸本㒊付 

㸦㸰㸧◊修参加の≧況 

◊修名 参加⫋✀ 主催 参加人員 実施月 

内㒊◊修 

1.法人㛵係 

(1)テーマ別◊修 

2.施タ内◊修 

(1)新入⫋員◊修 

(2)伝㐩◊修 

(3)⮬主勉強会 

 

 

⏕活支援員 

 

新入⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

 

 

教⫱委員会 

   

担当⫋員 

担当⫋員 

常勤⫋員 

 

 

2名 

 

1名 

13名 

9名 

 

 

12月 

 

11月 

㝶時 

4㹼3月 

外㒊◊修 

(1)メンタルヘルス◊修 

 

(2)⚟♴施タに期待されるよう㓄慮⪅の災

害㛵㐃死㜵止協力 

 

役⫋⪅・⏕活支援

員他 

副主任⏕活支援

員 

 

インソース 

 

世⏣㇂区 

 

7名 

 

1名 

 

11月 

 

11月 
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㸲㸬平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況 

㸦㸯㸧施タ⾜事 

実施月 月 日 ⾜事名 実施場所 
参加⪅ 㸦単位:人㸧 

利⏝⪅ ⫋員 他 ィ 

7月 7月 5日 七夕会 カ⦎室・本㤋➨二多┠ⓗ室 12 9 2 23 

8月 8月 2日 夏⚍り カ⦎室 14 10 1 25 

10月 10月 25日 ハロウィンレク カ⦎室・他施タ 14 11 3 28 

11㹼12

月 

11/1、11/29、12/13 

12/20 
ㄢ外活動 

港センター 

お台場・東京タワー 
10 8 1 19 

12月 12月 6日 お楽しみ会 カ⦎室・本㤋➨二多┠ⓗ室 13 11 12 36 

 

㸦㸰㸧┦ㄯ≧況 

平成 31年度に実施した個別㠃接の≧況は、次のとおりであった。㸦単位:件㸧 

 

㸦㸱㸧地域㐃携 

①実⩦⏕の受入≧況 

実⩦依㢗先機㛵 実施月 期  㛫 学 ⏕ ♫会人➼ 

人事㝔 6月 6月 3日㹼6月7日  3 

東京㒔教⫋員◊修センター 8月 8月 21日㹼8月23日  2 

昭和女子大 12月 12月 2日㹼12月6日 1  

 

②ボランティアの受入≧況 

内容 延回数 実施方法 グループ㺃個人名 人数 

㸦㸯㸧主せ⾜事㛵係 

ふれあい⚍り 

お楽しみ会 

七夕会 

 

1 

1 

1 

 

介助・介ㆤ 

介助・介ㆤ 

介助・介ㆤ 

 

㛵澤様他 

岸井様他 

久保山様他 

 

1 

3 

1 

㸦㸰㸧㏻常活動  活動⿵助他 久保山様他 4 

 

 

 

    月 

区分 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

⏕活介ㆤ 0 0 0 1 4 11 1 0 0 0 12 2 31 

▷期入所 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 4 
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㸦㸲㸧㐠営会㆟➼の≧況 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員➼ 
実施≧況 

利⏝⪅ ⫋員 

(1) 㐠営⟶⌮ 

① 会 ㆟ 

 

ア ⫋員会㆟ 

イ ⏕活支援員会㆟ 

ウ 活動会㆟ 

エ 業務ㄪ整会㆟ 

オ 施タ内┳ㆤ師会㆟ 

カ リスク検ウ会㆟ 

キ ケース会㆟ 

ク サービスプラン㠃ㄯ 

 

ケ ▷期入所定例会㆟ 

コ ⱞ情ゎ決委員会 

サ 委ク業⪅協㆟会 

シ 法人介ㆤ⫋員会㆟ 

ス 法人┦ㄯ員➼会㆟ 

セ 法人┳ㆤ師会㆟ 

ソ 世⏣㇂区㌟㞀施タ㛗会 

タ ▷期入所施タ㐃⤡会 

チ 世⏣㇂区利⏝ㄪ整会㆟ 

ツ ◔エリア⮬❧支援協㆟会 

テ 医⒪ⓗケア提供施タ会㆟ 

ト 㧗次⬻機⬟㞀害㛵係施タ 

㐃⤡会 

 

月1回 

月1回 

㝶時 

月1回 

月1回 

月1回 

㝶時 

年2回 

 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

月1回 

月1回 

年6回 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

年4回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全利⏝

⪅・家族 

 

全員 

支援員 

㛵係⫋員 

⫋✀代⾲ 

┳ㆤ師 

リスク担当 

全員 

㺙㺎㺩㺼㺛⟶⌮ 

㈐任⪅ 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

支援員 

㛵係⫋員 

┳ㆤ師 

施タ㛗 

施タ㛗 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

施タ㛗 

支援員 

 

 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

活動⦰小により未実施 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

未実施 

予定㏻り実施 

新型コロナウイルスの流⾜に

より一㒊中止 

毎月実施 

ⱞ情なく未実施 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

3回出席 

未実施 

3回出席 

2回出席 

未実施 

2回出席 

②⫋員◊修 ア 内㒊◊修 

・スキルアップのための各⫋

✀による◊修 

イ 法人◊修 

・テーマ別◊修 

ウ 外㒊◊修 

・メンタルヘルス◊修 

 

・⚟♴施タに期待されるせ㓄慮

⪅の災害㛵㐃死㜵止協力 

 

㝶時 

 

 

12月2日 

 

11月 

 

11月 

  

全員 

 

 

支援員 

 

役⫋⪅・ 

支援員他 

副主任 

 

9回実施 

 

 

2名受ㅮ 

 

7名受ㅮ 

 

1名受ㅮ 

③健康⟶⌮ ア 定期健康デ断 

イ 検便 

年㸯回 

毎月 

 

 

全員 

全員 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

④㜵災対⟇ ア 㑊㞴カ⦎ 

イ 安全委員会 

 

ウ ㏻所バス㑊㞴カ⦎ 

毎月 

奇数月 

 

1回 

全員 

 

 

全員 

全員 

担当⫋員 

 

全員 

予定㏻り実施 

新型コロナウイルスの流⾜に

より一㒊中止 

㏻所バス毎に実施 
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(2)利⏝⪅支援 

①支援方㔪 

 

 

ア サービスプラン作成 

イ サービスプラン㠃ㄯ 

 

ウ 㛵係事業⪅担当⪅会㆟ 

㏻年 

年2回 

 

㝶時 

全員 

全員 

 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

 

サビ⟶➼ 

全員作成 

新型コロナウイルスの流⾜に

より一㒊中止 

利⏝⪅4名実施 

②健康⟶⌮ ア バイタルチェック 

イ 体㔜測定 

ウ 健康指導(健デ) 

毎日 

月1回 

月1回 

全員 

全員 

全員 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

嘱ク医師 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

③家族会・懇ㄯ会 ア 事業報告㺃情報提供➼ 

 ・家族会 

  

 ・懇ㄯ会 

 

年2回 

 

年6回 

 

家族 

 

家族 

 

㛵係⫋員 

 

㛵係⫋員 

 

新型コロナウイルスの流⾜に

より一㒊中止 

      〃 

④⾜事 ア 友愛デイ主せ⾜事 

・ゆとり外出 

 

・ㄢ外活動 

・季⠇⾜事 

・宿泊活動 

イ 法人三大⾜事 

・┅㋀り 

・合同㐠動会 

・ふれあい⚍り 

 

㝶時 

 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

 

7月 

10月 

10月 

 

希望⪅ 

 

希望⪅ 

希望⪅ 

希望⪅ 

 

希望⪅ 

希望⪅ 

希望⪅ 

 

㛵係⫋員 

 

㛵係⫋員 

全員 

全員 

 

全員 

全員 

全員 

 

新型コロナウイルスの流⾜に

より一㒊中止 

〃 

〃 

未実施 

 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

予定㏻り実施 

(3)実⩦⏕・ボラン

ティア受入 

ア ┠㯮▷期大学実⩦ 

イ 国家公務員初任⾜政◊修 

ウ ⫋場体㦂実⩦ 

エ インターンシップ実⩦ 

 

オ 昭和女子大実⩦ 

未定 

6月 

3月 

㝶時 

 

12月 

 㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

 

㛵係⫋員 

実⩦⪅なし 

3名実⩦ 

実⩦⪅なし 

新型コロナウイルスの流⾜に

より中止 

1名実⩦ 
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㸦別⾲㸧           友愛デイサービスセンター㈨料  

                                                               㸦令和2年 3月 31日⌧在㸧 

㸯 ⏕活介ㆤ事業   

㸦㸯㸧基本事業㸦㏻所㸧 

① 利⏝⪅の≧況 

ア 性別・年㱋別≧況                   

      年㱋 

性別 

20歳    

未満 

20㹼 

29歳 

30㹼 

39歳 

40㹼 

49歳 

50㹼 

59歳 

60歳 

以上 
ィ㸦人㸧 

⏨ 0 1 3 1 0 1 6 

女 0 2 4 2 0 1 9 

ィ 0 3 7 3 0 2 15 

 

イ 㞀害・患別≧況  

主患 人員(人) ㌟㞀手帳(⣭) 主患 人員(人) ㌟㞀手帳(⣭) 

⬻性㯞⑷ 8 1 ➽ジストロフィー 1 1 

レット候⩌ 1 1 もやもや 1 1 

多Ⓨ性◳化 1 1 㧗次⬻機⬟㞀害 2 1 

 

ウ 区分別≧況                     

区 分 6 5 4 3 合ィ(人) 

人 員 14 0 1 0 15 

 

② 月別利⏝≧況延べ人数  

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ(人) 

定 員 420 420 400 440 420 400 460 400 400 380 380 420 4,900 

延人員 256 260 258 285 270 257 295 236 219 237 225 247 3,045 

 

③ 㞀害⛬度区分別利⏝≧況 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ(人) 

区分㸴 247 253 250 276 263 248 285 228 211 229 218 247 2,955 

区分㸳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

区分㸲 9 7 8 9 7 9 10 8 8 8 7 0 90 

区分㸱 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合ィ 256 260 258 285 270 257 295 236 219 237 225 247 3,045 
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㸦㸰㸧加⟬事業 

 ① 月別≧況延べ数 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ㸦回㸧 

⤥㣗 222 222 227 245 237 213 246 214 202 203 192 207 2,630 

入浴 39 40 49 47 49 35 45 36 42 32 35 46 495 

㏦㏄ 433 421 425 472 462 431 517 402 376 391 391 413 5,134 

 

㸰 ▷期入所事業 

㸦㸯㸧利⏝⪅の≧況  

 ① 性別・年㱋別≧況 

  年㱋 

性別 

10歳 

未満 

10㹼 

19歳 

20㹼 

29歳 

30㹼 

39歳 

40㹼 

49歳 

50㹼 

59歳 

60歳 

以上 
ィ(人) 

⏨ 0 1 11 5 4 2 0 23 

女 0 4 8 7 2 1 0 22 

ィ 0 5 19 12 6 3 0 45 

 

 ② 㞀害・区分別≧況  

 区分 

性別 
区分6 区分5 区分4 区分3 区分2 区分1 児❺3 児❺2 児❺1 ィ(人) 

⏨ 20 0 2 0 0 0 1 0 0 23 

女 16 2 0 0 0 0 4 0 0 22 

ィ 36 2 2 0 0 0 5 0 0 45 

 

㸦㸰㸧利⏝実⦼≧況  

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 

㛤所日数(日) 30 31 30 31 31 30 31 30 30 30 28 31 363 

定 員(床) 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

利⏝⪅数(人) 26 26 24 28 26 22 25 24 26 20 25 26 298 

利⏝日数(日) 125 133 123 125 135 126 123 124 118 118 118 125 1.493 

利⏝泊数(泊) 87 92 87 89 93 88 86 87 85 81 82 89 1.046 

利⏝⋡(㸣) 96.7 99.0 96.7 95.7 100 97.8 92.5 96.7 94.4 90.0 97.6 95.7 96.1 
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㸴 友 愛 ホ ー ム 

㸦㣴ㆤ⪁人ホーム㸧 

 

1 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

今年度は、年㛫平均利⏝⋡98.8㸣で推⛣し┠標値97.0㸣を㐩成した。前年度末に㸱名の㔜度化

加⟬対㇟⪅が㏥所しサービス推㐍㈝は⣙ 160 万円減収となったが、⾜政からの⥭急入所依㢗に応

え5件のDV保ㆤケース➼を▷期入所として受入れたことで✵床を▷期㛫で充㊊させた。その⤖果、

措⨨㈝収入は増加し事業活動の収支≧況が㯮字となった為、フロアセンサーマットの㏣加、ベッ

ドマット 20枚を㉎入し更新を⾜う➼によりタ備を充実させることができた。更に、4㝵㓄⮃室に

内⥺㟁ヰをタ⨨し⤥㣗業務の効⋡化を㐍めた。タ備修⧋では、浴槽⤥湯機や⮬動滅⳦⨨の修⌮、

居室エアコンの故㞀修⌮、ナースコールの修⌮、居室換気扇の修⌮などが┦次ぎ、⪁朽化したタ

備の対⟇に㏣われた。一方、働きやすい⫋場作りとして全⫋員に有⤥休暇の取得を促㐍し、今年

度10日以上取得できた⫋員は12名(92.3㸣)と前年度5名(41.6㸣)に比べ大きく向上した。また、

業務の効⋡化では、1月からゼ問デ⒪の導入を㛤始し支援員の㏻㝔同⾜の業務を大幅に減少させた。

⤖果ⓗではあるが、新型コロナウイルス感染拡大㜵止にも大きな役割を果たしている。 

利⏝⪅サービスでは、10 月に予定した一泊旅⾜㸦Ⲉ城┴大洗㸧は台㢼 19 号の影㡪により残念

ながら中止となった。また、2 月下旬から新型コロナウイルス感染拡大㜵止の為、⾜事や日中

活動を⦰小した。 

 

㸰 㔜点事㡯 

 㸦1㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 
㈈務 
⤒営 

㸯 

安定ⓗな事業⤒営 

(a)利⏝⋡の向上 

(b)働きやすい⫋場⎔境の

改善 

(a)┦ㄯ員 
(b)全⫋員 

(a)利⏝⋡┠標97㸣以上 

→実⦼98.8㸣㸦入所14件、㏥所11件㸧 

 ┠標値を㐩成した。 

(b)働きやすい⫋場⎔境の改善 

①有⤥休暇の10日以上取得(全員) 

→13人中12人取得㸦92.3㸣㸧 

②ムリムダ時㛫の抽出 

→会㆟時㛫の▷⦰や引⥅ぎ時㛫の変更を⾜

い効⋡化を㐍めた。 

㹀 
品㉁ 

㸯 

利⏝⪅支援の充実 

(a)ゼ問デ⒪の導入検ウ 

(b)♫会復帰促㐍につなが

る取り⤌み 

(c)マンツーマンサービス

の⥅⥆実施 

(a)┳ㆤ師 
(b) 
①支援員②
┦ㄯ員 

(c)支援員 

(a)往デ医利⏝の仕⤌み作りの検ウ 

→1月からゼ問デ⒪を導入した。 

(b)♫会復帰の活動促㐍 

①利⏝⪅活㌍の機会の☜保 

→施タ内役割の分担に␃まる。 

②施タ機⬟強化推㐍㈝加⟬となる事業 

→実施内容の検ウに␃まる。 

(c)年 18回以上実施 

→実⦼10回㸦前8回、後2回㸧㐩成せず。 
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㸰 

情報提供の充実 

(a)㐺切な案内放㏦とアナ

ウンス 

(b)周▱情報のぢえる化 

(c)サービス⤖果のぢえる

化 

サービス向
上委員会 

CSㄪ査当ヱ㡯┠満㊊度77㸣以上 

→「改善した」69.7㸣 

主な⌮⏤㸧 

①デジタルサイネージをぢている。 

②㤋内放㏦がわかりやすくなった。 

㸱 ⚟♴サービスホ価➼の⥅⥆ 

(a)MS検ウ
委員 

(b)┦ㄯ員、
栄㣴士 

(c)┦ㄯ員 

(a)ISO内㒊┘査の実施 

→ィ⏬のとおり実施した。 

(b)㢳客満㊊度ㄪ査の実施 

→「満㊊している」92.4㸣 

(c)⚟♴サービス➨三⪅ホ価の実施 

→ィ⏬のとおり実施した。 

㹁 
人材 
⫱成 

㸯 

人材⫱成マネジメント 

(a)ィ⏬ⓗな人材⫱成 

(b)内㒊◊修の㛤催 

(a)役⫋⪅ 

(b)◊修担
当⪅ 

(a)①➨三⪅ホ価⤖果を㋃まえたキャリアパ

ス基準の検ウ・作成 

→基準案を作成し検ウした。 

  ②個別◊修ィ⏬の実施⥅⥆ 

→ィ⏬のとおり実施した。 

(b)内㒊◊修の㛤催 

→ィ⏬のとおり実施した。 

㹃 
その
他 

㸯 

「安心・安全」な活動⎔境

の整備 

(a)感染対⟇ 

(b)事故㜵止対⟇ 

(c)災害時・⥭急時の対応整

備 

(a)清掃業

務⟶⌮係 

(b)事故㜵

止対⟇委員

会 

(c)施タ内
安全委員 

(a)循⎔型浴槽定期消毒によるレジオネラ

㜵止対⟇㸦Ⓨ⏕ゼロ㸧 

→定期消毒を実施、感染を抑制した。 

(b)㌿倒事故による入㝔⪅減少 

→実⦼㸰件㸦前年度㸴件㸧減少した。 

(c)災害時・⥭急時の対応 

→①BCPのカ⦎実施まで⮳らなかった。 

→②㒔ガイドラインを㋃まえたマニュアル

の検ウ・作成に⮳らなかった。 

   

(2) 実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

  㸿㸯 安定ⓗな事業⤒営 

利⏝⋡の┠標値を97.0㸣以上に⨨き活動を㐍めた⤖果、前期は98.2㸣、後期は99.3㸣で推⛣

し年㛫の平均利⏝⋡は 98.8㸣に㐩した。主なせ因は、⾜政からの⥭急依㢗の対応に▷期入所を

活⏝し極力㎿㏿な対応を⾜った⤖果が反映されていると思われる。 

⪁朽化したタ備の修⧋が多く、浴槽⤥湯機や⮬動滅⳦⨨の修⌮、居室エアコンの故㞀修⌮、

ナースコールの修⌮、居室換気扇の修⌮など㝶時実施した。また、収入増加の分でセンサーマ

ットやベッドマットを更新した。更に支援員⏝の書庫、┦ㄯ員室のシュレッダーを更新し、4㝵

㓄⮃室に内⥺㟁ヰをタ⨨するなど作業⎔境を向上させることができた。 

⫋員の有⤥休暇 10日以上の取得を┠標に掲げた⤖果、13名中 12名(92.3㸣)が┠標を㐩成さ

せた。引き⥆き⫋場⎔境の改善を㐍めていく。 

 

㹀 品㉁ 
㹀㸯 利⏝⪅支援の充実 
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   ゼ問デ⒪の導入について情報収㞟と検ウを㔜ねた⤖果、㸯月から「医⒪法人♫団奉心会ひま

わりクリニック」及び「株式会♫㹉㹋㹐りゅう⸆局」の受入れを㛤始した。㸱月末⌧在で 25名

が利⏝しており支援員の㏻㝔同⾜業務を大幅に削減することができた。また、2月下旬以㝆、新

型コロナウイルス感染拡大㜵止のため、㏻㝔を極力減らすことになったが、今回のゼ問デ⒪

の導入が大きな役割を担っている。今後はゼ問デ⒪導入後の≧況をホ価し業務の分担や手㡰を

整⌮していく。 

   世⏣㇂区の施⟇である㹔スタンプⓏ㘓施タへの手⥆きを㐍めていたが、年度末に入り新型コ

ロナウイルス感染拡大㜵止の優先から未実施となった為、次年度へ引き⥅ぐ形になった。マン

ツーマンサービスの実施は、年㛫 10回にとどまり┠標件数を下回った。これも新型コロナウイ

ルスによる影㡪は大きく、年度末の㟂せに応えられなかったことが原因と思われる。また、台

㢼により中止となったが一泊旅⾜やバスハイク、外出クラブなど外出⾜事は多いが⫋員のマン

パワーに㝈りがあるため、効⋡ⓗに㐠営していく方法を検ウすることが次年度へのㄢ㢟である。 

 

㹀㸰 情報提供の充実 

㢳客満㊊度ㄪ査で「お▱らせはわかりやすくなりましたか㸽」の問いに⣙ 7割㸦69.7㸣㸧の方が

改善したと回⟅した。┠標値の 77㸣は未㐩ながら、主な改善の⌮⏤に「デジタルサイネージが導

入されてぢやすくなった。」「㤋内放㏦が⫈き取りやすくなった。」など意図して改善した活動がホ

価されておりサービスとしても定╔している。 

 

㹀㸱 ⚟♴サービスホ価➼の⥅⥆ 

11 月に東京㒔実地検査があり㐣去 3年分の┘査が⾜われた。文書指摘は無かったが、「宿日┤

業務➼について、労基⨫のチ可を得ること。」についてチ可ドを探して保⟶することが本㒊㸦⥲

務㒊㸧に指導された。また、㌟体拘束廃止に向けた取り⤌みについて「年㸰回」「新つ採⏝時」

の◊修実施及び感染対⟇委員会の指㔪と実施回数の整合性について☜ㄆがあり修正を⾜った。 

ISO のサーベイランスも同月に⾜われ、ほ察事㡯 1件の指摘があった。㸴月に実施した法人内

㒊┘査の⤖果、「個別支援ィ⏬書のグ㘓がぢつからなかった」の指摘に対して、是正処⨨をグ㍕

したが、10 月のフォローアップ┘査において「改善されていない」との報告がされた。今後は、

施タ内で情報が共有されなかった点を反┬し⧞り㏉し㉳こらないように取り⤌んでいく。 

また、⊂⮬の㢳客満㊊度ㄪ査では「(⏕活に)満㊊している」が 92.4㸣と㧗い満㊊度を得られて

いる。⚟♴サービス➨三⪅ホ価は昨年度に⥆き、日本介ㆤ⚟♴士会にホ価を委クし実施した。 

 
㹁 人材⫱成 
㹁㸯 人材⫱成マネジメント 

キャリアパス基準(案)を作成し⫋員からの意ぢを徴取し検ウを⾜った。また、個別◊修ィ⏬に

ついては、外㒊◊修の復命と併せて伝㐩◊修で成果を報告した。内㒊◊修では別⾲のとおり、リ

スクマネジメント◊修を中心に実施した。 

 

㹃 その他 

㹃㸯 「安心・安全」な活動⎔境の整備 

今年度は、レジオネラの感染㜵止として循⎔型浴槽の㓄⟶定期消毒を実施した。また、災害

時・⥭急時の対応では、①BCP マニュアルは作成中であるが、実㝿のカ⦎活動の実施を㋃まえ作

成に向け引き⥆き取り⤌んでいく。②救急せㄳ時の対応については、┳ㆤ師及び副主任支援員➼

の指♧を仰ぎ対応している⌧≧である。全⫋員が安心して対応できるマニュアルを整備していく。
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事故㜵止対⟇については、具体ⓗな活動の⤖果が検ドできるように取り⤌んでいく。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

(1) 入㏥所≧況 

㸦別⾲㸧友愛ホーム㈨料㸯㸬㸰のとおりである。 

(2) ⫋員㓄⨨≧況 

平成 31年度の⫋員㓄⨨≧況は、次のとおりである。 

㸦令和㸰年㸱月31日⌧在、単位㸸人㸧 

⫋✀区分 

 

 

㓄⨨区分 

施

タ

㛗 

嘱

ク

医 

事

務

員 

┦ㄯ員 支援員 ┳

ㆤ

⫋

員 

栄

㣴

士 

ㄪ

⌮

員

➼ 

ィ 備⪃ 
主  

 

任 

┦
ㄯ
員 

主 

 

任 

支

援

員 

㓄
⨨
定
員 

国㓄⨨基準 1 1 1 1 2 2 4 1 1 4 17 注㸯 

区➼増㓄⨨       1     1 注㸰 

ィ 1 1 1 1 2 1 5 1 1 4 18  

⌧
員 

常 勤 ⫋ 員  1  併1 1 2併1 1 6 1 1 1 15 
併 1 

注㸱 

㠀 常 勤 ⫋ 員  2     2 1   5  

ィ 1 2 併1 1 2併1 1 8 2 1 1 20 
併 1 

 

注㸯 国㓄⨨基準中のㄪ⌮員➼の内㸯名は営⧋手、他の㸱名は⤥㣗ㄪ⌮の外㒊委ク分に┦当する

ものである。 

注㸰 世⏣㇂区の┣⪁人受入れに㛵する⿵助㔠による増㓄⨨である。 

注㸱 事務員は本㒊⫋員が併任している。 

 

(3)会㆟及び委員会活動の≧況 

  感染対⟇委員会、㌟体拘束㐺正化委員会及び㔜度化対⟇委員会は、年12回の㛤催を年4回にぢ

┤し実施した⤖果、活動成果に支㞀はないことを☜ㄆした。 

概     せ 実施回数 参加⪅ 備⪃ 

業務ㄪ整会㆟ 

⫋員会㆟ 

ケース会㆟ 

感染対⟇委員会 

事故㜵止対⟇検ウ委員会 

㌟体拘束㜵止㐺正化委員会 

㔜度化対⟇委員会 

12回 

12回 

27回 

㸲回 

12回 

㸲回 

㸲回 

各⫋✀代⾲ 

全員 

各⫋✀ 

各⫋✀委員 

各⫋✀委員 

各⫋✀委員 

各⫋✀委員 
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(4) ⫋員◊修の≧況  

  3月予定の伝㐩◊修は、外㒊◊修が新型コロナウイルス感染拡大㜵止の為中止となった。 

◊ 修 名 参加⫋✀ ㅮ師 人員 実施月 

内
㒊
◊
修 

①㌟体拘束㜵止◊修Ⅰ 

②感染対⟇◊修Ⅰ 

③事故㜵止対⟇◊修Ⅰ 

④㧗㱋⪅待㜵止◊修Ⅰ 

⑤感染対⟇◊修Ⅱ 

⑥㌟体拘束㜵止◊修Ⅱ 

⑦事故㜵止対⟇◊修Ⅱ 

⑧㧗㱋⪅待㜵止◊修Ⅱ㸦伝㐩◊修㸧 

⑨伝㐩◊修㸦中止㸧 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

㸫 

副主任支援員 

┳ㆤ師 

副主任支援員 

㣴ㆤ㒊㛗 

┳ㆤ師 

副主任支援員 

副主任支援員 

支援員 

㸫 

6名 

7名 

6名 

8名 

7名 

6名 

5名 

8名 

㸫 

5月 

6月 

7月 

8月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

外
㒊
◊
修 

①支援ィ⏬書➼の情報交換会 

②㣴ㆤ⪁人ホームのㄢ㢟➼情報交換会 

 

③特例⤥㣗施タㅮ⩦会 

④㍍㈝・㣴ㆤ⪁人ホーム⤒営セミナー 

⑤感染対⟇指導㣴成◊修 

⑥㏻㝔同⾜支援➼の情報交換会 

 

⑦㣴ㆤ⪁人ホームの栄㣴士情報交換会 

⑧事業⟶⌮⪅㧗㱋⪅権利擁ㆤ◊修 

┦ㄯ員 

┦ㄯ員、支援

員、栄㣴士 

栄㣴士 

㣴ㆤ㒊㛗 

┳ㆤ師 

┦ㄯ員、支援

員、┳ㆤ師 

栄㣴士 

支援員 

㣴ㆤ分⛉会 

㣴ㆤ分⛉会 

 

世⏣㇂保健所 

⊂❧⾜政法人㹕㸿㹋 

東京㒔 

㣴ㆤ分⛉会 

 

㣴ㆤ分⛉会 

東京㒔 

1名 

5名 

 

1名 

1名 

1名 

3名 

 

1名 

1名 

5月 

6月 

 

8月 

9月 

10月 

10月 

 

11月 

11月 

  

㸲 利⏝⪅処㐝 

㸦1㸧施タ⾜事の実施≧況 

本年度における主せ施タ⾜事の実施≧況は、次のとおりである。       㸦単位㸸人㸧 

実施日 ⾜事名 場  所 
参加人員 

利⏝⪅ ⫋員 ィ 

4/2 おⰼぢ ◔公園 20 3 23 

4/12 ホーム喫Ⲕ 㣗堂 34 4 38 

5/5 ➃午の⠇句㸦㣭り付㸧 㣗堂 㸫 㸫 㸫 

5/9 バスハイク 㙊倉 6 3 9 

5/23 ミニ㐠動会 㣗堂 66 11 77 

7/5 七夕会 㣗堂 63 10 73 

7/17 ⣡涼┅㋀り大会 法人前庭 67 13 80 

8/15 ┅法せ 㣗堂 28 4 32 

9/12 敬⪁会 㣗堂 66 9 75 

9/29 合同㐠動会 世⏣㇂区⥲合㐠動場 35 10 45 

10/3 㟷✵ランチ 㣗堂・屋上 67 8 75 

10/5 ⋢川ⰼ火大会㚷㈹会 4㝵㞟会室 15 2 17 
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10/6 友愛ふれあい⚍り 法人全㤋 66 14 80 

10/16㹼17 一泊旅⾜ 
Ⲉ城┴・大洗㸦台㢼19

号の影㡪により中止㸧 
㸫 㸫 㸫 

11/16 ホーム喫Ⲕ 㣗堂 37 2 39 

12/19 忘年会 㣗堂 67 13 80 

1/1 新年⚃㈡会 㣗堂  66 6 72 

2/3 ㇋まき 㞟会室 22 4 26 

2/19 よりどりランチ・家族会 㣗堂・➨ 2多┠ⓗ室 66 7 73 

3/3 ひな⚍り㸦㣭り付㸧 㞟会室 㸫 㸫 㸫 

3月末 春彼岸法せ 
㣗堂㸦コロナウィルス対

⟇により中止㸧 
㸫 㸫 㸫 

 

㸦2㸧クラブ活動➼の実施≧況 

本年度における実施≧況は、次のとおりである。               㸦単位㸸人㸧 

名  ⛠ 活動内容 実施日 延参加人員 

書   㐨 

ペン⩦字 

⤮ 手 ⣬ 

歌 の 会 

リ   吟 

外  出 

映  ⏬ 

⳹  㐨 

  

  地域のサファイア 

クラブとの合同活動 

 

 

㈙物・外㣗 

映⏬の㚷㈹ 

ⰼの⏕け㎸み 

月 2回㸦➨ 1.3月曜日㸧 

月 2回㸦➨ 1.3月曜日㸧 

月 2回㸦➨ 2.4月曜日㸧 

月 1回㸦➨ 2月曜日㸧 

月 1回㸦➨ 4月曜日㸧 

月 1回 

月 1回 

月 2回 

6 

0 

6 

10 

1 

35 

133 

96 

 

㸦3㸧健康⥔持活動㸦介ㆤ予㜵加⟬対㇟及びそれに準ずる活動㸧の実施≧況 

本年度における実施≧況は、次のとおりである。         㸦単位㸸人㸧 

名  ⛠ 活動内容 実施日 延参加人員 

楽しい歌声会 

のびのびグループ 

▼渡体操 

友㐟会 

ゲートボール 

料⌮クラブ 

アニマルセラピー 

朝の体操 

㡢楽セラピー 

日本の名曲の合唱 

合奏㸦㡢楽⒪法㸧 

▼渡先⏕による体操 

公園散⟇・室内ゲーム➼ 

ゲーム 

ㄪ⌮・会㣗 

動物とのふれあい 

㺵㺚㺼㺓体操、㺛㺢㺸㺍㺟体操、他 

個別㡢楽⒪法 

月 2回㸦➨ 2・4火曜日㸧 

月 3回㸦➨1・3・4木曜日㸧 

月 2回㸦➨ 2・4木曜日㸧 

月 1回 

月 2回㸦➨ 1㺃3火曜日㸧 

月 1回 

㝸月 

毎㐌月㹼㔠曜日 

月 2回 

220 

422 

118 

19 

102 

73 

44 

㸫 

101 
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㸦4㸧全体会の㛤催≧況 

本年度に㛤催した全体会の≧況は、次のとおりであった。          㸦単位㸸人㸧 

月 主なテーマ 
参加⪅ 

利⏝⪅ ⫋員 

4月 大型㐃休について、友愛ホームでの⏕活について 44 10 

5月 デジタルサイネージについて、感染対⟇と健康⟶⌮について 41 11 

6月 㣗品⾨⏕⟶⌮について 44 11 

7月 ㌿倒リスクについて 39 10 

8月 㜵災について 45 10 

9月 合同㐠動会について 41 8 

10月 感染予㜵について 38 8 

11月 㢳客満㊊度ㄪ査について、栄㣴⟶⌮について 45 11 

12月 ホームの⏕活について 45 9 

1月 ㌿倒リスクについて 44 10 

2月 日⏝品・⿕服㈝について、新型コロナウイルス感染予㜵について 40 9 

3月 㢳客満㊊度ㄪ査の⤖果について、新型コロナウイルス感染拡大㜵

止の対応⥅⥆について 

45 10 

ィ 511 117 

 

㸳 健康⟶⌮ 

(1) 内⛉嘱ク医による定期健康デ断㸦年 2回㸧・インフルエンザ予㜵接✀の実施、⢭⚄⛉嘱ク医に

よる月 2回のデ察を実施、の早期Ⓨぢに努めた。 

(2) 内㒊◊修は、手洗いに㔜点を⨨いた◊修を実施、⺯光塗料とブラックライトを⏝いた使い捨て

手⿄の外し方を実㊶、汚染≧況を可ど化することで手⿄は完全な物ではなく、その手技によっ

て感染拡大につながることを、手⿄を外した後の手洗いの㔜せ性を⌮ゎすることができた。 

㸦3㸧令和 2年1月からゼ問デ⒪を導入、⌧在25名の利⏝⪅がゼ問デ⒪を利⏝している。 

 

㸴 ⤥㣗≧況  

㸦1㸧㣗事提供方法の変更 

   各テーブルに㘠㓄⮃をしていた味噌汁は、具が㘠底に沈殿したまま上澄みをすくって残⳯が多

くなってしまったり、テーブル内の特定の利⏝⪅が㣧み干してしまうなどの問㢟があったため令

和 1年 7月に個別㓄⮃に変更した。また、セルフ㓄⮃の利⏝⪅も⚗㣗➼の個別対応が増加し、委

ク⫋員の入れ替えもあるため、☜実に個人に対応ができるように令和2年 2月より全員㣗札㓄⮃

とし、セルフ㓄⮃の利⏝⪅には⮬分の㣗札がのったお⮃を㐠んでもらう提供方法に変更した。 

㸦2㸧4㝵㓄⮃室への内⥺タ⨨ 

厨房内を⤖ぶ内⥺はあったが、法人内の内⥺は 1㝵厨房にしかなかったため、4㝵への㐃⤡は

┤接伝えに⾜くか㸯㝵厨房から伝えてもらう方法しかなかった。令和2年 3月に工事を⾜い 4㝵

㓄⮃室へ内⥺をタ⨨したことにより、㐃⤡事㡯が伝わりやすくなり作業効⋡が上がることが期待

される。 

(3) ⤥㣗アンケート実施 

   㣗事満㊊度は一昨年に 44㸣まで下がってしまったが、昨年 82.5㸣、今年は 77.3㸣という⤖果
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になった。毎日㸱回ある㣗事はマンネリ化しやすいため、アンケート⤖果から好きなメニュー➼

も取り入れつつ新しいメニューや⤥㣗⾜事などで満㊊度を保った㣗事提供をしていきたい。 

 

㸵 地域㐃携 

(1) 実⩦⏕の受入 

本年度の実⩦⏕受入れは、次⾲のとおりである。       㸦単位㸸日・時㛫・人㸧 

区 分 
◊修期㛫 

対㇟⪅ 人員 主な◊修 
日数 時㛫 

9/24㹼9/27、
9/29 

5 30 日本体⫱大学 1 
教員免チ取得希望⪅の介ㆤ➼
体㦂 

 

(2) ボランティアの受入                    㸦単位㸸回・人㸧  

活動名 延回数 内  容 備⪃ 

リ吟クラブ 2 リ吟指導 ㅮ師㸯名 

ゲートボールクラブ 16 ゲートボール指導 ㅮ師㸯名 

⤮手⣬クラブ 6 ⤮手⣬指導 ㅮ師㸯名 

楽しい歌声会 17 合唱指導 ㅮ師㸰名 

のびのびグループ 28 㡢楽⒪法 ㅮ師㸯名〔東京ミュージックボランティア協会〕 

▼渡体操 12 ストレッチ・➽トレ ㅮ師㸯名 

アニマルセラピー 5 動物とのふれあい ㅮ師㸯名、ボランティア㸯名 

㡢楽セラピー 21 㡢楽⒪法 ㅮ師㸯名 

ハサミの日 

カットボランティア 
1 ヘアカット 山㔝学ⱌ 

交流会 1 ゲーム・合唱 ガールスカウト東京㒔61団 

〃 1 合唱 ◔幼⛶園ママさんコーラス 

〃 㸯 合唱 コーラスグループたんぽぽ 

〃 㸯 合唱 アンサンブル㸱㸱㸳㸳 

〃 1 スポーツボッチャ体㦂 㒔❧光明学園 

〃 1 㐟戯Ⓨ⾲ ◔幼⛶園 
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㸦別⾲㸧                友愛ホーム㈨料 

 

㸯 月別入㏥所⪅≧況                                                  㸦単位㸸人㸧 

月別 

区分 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

入所定員 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 70 840 

利⏝⪅数 68 69 66 69 70 71 69 70 70 69 70 69 830 

入所人員 2 2 3 1 1 0 1 1 0 1 1 1 14 

㏥所人員 1 3 0 0 0 2 0 1 1 0 2 1 11 

充㊊⋡ 㸣 97.1 98.5 94.2 98.5 100 101 98.5 100 100 98.5 100 98.5 98.8 

㸦注㸧① 利⏝⪅数は、当ヱ月の1日⌧在をもってィ上したものである。 

      ② 上グの人数には▷期入所利⏝⪅も含んでいる。 

③  入所・㏥所人員は、当ヱ月に⛣動した数をィ上したものである。 

④ 9月は⥭急入所の依㢗を▷期入所として受け入れ一時ⓗに定員を㉸㐣した。 

 

㸰 入㏥所の⌮⏤≧況 

(1) 入    所                                                         㸦単位㸸人㸧 

月別 

区分  
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

居宅から 2 2 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 9 

他施タから 0 0 3 0 0 0 0 0 0 1 1 0 5 

㝔から 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 ィ 2  2 3 1 1 0 1 1 0 1 1 1 14 

 

(2) ㏥    所                                                         㸦単位㸸人㸧 

月別 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

㛗期入㝔 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 4 

他 施 タ 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 2 1 6 

居 宅 ➼ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

死    亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 ィ 1 3 0 0 0 2 0 1 1 0 2 1 11 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

㸱 年㱋別≧況㸦2.3.31⌧在㸧                      㸦単位:人㸧 

年㱋 

性別 

60 㹼
64歳 

65 㹼
69歳 

70 㹼
74歳 

75 㹼
79歳 

80 㹼
84歳 

85 㹼
89歳 

90 歳
以上 

ィ 
平均年㱋 

㸦歳㸧 

最低年㱋 

㸦歳㸧 

最㧗年㱋 

㸦歳㸧 

⏨ 0 5 5 4 6 5 2 27 78歳 3月 67歳 92歳 

女 0 0 6 5 10 11 10 42 83歳 7月 71歳 98歳 

ィ 0 5 11 9 16 16 12 69 81歳 7月 㸫 㸫 
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㸲 在園期㛫の≧況  㸦2.3.31⌧在㸧                                㸦単位㸸人㸧 
期㛫 

性別 
㸯年 
未満 

㸯㹼㸰年
未満 

㸰㹼㸳年
未満 

㸳㹼㸵年
未満 

㸵㹼10
年未満 

10㹼15
年未満 

15㹼20
年未満 

20年 
以上 

ィ 
平均在園
期㛫 

最㛗在園期
㛫 

⏨ 5 6 9 6 1 0 0 0 27 3年0月 8年2月 

女 7 6 12 4 5 3 2 3 42 4年0月 22年6月 

ィ 12 12 21 10 6 3 2 3 69 4年5月    ― 

 

㸳 年㔠➼受⤥≧況 㸦2.3.31⌧在㸧                 㸦単位㸸人㸧 

区分 
基♏年㔠 厚⏕年㔠 共済年㔠 その他年

㔠 無年㔠⪅ 
⪁㱋 㞀害 ⪁㱋 㞀害 㑇族 ⪁㱋 㞀害 

⏨ 1 1 13 1 0 0 0 0 12 

女 17 2 9 0 4 0 1 1 8 

ィ 18 3 22 1 4 0 1 1 20 

 

㸴 ㈝⏝徴収≧況 㸦2.3.31⌧在㸧                㸦単位㸸人㺃円㸧 

㝵層区分 
徴収㔠㢠 

㸦円㸧 
⏨ 女 ィ 㝵層区分 

徴収㔠㢠 

㸦円㸧 
⏨ 女 ィ 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
 

0 
1,000 
1,800 
3,400 
4,700 
5,800 
7,500 
9,100 
10,800 
12,500 
14,100 
15,800 
17,500 
19,100 
20,800 
22,500 
24,100 
25,800 
27,500 
30,800 

 

14 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
2 
0 
 

13 
0 
0 
2 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
1 
0 
1 
0 
3 
 

27 
0 
0 
2 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
1 
0 
1 
2 
3 
 

21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 

34,100 
37,500 
39,800 
41,800 
43,800 
45,800 
47,800 
49,800 
51,800 
54,400 
57,100 
59,800 
62,400 
65,100 
69,100 
73,100 
77,100 
81,100 
81,100
以上 

0 
0 
0 
2 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
0 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
4 
3 
 

2 
1 
1 
3 
1 
1 
0 
0 
0 
1 
0 
1 
0 
2 
1 
2 
0 
0 
4 

2 
1 
1 
5 
1 
1 
1 
0 
0 
1 
0 
2 
0 
2 
1 
2 
0 
4 
7 

ィ  27 42 69 

 

㸵 㞀害⪅手帳所持≧況㸦2.3.31⌧在 人数は延べ㸧           㸦単位㸸人㸧 

区分 
㌟体 

▱ⓗ 
⢭⚄ 

ィ 
1⣭ 2⣭ 3⣭ 4⣭ 5⣭ 6⣭ 1⣭ 2⣭ 3⣭ 

⏨ 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 

女 2 2 0 1 0 0 0 1 5 0 10 

ィ 2 3 0 2 0 0   0 1 5 0 12 
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㸶 介ㆤ保㝤ㄆ定⏦ㄳ≧況㸦2.3.31⌧在㸧               㸦単位㸸人㸧 

区分 
せ支援 せ介ㆤ 

ィ 
新つ㺃更新
⏦ㄳ中 1 2 1 2 3 4 5 

⏨ 1 0 1 2 4 2 0 10 0 

女 2 1 7 7 4 6 0 27 0 

ィ 3 1 8 9 8 8 0 37 0 

 

㸷 栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

 
㺒㺦㺷㺕㺼㺎 

(kcal) 

たんぱく

㉁ 

(g) 

⬡㉁ 

㸦g㸧 

㺔㺷㺚㺑㺯 

㸦mg㸧 

㕲 

(mg) 

ビタミン 㣗塩 

┦当㔞 

(g) 

㣗物 

⧄⥔ 

(g) 
レチノール 
当㔞(μ) 

B1 
(mg) 

B2 
㸦mg㸧 

C 
(mg) 

栄㣴 

基準㔞 
1,458 58.0 36.3 532 5.4 484 0.86 0.97 85 7.4 18 

⤥与 

栄㣴㔞 
1,641 64.8 45 486 8.9 404 0.93 1.1 97 10.3 8.5 

※ 栄㣴基準㔞は年1回 4月に⟬出したものである。 

 

㸯㸮 栄㣴比⋡ 

炭水化物エネルギー比 ⬡⫫エネルギー比 

59.5㸣 24.7㸣 

 

㸯㸯 㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞㸦g㸧 

㣗 品 ⩌ 名 㣗 品 構 成 ⤥ 与 㔞 

㸯㸬✐ 㢮 

⡿ 140 184 

パ ン 㢮 5 11 

め ん 㢮 25 37 

その他の✐㢮・堅果㢮 5 5 

㸰㸬い も 㢮 
じゃがいも㢮 30 35 

こんにゃく㢮 5 2 

㸱㸬◁ ⢾ 㢮 5 9 

㸲㸬Ⳬ 子 㢮 10 31 

㸳㸬油 ⬡ 㢮 
動 物 性 1 3 

植 物 性 5 6 

㸴㸬㇋ 㢮 
み    そ 15 22 

㇋・大㇋〇品 35 31 

㸵㸬㨶 介 㢮 

⏕    物 40 51 

塩 ⶶ・⨁ ワ 5 12 

水⏘⦎り〇品 10 19 

㸶㸬⋇㫽⫗㢮 
⏕    物 40 51 

その他の加工品 5 14 

㸷㸬卵    㢮 40 29 
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10㸬乳 㢮 
牛    乳 150 88 

その他の乳〇品 4 12 

11㸬㔝⳯㢮 

⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 130 133 

漬    物 10 9 

その他の㔝  ⳯ 180 167 

12㸬果 物 㢮 60 16 

13㸬海 ⲡ 㢮 5 5 

14㸬ㄪ 味 料 㢮 25 475 

15㸬ㄪ 味 加 工 㣗 品 㢮 10 19 

 

㸯㸰 ⤥㣗提供㣗数㸦㣗㸧 

区 分 朝㣗 昼㣗 夕㣗 

年㛫⥲㣗数 23,922 21,510 23,568 

月平均㣗数 1,993.5 1,792.5 1,964 

 

㸯㸱 施タ内デ⒪㸦処⨨≧況➼㸧                  㸦単位㸸人㸧 

 

㸯㸲 ㏻㝔の≧況                                  㸦単位㸸人㸧 

㏻㝔⛉名 実人員 延 人 員 
月平均   

延人員 

比⋡ 

㸦㸣㸧 

内⛉      70     756    63.0 48.3 

⢭⚄⛉ 25     264    22.0  16.9 

整形外⛉ 23     226    18.8  14.5 

外⛉ 4 16     1.3   1.0 

║⛉    13    70     5.8   4.5 

 

区 分 
実人員 延 人 員 

月平均 

延人員 

デ  察 74 136 13.8 

投⸆⟶⌮ 56 42,618 3,551.3 

検査 

⾑圧測定 74 1,136 194.7 

体㔜測定 74 757 63.1 

検尿 74 112 7.3 

処⨨ 

⓶⛉処⨨ 30 523 43.6 

点║・点⪥ 8 2,055 171.3 

湿布 14 45 3.8 

包交 15  381 31.8 

㈞付⸆  5 750 62.5 

吸入・その他 6 1,225 102.1 

合ィ  430 49,738 4,245.3 
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⬻⚄⤒外⛉   1      9   0.8   0.6 

⪥㰯咽喉⛉ 1 3     0.3 0.2 

⓶⛉    8 69   5.8   4.4 

泌尿器⛉    7 55   4.6 3.5 

婦人⛉    0 0     0   0 

歯⛉     27 73 6.1   4.7 

㏱析    0 0       0   0.0 

その他    3 23     1.9   1.5 

ィ 182 1,564 130.3 100.0 

 

㸯㸳 入㝔≧況                          㸦単位㸸人・日㸧 

  名 ⏨ 女 期 㛫 日数 

1.リハビリテーション ○  4/1㹼4/17 16 

2.リハビリテーション  ○ 4/1㹼5/20 49 

3.⬻梗塞 ○  4/15㹼5/15 30 

4.⭤⬔がん  ○ 4/19㹼5/27 38 

5.心不全 ○  4/1㹼4/25 24 

6.右大⭣㒊㢕㒊㦵折  ○ 6/14㹼6/29 15 

7.左⫝㒊尺㦵㦵折  ○ 6/5㹼6/7 2 

8.⬚水㈓␃  ○ 6/10㹼7/18 39 

9.イレウス㹍㹎  ○ 7/18㹼9/9 53 

10.気⬚ ○  9/30㹼11/11 42 

11.⫶⒴㹍㹎 ○  9/13㹼10/1  18 

12.小⬻梗塞  ○ 11/6㹼11/15 9 

13.⬺水 ○  11/16㹼11/20 4 

14.⫵炎 ○  11/17㹼12/10 23 

15.心不全  ○ 12/22㹼2/27 67 

16.ⓑ内㞀㹍㹎  ○ 1/9㹼1/10 1 

17.⫵炎  ○ 1/21㹼1/30 9 

18.⫵炎  ○ 3/3㹼3/11 8 

ィ 6 12 平均入㝔日数㸦24.8日㸧 447 

 

㸯㸴 保健⾨⏕実施≧況                       㸦単位㸸人㸧 

㡯  ┠ 実施月日 実施方法 実施人員 

定期健康デ断 年 2回 
嘱ク医によるデ察 

㌟体ィ測・尿検査 
71 

区基本健康デ査 ㄌ⏕月又は㏆い月 指定医⒪機㛵 60 

インフルエンザ予㜵接✀ 10月 嘱ク医 66 

布団乾燥 年㛫 2回実施 業⪅委ク 124 

害㥑㝖 年㛫 4回実施 業⪅委ク 㸫 
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㸵 友 愛 Ⲯ 

㸦特別㣴ㆤ⪁人ホーム㸧 

 

㸯 平成 31 年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

   ⛣㌿改⠏については、8月の内♧後から入札までは㡰ㄪに㐍み、12 月に地㙠⚍を⾜い

工事╔工となった。1 月から実㉁ⓗな工事が始まり、毎月の⥲合定例会㆟で㐍捗≧況の

☜ㄆを⾜い、令和元年度分の出来㧗 5%は㐩成し出来㧗 10%となった。 

また、「定期借地権利⏝による整備促㐍特別対⟇事業⿵助㔠」及び「借地を活⏝した特

別㣴ㆤ⪁人ホーム➼タ⨨支援事業⿵助」においても 12月に交付⏦ㄳを⾜い、1月に交付

決定㏻▱を受㡿した。 

更に㈱ウチダシステムズと委ク契⣙を⤖び、プロジェクトチームのワークショップを

展㛤しながら施タ㐠営の方向性を決めていく取り⤌みを㛤始した。ワークショップにお

いては、法人全体の取り⤌みとして各施タ㛗も参⏬している。 

   ベッド✌働⋡は、㏥所後 7日以内の入所体制が整い、本入所ベッド✌働⋡は 98㸣を㐩

成することが出来た。しかし、2 月下旬から新型コロナウイルス感染㜵止のためにショ

ートステイの受入れを中止したことが大きく影㡪し、全体の✌働⋡は、93.7%となり┠

標値を㐩成することができなかった。 

 

 㸰 㔜点事㡯 

 㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟                    

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 改⠏に向けた取り⤌み ⛣㌿改⠏準備室 

最⤊ヒヤリング 5月21日実施 

⿵助内♧ 8月28日決定 

工事入札 11月 15日実施 

工事╔工 12月 3日実施 

㸰 ⤒営の㯮字化 ┦ㄯ係 

ベッド✌働⋡98%→93.7% 

㏥所後㸵日以内の入所 

→12月から実施 

居宅事業所、⪁健・㝔との㐃携強化→

4月から㛤始 

㹀 

品㉁ 

㸯 ケアの品㉁向上 介ㆤ係 

チームケアの導入 

→チームリーダー制の⥅⥆ 

利⏝⪅体㦂の実施→11月実施 

㸰 ユニットケア◊修 㛵係⫋✀ 

施タぢ学→6施タ実施 

ユニットリーダー◊修受ㅮ 

→3人修了 

外㒊ㅮ師◊修→令和2年4月予定 

㸱 医⒪ニーズへの対応 介ㆤ係 喀⑱◊修修了⪅の増加→2人取得 
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㸲 ニーズへの対応 㛵係⫋✀ 

友愛 GO による外出・外㣗支援の実施 

→11回実施 

夢プロの⥅⥆→ケアプランにグ㍕ 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 コア人材の⫱成 教⫱委員会 
ユニットリーダー候⿵の⫱成→⥅⥆ 

中堅⫋員のOJT実施→1回実施 

㸰 専㛛性の向上 全⫋員 
伝㐩ㅮ⩦の実施→2回実施 

介ㆤ技⾡◊修の実施→3回実施 

 

㹃 

その他 

 

 

㸯 地域との㐃携強化 ┦ㄯ係 

ゆうあい広場での地域交流 

→10月実施 

保⫱園とのクリスマス会合同㛤催 

→12月実施 

「こども110␒の家」Ⓩ㘓 

→4月Ⓩ㘓 

2 ⛣㌿先地域との㛵係構⠏ ⛣㌿改⠏準備室 
南大㇂、本⏫⏣⏫会、本⏫⏣団地⮬治会

→令和2年度から入会 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 改⠏に向けた取り⤌み 

 11 月に入札及び工事契⣙㸦㈱富士工㸧が問㢟なく㐍み、12 月の地㙠⚍後に工事╔工し

た。 

㐠営㠃においては、プロジェクトチームをⓎ㊊しメンバーが中心となって準備を㐍め

ている。◔ホームとも㐃携し、情報共有しながら新しい施タづくりに向けて取り⤌んで

いく。 

㸿㸰 ⤒営の㯮字化 

✌働⋡アップを⏕活┦ㄯ員の優先業務と位⨨づけ、㝔や居宅支援事業所への挨拶回りを定期

ⓗに実施し、✵床が㛗期㛫にならないように㏥所後7日以内の入所に取り⤌んだ⤖果、本入所分

は✌働⋡┠標値の98㸣を㐩成する事ができた。しかし、2月末からは新型コロナウイルス感染㜵

止のためにショートステイの受入れを中止したことが大きく影㡪し、全体の✌働⋡は 93.7㸣と┠

標値を下回る⤖果となった。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 ケアの品㉁向上 

チームリーダー制を導入したことで⫋員㛫のコミュニケーションが向上し、⫋員の不安㍍減に

つながり㞳⫋⋡を大きく下げることができた。各フロアで会㆟が実施できる⎔境になり、⫋員か

らの意ぢや提案が共有されケアの方法や業務改善が㎿㏿に対応できる様になった。 

㹀㸰 ユニットケア◊修 

ユニットリーダー◊修は 3名が修了した。2 月の内㒊◊修で伝㐩ㅮ⩦を⾜い、ユニッケアにつ

いて具体ⓗなイメージを持てる機会となった。更に⌮ゎを深める取り⤌みとして、外㒊ㅮ師によ

るユニットケア◊修を予定していたが、ㄪ整が㐍まず次年度に実施することとなった。 
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㹀㸱 医⒪ニーズへの対応 

予定どおりに 2名の喀⑱吸引㈨格取得⪅を増やすことができた。今後も㈨格取得⪅を増やす取

り⤌みを⥅⥆し、利⏝⪅の安全の☜保と夜㛫救急のリスクを減らして⫋員の不安やストレス㍍減

につなげていく。 

㹀㸲 ニーズへの対応 

「ゆうあい GO」では、外出支援として⨾⾡㤋や公園、㈙い物、カフェ➼に出かけた。1月から

は工事ぢ学ツアーとして⛣㌿先の工事の様子をぢ学する内容に変更した。しかし、新型コロナウ

イルス感染の影㡪で2月と 3月は中止となった。外出を楽しみにされている利⏝⪅が多いため、

次年度も⥅⥆して実施できるようにィ⏬をする。   

  

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 コア人材の⫱成 

 中堅⫋員に対してOJTを活⏝しての教⫱を1名実施した。勤務体制が整わず実施人数を増やす

ことができず、ィ⏬どおりに㐍めることができなかった。 

㹁㸰 専㛛性の向上 

⫋員からのせ望が㧗い内容を㑅定し、内㒊◊修で伝㐩ㅮ⩦ 2回、技⾡◊修3回を実施した。␗

なるゅ度からの⪃え方や気付きを得ることができ、⫋員のスキルアップにつながった。   

  

㹃 その他 

㹃㸯 地域との㐃携強化 

 「こども 110␒」へのⓏ㘓を⾜い㸯件の受入れがあった。 

保⫱園とのクリスマス会合同㛤催では、利⏝⪅と園児がふれ合う㈗㔜な機会となり、涙を流し

て喜ぶ利⏝⪅の姿もぢられ、満㊊される様子が❚えた。 

㹃㸰 ⛣㌿先地域との㛵係性構⠏ 

 ⛣㌿先の南大㇂だけではなく、㞄接する本⏫⏣、本⏫⏣団地の各⏫内会へ工事期㛫中から入会

する予定であったが、次年度から入会することとした。 

 

㸱  㐠営⟶⌮ 

㸦㸯㸧⫋員㓄⨨≧況 

平成 31年度の⫋員㓄⨨は、次のとおりである。㸦令和 2年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区  分 

施

タ

㛗 

嘱

ク

医

師 

事

務

員 

⏕

活

┦

ㄯ

員 

介
ㆤ
支
援
専
㛛
員 

介

ㆤ

⫋

員 

┳

ㆤ

⫋

員 

機
⬟
カ
⦎
指
導
員 

⟶

⌮

栄

㣴

士 

介

助

員 

㐠
㌿
手
兼
営
⧋ 

ィ 

常勤⫋員 1 0 3 1.5 1 26.5 2 1 1 0 1 38 

㠀常勤⫋員 0 2 0 1 0 5 2 0 0 12 0 22 

合 ィ 1 2 3 2.5 1 31.5 4 1 1 12 1 60 
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㸦㸰㸧⫋員◊修の≧況 

 ◊修名 参加⫋✀ 主催 人員 実施月 

内 

㒊 

◊ 

修 

ボディメカニクスを活⏝した援助技⾡ 

㣗中毒とは 

手洗い◊修 

㧗㱋⪅の㌟体ⓗ特性と┳取り援助について 

㧗㱋⪅待と㌟体拘束について 

オムツの当て方と〟⒔⪅へのアプローチ 

感染対⟇ 

介ㆤ施タ⫋員のメンタルケアについて 

摂㣗◊修「おいしく楽しく安全に」 

接㐝、㌟体拘束について 

ユニットケア◊修 

事故㜵止の基本 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

 

教⫱委員会 

感染対⟇委員会 

感染対⟇委員会 

す村内⛉:す村洋医師 

待㜵止、㌟体拘束㐺正化委員会 

排泄㒊会 

感染対⟇委員会 

⾨⏕委員会 

伝㐩ㅮ⩦① 

待㜵止、㌟体拘束㐺正化委員会 

伝㐩ㅮ⩦② 

事故㜵止委員会 

13人 

15人 

17人 

30人 

30人 

14人 

16人 

31人 

16人 

16人 

16人 

20人 

  

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

 

 

外 

㒊 

◊ 

修 

2019年度東京㒔ㄆ▱介ㆤ基♏◊修 

2019年度『┦ㄯ援助◊修初⣭⦅』対人援助⫋に必せな

⬟力 

『抄㘓グ入に㛵する』◊修会 

平成31年度次世代介ㆤ機器導入前セミナー 

㞠⏝主◊修会 

2019年度東京㒔介ㆤ⫋員によるたんの吸引など◊修 

2019年度ユニットケア◊修 

2019年度前期東京㒔個別ケア 

⭜③予㜵対⟇ㅮ⩦会 

介ㆤ⫋員➼特定処㐝改善加⟬について 

学会分㢮ゎㄝセミナー 

㧗㱋⪅権利擁ㆤ◊修 

ショートステイのリスクマネジメント◊修会 

日本人の㣗事摂取基準ㅮ演会 

㺀液体ミルク(乳児⏝ㄪ整液体乳)とは 

㹼その特徴と活⏝方法について 

➨46回国㝿⚟♴機器展 

2019年度➨4回特定⤥㣗施タ栄㣴⟶⌮ㅮ⩦会 

おいしく楽しく安全にせ介ㆤ⪅の㣗事介助 

令和元年度東京㒔⪁人⚟♴施タ➼感染対⟇指導⪅㣴

成◊修 

健康ㅮ座『⏫⏣・健康と㣗を⪃えつどい』 

⥭急時の㣗事提供について 

2019年度東京㒔ㄆ▱介ㆤ基♏◊修 

次世代介ㆤ機器導入後フォローアップセミナー 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

事務⫋員 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

事務⫋員 

事務⫋員 

⟶⌮栄㣴士 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

⟶⌮栄㣴士 

⟶⌮栄㣴士 

 

機⬟カ⦎員 

⟶⌮栄㣴士 

介ㆤ⫋員 

⟶⌮栄㣴士 

 

⟶⌮栄㣴士 

⟶⌮栄㣴士 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

東京㒔⚟♴保健医⒪◊修センター 

⏫⏣市介ㆤサービスネットワーク 

 

東♫協 

東京㒔⚟♴保健㈈団 

⏫⏣ハローワーク 

東京㒔⚟♴保健㈈団 

日本ユニットケア推㐍センター 

日本ユニットケア推㐍センター 

(株)平プロモート 

東♫協 

ニュートリー(株) 

東京㒔⚟♴保健㈈団 

東♫協 

東京㒔⚟♴保健局 

⏫⏣保健所 

 

㹆.㹁.㹐2019事務局 

⏫⏣保健所 

東京㒔⚟♴保健局 

東京㒔⚟♴保健局 

 

⚄奈川東㒊ヤクルト㈍売(株) 

東♫協 

東京㒔⚟♴保健局 

東♫協 

1人 

1人 

 

1人 

1人 

1人 

3人 

3人 

2人 

1人 

1人 

1人 

1人 

1人 

1人 

1人 

 

1人 

1人 

2人 

1人 

 

1人 

1人 

2人 

1人 

4月 

5月 

 

5月 

6月 

6月 

6-9月 

6-9月 

7月 

7月 

7月 

8月 

8月 

8月 

8月 

9月 

 

9月 

10月 

10月 

10月 

 

10月 

11月 

11月 

11月 
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ショートステイ情報交換会 

介ㆤ技⾡に㛵する◊修会 

⏫⏣㞟団⤥㣗◊✲会㧗㱋⪅㒊会 

24㹆シート◊修 

介ㆤ報㓘ㄳ求事務に㛵する◊修会 

暮らしの場における┳取り支援事業(実㊶⦅)◊修 

 

排泄の仕⤌みと⚟♴⏝具 

メディカルケアサポート㹧㹬┦模原 

⏫⏣㞟団⤥㣗◊✲会㧗㱋⪅㒊会㹀㹁㹎作成セミナー 

 

令和元年度公正採⏝㑅⪃人権啓Ⓨ推㐍員㑅任⪅◊修会 

ケアフード東京 

⏫⏣市災害時⏝㓄慮⪅二次㑊㞴施タㄪ整会㆟ 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

⟶⌮栄㣴士 

介ㆤ⫋員 

事務員 

介ㆤ・┳ㆤ⫋員 

㺗㺏㺭㺦㺎㺚㺼㺊㺎 

介ㆤ⫋員 

機⬟カ⦎員 

介ㆤ⫋員・⟶⌮栄

㣴士 

園㛗 

⟶⌮栄㣴士 

介ㆤ⫋員 

東♫協 

東♫協 

ヤクルト中央◊✲所 

日本ユニットケア推㐍センター 

東♫協 

東京㒔⚟♴保健局 

 

東京㒔⚟♴保健㈈団 

メディカルケア 

⏫⏣㞟団⤥㣗◊✲会 

 

⏫⏣公共⫋業安定所 

東京ケアウィーク 

⏫⏣市役所 

1人 

1人 

1人 

1人 

2人 

3人 

 

1人 

1人 

2人 

 

1人 

1人 

1人 

11月 

11月 

11月 

12月 

12月 

12-1月 

 

1月 

1月 

1-2月 

 

2月 

2月 

2月 

 

 

㸦㸱㸧⾜事➼の実施≧況         

実施月日➼ ⾜ 事 名 実 施 場 所 
参 加 ⪅ 数 

利⏝⪅ ⫋員 その他 ィ 

4月 5日 おⰼぢ地域交流会 園内 76 27 20 123 

4月 20日 家族懇ㄯ会 園内 0 10 14 24 

8月 14日 ⣡涼┅㋀り大会 園庭 77 32 40 149 

9月 15日 敬⪁⚃㈡会 園内 62 13 21 96 

9月 7日 家族懇ㄯ会 園内 0 5 11 16 

6月 12日 合同㜵災カ⦎ 園庭 29 23 10 62 

9月 29日 合同㐠動会 世⏣㇂区内 4 4 0 8 

10月 7日 ゆうあい広場 園内 46 9 15 70 

10月 9日 参㞟・㉳㟈㌴カ⦎ 園庭 0 23 6 29 

11月 1日 友愛45` 園内 78 13 0 91 

12月 12日 クリスマスと年忘れ会 園内 74 19 0 93 

12月 21.22日 ゆず湯 園内 14 4 0 18 

1月 10日 新年⚃㈡の会 園内 70 13 1 84   

月㸯回 ㄌ⏕会 園内 803 92 0 995 

 

㸦㸲㸧日中活動➼                               

教室名 活動回数 参加⪅延人数 教室名 活動回数 参加⪅延人数 

⳹㐨教室 11 110 レクリエーション教室 11 186 

カラオケ教室 7 114 創作 5 23 

日本⯙㋀教室 
    

8 111 
 合      ィ 42 

544 
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㸦㸳㸧⏫⏣市委嘱介ㆤ┦ㄯ員による利⏝⪅との個別┦ㄯ件数 

実施月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 

件 数 10 6 5 7 8 3 11 2 2 5 0 0 59 

 

㸦㸴㸧事故Ⓨ⏕件数㸦⾜政報告㸧 

Ⓨ⏕月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 

件 数 1 0 0 1 2 2 1 1 0 1 0 1 10 

 

㸦㸵㸧⤥㣗会㆟、残⳯ㄪ査、嗜好ㄪ査➼実施≧況  

区  分 実施回数 実施月日 実施内容 

⤥㣗会㆟ 12 毎月 ⤥㣗業務全⯡について委ク業⪅との協㆟ 

⤥㣗懇ㄯ会 1 11/22 栄㣴指導、利⏝⪅のせ望・意ぢ➼⫈取 

⤥㣗業務 

年度┘査 
1 2/25 

⤥㣗業務プロセスが㐺切に㐠⏝されているか、契⣙事㡯及びプ

ロセスに基づいた各グ㘓を☜ㄆし⥲合ホ価を実施 

残⳯ㄪ査 1,098    毎㣗時 残⳯㔞を把握 

嗜好ㄪ査 1 11/22 利⏝⪅の嗜好≧況を把握 

居室ゼ問 㝶時 㝶時 利⏝⪅と対㠃し、摂取≧況を把握 

 

㸦㸶㸧介ㆤ⚟♴士㣴成校介ㆤ実⩦の受入れ≧況  

実⩦依㢗学校 実施月 日 数 人 数 延人数 

⏫⏣⚟♴保⫱専㛛学校 

6月 

8月 

2月 

10 

0 

0 

2 

0 

0 

2 

0 

0 

合   ィ 10 2 2 

 

㸦㸷㸧ボランティアの受入れ≧況   

活動名 内容 延べ回数 延べ人数 

⳹㐨教室 ⏕けⰼ指導 11 21 

カラオケ教室 カラオケ 7 7 

日本⯙㋀教室 ㋀り 8 32 

レクリエーション教室 体操、㍯投げ、㢼⯪バレー➼ 11 11 

創作 㣭り物作成 5 5 

園ⱁ ⰼ壇手入れ 64 99 

大正⍆ 演奏会 7 51 

洗濯室 洗濯␚み・⦭い物 69 69 

傾⫈ ヰし┦手 46 46 

㡢楽⒪法 歌おう会 2 12 

⎔境整備 園庭手入れ 14 14 

ⰼの日 園児ゼ問 1 22 

二⬌・尺八演奏 演奏 1 7 
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夏体㦂ボランティア ⣡涼⚍会場タ営 1 8 

ボーイスカウト 清掃・歌・楽器演奏 1 19 

敬⪁⚃㈡会 ⋢すだれ・マジック 1 8 

ゆうあい広場 和太㰘・┦撲⏒句 1 11 

大掃㝖 清掃 1 14 

クリスマス会 園児ゼ問 1 19 

バラエティショー 

あひる座 

歌・㋀り 1 8 

㺨㺍㺩㺽㺎㺖㺵㺶㺦㺍㺢㺏㺻㺙㺻㺪㺼㺷 㺖㺵㺶㺦㺍㺢演奏 1 8 

合ィ  254 491 
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㸲㸬平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況   

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施日 

回数➼ 

参 加 人 数 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

(1) 㐠営⟶⌮ 

① 会 ㆟ 

・業務ㄪ整会㆟ 

・⫋員会㆟ 

・ケア会㆟ 

・リーダー会㆟ 

・医務会㆟ 

・⤥㣗会㆟ 

・㆙備会㆟ 

・⛣㌿改⠏準備室会㆟ 

14回 

12回 

12回 

23回 

0回 

12回 

2回 

14回 

 

 

 

84人 

210人 

87人 

98人 

0人 

63人 

5人 

84人 

 

 

 

 

 

委ク業⪅14人 

委ク業⪅5人 

 

② 委員会 ・教⫱委員会 

・入所検ウ委員会 

・待㜵止 

・㌟体拘束廃止委員会 

・安全委員会 

・⾨⏕委員会 

・感染対⟇委員会 

・事故㜵止委員会 

・ISO委員会 

・➨三⪅ⱞ情委員会 

・〟⒔予㜵委員会 

12回 

17回 

12回 

12回 

15回 

12回 

13回 

12回 

8回 

5回 

8回12回 

 
40人 

144人 

46人 

46人 

63人 

52人 

46人 

53人 

29人 

25人 

2111111人 

 

外㒊委員4人 

 

 

 

 

 

 

 

外㒊委員5人 

③ ⫋員◊修 ・外㒊◊修 

・法人内◊修 

・ユニットケア◊修 

・喀⑱◊修 

・内㒊◊修 

  待㜵止 

  ㌟体拘束 

  感染予㜵 

  事故予㜵 

  伝㐩ㅮ⩦ 

  ㄢ㢟別 

35回 

6回 

6回 

2回 

 

1回 

2回 

3回 

1回 

2回 

4回                  

 44人人 

21人 

17人 

2人 

 

18人 

34人 

46人 

20人 

32人 

88人 

 

 

④ ◊✲㒊会 ・摂㣗㒊会 

・排泄㒊会 

・入浴㒊会 

・┳取り㒊会 

・友愛㹅㹍㒊会 

 

 

㸵回 

4回 

6回 

0回 

5回 

 30人 

7人 

13人 

0人 

11人 
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 区分 

事㡯 
概     せ 

実施日 

回数➼ 

参 加 人 数 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

⑤ 健康⟶⌮ ・定期健康デ断 

・ストレスチェック 

・夜勤⪅健康デ断 

・⭜椎検査 

・インフルエンザ予㜵接✀ 

・検便 

年1回 

年1回 

年1回 

年2回 

年1回 

月1回 

 40人 

41人 

26人 

59人 

55人 

607人 

 

(2) 利⏝⪅サービス 

 ① 介ㆤ方㔪 

 

 

・ケアプランの作成 

・ケアプラン会㆟ 

・サービス担当⪅会㆟ 

・⮫時ケアプラン会㆟ 

112件 

112回 

112回 

109回 

 

 

 

34人 

 

507人 

386人 

468人 

 

家族125人 

家族34人 

 ② 家族との㐃携 ・家族会懇ㄯ会 

・⤥㣗ヨ㣗会 

2回 

0回 

 15人 

0人 

家族25人 

中止 

 ③ ニーズ把握 

 

・利⏝⪅懇ㄯ会 

・⤥㣗懇ㄯ会 

21回 

年1回 

214人 

12人 

21人 

3人 

 

11月 

 ④ 健康⟶⌮➼ 

 

 

 

 

 

 

 

・定期健康デ断 

・体㔜測定 

・⾑圧測定 

・インフルエンザ予㜵接✀ 

・内⛉往デ 

・⢭⚄⛉往デ 

・歯⛉往デ 

・各⛉受デ 

 年1回 

月1回 

毎 日 

年1回 

㐌2回 

月2回 

㐌1回 

㝶 時 

83人 

996人 

30295人 

78人 

529人 

104人 

2156人 

202人 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

 

 

 ⑤ ⤥㣗㛵㐃 

 

・嗜好ㄪ査 

・残⳯ㄪ査 

・栄㣴ケアプラン 

・⾜事㣗 

・㑅択㣗 

・セレクトおやつ 

年1回 

1098回 

112回 

年7回 

17回 

年3回 

12人 

 

 

478人 

1143人 

215人 

栄㣴士 

栄㣴士 

507人 

栄㣴士 

栄㣴士 

14人 

 

 ⑥ ⾜ 事 ➼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・おⰼぢ地域交流会 

・┅㋀り大会 

・敬⪁⚃㈡会 

・地域交流散歩 

・合同㐠動会 

・友愛Ⲯの日45‘ 

・クリスマス会 

・新年⚃㈡会 

・友愛シネマcafé 

・友愛㹅㹍 

4月5日 

8月14日 

9月15日 

10月21日 

9月29日 

11月1日 

12月12日 

1月10日 

3回 

11回 

76人 

77人 

62人 

0人 

4人 

78人 

74人 

70人 

53人 

44人 

27人 

32人 

13人 

0人 

4人 

13人 

19人 

13人 

10人 

44人 

ボラ20人 

ボラ40人 

ボラ21人 

中止 
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      区分 

事㡯 
内  容 

実施日 

回数➼ 

参加人数 
備 ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

 ⑦ 各教室 

 

 

 

・⳹㐨 

・カラオケ 

・日本⯙㋀ 

・レクリエーション 

11回 

7回 

8回 

11回 

110人 

114人 

111人 

186人 

22人 

14人 

16人 

16人 

ボラ21人 

ボラ7人 

ボラ32人 

ボラ11人 

 ⑧ 日常⏕活 

 

 

・ㄌ⏕会 

・健康体操 

・⌮⨾容 

24回 

504回 

22回 

803人 

5170人 

272人 

92人 

504人 

22人 

 

(3) その他 

① 㜵 災 ➼ 

 

 

 

 

 

 

 

・建物、タ備の点検 

・㟁気工作物点検 

・㠀常㏻報⨨保守点検 

・灯油地下タンク検査 

・ボイラー点検 

・循⎔型浴槽の清掃・消毒 

・循⎔型浴槽の点検・清掃 

・循⎔型浴槽の⣽⳦検査 

 

1回 

6回 

2回 

1回 

2回 

毎 日 

2回 

1回 

 

 

 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

㛵係⫋員 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

1月 

偶数月 

4,9月 

5月 

5,9月 

365日 

5,9月 

5月 

 

② ⎔境⾨⏕ 

 

・害㥑㝖消毒 

・厨房大掃㝖 

・㈓水槽検査清掃 

・煤煙検査 

・床清掃 

・エレベータ点検 

・水㉁検査 

・残⳯処⌮ 

・室内清掃 

・園庭、外回り清掃 

・塵ⰰ処⌮ 

2回 

3回 

1回 

2回 

2回 

4回 

毎日 

毎日 

毎日 

㝶 時 

4回 

 

 

 

 

 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

委ク業⪅ 

㛵係⫋員 

委ク業⪅ 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

㛵係⫋員 

4,10月 

5,9,1月 

9月 

8,2月 

6,12月 

5,8,11,3月 

365回 

365回 

365回 

㐺時実施 

6,8,9,12月 

③ 地域交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゆうあい広場 

・ボランティア受入れ 

  ⾜事 

  傾⫈ 

  清掃 

  各教室 

・各保⫱園 

・ボーイスカウト 

・お囃子保存会 

・㞀害⪅就労支援事業所 

1回 

㝶 時 

10回 

46回 

15回 

42回 

2回 

1回 

1回 

39回 

78人 

521人 

538人 

184人 

29人 

544人 

94人 

17人 

77人 

 

5人 

84人 

175人 

 

84人 

16人 

2人 

2人 

1人 

地域52人 

ボラ491人 

 

 

天⌮教14人 

 

園児36人 

ボラ19人 

ボラ15人 

こころみ26人 
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      区分 

事㡯 
内  容 

実施日 

回数➼ 

参加人数 
備 ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

④ 実⩦⏕受入 

 

・介ㆤ⚟♴士 

・中学⏕⫋場体㦂 

・特別支援学校インターンシップ 

10日㛫 

0回 

0回 

 2人 

担当⫋員 

0人 
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㸦別⾲㸧             友 愛 Ⲯ ㈨ 料 

㸯 月別入㏥所⪅≧況           㸦利⏝⪅数は各月末日⌧在 単位㸸人㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

入所定員 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 936 

利⏝人員 71 73 73 74 72 76 72 75 76 76 77 75 890 

入所人員 2 2 1 2 0 4 0 3 3 5 3 0 25 

㏥所人員 3 1 1 0 2 1 0 3 4 1 3   0 19 

充㊊⋡(㸣㸧 91.0 93.6 93.6 94.9 92.3 97.4 92.3 96.2 97.4 97.4 98.7 96.2 95.1 

 

㸰 入㏥所の⌮⏤≧況 

 (1) 入所⌮⏤                           㸦単位㸸人㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

居 宅 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 

女 0 0 0 1 0 1 0 2 2 0 1 0 7 

ィ 0 0 0 1 0 1 0 3 2 1 1 0 9 

他施タ 

⏨ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

ィ 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 

 㝔 

 

⏨ 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 

女 1 1 0 1 0 3 0 0 0 1 1 0 8 

ィ 2 2 0 1 0 3 0 0 0 1 2 0 11 

ィ 2 2 1 2 0 4 0 3 3 2 3 0 22 

 

(2) ㏥所⌮⏤                           㸦単位㸸人㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

死  亡 

⏨ 2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 5 

女 0 1 0 0 2 0 0 2 0 1 1 0 7 

ィ 2 1 1 0 2 0 0 3 0 1 2 0 12 

㛗期入㝔 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 

ィ 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 

他 施 タ 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 3 

ィ 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 3 

居宅復帰 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

ィ 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 

ィ 3 1 1 0 2 1 0 3 4 1 3 0 19 
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㸱 年㱋別≧況                  㸦令和 2年3月 31日⌧在 単位㸸人㸧   

 㹼64歳 65㹼69歳 70㹼74歳 75㹼79歳 80㹼89歳 90歳以上 ィ 

⏨ 1 0 4 2 8 4 19 

女 0 1 0 9 32 17 59 

ィ 1 1 4 11 40 21 78 

比⋡㸦㸣㸧 1.2 1.2 5.2 14.2 51.3 26.9 100.0 

 

 㸺参⪃㸼          㸦単位㸸歳㸧 

 平均年㱋 最少年㱋 最㧗年㱋 

⏨ 81.4 63 98 

女 85.6 67 98 

平均年㱋 83.5   

 

 ㄆ定ㄪ査実施≧況   (単位㸸人) 

 

 

 

㸲 在園期㛫の≧況 㸦令和 2年 3月 31日⌧在  単位㸸人㸧 

 ⏨ 女 ィ 

1年未満 

1年以上㹼㸰年未満 

㸰年以上㹼㸱年未満 

㸱年以上㹼4年未満 

㸲年以上㹼㸳年未満 

㸳年以上㹼㸴年未満 

㸴年以上㹼㸵年未満 

㸵年以上㹼㸶年未満 

㸶年以上㹼㸷年未満 

㸷年以上㹼10年未満 

10年以上㹼15年未満 

15年以上㹼20年未満 

21年以上㹼25年未満 

5 

4 

4 

1 

0 

0 

1 

1 

1 

0 

1 

1 

0 

13 

9 

6 

3 

5 

4 

7 

4 

3 

1 

3 

0 

1 

18 

13 

10 

4 

5 

4 

8 

5 

4 

1 

4 

1 

1 

合 ィ 19 59 78 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 つ 更 新 区分変更 ィ 

0 46 2 48 
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㸳 せ介ㆤㄆ定≧況 

 ⏨ 女 ィ 比⋡㸦㸣㸧 

平均介ㆤ度 

4.03 

 

 

 

せ 介 ㆤ 㸯 0 1 1 1.2 

せ 介 ㆤ 㸰 0 4 4 5.1 

せ 介 ㆤ 㸱 3 13 16 20.5 

せ 介 ㆤ 㸲 9 19 28 35.9 

せ 介 ㆤ 㸳 7 22 29 37.1 

ィ 19 59 78 100 

 

㸴 栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

区 分 
エネルギー ⺮ⓑ㉁ ⬡ ㉁ カルシウム ビ タ ミ ン 㣗塩 

┦当㔞
(mg) 

(Kcal) (g) (g) (mg) A(μg) B1(mg) B2(mg) C(mg) 

栄㣴 
基準㔞 

1393 54.3 34.0 519 855 0.86 1.04 104 8.4 

⤥与 
栄㣴㔞 

1363 51.3 33.3 441 481 0.71 0.71 72 7.5 

 注) 栄㣴基準㔞は4月に⟬出(年 1回) 

 

㸵 栄㣴比⋡                 (単位:㸣㸧 

炭水化物エネルギー比 ⬡㉁エネルギー比 

63.00 21.87 

 

㸶 㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞 

㣗 品 ⩌ 名 㣗品構成(g) ⤥与㔞(g) 

㸯 ✐㢮 

⡿ 145.70 146.84 

パン㢮 25.71 27.26 

めん㢮 13.50 19.72 

その他の✐㢮・堅果㢮 5.00 3.59 

㸰 いも㢮 
じゃがいも㢮 30.00 24.74 

こんにゃく㢮 1.00 0.17 

㸱 ◁⢾㢮  10.00 10.82 

㸲 Ⳬ子㢮  10.00 8.33 

㸳 油⬡㢮 
動物性 0.50 0.41 

植物性 10.00 11.89 

㸴 ㇋㢮 
みそ 17.00 16.23 

㇋、大㇋〇品 40.00 34.79 

㸵 㨶介㢮 

⏕物 50.00 47.94 

塩ⶶ・⨁ワ 5.00 2.68 

水⏘ねり〇品 10.00 10.32 

㸶 ⋇㫽⫗㢮 
⏕物 50.00 50.42 

その他の加工品 5.00 3.55 
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㸷 卵㢮  30.00 23.95 

10 乳㢮 
牛乳 10.00 7.04 

その他の乳〇品 110.00 101.06 

11 㔝⳯㢮 

⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 150.00 105.70 

漬物 3.00 5.14 

その他の㔝  ⳯ 150.00 137.49 

12 果物㢮  45 38.71 

13 海ⲡ㢮  10.00 1.88 

14 ㄪ味料㢮  36.00 34.79 

15 ㄪ⌮加工㣗品㢮  3.00 1.46 

 

㸷 ⤥㣗提供㣗数 

 

 

 

 

 

 

10 主な及び治⒪・手⾡した≧況  㸦令和 2年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

⛉別・区分 患・≧名 
人  数 比⋡(%) 

人数÷㸵㸶 ⏨ 女 ィ 

呼吸器⣔ 

⫵炎・気⟶支炎 4 9 13 16.6 

気⟶支喘息 0 3 3 3.8 

インフルエンザ 0 0 0 0 

その他 1 2  3 3.8 

消化器⣔ 

慢性⫶⭠炎 1 2  3 3.8 

感染性㸦ノロウィルス㸧⫶⭠炎 0 0 0 0 

⫹▼、⫢がん、他 2 2 4 5.1 

便⛎ 3 11 14 17.9 

その他 2 7 9 11.5 

循⎔器⣔ 

㧗⾑圧 9 16 25 32.0 

心患、心不全、⊃心 7 5 12 15.3 

不整⬦、心房⣽動、低⾑圧 2  0 2 2.5 

代ㅰ⣔ 

⢾尿 3 5 8 10.2 

㧗コレステロール⾑ 3 1 4 5.1 

㧗尿㓟⾑ 0 0 0 0 

⏥≧⭢機⬟低下 1 2 3 3.8 

㧗⬡⾑ 3 1 5 6.4 

⭈・泌尿器⣔ 前❧⫧大、⭤⬔炎 6 0 6 7.6 

⾑液・㐀⾑器⣔ 㕲欠乏性㈋⾑ 3  6 9 11.5 

 区 分 朝㣗 昼㣗 夕㣗 

月平均㣗数 
入所⪅ 2261.7 2256.8 2260.0 

ショートステイ 70.3 75.5 71 

年㛫⥲㣗数 
入所⪅ 27,140 27,081 27,121 

ショートステイ 843 906 852 
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⬻⾑⟶⣔ 

⬻梗塞後㑇 5 12 17 21.7 

⬻出⾑後㑇 4 5 9 11.5 

⬻性マヒ、小児マヒ 1 1 2 2.5 

⢭⚄・⚄⤒⣔ 

アルツハイマー型ㄆ▱ 4 16 20 25.6 

⬻⾑⟶性ㄆ▱ 4 6 10 12.8 

候性てんかん 4 4 8 10.2 

パーキンソン(候⩌含) 0 2 4 5.1 

うつ(うつ≧態含) 0 2 2 2.5 

⤫合失ㄪ 0 3 3 3.8 

不╀、他 2 2 4 5.1 

整形外⛉⣔ 

㦵折 3 21 24 30.7 

㦵⢒㧼 0 3 3 3.8 

⭜③、変形、他 0 6 6 7.6 

⓶⛉ 

Ⓞ 0 0 0 0 

尋常性乾Ⓞ 0 0 0 0 

アレルギー性⓶炎 0 2 2 2.5 

║⛉ 

ⓑ内㞀(手⾡) 0 5  4 5.1 

⥳内㞀(手⾡) 0 2 2 2.5 

║⌫乾性アレルギー性║炎 0 2 2 2.5 

⪥㰯⛉ アレルギー性㰯炎 0 0 0 0 

外⛉⣔ 慢性動⬦㛢塞、㟼⬦炎、他 0 2 2 2.5 

 

11 ㏻㝔≧況 

区分 

⛉┠ 
実人員 

延べ人員 
月平均㏻㝔人員 延べ人員比⋡ 

⏨ 女 ィ 

内⛉ 71 24 89 113 9.41 41.5% 

外⛉ 0 0 0 0   0 0% 

整形外⛉ 15 4 34 38 3.1 22.8% 

║⛉ 1 0 4 4 0.3 2.9% 

泌尿器⛉ 3 6 18 24 2.0 20.8% 

⢭⚄⛉ 3 0 3  3 0.2 0.0%  

心⌮テスト 0 0 0 0 0.0 0.0%  

⓶⛉ 13 5 18 23 1.9 10㸣 

婦人⛉ 0 0 0 0 0          0.0%  

⪥㰯⛉ 2 2 1  3 0.2    1.0% 

⬻⚄⤒外⛉ 18 2 17 19 1.6 1.0㸣 

その他 4 0 4 7 0.3  0.0% 

合 ィ 130 43 188 231 19.0 100.0%  
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12 入㝔≧況                        (令和 2年 3月 31日⌧在) 

 名 期 㛫 
人 員㸦人㸧 日 数 

㸦日㸧 
入㝔先㝔名 

⏨ 女 ィ 

ㄗ嚥性⫵炎 4/9か㹼6/13  1 1 63 多摩丘㝠㝔 

心不全 4/22㹼4/25 1 
 

1 2 多摩南㒊地域㝔 

⫵炎 4/23㹼5/4 
 

1 1  10 ⏫⏣㝔 

⬻梗塞 5/1㹼6/4  1 1 33 ⏫⏣㝔 

⫵炎 6/14㹼7/16  1 1 27 多摩丘㝠㝔 

⫵炎 6/29㹼7/16  1 1 90 ⏫⏣㝔 

左大⭣㦵㦵折 7/1㹼9/191 
 

1 1 10 多摩丘㝠㝔 

心不全 7/7㹼7/23  1 1 19 日医大永山㝔 

Ⓨ熱・⪁⾶ 7/13㹼9/18  1 1 65 ⏫⏣㝔 

⾑圧低下・心不全 7/13㹼7/26  1 1 12 多摩丘㝠㝔 

⥲⫹⟶⤖▼ 8/7㹼9/6 1 
 

1 29 ⏫⏣㝔 

⫵炎 8/8㹼8/23  1 1 14 多摩丘㝠㝔 

⫵炎・尿㊰感染 8/12㹼8/27  1 1 66 ⏫㝔 

ㄗ嚥性⫵炎 8/12㹼8/29 1 
 

1 7 多摩丘㝠㝔 

⫵炎 9/10㹼11/6 1 
 

1 55 ⏫⏣㝔 

⫵炎 9/17㹼10/7  1 1 18 多摩丘㝠㝔 

⫵炎・尿㊰感染 10/18㹼11/18 1  1 29 多摩丘㝠㝔 

⬻梗塞 10/19㹼12/2  1  1 12 ⏫⏣㝔 

左大⭣㢕㒊㦵折 10/21㹼11/14  1 1 23 多摩丘㝠㝔 

ぺグ交換時⓶損傷 10/25㹼11/20  1 1 24 ⏫⏣㝔 

嘔吐・⬺水 10/30㹼11/28  1 1 28 ⏫⏣㝔 

子宮体⒴ 3/11/13㹼11/13  1 1 0 㛗津⏣抗⏕⥲合㝔 

周㎶≧悪化 11/25㹼12/12  1 1 16 心のホスピタル⏫⏣ 

⫵炎 11/28㹼12/12  1 1 13 ⏫⏣㝔 

⫘㦵㦵折・急性⫵炎 1/14㹼2/2 1  1 17 多摩永山㝔 

Ⓨ熱⢭査入㝔㸦㹂㹋㸧 1/8㹼1/27  1 1 18 㛗津⏣厚⏕⥲合㝔 

慢性心・⭈不全 1/2㹼1/27  1 1 14 南多摩㝔 

心・⭈不全 1/24㹼2/9  1 1 14 ⏫⏣市民㝔 

尿㊰感染・ㄗ嚥性⫵炎 2/8㹼3/9 1  1 29 多摩南㒊地域㝔 

左大⭣㢕㒊㦵折 3/18㹼3/31  1 1 21 多摩南㒊地域㝔 

⫵炎 3/17㹼3/31  1 1 22 多摩丘㝠㝔 

⫵炎 3/27㹼3/31 1  1 3 多摩丘㝠㝔 

ィ 8 24 32 766 一人平均入㝔日数日23.9日 

前 年 度 合 ィ 7 15 22 681 一人平均入㝔日数日30.9日 

注)入㝔日、㏥㝔日は日数に含まない。入㝔期㛫が平成 31年度から令和2年度にまたがる場合は、平
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成 31年 4月 1日からカウントする。平成 31年度から令和 2年度をまたぐ場合は 3月 31日までと

する。 

 

13  健康⟶⌮実施≧況㸦⫋員健デ含㸧             㸦単位㸸人㸧 

㡯 ┠ 実施時期 実施場所 対㇟⪅ 人員 

入所時健康デ断 入所時 す村内⛉ 入所⪅ 21 

定 期 健 デ 年1回ㄌ⏕月 す村内⛉ 入所⪅ 83 

体 㔜 測 定 毎月 友愛Ⲯ 入所⪅ 99 

⾑ 圧 測 定 毎日、㝶時 友愛Ⲯ 入所⪅ 99 

心  㟁  図 年1回ㄌ⏕月・㝶時 す村内⛉・友愛Ⲯ 入所⪅ 102 

インフルエンザ 

予㜵接✀ 

11月㹼2月 友愛Ⲯ・す村内⛉ 入所⪅ 
78 

定期健康デ断 5月㹼10月 多摩丘㝠㝔 ⫋員 40 

夜勤⪅健デ 1月㹼3月 多摩丘㝠㝔 介ㆤ⫋員 26 

⭜椎検査 6月㹼10月・2月㹼3月 多摩丘㝠㝔 介ㆤ・┳ㆤ 59 

ストレスチェック 9月 多摩丘㝠㝔 全⫋員 41 

インフルエンザ 

予㜵接✀ 

11月 友愛Ⲯ 全⫋員 
55 

検  便 毎月 
エムビック 

⎔境分析センター 
全⫋員 607 

 

14 施タ内デ⒪≧況                       㸦単位㸸人㸧 

   

 
ヱ当数 

延  数 
平均延数 備 ⪃ 

⏨ 女 ィ 

内   ⛉ 92 151 378 529 11.0 㐌1回 

⢭ ⚄ ⛉ 12 26 78 104 4.3 月2回 

║  ⛉ 0 0 0 0 0 デ⒪なし 

⓶  ⛉ 0 0 0 0 0 デ⒪なし 

歯   ⛉ 87  420 1618 2156 44.9 㐌1回 

 

15 ┳取りの≧況                         (単位:人) 

区 分 期 㛫 人 員 備 ⪃ 

⏨     平成31年2/22㹼4/15    1 ⪁⾶死 

女 令和元年8/6㹼8/26 1 ⪁⾶死 

女 令和元12/25㹼令和2年1/1 1 ⪁⾶死 
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16 利⏝⪅の㌟㎶⮬❧の≧況 

 (1) 㣗事の≧況                          㸦単位㸸人㸧 

 ⮬ ❧ 一㒊介助 全介助 ⤒⟶栄㣴 合 ィ 

⏨ 6 㸵 3 3 19 

女 33 㸵 12 7 59 

ィ 39 14 15 10 78 

  

(2) 排泄の≧況                      㸦単位㸸人㸧 

区分 ⮬❧ 一㒊介助 全介助 合ィ 
ポータブル 

トイレ使⏝ 
オムツ使⏝ 

⏨ 2 9 8 19 0 8 

女 7 29 23 59 6 23 

ィ 9 38 31 78 6 31 

 

(3) 入浴の≧況                          㸦単位㸸人㸧 

区分 
一⯡浴槽利⏝ チェア浴槽利⏝ 

合ィ 
⮬❧ 一㒊介助 全介助 一㒊介助 全介助 

⏨ 0 4 0 6 8 18 

女 0 16 0 16 28 60 

ィ 0 20   0 22 36 78 

 

(4) 洗㠃➼の≧況                       㸦単位㸸人㸧 

区分 
洗 㠃  更 ⾰ 

⮬❧ 一㒊介助 全介助 合ィ  ⮬❧ 一㒊介助 全介助 合ィ 

⏨ 6 7 5 18  0 10 8 18  

女 12 25 23 60  11 25 24 60 

ィ 18 32 28 78  11 35 32 78 

 

(5) ⛣動の≧況                        㸦単位㸸人㸧 

区分 
歩⾜ 

歩⾜器 
㌴椅子 

合ィ 
⮬❧ 一㒊介助 ⮬❧ 一㒊介助 全介助 

⏨ 3 0 1 2 7 5 18 

女 9 1 2 11 18 20 60 

ィ 11 1 3 13 25 25 78 
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17 㜵災カ⦎ 

実 施 月 カ ⦎ 内 容 
参加⪅数 

備  ⪃ 
⫋員 利⏝⪅ 

4㹼8月 
初期消火、㑊㞴ㄏ導、㑊㞴ㄏ導

ルート☜ㄆ 
 24 0 

 

   6月 
⏫内会との合同㜵災カ⦎ 

㏻報、初期消火、㑊㞴ㄏ導 
23 29 

地域住民㸴名 消㜵⨫⫋員 4

名  

   9月 参㞟カ⦎ 18 0  

  10月 
参㞟カ⦎・炊き出しカ⦎ 

㉳㟈㌴㸦地㟈体㦂㸧・㑊㞴ㄏ導 
27 0 

市役所⫋員㸯名 消㜵⨫⫋員5

名 

  11月 初期消火、㑊㞴ㄏ導 9 10  

  12月 地㟈㑊㞴カ⦎  7 0  

1㹼3月 
AEDㅮ⩦、停㟁時カ⦎、水害・土

◁災害カ⦎ 
22 0 

東京㜵災協会救命⫋員 㸯名 

ィ  130 39  

 

18 機⬟カ⦎実⦼数 

カ⦎実施日 
㐠動⒪法 

延べ人数 

手技⒪法 

延べ人数 

物⌮⒪法 

延べ人数 

一日平均 

実施人数 

197日 1114人 522人 1000人 12.3人 

⒪法と⛠せる治⒪⾜為は⾜っておらず、㐠動⒪法は機⬟カ⦎の回数・手技⒪法はポジショニング・物

⌮⒪法はシーティング回数をグ㍕しました。 
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㸶 ◔ ホ ー ム 

㸦特別㣴ㆤ⪁人ホーム㸧 

 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」実施≧況 
  世⏣㇂区内では特㣴➼の㧗㱋⪅施タの新タが┦次ぎ、事業⥅⥆に必せな介ㆤ┳ㆤ人材の☜保は困㞴

を極めた。当事業所において、新たな人材の☜保は一人も叶わず、これをぢ㎸んだィ⏬は全て未㐩成

に⤊わった。また、㸯月下旬より利⏝⪅内に嘔吐や下⑩の≧が散ぢされるようになり、2 月に入っ

て施タ内に拡大した。ノロウイルス㝧性が☜定されたのは利⏝⪅ 4名であったが、⤊息までに利⏝⪅

と⫋員延べ 35名に嘔吐や下⑩、Ⓨ熱のⓎがみられた。ノロウイルス感染の⤊息と同時に、2月下旬

からは新型コロナウイルスの感染拡大㜵止の対応に㏣われた。これらの感染による一㐃の対応も、

勉強会や♫会㈉⊩活動などの中止を伴い、事業ィ⏬の㐍捗に大きな支㞀をきたすこととなった。 

  一方で、ICT の活⏝による業務改善や介ㆤローテーションのぢ┤しにより、就業⎔境は大きく向上

した。これまでの介ㆤロボットの整備におけるぢ守り支援機器に加え、⿵助㔠を活⏝して新たに介ㆤ

ソフトを㏣加し、インカムシステムも導入することができた。少子㧗㱋化の時代においては、より少

ない人員による介ㆤローテーションが必せとされるが、これらICTの活⏝による⫋員㛫のネットワー

クの強化は、働き易い⫋場⎔境の実⌧を強くあと押しした。⤖果、常勤の介ㆤ⫋員が取得できた一人

あたりの年㛫休日数は、有⤥休暇を含め昨年度を上回ることができ、合┠ⓗに働き方改㠉を推㐍する

ことができた。また、“即位♩正殿の儀”に㝿し国㈱で来日されたチェコ共和国の㤳┦夫人を含め、

施タぢ学の希望に✚極ⓗに対応し、東京㒔の次世代介ㆤ機器のモデル施タとして、引き⥆き、その使

命と㈐任を果たした。さらには、東♫協主催の「➨ 14 回㧗㱋⪅⚟♴実㊶・◊✲大会アクティブ⚟♴

in東京’19」では今大会唯一の最優⚽㈹を受㈹し、同大会史上初となる5年㐃⥆受㈹施タとなるなど、

名なホ価を得る一年となった。 

 

㸰 㔜点事㡯 
(1) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 ⤒営の安定化 
┦ㄯ 

・⤒⌮係 

・ベッド✌働⋡⥔持㸦95㸣㸧 

⇒90.5㸣 

㹀 

品㉁ 

 

㸯 

 
安全と安心の充実 各WG 

①サービスマナー及び人権擁ㆤ意㆑の向上㸦勉

強会、チェックリスト、ストレスマネジメント㸧

の実施 

  ⇒待のⱆが37㸣減少㸦前年度比㸧 

  ⇒⫋場のストレスが低下㸦前年度比㸧 

②安全⾨⏕活動㸦KYT活動㸧の実施 

  ⇒事故Ⓨ⏕60㸣減少㸦インカム導入後㸧 

㹁 

人材 

⫱成 

 

㸯 
専㛛性の向上 

介ㆤ・医

務・┦ㄯ係 

①キャリア段位ㄆ定⪅の増加㸦年2名㸧 

  ⇒㐍捗8割、令和2年度に持㉺し 

②各✀勉強会の実施㸦毎月1回㸧 

  ⇒7月より、毎月2回㛤催 

③口⭍ケアの㉁の向上㸦ケア方法の改善㸧 

  ⇒口⭍ケア物品の⾨⏕⥔持⟶⌮を推㐍 
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④ICFに基づいたケアプランの作成と定╔㸦利

⏝⪅個別外出支援の実施を含む㸧 

  ⇒新しいアセスメント様式の活⏝を㛤始 

   個別外出支援は次年度に持㉺し 

⑤アクティブ⚟♴in東京‘19でのⓎ⾲ 

  ⇒最優⚽㈹受㈹ 

E 

その

他 

㸯 ♫会への㈉⊩ 全 係 

・施タぢ学の✚極ⓗな受入れ㸦㒔の次世代介ㆤ

機器のモデル施タおよび、ICTの先㐍導入施タ

として㸧 

  ⇒ぢ学対応 ィ57件、延べ313名/年 

㸰 就業⎔境の向上 全 係 

①有⤥休暇取得および◊修参加が可⬟な勤務ロ

ーテーションへの⛣⾜ 

  ⇒介ㆤ⫋員の平均有⤥休暇活⏝13日/年 

介ㆤ⫋員の平均◊修参加1回/年 

②ICT システムの充実・㐠⏝による業務の効⋡

化㸦PC入替、インカム導入、介ㆤ支援ソフト

の充実➼㸧 

  ⇒インカム導入後、事故Ⓨ⏕60㸣減少 

タブレットグ㘓システムに概ね⛣⾜完了 

 

㸦2㸧 実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 ⤒営の安定化 

⤒営の安定化を図るため、ベッド✌働⋡95㸣を┠標としたが、⤖果は 90.5㸣と┠標㐩成には⮳ら

なかった。介ㆤ┳ㆤ人材の☜保は┈々困㞴さを極めており、Ⰻくても 2㝵59床の⥔持が⌧実ⓗであ

る。とりわけ令和2年度は、令和 3年 4月の“友愛Ⲯ”の⛣㌿建替え増床ィ⏬が実を⤖ぶための正

念場であり、主㍈となっていた⫋員の␗動を含む介ㆤ⫋員の減員が具体化している。これに加えて、

令和 2年度をもって定年を㏄える┳ㆤ⫋員2名の⿵充も儘ならない≧況である。⫋員の㍮出と採⏝

のバランスに応じながら、持⥆可⬟な㐠営への⯦取りが求められる。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 安全と安心の充実 

①サービスマナー及び人権擁ㆤ意㆑の向上㸦勉強会、チェックリスト、ストレスマネジメント㸧の

実施 

 サービスマナーの勉強会㸦年 2回㸧を㛤催し学びを得るのと同時に、サービスマナー向上㐌㛫㸦年

4 㐌㸧のタ定により実㊶へのⴠとし㎸みを⾜った。また、東京㒔が主催する♫会⚟♴事業従事⪅人

権◊修【Ⅰ】に 3名の介ㆤ⫋員が参加し、人権への⌮ゎと権利擁ㆤの意㆑を㧗めた。待のⱆチェ

ックリストを定期ⓗに㸦年 4回㸧に実施しているが、不㐺切ケアの有無に対するチェック⋡は前年

度比で 37.5㸣減少した。このことからも、⫋員のサービスマナー向上及び人権擁ㆤ意㆑の向上が図

られ、利⏝⪅がより安心できるサービスが提供できたと⪃えられる。 

 

②安全⾨⏕活動㸦KYT活動㸧の実施 

 安全⾨⏕の充実では、KYT活動の勉強会㸦年2回㸧を実施した。事例検ウのグループワークでは、

施タ内で撮影した写┿を場㠃想定に⏝いることで、危㝤因子への意㆑を具体ⓗに㧗めることができ

た。また、当日の勉強会に参加できなかった⫋員へのフォローアップは、個別に対応した。 

施タ内の⏕活⎔境の向上については、KYT 活動を㋃まえた上でのㄢ㢟をテーマにした安全⾨⏕㐌
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㛫の実施㸦年 3回㸧や、お掃㝖㐌㛫㸦7月から㛤始し、以㝆毎月㸧、4S点検㸦毎月㸧を実施した。取

り⤌みにより、利⏝⪅へのより安全・安心な⏕活⎔境の提供と、⫋員にとっての働きやすい⫋場⎔

境の構⠏につながった。 

 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 専㛛性の向上  

①キャリア段位ㄆ定⪅の増加㸦年 2名㸧 

6 月から始動し⫋員 2名のホ価を㐍めてきたが、⫋員の休⫋やシフトのぢ┤しによりㄆ定活動を

⾜うことが㞴しくなった。10月にㄆ定⪅を変更せざるを得ない≧況となったため、⫋員からの希望

制により 2名を再㑅出し、11月からホ価活動を再㛤した。3月末でホ価活動は⤊了したが、ㄆ定は

次年度に持ち㉺しとなった。ㄆ定⪅ 2名の㍮出という┠標は㐩成できなかったが、⫋員の専㛛⫋と

しての意㆑の㧗さや、更なる成㛗を┠指す姿勢を☜ㄆすることができた。キャリア段位制度は実技

に特化したㄆ定制度であり、⌧場の介ㆤ技⾡を向上させる上で㔜せな活動であるため、次年度も活

動を⥅⥆する。 

 

②各✀勉強会の実施㸦毎月 1回㸧 

事業ィ⏬では、月 1回の実施予定であったが、7月より月 2回に変更し、実施している。㤋内で

のノロウイルス感染⪅のⓎ⏕と新型コロナウイルスの影㡪により、2月の 2回┠と 3月の勉強会は

中止とした。全16回、延べ 134名の⫋員が参加し、必㡲㡯┠である『事故予㜵㸸2回』、『感染予㜵㸸

2回』、『〟⒔予㜵㸸1回』、『㌟体拘束の㐺正化㸸2回』、『┳取りケア㸸1回』も予定どおり、実施す

ることができた。 

 

③口⭍ケアの㉁の向上㸦ケア方法の改善㸧 

今年度は、口⭍ケア推㐍WG㸦毎月㸧を㛤催し、利⏝⪅が気持ちよく使⏝できる⎔境を提供するこ

とを┠標に、利⏝⪅の口⭍ケア物品の⾨⏕⟶⌮について㔜点を⨨き、コップやガーグルベースンの

㐺宜実施を⾜った。また、「口⭍ケア物品の交換㐌㛫」や「口⭍ケア㐌㛫」を定期ⓗに㛤催したこと

で、⫋員の意㆑向上につながった。口⭍ケアについての勉強会㸦2 月㸧の㛤催を予定していたが、

施タ内でのノロウイルス感染⪅Ⓨ⏕のため延期とした。その後も新型コロナウイルスの感染拡大㜵

止のため、実施が叶わず中止とした。口⭍ケアの㉁の向上については、⌧場の介ㆤ技⾡を向上させ

る上で㔜せな活動であるため、次年度も活動を⥅⥆する。 

 

④ICFに基づいたケアプランの作成と定╔㸦利⏝⪅個別外出支援の実施を含む㸧 

前年度に完成させた新アセスメントシートの活⏝を㛤始し、全介ㆤ⫋員が ICFに基づいたケアプ

ランの作成に携わることができた。⫋員へのアンケートからは、「個別ニーズが把握しやすいので、

個別支援につなげることができる」と、概ね好ホ価を得ている。ィ⏬ⓗに㐍捗しており、令和 2

年 8月には、全利⏝⪅への⛣⾜が完了するぢ㎸みである。なお、個別外出支援については、1月の

感染Ⓨに伴い実施することができなかったので、次年度の実施を┠指す。 

また、“利⏝⪅の家族➼もチームの一員である”という⌮念に基づき、ケース会㆟に家族➼も参 

加いただける⎔境も整えた。家族➼へは、ケース会㆟への参加希望を伺う㡯┠を㏣グしたケアプラ 

ンのせ望書をⓎ㏦することにした。せ望書の㏉信⋡は 98㸣と例年度に比べて㧗く、全体で27.5㸣 

の利⏝⪅の家族➼がケース会㆟に参加し、ともにケア内容を検ウすることができた。 
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⑤アクティブ⚟♴in東京‘19でのⓎ⾲  

9月 30日に、東♫協が主催する➨ 14回㧗㱋⪅⚟♴実㊶・◊✲大会「アクティブ⚟♴ in東京’19」

に参加した。口演Ⓨ⾲の㒊㛛で小㇂㔝機⬟指導員と三浦副主任介ㆤ⫋員がⓎ⾲した「スケールを⏝

いてリフトの優先度を判断することによる効果ⓗな持ち上げない介ㆤの実⌧」という演㢟が、今大

会で唯一の“最優⚽㈹”を受㈹した。同大会においては、平成27年に東京㒔⚟♴保健局㛗㈹を受㈹

して以来、Ⓨ⾲した演㢟が毎年受㈹を果たしており、史上初となる 5年㐃⥆受㈹施タとなった。他

方、ポスターセッション㒊㛛では、╔型⛣乗介助ロボット“マッスルスーツ”の活⏝事例を報告

した。元山副主任介ㆤ⫋員を中心に、㐲⸨介ㆤ⫋員、捧介ㆤ⫋員及び▼川介ㆤ⫋員が、作成したㄝ

明⏝のポスター展♧を前に“マッスルスーツ”の╔を実演した。多くの介ㆤ従事⪅や学⏕との交

流を果たし、⚟♴介ㆤの㨩力と◔ホームの働き⏥斐について広くⓎ信できた。 

 

㹃その他 

㹃㸯 ♫会への㈉⊩ 

①施タぢ学の✚極ⓗな受入れ㸦㒔の次世代介ㆤ機器のモデル施タ及びICTの先㐍導入施タとして㸧 

東京㒔ロボット介ㆤ機器・⚟♴⏝具活⏝支援モデル事業は既に⤊了しているが、引き⥆き、㒔の

次世代介ㆤ機器のモデル施タとしての機⬟が期待されており、ぢ学⪅を✚極ⓗに受け入れた。4月

にはスイスの女性技⾡⪅団体を、10 月にはチェコ共和国の㤳┦夫人をと、国の内外を問わず、ィ

57件、延べ 313名に施タをぢ学案内し、ICTを含め機器の活⏝や⤌⧊㐠営の工夫など、各々の㛵心

や問に応えた。 

 

㹃2 就業⎔境の向上 

①有⤥休暇取得及び◊修参加が可⬟な勤務ローテーションへの⛣⾜ 

前年度末に体⣔化した介ㆤ⫋の勤務ローテーションについて、年㛫を㏻してその㐠⏝を定╔する

ことができた。これにより、介ㆤ⫋員が有⤥休暇を取得することや◊修に参加することが余⿱をも

って可⬟となった。常勤の介ㆤ⫋員が一人あたり活⏝できた有⤥休暇は 13 日を上回り、外㒊の◊

✲➼に参加する機会も1回以上☜保できた。 

 

②ICTシステムの充実・㐠⏝による業務の効⋡化㸦PC入替、インカム導入、介ㆤ支援ソフトの充実

➼㸧 

東京㒔の「令和元年度介ㆤ保㝤施タ➼におけるICT活⏝促㐍事業⿵助㔠」を活⏝し、インカムの

導入と介ㆤ支援ソフトの充実を図った。いずれもぢ守り支援機器を導入した㝿に施タ内に整備した

Wi-Fi⎔境が活⏝できる仕様を採⏝しており、効⋡ⓗに⫋場⎔境の整備を㐍めることができた。 

インカムは、少ない⫋員㛫のコミュニケーションを⿵うことで効果をⓎ揮する。利⏝⪅の呼びか

けに┤ぐに㥑けつけることができる⫋員による対応が可⬟となることや、利⏝⪅の情報を即時に共

有しフォローし合うことで事故を未然に㜵ぐことができるなど、サービスの㉁を向上が期待される。

12月の末に導入し、年明けから本格ⓗな㐠⏝を㛤始したが、早くも活⏝が定╔し効果ⓗに機⬟して

いる。インカム導入後は、導入前の期㛫に比べ、介ㆤ事故のⓎ⏕が60㸣減少した。 

介ㆤ支援ソフトは、既に活⏝していた“⚟♴の森”に、栄㣴、機⬟カ⦎、ケアマネジメントのソ

フトを㏣加し、メイン機⬟と㐃携させた。新たに❧ち上げた ICTワーキンググループが、旧システ

ムからの⛣⾜から⫋員教⫱までを一㈏して手掛けることで、円滑かつ機⬟ⓗに利⏝⪅のグ㘓⟶⌮を 

一元化することに成功した。これらにより業務の効⋡化が図られ、就業⎔境を大きく向上すること

ができた。 
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(2) 㣗事サービス㸦友愛ホーム・◔ホーム・◔デイサービスセンター共㏻㸧 

㸦注㸧本㡯については、平成21年度より⪁人⤥㣗⤫括施タ㛗の所属施タのィ⏬書に一括グ㍕することとした。 

①㣗形態のぢ┤しと分㢮整⌮ 

今年度はこれまで㞟めてきた情報をもとに咀嚼・嚥下しやすい㣗形態のヨ作を㔜ね、より安全に

お㣗事を召し上がって㡬けるよう、新たな㣗形態の分㢮を☜❧した。来年度から徐々に新しい㣗形

態での⤥㣗提供を㐍め、㌶㐨にのせる。 

 

②「施タの⤥㣗を▱ってもらう」取り⤌み  

地域住民との交流の場である法人⾜事に於いて、法人栄㣴士会で企⏬・実施した「法人創❧グ念

日⤫一⊩❧」のポスターを掲♧した他、インターネット上や施タの機㛵ㄅにて⾜事㣗➼を⤂介する

ことが出来た。今後も外㒊に向けてのⓎ信を⥅⥆していく。 

 

㸱  㐠営⟶⌮ 

㸦㸯㸧⫋員㓄⨨≧況 
平成 31年度の⫋員㓄⨨は、次のとおりである。㸦令和 2年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区  分 

施

タ

㛗 

嘱

ク

医

師 

⏕

活

┦

ㄯ

員 

介
ㆤ
支
援
専
㛛
員 

介

ㆤ

⫋

員 

┳

ㆤ

⫋

員 

機
⬟
カ
⦎
指
導
員 

⟶

⌮

栄

㣴

士 

介
助
員
・
㐠
㌿
手 

ィ 

常勤⫋員 1 0 2 1 18 3 1 1 0 27 

㠀常勤⫋員 0 2 0 0 3 3 0 0 1 9 

合 ィ 1 2 2 1 21 6 1 1 1 36 

 

 

 㸦㸰㸧⫋員◊修の≧況 

 ◊修名 参加⫋✀ 主催 人員 実施月 

① 

内 

㒊 

◊ 

修 

事故予㜵勉強会 

㌟体拘束㐺正化の勉強会 

感染予㜵・手洗い手技 

㹇㹁㹄勉強会 

⛣乗の勉強会 

┳取りケア勉強会 

キャリア段位/アクティブ⚟♴㛵㐃 

感染予㜵と嘔吐処⌮ 

㣗事ケア㸦とろみ剤の正しい使い方㸧 

〟⒔勉強会 

急変時の対応 

事故予㜵 

事故予㜵㸦㹉㹗㹒㸧 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

介ㆤ係 

介ㆤ係 

医務係 

介ㆤ係 

介ㆤ係 

医務係 

介ㆤ係 

介ㆤ係 

栄㣴係 

介ㆤ係 

医務係 

┦ㄯ係 

介ㆤ係 

13人 

8人 

6人 

8人 

6人 

11人 

7人 

7人 

5人 

7人 

8人 

7人 

4人 

4月 

5月 

6月 

7月 

7月 

8月 

8月 

9月 

9月 

10月 

10月 

11月 

11月 
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㌟体拘束㐺正化の勉強会 

施タ内成果Ⓨ⾲会 

㹇㹁㹒勉強会 

サービスマナー勉強会 

口⭍ケア勉強会 

施タ内Ⓨ⾲会 

権利擁ㆤ勉強会 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

全⫋✀ 

介ㆤ係 

施タ㛗 

㹇㹁㹒 㹕

㹅 

介ㆤ係 

口 ⭍ ケ ア 

㹕㹅 

㹕㹅 

施タ㛗 

9人 

10人 

13人 

11人 

― 

― 

― 

12月 

12月 

中止 

1・2月 

中止 

中止 

中止 

②外㒊◊修 延べ34回参加  

 

㸲 平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況 

(1)  㐠営⟶⌮ 

       区分 

事㡯 
概     せ 

実施日・回

数 

参加⪅➼㸦ぢ㎸㸧 
備⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

① 会㆟ ア 業務ㄪ整会㆟ 12回 - 㛵係⫋員  

 イ 㺶㺛㺖㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢会㆟ 12回 - 〃 事故予㜵委員会として㛤催 

 ウ 感染対⟇会㆟ 12回 - 〃 感染対⟇委員会として㛤催 

 エ ┦ㄯ員・㺗㺏㺭㺦会㆟ 4回 - 〃  

 オ 介ㆤ係㺶㺎㺞㺼㺎会㆟ 24回 - 〃  

 カ 介ㆤ係㺖㺼㺷㺎㺪㺽会㆟ 24回 - 〃  

 キ ┳ㆤ師会㆟ 12回 - 〃  

 ク 排泄ケア会㆟ 12回 - 〃  

 ケ リハビリ会㆟ 12回 - 〃  

 コ 㣗事ケア会㆟  12回 - 〃  

 サ ケース会㆟ 54回 - 〃  

 シ 入所検ウ会㆟ 12回 - 〃  

 ス ⫋員会㆟ 0回 - 〃 㐺時情報共有にて代替 

 セ ⤥㣗委ク業⪅定例会㆟ 6回 - 〃  

 ソ 㺙㺎㺩㺼㺛㺭㺣㺎向上㹕㹅 12回 - 〃  

 タ 安全⾨⏕㹕㹅 12回 - 〃  

 チ 介ㆤ㺹㺬㺼㺍㺢推㐍会㆟ 24回 - 〃 上グオと同時㛤催 

 ツ 〟⒔対⟇会㆟ 12回 - 〃 〟⒔対⟇委員会として㛤催 

② ⫋員◊修 ア 法人内教⫱ 新入⫋員◊修 8名 㛵係⫋員  

 イ 外㒊◊修 㺜㺮㺣㺎➼ 延34名 〃  

 ウ 勉強会・ㅮ⩦会 16回 - 〃  

③ ⫋員健康⟶⌮ ア 健康デ断 9月 - 全 員 Ⱚ㝔健デケンター 

 イ 検尿・⭜③ 3月 - 介ㆤ⫋  

 ウ 検便 毎月 - 全 員 東京㣗品技⾡◊✲所 

 エ 㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接✀ 11月 - 全 員  

 

(2) 利⏝⪅サービス 
       区分 

事㡯 
概     せ 

実施日・回

数 

対㇟⪅➼㸦ぢ㎸㸧 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

① 健康⟶⌮➼ 

      

ア 定期健康デ断 6月㹼10月 全 員 嘱ク医 ⏣代内⛉クリニック 

イ 歯⛉往デ受入れ 43回 対㇟⪅ ┳ㆤ師 医⒪法人♫団㧗㍯会 

ウ ⾑圧測定 㝶時 全 員 〃  

エ 体㔜測定 11回 〃 〃  

オ 受デ服⸆➼支援及び処⨨ 㝶時 対㇟⪅ 〃  

カ 検尿 1回 全 員 〃  
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キ 㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接✀ 11月 〃 嘱ク医  

ク 入浴 㐌2回 〃 介ㆤ⫋員  

ケ 口⭍ケア 毎日 〃 〃 一㒊歯⛉⾨⏕士往デ 

コ ⌮⨾容 月4回 〃 〃 ゼ問業⪅ 

② ⎔境⾨⏕➼ ア 害㥑㝖 年4回 - - 業務委ク 

イ 床清掃 年3回 - 介ㆤ⫋員 㺧㺹㺑㺐㺷㺛感染で中止1回 

ウ 居室➼清掃 毎日 - 〃 一㒊業務委ク 

エ 寝具交換 年2回 - 〃  

オ リネン交換 毎㐌他 - 〃  

③ ⤥㣗㛵㐃 ア 栄㣴マネジメント 年4回 全 員 栄㣴士  

イ 嗜好ㄪ査 1回 〃 〃  

ウ 残⳯ㄪ査 12回 〃 〃  

エ 㑅択㣗 23回 〃 〃  

オ ⾜事㣗 月1㹼2回 〃 〃  

カ ㄪ⌮活動 1回 希望⪅ 㛵係⫋員  

④ 各✀⾜事及び 

グループ活動 

ア おⰼぢ 3月下旬 54名 㛵係⫋員 ㏆㞄外出㏦㏄ 

イ ➃午の⠇句 5月 - 介ㆤ⫋員  

ウ 七夕 7月 全 員 〃  

エ ┅㋀り大会 7月 17日 〃 全 員 本㒊事業 

オ ┅法せ  16名 㛵係⫋員 友愛ホームと合同 

カ 敬⪁⚃㈡の㞟い 9月 16日 全 員 〃 全体⾜事 

キ ⛅の彼岸法せ  15名 〃 友愛ホームと合同 

ク 友愛ふれあい⚍り 10月 6日 〃 〃 本㒊事業 

ケ 合同㐠動会 9月 29日 全 員 全 員 本㒊事業 

コ 年忘れの㞟い 12月 16日 〃 〃  

サ 新年⚃㈡会 1月 1日 〃 〃 初ユ➼全体⾜事 

シ ⠇分 2月 3日 〃 㛵係⫋員 中止 

ス ひな⚍り 3月 - 介ㆤ⫋員  

セ 春の彼岸法せ 3月 27日 21名 㛵係⫋員 友愛ホームと合同 

ソ バス外出 2回 36名 㛵係⫋員 参加家族11名 

 タ 利⏝⪅懇ㄯ会 1回 50名 〃 3月は、コロナ対⟇で中止 

チ 利⏝⪅家族懇ㄯ会 
9月 16日 

3月 24日 

10名 

0名 
〃 

 

3月は、コロナ対⟇で中止 

ツ おヰ会 16回 延246名 〃  

テ 㺪㺵㺺㺎㺏㺸㺻㺚㺼㺰㺻㺢 2回 15名 〃  

ト 㡢楽の会 10回 延200名 〃  

ナ 書㐨 4回 延23名 〃 今年度で⤊了 

ニ ㄌ⏕会 12回 ヱ当⪅ 㛵係⫋員 削㝖 

⑤ 健康増㐍 ア 機⬟カ⦎     

・歩⾜支援 266回 対㇟⪅ 機⬟カ⦎

指 導 員 

 

・㺚㺎㺡㺆㺻㺖㺼㺟㺈㺍㺖  966回 〃  

 ・㺬㺽㺚㺼㺚㺌㺤㺻㺖㺼㺟㺈㺍㺖 314回 〃  

 ・⚟♴⏝具活⏝支援 㝶時 全 員  

イ 㡢楽セラピー 月4回 対㇟⪅ 介ㆤ⫋員 ボランティアㅮ師 

ウ 㣗事摂取促㐍体操 㝶時 全 員 機⬟カ⦎

指導員 
 

⑥ 地域との交流➼ ア ボランティア㐃携    介ㆤ支援ボランティア他 

・洗濯物たたみ 154回 - 介ㆤ⫋員 日㉥◔分団・光寿会 

・清掃➼ 㝶時 -  〃  

・傾⫈活動 19回 延128名 㛵係⫋員  

・㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏懇ㄯ会 3月 -  3月は、コロナ対⟇で中止 

・各✀⾜事支援 㝶時 - 㛵係⫋員  

・㺖㺼㺷㺎㺪㺽活動➼支援 〃 - 〃  

イ ⫋場➼体㦂受入れ 3日㛫 8名 㛵係⫋員 ◔中・⏝㈡中・⯪橋中 
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ウ 地域⾜事に参加 㐺時   〃  

⑦ 実⩦⏕➼の受入れ ア 介ㆤ⚟♴士 13㹼23日㛫 65名 㛵係⫋員 淑徳▷期・世⏣㇂⚟♴ 

イ 国家公務員◊修 5日㛫 4名  〃 人事㝔➼ 

ウ ♫会⚟♴士 23日㛫 1名  〃 昭和女子大学 
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㸦別⾲㸧 

              ◔ホーム㈨料     (令和2年 3月 31日⌧在) 

 

㸯  月別入㏥所⪅≧                                       㸦単位㸸人㸧  

月別 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

入所定員 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 720 

利⏝⪅数 52 52 51 50 52 52 53 53 51 53 55 53 627 

入所人員 0 0 1 2 1 1 2 0 3 2 0 0 12 

㏥所人員 0 1 2 0 1 0 2 2 1 0 2 0 11 

充㊊⋡(㸣) 86.7 86.7 85.0 83.3 86.7 86.7 88.3 88.3 85.0 88.3 91.7 88.3 87.0 

㸦注㸧利⏝⪅数は各月1日⌧在 

 

㸰 入㏥所の⌮⏤≧況 

(1) 入所⌮⏤                                          㸦単位㸸人㸧 

月別 

区分  
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

居 宅 

から 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 1 2 0 1 1 0 0 0 0 0 5 

ィ 0 0 1 2 0 1 1 0 0 0 0 0 5 

他施タ 

から 

⏨ 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2 

女 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2 

ィ 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 4 

 㝔 

から 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 

ィ 0 0 0 0 0  0 0 0 2 1 0 0 3 

ィ 0 0 1 2 1 1 2 0 3 2 0 0 12 

 

(2) ㏥所⌮⏤                                          㸦単位㸸人㸧 

月別 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

在 宅 

復 帰 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

㛗 期 

入 㝔 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

ィ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

死 

 

 

亡 

 

㝔 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0 0 4 

ィ 0 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0 0 4 

施 

タ 

⏨ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 

女 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 2 0 5 

ィ 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 2 0 6 

ィ 0 1 2 0 1 0 2 2 1 0 2 0 11 
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㸱 年㱋別≧況                㸦単位㸸人㸧     (参⪃)⏨女別平均年㱋 㸦単位㸸歳㸧                           

区分 

64

歳 

以

下 

65

㹼 

69

歳 

70

㹼 

74

歳 

75 

㹼 

79

歳 

80

㹼

84

歳 

85

㹼 

89

歳 

90

㹼 

94

歳 

95

㹼 

99

歳 

100

歳 

以

上 

ィ 

⏨ 0 0 0 4 0 3 1 1 0 9 

女 0 0 0 3 3 14 15 6 3 44 

ィ 0 0 0 7 3 17 16 7 3 53 

比 ⋡

㸦㸣㸧 
0 0 0 13.2 5.6 32.1 30.2 13.2 5.7 

10

0 

 

㸲 在園期㛫の≧況        㸦単位㸸人㸧   㸳 せ介ㆤㄆ定≧況㸦単位㸸人㸧 

 

 

 

 

 

 

㸴 ⤥㣗数 

区 分 朝 㣗 昼 㣗 夕 㣗 

年㛫⥲㣗数 
介ㆤ⪁人⚟♴施タ 18,676 18,448 18,700 

ショートステイ 2,162 2,052 2,171 

月平均㣗数 
介ㆤ⪁人⚟♴施タ 1,556 1,537 1,558 

ショートステイ 180 171 181 

 

㸵 栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

 
㺒㺦㺷㺕㺼㺎 

(Kcal) 

たんぱく㉁

(g) 

⬡㉁

㸦g㸧 

㺔㺷㺚㺑㺯 

㸦mg㸧 

㕲

(mg) 

ビタミン 
㣗物⧄⥔ 

(g) 

㣗塩 

┦当㔞

(g) 

 
レチノール 

当㔞(μ) 
B1(mg) B2㸦mg㸧 C(mg) 

栄㣴基準㔞 1,205 52.7 30.1 514 5.1 464 0.83 0.93 85 17.0 7.1 

⤥与栄㣴㔞 1,495 62.0 44.5 511 8.7 393 0.89 1.14 96 7.7 10.2 

※栄㣴基準㔞は年1回4月に⟬出したものである。 

 

㸶 栄㣴比⋡  

炭水化物エネルギー比 56㸣 ⬡⫫エネルギー比  27㸣 

区分 
平均

年㱋 

最少

年㱋 

最㧗

年㱋 

⏨ 84.7 76 95 

女 90.2 79 104 

ィ 87.36 76 104 

性別 

期㛫 
⏨ 女 ィ 比⋡㸦㸣㸧 

1年未満 3 9 12 22.6 

1年以上 2年未満 1 12 13 24.5 

2年以上 3年未満 0 3 3 5.7 

3年以上 4年未満 3 2 5 9.3 

4年以上 5年未満 0 9 9 17.0 

5年以上 6年未満 0 2 2 3.8 

6年以上 7年未満 1 2 3 5.7 

7年以上 8年未満 1 1 2 3.8 

8年以上 9年未満 0 2 2 3.8 

9年以上 10年未満 0 1 1 1.9 

10年以上11年未満 0 0 0 0 

11年以上12年未満 0 0 0 0 

12年以上13年未満 0 0 0 0 

13年以上14年未満 0 0 0 0 

14年以上15年未満 0 0 0 0 

15年以上 0 1 0 1.9 

ィ 9 44 53 100 

性別 

介ㆤ度 
⏨ 女 ィ 比⋡㸦㸣㸧 

平 均 

介ㆤ度 

4.2 

 

せ 介 ㆤ 㸯 0 0 0 0 

せ 介 ㆤ 㸰 0 0 0 0 

せ 介 ㆤ 㸱 1 8 9 17.0 

せ 介 ㆤ 㸲 5 19 24 45.3 

せ 介 ㆤ 㸳 3 17 20 37.7 

ィ 9 44 53 100 
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㸷健康⟶⌮の実施内容                                         

㡯  ┠ 実施期㛫 実施場所 

体㔜測定 定期 月1回 ◔ホーム 

バイタルサイン 㐺宜 ◔ホーム 

尿検査 年1回(1月) ◔ホーム 

往デ歯⛉ 月㸲回㸦㔠曜日㸧 ◔ホーム 

入所時健デ・定期健デ(⬚㒊レントゲ

ン・心㟁図・⾑液検査・尿検査など) 
入所時及び年㸯回 ⏣代内⛉クリニック 

嘱ク医師のデ察㸦内⛉㸧 㐌2回(月・木曜日) ◔ホーム 

嘱ク医師のデ察㸦⢭⚄⛉㸧 月2回(月曜日) ◔ホーム 

定期⸆分包 2㐌㛫毎 ◔ホーム 

インフルエンザ予㜵接✀ 年1回(11月) ◔ホーム(⏣代内⛉クリニック) 

定期ⓗ㏻㝔 
医師の指♧による 

㛫㝸 

日⏘⋢川㝔 

㛵東中央㝔 

幸㔝メディカルクリニック 

もろ║⛉クリニック 

浴㢼会㝔 

梨のⰼひふ⛉ 

安⸨アイクリニック 

ハーモニー⓶⛉ 

 

10 施タ内デ察・処⨨内容                                     

区分 

 

処⨨別 

内  容 

デ  ⒪ 
デ察介助㸦内⛉・⢭⚄⛉・⓶⛉㸧 歯⛉往デ 

注射介助㸦インフルエンザ・⫵炎⌫⳦ワクチンなど㸧 

検  査 

バイタルサイン・採⾑・体㔜測定・尿検査 

便検査㸦ノロウイルス⡆易検査㸧 

インフルエンザウイルス⡆易検査 

処  ⨨ 

包交・㌾⭯塗布・〟⒔処⨨・湿布⸆㈞付・⤒⓶⸆㈞付 

点║・点⪥・点㰯 

吸引・吸入・㓟⣲吸入・口⭍ケア 

排便コントロール・浣⭠・摘便・坐⸆ 

バルーン⟶⌮・ストマ⟶⌮ 

爪きり・その他(救急対応・救急搬㏦、受デ付き添い) 

 

11 ┳取りケア≧況           

期㛫 

6/5   㹼  6/19 

 8/28  㹼  8/31 

 10/7  㹼  12/22 

 11/20 㹼 11/28 

 2/3   㹼  2/11 

 2/13  㹼  2/22 

 ィ   6 名 
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12 入㝔≧況                                 

区分 

名 期   㛫 
入㝔日数 

入 㝔 場 所 備⪃ 

⭈不全 4/1 㹼 6/3 63 日⏘⋢川㝔  

右大⭣㦵㦵折 4/1 㹼 5/10 39 日⏘⋢川㝔  

ㄗ嚥性⫵炎 4/23 㹼 5/20 27 日⏘⋢川㝔 ㌿㝔 

うっ⾑性心不全 4/27 㹼 5/28 31 㛵東中央㝔  

㺫㺽㺎㺛㺰㺎㺔㺎埋㎸ 5/27 㹼 6/5 9 日⏘⋢川㝔  

⬚水・ㄗ嚥性⫵炎 6/4 㹼 6/12 8 㛵東中央㝔  

ㄗ嚥性⫵炎 7/4 㹼 7/16 12 㛵東中央㝔  

⭠㛢塞・⫵炎 7/22 㹼 7/30 8 㛵東中央㝔  

急性⫶⭠炎 8/30 㹼 10/7 38 日⏘⋢川㝔 ㏥㝔後┳取りケア 

⻏❐⧊炎 9/13 㹼 9/19 6 日⏘⋢川㝔  

ㄗ嚥性⫵炎 10/12 㹼 10/19 7 㛵東中央㝔  

⫵炎 10/25 㹼 11/20 26 日⏘⋢川㝔 ㏥㝔後┳取りケア 

出⾑性⭤⬔炎 11/29 㹼 12/16 17 日⏘⋢川㝔  

急性心➽梗塞 12/17 㹼 12/26 9 日⏘⋢川㝔  

右大⭣㦵㢁㒊㦵折 12/31 㹼 1/27 27 日⏘⋢川㝔  

多形⣚斑 12/31 㹼 1/9 9 昭和大学㝔  

⫵炎・尿㊰感染 1/10 㹼 2/3 24 日⏘⋢川㝔 ㏥㝔後┳取りケア 

ㄗ嚥性⫵炎 1/28 㹼 2/13 16 日⏘⋢川㝔 ㏥㝔後┳取りケア 

ㄗ嚥性⫵炎 2/12 㹼 2/20 8 㛵東中央㝔  

右大⭣㦵㌿子㒊㦵折 2/15 㹼 3/31 46 世⏣㇂中央㝔  

⬺水 3/17 㹼 3/31 15 㛵東中央㝔  

⫵炎 3/24 㹼 3/30 6 東京医⒪センター  

合ィ 平均入㝔日数  20.5日 451   

注㸧㏥㝔日は日数に含まない。入㝔期㛫が年度をまたぐときは、4/1㹼、㹼3/31までをカウントする。 

                                                                                                    

13 個別機⬟カ⦎の≧況 

 

14 ボランティアの受入れ≧況       

区 分 歩 ⾜ ㄏ 導 支 援 シーティングチェック ポジショニングチェック ィ 

実人数 18 62 29   - 

延人数 266 966 314 1,546 

 延/延ィ

㸦㸣㸧 
17.2 62.5 20.3 100.0 

活   動 実施回数 実回数及び延べ人員 団体名➼ 

傾⫈ 

おヰ会 

19回 

月2回 

4名が 19回  延128名 

1㹼4名が20回 延60名 

介ㆤ支援ボランティア 

介ㆤ支援ボランティア 

⳹㐨の会 

書㐨の会 

1回 

1回 

1名が1回   延1名 

1名が1回   延1名 

介ㆤ支援ボランティア 

介ㆤ支援ボランティア 

㡢楽の会 月1回 5名が 10回  延55名 国❧㡢楽学㝔 

㡢楽セラピーㅮ師 月4回 1名が 41回  延41名 国❧㡢楽学㝔 

洗濯⿵助 

 

㐌1回 

㝶時 

㝶時 

延84名 

延110名 

延70名 

日㉥◔分団 

光寿会 

個人 

⾜事⿵助 ┅㋀り大会 

     友愛ふれあい⚍り 

合同㐠動会 

ぶ╬交流会 

7/17 

10/6 

9/29 

10/21 

3名 

4名 

4名 

15名 

個人 

個人 

個人 

大ⶶふたば保⫱園 
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15 利⏝⪅の㌟㎶⮬❧の≧況 

(1) 㣗事の≧況 

㣗事提供形態㸦人㸧 

主㣗 

⡿㣤 全⢛ その他 合ィ 

14 25 13 52 

 

副㣗 

常㣗 一口大 刻み 極刻み ソフト ミキサー㣗 その他 合ィ 

4 7 16 9 9 7 0 52 

 

1日あたりの平均水分摂取㔞㸦制㝈のない方㸧 

水分摂取㔞 

1000ml 

 

(2) 排泄の≧況 

排泄の場所 

排便 排尿 

トイレ 㺬㺽㺎㺞㺪㺼㺷 ベッド その他 合ィ トイレ 㺬㺽㺎㺞㺪㺼㺷 ベッド その他 合ィ 

27 0 26 0 53 26 0 26 1 53 

⣬おむつ㢮の使⏝≧況 

なし パッド㢮 ⣬パンツ テープ止め その他 合ィ 

3 32 3 15 0 53 

 

(3) 入浴の≧況 

マルチバス シートバス シャワーバス その他 合ィ 

7 19 27 0 53 

 

16 ショートステイの利⏝≧況                                   㸦単位㸸

人㸧 

月別 

㡯┠ 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

利 ⏝ 延 人 員 23 22 28 26 22 20 19 22 21 19 18 20 260 

延利⏝ベッド数 180 241 290 238 230 195 183 203 152 169 138 202 2421 
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㸷 ◔デイサービスセンター 

㸦㏻所介ㆤ事業㸧 

 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

マイナス 600万円予⟬でスタートした平成31年度であったが、平均せ介ㆤ利⏝⪅数の┠標 38名/

日に対して、利⏝⋡向上のために㞟客手法及び活動内容を⥲合ⓗにぢ┤し⥅⥆した⤖果、前期は 39

名/日と┠標を上回るペースであった。後期も㡰ㄪに利⏝⪅数を✚み上げ、1月までは前期の好ㄪを

⥔持してきたが、新型コロナウイルス感染拡大に影㡪を受け、2月、3月と大幅に減少し、37.8名/

日と┠標未㐩成となった。 

支出㠃では、⫋員体制において新たな⿵充を⾜わず㓄⨨基準に影㡪がないよう⫋員の併任をⓎ令

することなどで人件㈝を削減、⿵修工事などの大きな支出を㑊け、⣽かな⠇⣙によって最小㝈に抑

えた。また、㐣去の事故の⿵償が 9月で⤊了となったことで更に支出を抑えることができた。⿵正

予⟬で㯮字をぢ㎸める≧況まで㡰ㄪに推⛣した平成31年度であったが、前㏙の新型コロナウイルス

感染拡大の影㡪は予想以上に大きく、年度の最⤊┙を㏄えて失㏿する⤖果となってしまった。令和

2年度もその影㡪は大きく⤒営㠃においては厳しい≧況が予想される。 

「事故ゼロ宣ゝ」の⥅⥆により安全への意㆑は⥆いていることと、これまでの事故後の対⟇が概

ね有効であることから、本年度も大きな事故はなかったが、引き⥆き⫋員一人一人の事故予㜵に対

する㧗い意㆑を⥔持していく。昨年度から⥭急時の対応マニュアルや⥭急安心カードを作成したこ

とが、利⏝⪅の体ㄪ不Ⰻ➼による救急搬㏦時に大きく役❧った。救急対応後にㄢ㢟を修正すること

と、⫋員勉強会において⥭急対応のロールプレイを実施することで、万が一の事故後の対応の準備

もできた。 

取り⤌みとしては、本年度も事例◊✲Ⓨ⾲◊修において 2テーマをⓎ⾲した。①「㉥字⤒営から

㯮字⤒営を┠指す取り⤌みについて㸦その㸯㸧」で休みたくないデイをテーマに取り⤌んだⓎ⾲と②

「㉥字⤒営から㯮字⤒営を┠指す取り⤌みについて㸦その㸰㸧」で⫋員の意㆑改㠉についてⓎ⾲し、

②のⓎ⾲が優⚽㈹を受㈹した。 

支出を抑えるため中古品の再利⏝など工夫を施すことで、⿵修工事などを極力抑えてきたが、ハ

ード㠃での⪁朽化が深刻となってきた。特に、㌴両については利⏝⪅数が増えたことと、初年度Ⓩ

㘓から 19年┠を㏄える㌴両もあるため、入替えや増台が必せになってきたことが今後のㄢ㢟である。 

 

㸰 㔜点事㡯 

 㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 

利⏝⋡の⥔持向上 

 

 

 

提供時㛫の効⋡化 

ㄪ整係 

平均利⏝⪅数㸸38名/日→37.8名/日未㐩成 

・ぢ学㺃体㦂利⏝⪅2名以上/月→33名㐩成 

・新つ利⏝契⣙⪅1名以上/月→41名㐩成 

・㐌㛫Ⓩ㘓日数増2日以上/月→46日㐩成 

「5-6」利⏝から「6-7」利⏝への⛣⾜→未㐩成 

㸰 法人内事業との㐃携強化 ㄪ整係 
対㇟利⏝⪅の前年度末比 2割増→友愛ホーム 4

割増 㐩成 

㸱 支出の減少と動向把握 全係 
本㒊㈇担㈝⏝の把握→支出大幅減により予⟬

㐩成 
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㹀 

品㉁ 

㸯 
地域のニーズに応じた事業展㛤 

ワークライフバランス 
全 係 

⚃日営業の実施→  14日実施 

⫋員有休休暇取得㸳日以上→全⫋員有休休暇 5

日取得㐩成 

㸰 ⪁朽化タ備➼の更新 
主 任 

検ウPT 
㏦㏄㌴両の拡充→⌧≧⥔持未㐩成 

㸱 安全対⟇の⥅⥆強化 
サービス

係 

インシデント分析による事故予㜵の徹底→ 

全営業日、出勤⫋員による「事故ゼロ宣ゝ」の

実施 

世⏣㇂区報告事故 5件 

㸲 ボランティアとの㐃携 ㄪ整係 新つボランティアの定╔2名以上→4⤌㐩成 

㸳 サービス活動の充実 

サービス

係 

機⬟カ⦎

係 

新プログラムの☜❧ 2件以上→1件㸦ポイント

システム5月よりヨ⾜㸧㹑㹌㹑Ⓨ信 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 サービスマナーと㉁の向上 主 任 

全⫋員外㒊◊修1件参加→8件未㐩成 

内㒊◊修 12件以上→伝㐩◊修 7件㸦ㄆ▱、

医学のほ点、介ㆤ技⾡、待、災害時図上カ⦎、

㺨㺵㺛㺰㺻㺢、感染㸧、勉強会6件㸦㹎㹐、㺶㺛㺖㺭㺦㺚㺼

㺰㺻㺢、㺩㺲㺶㺨㺍㺢、㺦㺍㺢㺶㺢㺵㺸㺚㺎、契⣙書・㔜ㄝ、⥭急

対応㸧ィ13件㐩成 

㸰 キャリア段位制度の活⏝ 
サービス

係 
レベルㄆ定⪅1名以上→ㄆ定⪅0名未㐩成 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 利⏝⋡の⥔持向上 

今年度も昨年度に引き⥆き⤒営の健全化を㔜点事㡯に挙げ、新つ利⏝⪅の☜保、在⡠利⏝⪅

の利⏝回数増につながるよう、㏦㏄付きぢ学や体㦂利⏝、新つ活動・⾜事企⏬のチラシ作成に

よる㏣加利⏝募㞟などを✚極ⓗに⾜い、新つ利⏝⪅は41名増えた。入㝔や施タ入所による廃止

利⏝⪅が例年以上に多く、また、新型コロナウイルス感染拡大の影㡪があり平均利⏝⪅数 37.8

名/とⱞ戦した。サービス提供時㛫「5-6」→「6-7」利⏝への⛣⾜については、㏦㏄㌴両の問㢟

もあり⛣⾜することはできなかった。 

㸿㸰 法人内事業との㐃携強化 

平成 31 年度は改めて友愛ホーム利⏝⪅に当センターを▱っていただくためㄝ明会を実施し

た。併せて、◔介ㆤ保㝤サービスが担当している友愛ホーム利⏝⪅について、✚極ⓗに営業し

たことで、年度当初5名だった利⏝⪅が年度末には7名となった。 

㸿㸱 支出の減少と動向把握 

   ⫋員全員が支出について意㆑を㧗めたことと、大つ模な⿵修工事などを㑊けることで支出を

大幅に減少させた。また、その成果について事例◊✲Ⓨ⾲◊修において「㉥字⤒営から㯮字⤒

営を┠指す取り⤌みについて㸦その㸰㸧」をⓎ⾲することができた。本㒊⤒㈝㈇担については、

当施タでは⟶⌮できないが、意㆑として⫋員一人一人に浸㏱した。 

 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地域のニーズに応じた事業展㛤 ワークライフバランス 

正式導入から 2年┠となった今年度の⚃日営業は、利⏝⪅及びその家族、ケアマネージャー

に浸㏱し、本年度は14日実施した。 
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⫋員の意㆑や休み方の工夫をすることで、⫋場のバランスを保ちながら全⫋員の有休休暇 5

日以上取得を㐩成した。 

㹀㸰 ⪁朽化タ備➼の更新 

リース契⣙により新たな㏦㏄㌴両への入替えをィ⏬したが、本年度もぢ㏦ることとした。各

所⪁朽化については、㈨源を再利⏝するなどの工夫で修⧋をし、大つ模な改修工事は⾜わなか

った。 

㹀㸱 安全対⟇の⥅⥆強化 

全営業日、出勤⫋員による「事故ゼロ宣ゝ」について⥅⥆実施している。世⏣㇂区報告事故

件数は昨年度2件であったが、今年度は5件となった。その内 3件については、㔜大事故には

なっていないが「㌿倒」に㛵する事故であった。来年度は、分析方法を変更することで「事故

ゼロ」に向けて新たな取り⤌みを㛤始する。また、⥭急時の対応については、勉強会を」数回

㛤催しロールプレイングにより、意㆑と技⾡の向上を実㊶した。 

㹀㸲 ボランティアとの㐃携 

新つのボランティアを☜保することで活動メニューを拡充するとともに、より一層地域に㛤

かれた施タを┠指した。新つに南京⋢⡘、気功、合唱団、合奏の 4⤌を招⪸し、ご利⏝⪅から

好ホを得ることができた。また、活動⿵助㸦㯞㞛・将棋㸧ボランティアも1名 2回/㐌で定╔し

た。 

㹀㸳 サービス活動の充実 

「休みたくないデイサービス」を┠指し、新たに「ポイントシステム」を 5月よりヨ⾜㛤始

した。スタンプを㈓める楽しみを感じながら、㈓めたスタンプを利⏝する┠標を持つことで、

利⏝⪅の⥅⥆した㏻所を┠指す。来年度は、ポイント㑏元内容を充実させ、正式にプログラム

化する。その他、定期㛤催ではないが、「カレーの会」など㣗に㛵するイベントも実施した。ま

た、◔デイサービスセンターの日常の様子などを利⏝⪅家族や地域の方に▱っていただくため、

ヨ㦂ⓗに SNSでⓎ信を㛤始した。今後は、営業活動を含め SNSを活⏝していくことで時代に合

った事業展㛤を検ウしていく。 

 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 サービスマナーと㉁の向上 

各⫋員の㉁の向上を┠指し、年㛫を㏻して全⫋員がそれぞれ 1回以上外㒊◊修に参加する方

㔪とし、全体で8件の外㒊◊修と 7テーマの伝㐩◊修を㛤催した。また、介ㆤ⫋員それぞれが

テーマや企⏬を担当した勉強会を 6回実施した。⮬分たちに何が欠けていて何が必せかを常に

⪃え実㊶する力を㣴った。 

  㹁㸰 キャリア段位制度の活⏝ 

介ㆤ⫋員の㈨㉁㸦専㛛性㸧向上を図るため、キャリア段位制度の活⏝を引き⥆き⥅⥆した。

レベルㄆ定については残念ながらレベルㄆ定には⮳らず、来年度へ持ち㉺しとなった。 
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㸱 㐠営⟶⌮ 

(1) ⫋員の㓄⨨≧況 

平成 31年度の⫋員㓄⨨≧況は、次のとおりである。   㸦令和 2年3月 31日⌧在、単位㸸人㸧 

⫋✀区分 

㓄⨨区分 
施タ㛗 医 師 事務員 

⏕ 活 

┦ㄯ員 

┳ㆤ

⫋員 

介ㆤ 

⫋員 

機⬟カ⦎

指導員 
ィ 備 ⪃ 

⌧

員 

常勤⫋員 1㸦1㸧  1 2(2) 1(1) 9 (3) (1) 14(8) ()は兼務 

㠀常勤⫋員  1   2 2 1 6 

ィ 1㸦1㸧 1 1 2(2) 3(1) 11(3) 1(1) 20(8) 

注 㸯 機⬟カ⦎指導員の㠀常勤⫋員は、マッサージ師である。㸰 事務員は法人本㒊に所属している。 
   㸱 ┳ㆤ⫋員は機⬟カ⦎指導員を兼務。  

(2) ⫋員◊修の≧況 

   平成 31年度の⫋員◊修の≧況は、次のとおりである。 

◊   修   名 参加⫋✀ 主  催 人員 実施月 

内

㒊

◊

修 

内㒊伝㐩◊修 
介ㆤ⫋員勉強会 

全⫋員 

介ㆤ⫋員 

担当⫋員 

介ㆤ⫋員 

㝶時 

㝶時 

月1回 

月1回 

外

㒊

◊

修 

ㄆ▱ドに㛵する制度と動向 

医学ⓗど点からの⌮ゎと支援 
介ㆤの基本ⓗど点・心構え㸭 
    体を③めない介ㆤのルール 
急変時の対応 
㧗㱋⪅待㜵止◊修 
多⫋✀で学ぶこころと体の⌮ゎ 
感染対⟇セミナー 
介ㆤ⌧場におけるハラスメント対⟇ 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

 

┳ㆤ⫋員 

┦ㄯ員 

介ㆤ⫋員 

┳ㆤ⫋員 

介ㆤ⫋員 

世⏣㇂区♫会⚟♴事業団 

世⏣㇂区♫会⚟♴事業団 

世⏣㇂区♫会⚟♴事業団 

 

⊂❧⾜政法人国❧㝔機構 
東京㒔⚟♴保健局 

世⏣㇂区♫会⚟♴事業団 

 

東京㒔⚟♴保健局 

1 

1 

1 

 

1 

1 

1 

1 

1 

5月 

6月 

6月 

 

7月 

8月 

9月 

10月 

㸯月 

(3) 㓄㣗サービス 

引⥆き地域ボランティアによる協力員方式により、在宅㧗㱋⪅の健康⥔持や⮬❧⏕活➼を促す

地域の支え合い活動として定╔し、⊂居㧗㱋⪅の安全・安心に寄与した。 

 

(4) 㧗㱋⪅住宅⏕活協力員業務 

本事業は、世⏣㇂区が㐠営する㧗㱋⪅㞟合住宅「ホープ大ⶶ」の入居⪅が、健やかに安心して

⮬❧した⏕活が営めるよう、⏕活協力員を㓄⨨して安否☜ㄆ、⥭急時の対応、┦ㄯ援助及び毎月

㸯回の懇ㄯ会など、様々な活動や支援を⾜う事業であり、本年度もィ⏬に基づき円滑に事業を実

施した。 
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㸲 平成 31年度事業ィ⏬➼の実施≧況 

      区分 

事㡯 
概     せ 

予定日㺃

回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

(1)  㐠営⟶⌮      

① 会  ㆟ 

 

 

 

ア ⫋員会㆟ 

イ ケース会㆟ 

ウ 業務ㄪ整会㆟ 

エ サービス係会㆟ 

月1回 

㝶 時 

月㸯回 

〃 

― 

― 

― 

― 

全 員 

担 当 

㛵係⫋員 

〃 

 

 

 

 

② ⫋員◊修 

 

 

ア 法人内◊修 

イ 外㒊◊修 

ウ 伝㐩◊修➼ 

㝶 時 

〃 

月㸯回 

― 

 

 

対㇟⫋員 

〃 

〃 

 

 

 

③ 㜵災対⟇ ア 合同㜵災カ⦎ 月1回 全 員 全 員  

④ 健康⟶⌮ 

 

ア 定期健康デ断 

 

イ 検 便 

9月5.6.7

日 

月㸯回 

 

 

― 

全 員 

 

 

 

 

(2)利⏝⪅支援      

①  支援方㔪 

 

ア ケース会㆟ 月㸯回 全 員 担 当 

 

 

② 健康⟶⌮ 

 

 

③ ⎔境⾨⏕ 

 

ア ⾑圧㺃体温㺃⬦拍測定 

イ 体㔜測定 

ウ 健康指導 

ア 害㥑㝖 

イ 床清掃 

毎 回 

月㸯回 

㝶 時 

年㸲回 

月㸲回 

 

全 員 

全 員 

全 員 

― 

〃 

〃 

〃 

業 ⪅ 

業 ⪅ 

 
体㔜測定は 8

月㹼⮬宅でィ

測困㞴な希望

⪅のみ実施。 

 

 

 

④ ⤥㣗処㐝 ア ⤥㣗アンケートㄪ査 年㸰回   12月1回実施 

      

      

⑤ 介ㆤ予㜵・日常⏕活支援⥲合事業 

⑥ 㓄㣗サービス 

⑦ 㧗㱋⪅住宅⏕活協力員業務 

⑧ 小中学校・保⫱園との⥲合学⩦授業受入れと交流➼ 

㏻年 

〃 

〃 

〃 

対㇟⪅ 

Ⓩ㘓⪅ 

対㇟⪅ 

全 員 

全 員 

㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏 

ㄪ整係 

全 員 
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㸦別⾲㸧            ◔デイサービスセンター㈨料 

 

㸯㸬㏻所介ㆤ事業 

㸦㸯㸧月別利⏝≧況 

【一⯡コース】 

㸺延べ利⏝⪅数㸼                              㸦単位㸸延人数㸧 

月 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

せ支援㸯 15 21 25 33 30 27 32 34 40 36 36 32 361 

せ支援㸰 46 50 58 51 56 53 44 42 40 47 49 48 584 

事業対㇟ 35 25 12 17 12 12 11 9 12 11 12 12 180 

予㜵小ィ 96 96 95 101 98 92 87 85 92 94 97 92 1125 

せ介ㆤ㸯 140 146 134 166 184 185 180 172 159 120 139 110 1835 

せ介ㆤ㸰 318 292 302 303 316 301 316 326 330 325 339 338 3806 

せ介ㆤ㸱 304 312 304 362 349 341 315 285 260 242 239 253 3566 

せ介ㆤ㸲 87 74 75 84 84 99 111 98 87 94 86 96 1075 

せ介ㆤ㸳 98 97 108 129 130 112 98 111 98 93 80 64 1218 

介ㆤ小ィ 947 921 923 1044 1063 1038 1020 992 934 874 883 861 11500 

合 ィ 1043 1017 1018 1145 1161 1130 1107 1077 1026 968 980 953 12625 

 

㸺一日平均利⏝⪅数㸼                             㸦単位㸸人㸧 

  月 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 10月 11月 12月 㸯月 㸰月 㸱月 平均 

実施日数 25 24 25 27 27 25 27 26 24 24 25 26 25.4 

⥲合 3.8 4.0 3.8 3.7 3.6 3.7 3.2 3.3 3.8 3.9 3.9 3.5 3.7 

介ㆤ 37.9 38.4 36.9 38.7 39.4 41.5 37.8 38.2 38.9 36.4 35.3 33.1 37.7 

合 ィ 41.7 42.4 40.7 42.4 43.0 45.2 41.0 41.5 42.7 40.3 39.2 36.6 41.4 

 

㸦㸰㸧月別入浴利⏝≧況                             (単位㸸人㸧 

   月 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 㸯㸮月 㸯㸯月 㸯㸰月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

一⯡ 314 305 310 321 348 325 328 331 309 299 282 302 3774 

ィ 314 305 310 321 348 325 328 331 309 299 282 302 3774 

            

㸦㸱㸧月別機⬟カ⦎利⏝≧況                            (単位㸸人㸧 

    月 

区分 
㸲月 㸳月 㸴月 㸵月 㸶月 㸷月 㸯㸮月 㸯㸯月 㸯㸰月 㸯月 㸰月 㸱月 ィ 

㐠動器 20 19 20 20 18 19 18 21 21 23 23 19 241 

ィ 20 19 20 20 18 19 18 21 21 23 23 19 241 
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㸦㸲㸧地域別利⏝⪅≧況㸦㛗期欠席⪅を㝖く㸧   令和2年3月 31日⌧在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸳㸧利⏝⪅増減≧況              (単位㸸人) 

平成31年度当初Ⓩ㘓在⡠⪅数 164 

新  つ  Ⓩ  㘓  ⪅  数 41 

廃   止   ⪅   数 52 

平成31年度末Ⓩ㘓在⡠⪅数 153 

 

㸦㸴㸧平成 31年度廃止⪅廃止事⏤≧況 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸵㸧施タ内処⨨≧況  

 処⨨別                                        㸦単位㸸人㸧 

区分 

 

処⨨別 

内  容 
延  人  員 

月平均人員 比⋡㸦㸣㸧 

⏨ 女 ィ 

検  査 
体温・⬦拍測定 3988 8648 12636 1053.0  40.1 

⾑圧測定 3988 8648 12636 1053.0  40.1 

処  ⨨ 

服⸆⟶⌮ 1485 2116 3601 300.1  11.4 

点║・点⪥ 286 160 446 37.2  1.4 

㌾⭯塗布㸦⓶㸧 171 145 316 26.3  1.0 

包交(外⛉) 0 2 2 0.2  0.0 

地域名 人数㸦人㸧 比 ⋡㸦㸣㸧 

◔ 76 56.4 

大ⶶ 20 14.9 

岡本 11 8.2 

瀬⏣ 3 2.2 

♽師㇂ 5 3.7 

上⏝㈡ 3 2.2 

成城 3 2.2 

千歳台 3 2.2 

㙊⏣ 1 0.7 

喜多ぢ 3 2.2 

⋢川 3 2.2 

⋢川台 1 0.7 

桜丘 0 0.0 

宇奈根 3 2.2 

⏝㈡ 0 0.0 

ィ 135 100.0 

事   ⏤ 人数㸦人㸧 比⋡㸦㸣㸧 

死去、、ADL低下、 15 28.8㸣 

他施タ・他㺙㺎㺩㺼㺛利⏝ 7 13.5㸣 

施タ入所 17 32.7㸣 

その他(㌿居・⮬❧➼) 13 25.0㸣 

ィ 32 100.0㸣 
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湿布㈞布 171 145 316 26.3  1.0 

便・尿コントロール 94 298 692 57.7  2.2 

⫶ろう 250 28 278 23.2  0.9 

㓟 ⣲ 64 92 156 13.0  0.5 

健 康 ┦ ㄯ  0 0 0 0.0  0.0 

その他  191 57 248 20.7  0.8 

合  ィ  10881 20619 31500 2625.0  100.0 

 

㸰 委ク事業 

㸦㸯㸧㧗㱋⪅㓄㣗サービス事業㸦世⏣㇂区㸧                   (単位㸸人㸧 

区分 
 

月 

月始Ⓩ
㘓⪅数 

新つⓏ
㘓⪅数 

⛣⾜Ⓩ
㘓⪅数 

Ⓩ㘓廃
止⪅数 

⛣⾜廃
止⪅数 

月末Ⓩ
㘓⪅数 

㓄 㣗 
日 数 
㸦日㸧 

実 㓄 
㣗 数 
㸦㣗㸧 

平均㓄
㣗数
㸦㣗㸧 

協力 
員数 

4月 12 0 0 0 0 12 25 259 10.4 0 

5月 12 0 0 0 0 12 24 251 10.5 0 

6月 12 0 0 0 0 12 25 266 10.6 0 

7月 12 1 0 1 0 12 26 268 10.3 0 

8月 12 2 0 0 0 14 26 273 10.5 0 

9月 14 1 0 0 0 15 23 285 12.4 0 

10月 15 0 0 1 0 14 24 296 12.3 0 

11月 14 0 0 1 0 13 24 277 11.5 0 

12月 13 1 0 0 0 14 24 251 10.5 0 

1月 14 0 0 1 0 13 23 250 10.9 0 

2月 13 0 0 0 0 13 23 247 10.7 0 

3月 13 0 0 0 0 13 25 268 10.7 0 

 

㸦㸰㸧世⏣㇂区営住宅⏕活協力員派㐵事業 

  協力員数 平成31年4月 1日㸸3名 令和2年3月 31日㸸3名 

  区営住宅月別入居⪅数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

ホープ大ⶶ 19 19 19 19 19 19 18 18 16 16 16 16 
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10 港区❧㞀害保健⚟♴センター 

 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

令和 2年度から同11年度までの「㞀害保健⚟♴センター」、「児❺Ⓨ㐩支援センター」及び「㞀害

⪅支援ホーム南㯞布」に係る指定⟶⌮⪅⏦ㄳ作業は、施タ㛗、主任及び副主任で構成するプロポー

ザル・プロジェクトチームで㐍めてきた。 

6月末の港区㆟会での審㆟の⤖果、当法人は㞀害保健⚟♴センター㸦以下「港センター」という。㸧

及び児❺Ⓨ㐩支援センター㸦以下「児Ⓨセンター」という。㸧の2事業所の指定を受けることが出来

た。しかし、「㞀害⪅支援ホーム南㯞布」については、残念ながら指定を受けることができなかった。 

この⤖果を㋃まえ、令和 2年 4月の新事業スタートに向けて準備を始めた。特に、新たに創タす

る「児Ⓨセンター」については、こども⒪⫱パオの事業を基本としつつも、大幅な事業拡大を図る

こととなるため、各✀・多大な準備作業を⾜う必せがあった。そのため、㛤タ準備を円滑に㐍める

ため、10月に「児Ⓨセンター㛤タ準備室」をタ⨨した。 

また、港センターのレスパイト事業については、法律に基づく▷期入所事業に改⤌するため、新

たな事業体制を検ウした上で事業所㛤タ⏦ㄳを⾜い、3月末に承ㄆを得た。 

港センターにとって今回の指定⟶⌮事業は2期┠になるため、1期┠の⤒㦂を活かしつつ、港区、

利⏝⪅家族の方々、地域のⓙ様との㐃携を今まで以上に図りながら、区内の他の民㛫事業⪅のモデ

ルになるよう努力していきたいとの思いを強くしている。 

なお、年度末には新型コロナウイルスの感染が日本国内で広まりはじめてきた。港センターでは

感染拡大㜵止を図るため、地活センター事業を中心に事業の中止➼を⾜った。 

 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸯 
新たな指定⟶⌮期㛫に向けた取

り⤌み 
施タ㛗 

港センター及び児Ⓨセンターは新つ

指定⟶⌮事業実施に向けた準備作業

を⤊えることができた。 

㸰 医⒪ⓗケアに係る対応 施タ㛗 
┳ㆤ師➼医⒪スタッフの◊修➼を予

定㏻り実施した。 

 

(㸰) 実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

 㸿㸯 新たな指定⟶⌮期㛫に向けた取り⤌み   

ア 新たに㛤タする児Ⓨセンターについては、こども⒪⫱パオの事業を基本に㐍めた。最も大き

なㄢ㢟は各✀専㛛⫋の☜保であったので、7 月からこども⒪⫱パオ⫋員の卒業校や新たな㣴成

学校➼に幅広く募㞟活動を⾜った。その⤖果、⌮学⒪法士、作業⒪法士、ゝ ㄒ⫈ぬ士、心⌮士、

支援員➼の専㛛⫋から多くの応募があり、必せな30数名の⫋員を採⏝することができた。 
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イ 区の単⊂事業であった「⥭急一時保ㆤ」、「レスパイト保ㆤ」及び「⮬❧⏕活カ⦎」について

は、令和 2年度から法律に基づく▷期入所事業となることとなった。そのため、新たな事業体

制を検ウした上で、事業⪅指定⏦ㄳ作業を⾜い、年度末に東京㒔の承ㄆを受けることができた。 

  ▷期入所事業の実施に当たっては、昨年12月家族ㄝ明会で事業⛣⾜の⤒⦋、▷期入所事業の

概せ、利⏝日数や料㔠➼の変更点➼々についてㄝ明を⾜った。また、新年度に係る利⏝予⣙が

本年 2月初日から始まったが、予⣙㛤始時㛫である 9時に多くの㟁ヰが同時にかかってきて、

㟁ヰがかかりにくいというⱞ情があった。そのため、港センターでは㟁ヰ回⥺を増タして改善

を図った。 

ウ 放ㄢ後➼デイサービス事業は、利⏝対㇟を㔜心㌟㞀害児と医⒪ⓗケア児に㝈定して、本年

12 月からスタートする。事業を㛤始するためには、利⏝⪅≧態の把握、利⏝⪅への支援方法、

⫋員の㓄⨨・シフト体制➼々を定め、本年 8月には東京㒔へ事業所㛤タ⏦ㄳ作業を⾜う必せが

ある。 

  その⏦ㄳ準備➼を円滑に㐍めるため、新施タ㛗の採⏝が早急に必せであった。そのため事業

⪅指定を受けた┤後から採⏝活動を始めた⤖果、早々に㐺任⪅を採⏝することが出来、⏦ㄳ作

業の段取りを㐍めることが出来た。 

 

 㸿㸰 医⒪ⓗケアに係る対応   

新たな指定⟶⌮事業では医⒪ⓗケア児・⪅の利⏝➼が増加してくるため、この分㔝の▱㆑・技

⾡を修得した⫋員の㣴成は喫⥭のㄢ㢟であるので、医⒪ⓗケアに係る◊修・ぢ学➼を✚極ⓗに㐍

め、⫋員の㈨㉁の向上に努めた。 

 ①┳ㆤ師の医⒪ⓗケア実施施タぢ学・実⩦、技⾡◊修会➼への派㐵 

②支援員及び機⬟カ⦎士対㇟の医⒪ⓗケアの基♏▱㆑◊修会の実施 
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㸯㸮㸫㸦㸯㸧㐠営⟶⌮㒊 

 

㸯 㔜点事㡯 

(㸯)方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

１ 
新つ施タ(児❺Ⓨ㐩支援セ

ンター)の㛤タ準備 
担当⪅ 

・新つ事業の東京㒔への届出が完了。 

・パソコン➼ハード㠃の手㓄済み。 

・3月末までにつ定の整備、各✀手⥆きを完了。 

２ 報㓘ㄳ求業務の効⋡化 担当⪅ ・センターと新つ事業の担当⪅㛫で引⥅を完了。 

３ 
委ク業⪅の再ホ価及び内㒊

┘査の実施 
担当⪅ ・すべての委ク業⪅に内㒊┘査を実施済み。 

 

 (㸰) 実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 新つ施タ㸦児❺Ⓨ㐩支援センター㸧の㛤タ準備 
来年度に㛤タされる「児❺Ⓨ㐩支援センター」の㛤タ準備室が 10月にⓎ㊊した。3月末まで

に東京㒔へ㛤タの届け出、つ定の整備、㛵係機㛵への手⥆きを完了した。児Ⓨセンターにおける

㐠営⟶⌮㒊業務を滞りなく⾜うため、⫋員㛫の業務の引⥅ぎを⤊えた。 

 

㸿㸰 報㓘ㄳ求業務の効⋡化 

昨年末に報㓘ㄳ求ソフトを導入し、4月からのㄳ求を当ソフトで㐠⏝を㛤始し問㢟なく実施で

きている。事務員 3名が児Ⓨセンターへ␗動した後も滞りなく報㓘ㄳ求業務を⾜うため、担当⪅

㛫の引⥅ぎと、ㄳ求システム導入業⪅との契⣙を完了した。 

 

㸿㸱 委ク業⪅の再ホ価及び内㒊┘査の実施 
当センターで契⣙している外㒊委ク業⪅のうち、⤥㣗業⪅については 9 月にプロポーザル方

式による㑅定を⾜い、港センターは一冨士フードサービスに、令和 2年 4月に㛤タされる予定の

児Ⓨセンターは株式会♫メフォスに決定した。プール業⪅については、11月にプロポーザルを実

施しノバックと⥅⥆して委ク契⣙を⤖んだ。 

また、⤥㣗業⪅、プール⟶⌮業⪅及び㏦㏄バス業⪅に対する内㒊┘査を完了した。 
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㸯㸮㸫㸦㸰㸧地域活動支援センター 

 

㸯 㔜点事㡯 

 (㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 
⤒営 
㈈務 

㸯 
地域活動支援センター⫋員体制及び
⫋務の再整備         

全⫋員 
令和2年度からの⫋員体制の☜❧と⫋務分掌
⾲の作成→ 年度末に⟇定済み 

㹀 
品㉁ 

1 
⥭急時の体制強化とィ⏬ⓗなカ⦎実
施              

全⫋員 

ィ⏬に基づいた各㒊⨫でのカ⦎の実施 
地活 →5 月㑊㞴ルート及び㜵災⏝品の☜
ㄆ。 
┦ㄯ →3/5(木)ゼ問時の⥭急㐃⤡の図上演
⩦を実施。 
機⬟カ⦎ →6/25(火)に実施済み 
入浴 →機械式浴槽⥭急㑊㞴カ⦎ 

12月 14日実施。 

㸰 地域交流の更なる促㐍 全⫋員 

①パラスポーツの普及啓Ⓨ 
→ボッチャ大会 8/4(日)・11/17(日)・
2/9(日)実施 
→ブラインドサッカー 8/23(㔠)実施 
②㏆㞄住民、企業の方のセンター事業への参
⏬→夏⚍り 8/30(㔠) 実施 参加⪅⣙ 150
名 

㸱 ♫会参加機会の拡大 全⫋員 
活動カレンダーの作成と企⏬の実施 
→ 後期から活動カレンダー作成し、新企⏬
として「サロンDE㣗堂」を実施 

㸲 安全・快㐺で喜ばれるサービスの提供 
入浴 
㒊㛛 

①インフラの整備とィ⏬ⓗな⪁朽化対⟇㸦機

械浴槽の入れ替え㸧→10月 20日に完了。 

②快㐺なサービス提供。イベント湯㸦年㸲回、

㸲月→桜湯、㸵月→ハワイアンブルーの湯、

10月→カボチャ湯、㸯月→わた㞷のほんわか

㢼呂㸦ⓑ乳湯㸧㸧の実施。 

㹁 
人材
⫱成 

㸯 
医⒪ⓗケア対㇟利⏝児・⪅の受け入れ
㛤始に向けた▱㆑・技⾡の向上      

全⫋員 

①┳ㆤ師の医⒪ⓗケア実施施タぢ学・実⩦、 
技⾡◊修会➼への派㐵 
→10/30 ◊修派㐵㸦┳ㆤ師2名㸧 
②支援員及び機⬟カ⦎士対㇟の医⒪ⓗケア
の基♏▱㆑◊修会の実施 
→令和2年 2月 14日 ◊修会実施㸦16名参
加㸧 

 

 (㸰) 実施≧況のホ価 

 㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 地域活動支援センター⫋員体制及び⫋務の再整備 

   令和 2年度予⟬で、地域活動支援センターの⏕活支援員を㸯名から㸱名に㸰名増員すること

が決定した。これにより地域活動支援センター⫋員体制をぢ┤し、㐠営⟶⌮㒊⫋員がこれまで

担っていた⮬❧支援事業を⏕活支援員が⾜なう体制が整い、併せて㐠営⟶⌮㒊⫋員は増大する

事務業務に専念できるようになる。 
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㹀 品㉁ 

㹀㸯 ⥭急時の体制強化とィ⏬ⓗなカ⦎実施 

  (a)ィ⏬に基づいた各㒊⨫(地活、┦ㄯ、機⬟カ⦎、入浴)でのカ⦎の実施 

   ①地活  㸸5月に各㝵㑊㞴ルートと㜵災⏝品の収⣡場所をツアーにより☜ㄆした。 

   ②┦ㄯ  㸸3 月の┦ㄯ員ミーティングにおいて、利⏝⪅宅ゼ問時の⥭急対応マニュアルを

作成し、万が一の㝿における⾜動フローチャートで図上演⩦を実施した。 

   ③機⬟カ⦎㸸6月 25 日㸦火㸧外出カ⦎時に利⏝⪅が㌴椅子からの㌿倒を想定して実施した。

屋外でアクシデントが㉳きた㝿、意㆑の有無、出⾑の有無、③みの有無などの☜

ㄆが必せであるとともに、安全な場所への⛣動という、屋内での事故にプラスし

た対応を学ぶ機会となった。 

    ④入浴  㸸12 月 14 日㸦土㸧機械式浴槽⥭急㑊㞴カ⦎㸦支援中の利⏝⪅を救出する㸧を実

施した。新つの機械式浴槽に入れ替えたこともあり、日常ⓗなリスクとして⥭急

時の操作、浴槽からの救出方法を学ぶⰋい機会となった。また㑊㞴カ⦎では⫋員

が実㝿にモデルになりリアルに体㦂することができ有効であった。 

 

㹀㸰 地域交流の更なる促㐍 
①パラスポーツの普及啓Ⓨ 

2020年㛤催予定のオリンピック・パラリンピックに⮫み、年 3回、ボッチャ大会を㛤催し

てパラスポーツの普及啓Ⓨに努めた。初回は 8月 4日㸦日㸧に 19名の参加⪅を㞟め、年㱋

層は未就学児から 60代まで㞀害⪅と健常⪅が一⥴に楽しめる大会となった。2回┠は 11月

17日㸦日㸧に 22名、3回┠は 2月 9日㸦日㸧に 17名の参加⪅によりボッチャを楽しんだ。

センターのボッチャ大会も 3年┠を㏄え、地域に定╔し始めてきた。 

また、初めてのヨみとして、ブラインドサッカーを8月 23日㸦㔠㸧に㛤催した。同➇技の

➨一人⪅であり元パラリンピック日本代⾲のⵀ原滋⏨氏の指導により、健常⪅と㞀害⪅、16

名が参加し当センター6 㝵体⫱室でブラインドサッカーを㛤催した。⩣年度以㝆も、センタ

ーで定╔するよう企⏬㐠営していく。 

 

②㏆㞄住民、企業の方のセンター事業への参⏬ 

    8 月 30 日㸦㔠㸧に地域活動支援センター主催の➨二回夏⚍りを㛤催した。昨年の➨一回

同様、⦕日の㒊と┅㋀りの㒊に分けた。⦕日の㒊では射ⓗ、ヨーヨー掬い、ピンボールを⾜

い㏆㞄のボランティアの協力を得て大いに┒り上がった。┅㋀りの㒊は地元のⰪ㔠杉⏫会の

婦人㒊の㋀りで┒り上げていただいた。また、㏆㞄にあるセブンイレブンにも出店してもら

い、150名㏆い来場⪅で㈰わった。 

 

㹀㸱 ♫会参加機会の拡大 
  地域活動支援センターの事業を広め、♫会参加の機会の拡大を図るため、活動カレンダー

を新たに作成し㛵係各機㛵に㓄布とタ⨨をお㢪いした。それに合わせ、新企⏬として「サロ

ン DE 㣗堂」というランチタイムに、センターで利⏝⪅同士が一⥴に㣗事しながら交流を図

る企⏬を❧ち上げた。更に、12 月 17 日㸦火㸧は、利⏝⪅同士の交流の場や機会を作り、地

域♫会活動の参加を促す┠ⓗとしたミュージッククリスマスを㛤催し好ホを得た。一方、3

月に予定していた片⭎のギタリストによるコンサートは、新型コロナウイルスの影㡪による
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事業⮬⢔のため㛤催をぢ㏦った。 

 

㹀㸲 安全・快㐺で喜ばれるサービスの提供 
① インフラの整備とィ⏬ⓗな⪁朽化対⟇ 

⪁朽化した機械式浴槽を、10月 20日㸦日㸧、新つ浴槽に入れ替えた。その㛫、6月に㟁動

ストレッチャーが故㞀したため、㏿やかに⡆易浴槽式ストレッチャーを手㓄することで、入

浴サービスを滞ることなく提供することができた。利⏝⪅からは「新しいタ備が、ありがた

い」「きれいで気持ちがよい」などのホ価を得ている。 

 

② 快㐺なサービス提供 

令和元年度から日本の「季⠇湯」の枠からサービスの幅を広げ、世⏺の文化も取り入れた

「イベント湯」として提供した。4月「桜湯」、7月「ハワイアンブルーの湯㸦メントール㸧」、

10月「カボチャ湯㸦ハロウィンとコラボレーション㸧」、1月「わた㞷のほんわか㢼呂㸦ⓑ乳

湯㸧」と年 4 回、すべてィ⏬どおり提供することができた。意向ㄪ査の⤖果から「イベント

湯」に対し、満㊊度96㸣と好ホであり、来年度も⥅⥆していく。 

 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 医⒪ⓗケア対㇟利⏝児・⪅の受け入れ㛤始に向けた▱㆑・技⾡の向上  
① ┳ㆤ師の医⒪ⓗケア実施施タぢ学・実⩦、技⾡◊修会➼への派㐵 

10月 30日、┳ㆤ師基♏ㅮ座“㔜心㌟㞀害┳ㆤにおける「呼吸㞀害とケア」”に 2名の┳

ㆤ師を◊修派㐵した。また、実㝿に港センターのサービスを利⏝している当事⪅・家族をㅮ

師に㏄え、当事⪅への吸引の実技◊修を実施した。3名の┳ㆤ師が参加し、┤接、当事⪅か

らのコメントをもらえたことで、⏕きた◊修となった。 

② 支援員及び機⬟カ⦎士対㇟の医⒪ⓗケアの基♏▱㆑◊修会の実施 

実㝿に港センターのサービスを利⏝している当事⪅・家族をㅮ師に㏄え、医⒪ⓗケアに㛵

する基♏▱㆑や医⒪機器の⤂介➼の内㒊勉強会を実施し、16名の⫋員が参加した。今後、⚟

♴施タにおける医⒪ⓗケアの⠊囲の検ウや専㛛⫋✀の㓄⨨、支援技⾡の向上の一歩となった。 
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㸰 平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況  

㸦1㸧会㆟・委員会➼ 

     区分 
事㡯 

概     せ 
実施予定 
日・回数 

担当 㐍捗≧況 

㸯 㐠営⟶⌮ 

①会㆟ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【他係㐃携会㆟】 

 

【㛵係機㛵との会㆟】 

 

 

業務ㄪ整会㆟ 

地活会㆟ 

⮬❧カ⦎担当⪅会㆟ 

入浴担当⪅会㆟ 

ケースカンファレンス 

個別支援ィ⏬会㆟ 

ィ⏬┦ㄯㄪ整会㆟ 

利⏝会㆟㸦⮬❧カ⦎㸧 

 

利⏝会㆟㸦区単⊂事業㸧 

┦ㄯ員ミーティング 

機⬟カ⦎士会 

┳ㆤ師会㆟ 

┦ㄯ支援事業⪅㐃⤡会 

 

 

➨ 1月曜 

➨ 4火曜 

➨ 3㔠曜 

月 1回 

㝶時 

㝶時 

➨ 3㔠曜 

㝶時 

 

年 2回 

月 1回 

月 1回 

㝸月 

毎月 

 

 

施タ㛗・役⫋⪅ 

施タ㛗 係 

施タ㛗 係 

入浴担当⪅ 

係 

係 

施タ㛗 係 

施タ㛗 係 

 

施タ㛗 係 

┦ㄯ員 

PT・OT・ST 

┳ㆤ師 

┦ㄯ支援専㛛員 

 

 

予定どおり実施 

予定どおり実施 

12回実施 

予定どおり実施 

㝶時実施 

㝶時実施 

予定どおり実施 

7回㸦新つ 7名、更

新 2名㸧 

8月・2月実施 

12回 

11回㸦2月中止㸧 

6回 

H31.4㹼R2.2月実

施 

②⫋員◊修 
 

学校ぢ学 

他施タぢ学 

外㒊◊修 

・外㒊㹎㹒スーパーバイズ 

・機⬟カ⦎士勉強会 

㝶時 

㝶時 

㝶時 

年 8回 

年 3回 

┦ㄯ支援専㛛員 

全員 

全員 

PT・OT・ST 

PT・OT・ST・Ns 

3回 

㸯回 

ィ⏬に基づき参加 

8回実施 

3回実施 

③実⩦⏕受入れ 東洋大学 

東京⚟♴大学 

 

国㝿医⒪⚟♴大学 

8㹼9月 

6月と10月㹼

㸯月 

8月㸦1日ぢ学

実⩦㸧 

実⩦指導⪅ 

実⩦指導⪅ 

 

機⬟カ⦎担当 

㸯名受入れ 

㸯名受入れ 

 

作業⒪法士㣴成校

1年⏕ 4名受入れ 

㸰 利⏝⪅支援 

┦ㄯ業務 

 

一⯡┦ㄯ 

専㛛┦ㄯ 

専㛛医┦ㄯ 

㝶時 

㝶時 

定期 

┦ㄯ員 

PT・OT・ST 

⢭⚄⚄⤒⛉、整

形外⛉ ║⛉、内

⛉、⪥㰯咽喉⛉、 

㝶時実施 

㝶時実施 

毎月 
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㸦2㸧サロン事業実施≧況は次のとおり 

実施月 実施回数 参加人数 参加ボランティア数 

4月 3 16 5 

5月 4 23 3 

6月 4 33 4 

7月 3 21 5 

8月 3 22 6 

9月 4 37 9 

10月 3 20 5 

11月 3 14 8 

12月 2 11 6 

1月 2 15 2 

2月 2 15 0 

3月 0 0 0 

             ※3月は新型コロナウイルス感染拡大㜵止のため、中止 

 

㸦3㸧地域⮬❧⏕活支援事業の実施≧況 

ㅮ⩦会 
㛤 催 月 

㸦曜日㸧 

定員 

㸦人㸧 
利⏝⪅数 
(Ⓩ㘓人数㸧 

利⏝⪅ 

㸦延人数㸧 
内容 

パソコン 
火曜日教室 

毎㐌火曜日 

㸦全8回×1教室㸧 

10 

×1教室 
9 49 

「アルバムを作ろう」 
アニメーション・動⏬・㡢声の挿入
などの基本操作を使ったアルバ
ム・⣬Ⱚ居作り 

パソコン 
火曜日教室 

毎㐌火曜日 

(全8回×1教室) 

10 

×㸯教室 
7 30 

「グラフを作ろう」ワード・エクセ
ルの基本操作・ワードアートや図
形・イラスト挿入 

パソコン 
火曜日教室 

毎㐌火曜日 

(全8回×㸯教室) 

10 

×㸯教室 
7 43 

「クリスマスカード・年㈡≧を作ろ
う」ワードとエクセルを使った基本
操作 

パソコン 
㔠曜日教室 

毎㐌㔠曜日 

㸦全8回×1教室㸧 

10 

×1教室 
10 65 

「グラフを作ろう」ワード・エクセ
ルの基本操作・ワードアートや図
形・イラスト挿入 

パソコン 
㔠曜日教室 

毎㐌㔠曜日 

(全8×1教室) 

10 

×1教室 
8 55 

「アルバムを作ろう」 
アニメーション・動⏬・㡢声の挿入
などの基本操作を使ったアルバ
ム・⣬Ⱚ居作り 

パソコン 
㔠曜日教室 

毎㐌㔠曜日 

(全8×1教室) 

10 

×1教室 
7 46 

「オリジナルカレンダーを作ろう」
エクセルの基本操作、㛵数・⏬像取
㎸みを使ったカレンダー作り 

どぬ㞀害⪅のため

のパソコン教室 

奇数月水曜日 

㸦月3回×6ヶ月㸧 

2 

×6ヶ月 
2 22 「㡢声ソフト」による基本操作 

パソコン 
単Ⓨ教室 

6月㸦4回㸧- 

1月㸦4回㸧火曜 

1月㸦4回㸧㔠曜 

3月㸦4回㸧 

10 

×4教室 
33 102 

「3D アートを使ったリーフレット
作り」・「SNSを始めてみよう」・「タ
ブレットを体㦂してみよう」・「プロ
グラミングを体㦂してみよう」 

水彩⏬教室 4㹼12月㸦8回) 10 4 19 水彩⏬の入㛛教室 
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⤮手⣬教室 
㸲㹼9月㸦10回㸧 15 14 105 季⠇の㔝⳯などを㢟材に、はがきや

和⣬に⤮を描きゝⴥを添え〇作 
10㹼3月㸦10回㸧 15 13 96 

リフレッシュ
体操 
ステップ 

㸲㹼9月㸦10回㸧 10 10 76 マットや平⾜棒を使い、⮬分で動か
せる⠊囲で㌟体を動かし健康を増
㐍 10㹼3月㸦10回㸧 10 10 71 

リフレッシュ
体操 
ホップ 

4㹼9月(10回) 10 10 68 椅子に座ってのストレッチ体操、タ
オルやセラバンドを使った㐠動と
➽トレ実施 10㹼3月(10回) 10 10 66 

料⌮教室 

5月 8 8 8 参加⪅同士の交流をテーマに家庭
でも手㍍に作れる⊩❧をㄪ⌮し、会
㣗を㏻じ、参加⪅の交流を深め♫会
⏕活⬟力を向上 

8月 8 8 8 

11月 8 8 7 

2月 8 8 0 
※新型コロナウイルス感染拡大㜵止の

ため中止 

㡢楽㺜㺵㺩㺽㺎 
4月㹼9月㸦10回㸧 15 15 111 声を出し歌う・リズムに合わせ㌟体

を動かす・楽器を演奏する➼ 10月㹼3月㸦10回㸧 15 15 125 

創作教室 
7月 10 5 3 アロマボディジェルとバスソルト

作り、クリスマスリースを〇作 12月 10 10 10 

アロマセラピー

ㅮ座 
6月㹼7月㸦3回㸧 10 10 24 

アロマの✀㢮・効⬟のㄝ明と「スプレー」

「サシェ」「ハンドクリーム」作り 

ィ16教室  293 240 1294  

 

㸦4㸧⮬主グループ活動内容 

 名   ⛠ 内 容 㢖度 活動日 

㸯 どんぐりの会 ゝㄒ機⬟の⥔持とコミュニケーション 月1回 ➨4㔠曜 

㸰 㹍㹀 September クラブ 水中㐠動 㐌㸯回 毎㐌水曜 

㸱 なご実の会・みなと どぬ㞀害⪅も楽しめる⏕けⰼ 月1回 ➨1木曜 

㸲 典㞞会 カラオケ、Ⲕ㐨、手ⱁなど 月5㹼6回 
➨2・4㔠曜 

➨2㹼5火曜 

㸳 
書㐨⮬主グループ「ヒューマ
ンぷらざ」 

書㐨活動 月1回 ➨1火曜 

㸴 もく木会 
㝡ⱁ、☢器、ガラス器の⤮付け㸦シー
ル㸧 

月2回 ➨1・2木曜 

㸵 ⤮手⣬  ⤮手⣬を㏻した会員┦互のぶ╬ 月1回 ➨3火曜 

㸶 木曜パソコン会 
パソコン技⾡⩦得と♫会参加を促㐍、
ぶ╬を図る 

㐌1回 毎㐌木曜 

㸷 すみれ会 カラオケを㏻しぶ╬を図る 月1回 ➨4木曜 

10 港区ダーツクラブ ダーツ 月2回 ➨1・3水曜 

11 港サンフレッチェ スポーツ吹き▮ 月14回 
毎㐌月,火,㔠曜 

➨1・3水曜 

12 パンプキンの会 ㄪ⌮活動 偶数月1回 
偶数月➨ 1 又は 3

木曜 

13 シネマチック同好会 映⏬㚷㈹とぶ╬ 奇数月2回 奇数月➨1・3木曜 

14 港カーレットクラブ 
カーレット㸦カーリングのルールを取

り入れた卓上ゲーム㸧 
月14回 

毎㐌月,火,㔠曜 

➨1・3水曜 
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㸦5㸧入浴サービス 

ア 提供実⦼ 

 機械入浴 

(24人) 

介助入浴 

(13人) 

家族入浴 

(8人) 

4月 141 82 33 

5月 143 84 33 

6月 135 78 33 

7月 137 87 40 

8月 129 84 38 

9月 113 66 34 

10月 132 88 38 

11月 135 79 33 

12月 121 82 32 

1月 124 79 24 

2月 116 73 26 

3月 128 69 27 

延べ⥲数 1,554 951 391 

 

 

イ 利⏝⪅の≧況㸦3月 31日⌧在㸧                   㸦単位㸸人㸧 

 機械入浴 介助入浴 家族入浴 ィ 

性 

別 

 ⏨ 13 4 4 21 

 女 10 9 4 23 

㞀 

害 

別 

㌟体㞀害 23 6 6 35 

▱ⓗ㞀害 12 12 2 26 

⢭⚄㞀害 0 0 1 1 

㔜」㞀害 (12) (5) (2) (19) 

➼

⣭ 

㌟㞀手帳㸯・㸰⣭ 23 4 6 33 

愛の手帳㸯・㸰度 11 12 2 25 

⢭⚄㞀害⪅保健⚟♴手帳㸯・㸰⣭ 0 0 1 1 

 

 
㸦6㸧┦ㄯ支援事業の受付≧況                      㸦単位㸸件㸧 
 㸲

月 

㸳

月 

㸴

月 

㸵

月 

㸶

月 

㸷

月 

10

月 

11

月 

12

月 

㸯

月 

㸰  

月 

㸱 

月 
合ィ 

⚟♴サービス利⏝➼ 9 7 21 14 9 10 13 11 7 3 2 4 110 

㞀害㸦≧㸧の⌮ゎ 0 0 7 0 1 2 0 0 0 1 0 0 11 

健康・医⒪ 6 4 9 9 8 5 8 6 7 7 5 1 75 

不安のゎ消㺃情⥴安定 2 2 10 18 20 4 3 6 2 2 0 0 69 
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保⫱㺃教⫱ 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 

家族㛵係・人㛫㛵係 1 2 6 0 2 2 3 3 0 0 3 3 25 

家ィ㺃⤒済 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

⏕活技⾡ 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 5 

就労 1 2 4 3 0 1 0 1 0 0 0 0 12 

♫会参加・余暇活動 1 3 6 4 3 1 0 1 3 1 1 0 24 

権利擁ㆤ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

その他 1 0 0 0 0 1 0 3 0 0 0 1 6 

合ィ 21 21 63 48 45 27 27 32 19 15 12 9 339 

 

   専㛛┦ㄯ件数                           㸦単位㸸件㸧 

┦
ㄯ
内
容 

 
 

 

年
㱋
層 

⿵

具 

住
宅
改
㐀 

リ
ハ
ビ
リ 

┦
ㄯ 

機
⬟
ホ
価 

⚟
♴
サ
䤀

ビ
ス
➼ 

そ
の
他 

ィ 

㸲㸮歳以下 20 3 3 1 0 13 40 

㸲㸯㹼㸳㸮歳 2 2 2 0 0 2 8 

㸳㸯㹼㸴㸮歳 5 5 2 0 0 0 12 

㸴㸯㹼㸴㸲歳 0 0 0 0 0 0 0 

㸴㸳歳以上 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 27 10 7 1 0 15 60 

 

㸦7㸧専㛛医┦ㄯ 

ア 実施≧況 

  㐌 

曜日 
㸯 㐌 㸰 㐌 㸱 㐌 㸲 㐌 

 月 ― ― ⢭⚄⛉ ― 

 火 ― 内  ⛉ ― 内  ⛉ 

 水 ║⛉・整形外⛉ ― ⢭⚄⛉・整形外⛉ ― 

 木 ― ― ― ⪥㰯咽喉⛉ 

 㔠 ― ― ― ― 

 

     

イ 利⏝実⦼                                          㸦単位㸸件㸧 

デ⒪⛉┠ 

年㱋層 
⢭⚄⚄⤒ 整形外⛉ 内 ⛉ ║ ⛉ ⪥㰯咽喉⛉ ィ 

㸯㸵歳以下 0 0 0 1 0 1 

㸯㸶㹼㸲㸮歳 38 43 207 120 121 529 

㸲㸯㹼㸴㸲歳 11 8 57 37 53 166 

㸴㸳歳以上 0 0 0 0 1 1 

ィ 49 51 264 158 175 697 
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㸦8㸧⤥㣗≧況 

ア 栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

 

ｴ䢄䢕 

ｷ䢚ー  

(kcal㸧 

たんぱ

く質

㸦g㸧 

⬡㉁                

㸦g㸧 

㺔㺷㺚㺑㺯 

㸦mg㸧 
㕲 
(mg) 

ビタミン 㣗物

⧄⥔ 

(g) 

㣗塩 

┦当㔞

(mg) 

䢖䡽䢅ｰ䢕 
当㔞
(μ) 

B1                    
(mg) 

B2                         
(mg) 

C                
(mg) 

栄㣴 
基準㔞 700 26.3 19.5 200 3.5 225 0.35 0.40 35 6.0 2.7 

⤥与 
栄㣴㔞 673 24.7 20.2 130 2.4 208 0.38 0.30 48 5.3 3.0 

※ 栄㣴基準㔞は年1回 4月に⟬出したもの 

 

イ 栄㣴比⋡㸦㸣㸧 

炭水化物エネルギー比 ⬡⫫エネルギー比 

58 27 

 

ウ 㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞㸦g㸧 

㣗 品 ⩌ 名 㣗 品 構 成 ⤥ 与 㔞 

㸯㸬✐ 㢮 

⡿ 60 62 

パ ン 㢮 11 9 

め ん 㢮 28 28 

その他の✐㢮・堅果㢮 1 0 

㸰㸬い も 㢮 
じゃがいも㢮 16 16 

こんにゃく㢮 1 1 
㸱㸬◁ ⢾ 㢮 2 2 
㸲㸬Ⳬ 子 㢮 0 13 

㸳㸬油 ⬡ 㢮 
動 物 性 1 1 

植 物 性 3 3 

㸴㸬㇋ 㢮 
み    そ 3 3 

㇋・大㇋〇品 12 9 

㸵㸬㨶 介 㢮 

⏕    物 18 15 

塩 ⶶ・⨁ ワ 1 9 

水⏘⦎り〇品 5 6 

㸶㸬⋇㫽⫗㢮 
⏕    物 39 40 

その他の加工品 3 5 
㸷㸬卵    㢮 11 8 

㸯㸮㸬乳 㢮 
牛    乳 14 7 

その他の乳〇品 15 14 

㸯㸯㸬㔝⳯㢮 

⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 52 43 

漬    物 1 1 

その他の㔝  ⳯ 91 93 
㸯㸰㸬果 物 㢮 25 23 
㸯㸱㸬海 ⲡ 㢮 1 1 
㸯㸲㸬ㄪ 味 料 㢮 9 10 
㸯㸳㸬ㄪ 味 加 工 㣗 品 㢮 1 12 
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エ ⤥㣗提供㣗数㸦㣗㸧 

区 分 昼㣗 

月平均㣗数 2,337 

年㛫⥲㣗数 28,041 

※ 㣗事提供は昼㣗のみ  

提供㣗数は工房アミ、みなとワークアクティ、こども⒪⫱パオ大人㣗の喫㣗数を合わせたもので

ある。 

 

㸦9㸧⮬❧カ⦎㸦機⬟カ⦎㸧 

ア 利⏝⪅≧況㸦令和2年 3月 31日⌧在㸧                    㸦単位㸸人㸧 

✀ 

別 

 

年
㱋
層 

性 別 㞀 害 別 㞀 害 ➼ ⣭ 

⏨ 女 

⬻

⾑

⟶

㞀

害 

⚄
⤒
・
➽

患 

⬻

性

㯞

⑷ 
そ

の

他 

㸯

・

㸰

⣭ 

㸱

・

㸲

⣭ 

㸳

・

㸴

⣭ 

㸱㸮歳以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

㸱㸯㹼㸲㸮歳 1 0 0 0 0 1 1 0 0 

㸲㸯㹼㸳㸮歳 2 1 3 0 0 0 1 2 0 

㸳㸯㹼㸴㸮歳 4 2 1 1 1 3 5 1 0 

㸴㸯㹼㸵㸮歳 1 0 1 0 0 0 1 0 0 

㸵㸯歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 
8 3  5  1 1 4 8 3 0 

11 11 11 

 

イ ⮬❧カ⦎㸦機⬟カ⦎㸧各コース利⏝≧況㸦令和元年度㸧 

 

 

 

 

 

コース名 利⏝⪅数㸦人㸧 実施回数㸦回㸧 利⏝⪅延人数㸦人㸧 

㏻
所
型 

⏕活基♏プログラム 1    49 5 

⮬❧♫会参加プ

ログラム 

月 9 41 118 

水 9     50 153 

木 10 50 103 

コミュニケーションプログラム 7 49 107 

水中プログラム 7 48 136 

ゼ問型 
一時㛫以上 1 2 2 

一時㛫未満 3 36 36 

ィ 47 325 660 
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㸦10㸧㔜」㞀害⪅機⬟カ⦎利⏝≧況  

期  㛫 利 ⏝ ⪅ 数      㸦人㸧 実 施 回 数      㸦回㸧 利⏝⪅延人数      㸦人㸧 

前    期 16 46 279 

後    期 16 45 259 

 

㸦11㸧学㱋児機⬟カ⦎利⏝≧況 

期 㛫 利 ⏝ ⪅ 数      㸦人㸧 実 施 回 数      㸦回㸧 利⏝⪅延人数      㸦人㸧 

前    期 12 23 101 

後    期 11 25 90 

 

 㸦12㸧㧗次⬻機⬟㞀害⪅機⬟カ⦎ 利⏝≧況  

期 㛫 利 ⏝ ⪅ 数      㸦人㸧 実 施 回 数      㸦回㸧 利⏝⪅延人数      㸦人㸧 

前    期 5 25 111 

後    期 5 24 95 

 

㸦13㸧外㒊◊修受ㅮ実⦼ 

◊修名 主催 対㇟⫋✀ 人数 㛤催月 

東京㒔審査会委員◊修 東京㒔♫会⚟♴保健医⒪◊修セ

ンター 

┦ㄯ支援専㛛員 3名 5月 

「感情労働といかに向き合うか」 港区役所㞀害⪅⚟♴ㄢ ┦ㄯ支援専㛛員 4名 6月 

2019 年度➨㸯回㧗次⬻機⬟㞀害⪅

┦ㄯ支援◊修会 

東京㒔心㌟㞀害⪅⚟♴センター ┦ㄯ員・┦ㄯ支

援専㛛員 

2名 7月 

㞀害⪅待㜵止◊修 港区役所㞀害⪅⚟♴ㄢ ┦ㄯ員・┦ㄯ支

援専㛛員 

4名 7月 

2019年度東京㒔㞀害⪅待㜵止・権

利擁ㆤ◊修・従事⪅コース 

東京㒔⚟♴保健㈈団 ⏕活支援員 1名 7・8月 

ADLシーン別◊修「入浴⦅」 東京㒔作業⒪法士⚟♴⏝具㒊 ⏕活支援員 1名 8月 

「就労困㞴⪅をサポートするため

に」 

港区役所㞀害⪅⚟♴ㄢ ┦ㄯ員・┦ㄯ支

援専㛛員 

3名 8月 

令和元年度東京㒔┦ㄯ支援従事⪅

⌧任◊修 

東京㒔心㌟㞀害⪅⚟♴センター ┦ㄯ支援専㛛員 2名 9月 

㔜度㞀害⪅の就労の可⬟性につい

て 

港区役所㞀害⪅⚟♴ㄢ 全⫋✀ 6名 9月 

▱ⓗ㞀害・⮬㛢・強度⾜動㞀害の

⌮ゎと㛵わりのポイント 

港区役所㞀害⪅⚟♴ㄢ ┦ㄯ員・┦ㄯ支

援専㛛員 

4名 10月 

㔜心㌟㞀害┳ㆤにおける呼吸㞀

害とケア 

東京㒔⚟♴保健局㞀害⪅施⟇推

㐍㒊施タサービス支援ㄢ 

┳ㆤ師 2名 10月 

求⫋⪅の心に届く広報活動とは 東京㒔⚟♴人材センター◊修室 事務員 㸯名 11月 

未来を拓く┳ㆤの力 公┈㈈団木村┳ㆤ教⫱振⯆㈈団 ┳ㆤ師 㸯名 11月 

令和元年度東京㒔専㛛コース別◊

修 

東京㒔心㌟㞀害⪅⚟♴センター ┦ㄯ支援専㛛員 2名 11月 
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㧗次⬻機⬟㞀害の方の⏕活を支え

る♫会保㞀制度 

東京㒔心㌟㞀害⪅⚟♴センター 全⫋✀ 2名 11月 

㉸▷時㛫㞠⏝に㛵するㅮ演会 港区㞀害⪅⚟♴ㄢ ┦ㄯ支援専㛛員 2名 12月 

㞀害⪅の権利擁ㆤについて 港区㞀害⪅⚟♴ㄢ ┦ㄯ員・┦ㄯ支

援専㛛員 

4名 1月 

エレベーター安全⟶⌮セミナー 港区危機⟶⌮ㄢ ⟶⌮⫋ 㸯名 2月 

情報セキュリティーセミナー 港区危機⟶⌮ㄢ 役⫋⪅ 㸯名 2月 
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㸯㸮㸫㸦㸱㸧こども⒪⫱パオ 

         港区単⊂事業㸸心㌟㞀害児㏻園施タ・Ⓨ㐩┦ㄯ 
            児❺Ⓨ㐩支援事業㸸㔜心㌟㞀害児㏻園 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

 

㸿 

⤒営 

㈈務 

㸿㸯 

 

土曜の個別┦ㄯの実施 

 

担当 円滑な㐠営ができた 

㸿㸰 児❺Ⓨ㐩支援センター㛤タ準備 全員 
㛤タ準備室の㛤タにあたり検ウし引っ㉺

し、⤊了した 

㹀 

品㉁ 
㹀㸯 地域や㛵係機㛵との㐃携強化 全員 

保ㆤ⪅や地域への事業ㄝ明会㛤催し、パ

ンフレットを作成㓄布した 

㹁 

人材

⫱成 

㹁㸯 ⫋員の㈨㉁向上 全員 
新人◊修㛤催・センター全体で㛤催・外

㒊◊修を㝶時参加した 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿1 土曜日の個別┦ㄯの実施 

昨年度に引き⥆き┦ㄯ員、心⌮士及び支援員による┦ㄯ日を月 2日タけ、就労などにより平日

利⏝が困㞴な保ㆤ⪅が┦ㄯしやすい体制を整備し好ホだった。土曜日に┦ㄯ日をタける事で、両

ぶで┦ㄯに来所する家庭が増加し、より家庭全体の≧況を把握した上で┦ㄯに応じることが⥅⥆

ⓗに⾜えた。 

なお、㟁ヰでの┦ㄯを受ける準備をしていたが、ほとんど┦ㄯはなかった。 

 

㸿㸰 児❺Ⓨ㐩支援センター㛤タ準備 

   新つに㛤タされる児Ⓨセンターのㄝ明会を、港区の㞀害⪅⚟♴ㄢが⌧在㏻園利⏝の保ㆤ⪅に 2

回、区民向けのㄝ明会を 1 回⾜った。事業内容については 10 月から㛤タ準備室を港センターに

タ⨨し、㞀害⪅⚟♴ㄢと事業内容や手⥆き、㉎入備品➼についてヰし合った。事業ごとの担当⪅

も決めて、それぞれが主体ⓗに備品準備・書式作成・契⣙㛵係書㢮の作成➼準備を⾜った。 

新つに 32名の⫋員採⏝を⾜い、令和㸰年3月 23日に新任事前オリエンテーションと勉強会を

㛤催して新つ事業㛤始のイメージを⌧⫋員と共有した。 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地域や㛵係機㛵との㐃携強化 

地域の保⫱園や幼⛶園の⫋員を対㇟に、パオでの⒪⫱内容及び支援方法、㞀害特性などの㞀害

への⌮ゎを図るため、7㹼8月に 13名の幼⛶園教ㅍの実⩦を受入れた。また、12月に 2回の保⫱

園⫋員を対㇟としたぢ学会を㛤催し、公タの保⫱園以外の園が多く来所された。 

保健所が主催した保健師や各地区⥲合支所の㛵係⫋員の◊修で 2月 7日に「新施タの事業ㄝ明
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と㐃携について」ㅮ演依㢗や、新つに㛤園された元㯞布保⫱園㸦㞀害児保⫱園㸧からは保⫱園保

⫱内容協㆟会の委員として施タ㛗が参加した。 

11年㛫、指定⟶⌮⪅として様々な地域の㛵係機㛵と㢦がぢえる㛵係づくりをしてきたことを基

に、来年度から児Ⓨセンターの指定⟶⌮⪅としても引き⥆き更に㐃携を深めていく。 

また、パンフレットを作成して医⒪機㛵や様々な㛵係機㛵にⓎ㏦した。 

 

 㹁 人材⫱成 

㹁㸯 ⫋員の㈨㉁向上 

   本年 4月に入⫋した⫋員に対するオリエンテーションで接㐝マナー、個人情報及び待・危機

⟶⌮➼の◊修を実施した。また、全⫋員を対㇟に業務㐙⾜上特に㔜せな個人情報及び待㜵止に

ついての◊修を⾜った。専㛛ⓗな◊修は、今年度は入⫋ 1年┠の⫋員についてもスキルに合わせ

て外㒊◊修に参加できるようにした。  

 

ア㸬 個別支援㸦┦ㄯ・指導㸧 

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 

品㉁ 
㸯 

港区Ⓨ㐩支援センター┦ㄯ

室からの引⥅ぎ 
担当 Ⓨ㐩支援センター┦ㄯ室との引⥅ぎを⾜った。 

 

(㸰)  実施≧況のホ価 

 㹀 品㉁ 

㹀㸯 港区Ⓨ㐩支援センター┦ㄯ室からの引⥅ぎ 

㞀害⪅⚟♴ㄢとは具体ⓗな事㡯について検ウする場をタけた。児Ⓨセンターとの┤接ⓗな引⥅

ぎについては、1月からィ 7 回実㝿の支援の様子を施タ㛗や専㛛⫋がほ察に⾜き、利⏝児ともゐ

れ合う機会をタけた。また保ㆤ⪅に対しては児Ⓨセンターを引き⥆き安心して利⏝できるように、

事業概せや利⏝の流れなどを┦ㄯ員からㄝ明し円滑な⛣⾜を実施した。 

 

 

イ㸬㏻園事業 

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 

品㉁ 
㸯 アセスメントシートのぢ┤し及び作成 担当 アセスメントシートの完成 

 

(㸰)  実施≧況のホ価 

 㹀 品㉁ 

 㹀㸯 アセスメントシートのぢ┤し及び作成 

  ㏻園⫋員㸦リーダー層㸧を中心にアセスメントシートのぢ┤し検ウを㔜ね、新しい書式を完成さ

せた。今年度後期分より活⏝した。 

ADL 㠃においては、大㒊分を 5段㝵で⾲グしチェックのみの㡯┠を増やした。その他、グ㏙する
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内容に⫋員㛫で差␗がないようぢ本を作成した。5 段㝵のチェック㡯┠に㛵しては、⤫一したど点

で利⏝児の様子をⓗ☜に捉えるようにした。チェック基準に㐪いが出ないよう、全㏻園⫋員傘下の

内㒊◊修にてアセスメントシートを活⏝し情報共有を図った。 

 

㸰 㐠営⟶⌮ 

平成 31年度の⫋員の㓄⨨≧況は、次のとおりである。 

㸦令和 2年 3月31日⌧在㸧          㸦単位㸸人㸧 

⫋✀ 

 

 

常勤・㠀常勤 

施
タ
㛗 

支
援
員 

┳
ㆤ
師 

⮫
床
心
⌮
士 

作
業
⒪
法
士 

⌮
学
⒪
法
士 

ゝ
ㄒ
⫈
ぬ
士 

こども⒪⫱パオ  

常勤⫋員㸦定員㸧 1 31 2 5 3 0 㸯 

常勤⫋員㸦⌧員㸧 1 31 2 5 3 0 㸯 

㠀常勤⫋員 0 9 0 1 0 0 㸯 

㔜心【めろん】  

常勤⫋員㸦定員㸧  2 2   1  

常勤⫋員㸦⌧員㸧  2 2   1  

㠀常勤⫋員  0 0   0  

 

㸱 平成 31年度事業ィ⏬の㐍捗≧況 

(1)内㒊会㆟ 

会㆟名 㢖度 参加⪅ 内 容 

朝・帰りの㺮㺎㺡㺆㺻㺖㺼 

⫋員会㆟ 

 

㺗㺎㺛会㆟・㺐㺻㺡㺎㺖報告会 

㺗㺎㺛・㺔㺻㺪㺅㺸㺻㺛 

業務ㄪ整会㆟ 

毎 日 

月1回 

 

毎㐌木 

〃 

月㸯回 

全 員 

 〃 

 

施タ㛗・個別担当⫋員 

㛵係⫋員 嘱ク医 

㛵係⫋員 

始・就業時情報交換 

施タ内全体の問㢟・情報交換・全体周

▱事㡯報告 

利⏝検ウ・利⏝方㔪 

個別指導 ┦ㄯ ㏻園について 

業務内容の検ウ 

会㆟名 㢖度 参加⪅ 内 容 

㺶㺎㺞㺼㺎会㆟ 

個別担当⪅会㆟ 

㺖㺵㺛会㆟㸦日々㸧 

 〃㸦指定日・めろん㸧 

日 㺖々㺵㺛会㆟ 

⾜事担当⪅会㆟ 

係担当⪅会㆟ 

利⏝会㆟ 

月1回 

月1回 

㝶時 

〃 

〃 

〃 

〃 

月1回 

担当⫋員 

個別担当⫋員 

担当⫋員 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

施タ㛗・┦ㄯ員・嘱ク医 

㏻園事業 

個別┦ㄯ事業 

指導方法 活動内容 ィ⏬ 

 〃 

合同の活動、指導内容検ウ 

⾜事の❧案  

 

利⏝決定 
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(2)外㒊会㆟ 

㡯  ┠ 時期 担当⪅ 

地域⒪⫱㐃⤡会 

東京㒔❧㟷山特別支援学校・㐠営㐃⤡協㆟会・ホ価委員会 

東京㒔♫会⚟♴協㆟会H30年度▱ⓗⓎ㐩㞀害㒊会 ⥲会・定例会 

港区㞀害⪅地域⮬❧支援協㆟会幹事会 

東京㒔㔜心㌟㞀害児㸦⪅㸧㏻所施タ㐃⤡会 

港区せ保ㆤ児❺対⟇地域協㆟会 実務⪅会㆟ 

東京㒔児❺Ⓨ㐩支援⟶⌮⪅◊修㸦ㅮ師㸧 

港区教⫱委員会特別支援協㆟会㸦幼⛶園㸧 

港区教⫱委員会就学支援委員会 

5・11・2月 

6・12・1月 

5・10・1月 

11・1月 

7・2月 

5・1月 

11月・3月 

2月 

10㹼2月 

㛵係⫋員 

施タ㛗 

施タ㛗 

┦ㄯ員 

施タ㛗 

支援員、┳ㆤ師 

施タ㛗 

施タ㛗 

施タ㛗、主任 

 

(3)⫋員◊修 

 ◊修名 参加⫋✀ 主催 人員 実施月 

外 

外

㒊

◊

修 

港区せ保ㆤ児❺対⟇地域協㆟会実務⪅会㆟ 

児❺Ⓨ㐩支援⟶⌮㈐任⪅◊修 

児❺Ⓨ㐩支援⟶⌮㈐任⪅ㅮ師◊修㸦ㅮ師㸧 

子どのⓎ㐩とアタッチメント 

就学┦ㄯㄝ明会 

施タ・在宅における㣗事姿勢の基♏◊修 

㺙㺩㺼⟶㺃児Ⓨ⟶⟶⌮㈐任⪅ㅮ師打ち合わせ(ㅮ師) 

サビ⟶・児Ⓨ⟶⟶⌮㈐任⪅ㅮ師㸦ㅮ師㸧 

┳ㆤ基♏ㅮ座 

東京㒔㞀☀⪅待㜵止・権利擁ㆤ◊修 

サビ⟶・児Ⓨ⟶⟶⌮㈐任⪅◊修 

 

㞀害⪅差別ゎ消法 

東京㒔㞀☀⪅待㜵止・権利擁ㆤ◊修 

サビ⟶・児Ⓨ⟶⟶⌮㈐任⪅更新◊修㸦ㅮ師㸧 

子供のニーズからはじまるコミュニケーション 

┦ㄯ支援従事⪅◊修 

巡回支援専㛛◊修 

子供のことば ゝⴥのⓎ㐩と㞀害 

児❺⚟♴専㛛◊修会 

摂㣗・嚥下指導 

AEDㅮ⩦会 

⏕活の中で医⒪を⪃える 

呼吸㞀害とケア 

公㛤⒪⫱㸦情動Ⓨ㐩と⒪⫱㸧 

 

副主任 

支援員 

施タ㛗 

心⌮士 

㛵係⫋員 

支援員 

施タ㛗 

施タ㛗 

┳ㆤ師 

支援員 

支援員 

カ⦎士 

支援員 

支援員 

施タ㛗 

支援員 

┦ㄯ員 

心⌮士 

心⌮士 

心⌮士 

┳ㆤ師 

㛵係⫋員 

┳ㆤ師 

┳ㆤ師 

支援員 

心⌮士 

港区せ保ㆤ児❺対⟇地域協㆟会 

東京㒔新心㌟㞀害⪅⚟♴センター 

東京㒔新心㌟㞀害⪅⚟♴センター 

全国児❺Ⓨ㐩支援協㆟会 

港区学務ㄢ 

コメディカルアカデミー 

東京㒔新心㌟㞀害⪅⚟♴センター 

東京㒔新心㌟㞀害⪅⚟♴センター 

東京㒔⚟♴保健局㞀害⪅施⟇推㐍㒊 

公┈㈈団法人東京㒔⚟♴保健㈈団 

東京㒔新心㌟㞀害⪅⚟♴センター 

 

港区 

公┈㈈団法人東京㒔⚟♴保健㈈団 

東京㒔新心㌟㞀害⪅⚟♴センター 

日本コミュニケーション学会 

東京㒔新心㌟㞀害⪅⚟♴センター 

国❧㺶㺨㺩㺼㺶㺡㺎㺚㺌㺻㺜㺻㺞㺎 

新医協東京支㒊 

Ⓨ㐩協会 

㔜心㌟㞀害児⥲合医⒪⒪⫱㺜㺻㺞㺎 

港区 

東京㒔♫会⚟♴協㆟会 

東京㒔居宅介ㆤゼ問 

塩浜COCO 

 

1名 

1名 

1名 

1名 

5名 

1名 

1名 

1名 

1名 

1名 

2名 

 

1名 

1名 

1名 

1名 

1名 

1名 

1名 

1名 

1名 

3名 

4名 

1名 

2名 

 

5月 

6月 

6月 

6月 

6月 

7月 

7月 

7月 

7月 

7月 

7月 

 

7月 

8月 

8月 

8月 

9月 

10月 

10月 

10月 

10月 

10月 

10月 

10月 

11月 
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令和元年度➨ 2 回東京㒔┦ㄯ支援従事⪅初任⪅

◊修 

フクシを▱ろうセミナー㸦ㅮ師㸧 

令和元年度 特別支援教⫱担当⪅会㸦ㅮ師㸧 

幼児期からはじまる⮬㛢の⒪⫱ 

➨2回東京㒔┦ㄯ支援従事⪅初任⪅◊修 

新型コロナウィルス感染に対するㄝ明会 

┦ㄯ員 

 

心⌮士 

㹍㹒 

┦ㄯ員 

┦ㄯ員 

┳ㆤ師 

東京㒔新心㌟㞀害⪅⚟♴センター 

 

⚾❧㧗➼学校 

港区教⫱委員会 

地域⒪⫱㐃⤡会 

東京㒔新心㌟㞀害⪅⚟♴センター 

港区保健所 

1名 

 

1名 

1名 

2名 

1名 

1名 

1月 

 

1月 

1月 

1月 

2月 

2月 

内

㒊

◊

修

・

施

タ

内

勉

強 

新入♫⫋員◊修㸦⒪⫱について㸧 

新入♫⫋員◊修㸦㞀害特性について㸧 

新入♫⫋員◊修㸦ゝㄒⓎ㐩について㸧 

新入♫⫋員◊修㸦てんかん・アレルギー、ㄗ嚥㸧 

港区就学ㄝ明会 

原PTスーパーバイズ 

こっこの会の内容について 

医⒪ⓗケア 

新入♫⫋員◊修(㐠動Ⓨ㐩㺃手先のⓎ㐩㺃感ぬ⤫

合) 

プール◊修 

原PT、水㔝心⌮士スーパーバイズ 

保ㆤ⪅勉強会 

内㒊◊修㸦待㸧 

個人情報保ㆤについて 

モニタリングについて 

⫋員向け児❺Ⓨ㐩支援センターㄝ明 

港区⾜政・指定⟶⌮とは 

プール◊修 

水㔝心⌮士スーパーバイズ 

摂㣗◊修 

㔜児の㐠動について 

個人情報◊修 

プール◊修 

待㜵止◊修 

ノロウイルス◊修 

各グループでの取り⤌みについて 

㔜心介助方法◊修 

 

法人内◊修「㺸㺚㺼㺶㺒㺎㺚㺌㺻、㺘㺮㺋㺤㺗㺎㺚㺌㺻◊修」 

待◊修 

水㔝心⌮士スーパーバイズ 

法内事業の加⟬について 

港区条例制定に伴う意思㏻のあり方 

新入⫋員 

新入⫋員 

新入⫋員 

新入⫋員 

対㇟⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

新入⫋員 

 

対㇟⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

支援員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

㛵係⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

支援員 

支援員、 

カ⦎士 

支援員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

全⫋員 

 9名 

10名 

10名 

10名 

5名 

全員 

全員 

全員 

10名 

 

4名 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

全員 

㸲名 

全員 

全員 

全員 

全員 

 

㸲名 

全員 

全員 

全員 

全員 

4月 

5月 

5月 

5月 

5月 

5月 

5月 

5月 

5月 

 

6月 

6月 

6月 

6月 

7月 

7月 

7月 

8月 

9月 

9月 

9月 

10月 

10月 

11月 

11月 

11月 

11月 

11月 

 

12月 

12月 

12月 

12月 

1月 
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(4)実⩦⏕受入れ≧況 

本年度の実⩦⏕の受入≧況は、次のとおりである。             㸦単位㸸人㸧 

実⩦依㢗学校及び学㒊学⛉ 実施月 期㛫㸦日㸧 学年㸦年㸧 受入数㸦人㸧 

㤳㒔圏大学 作業⒪法士学⛉ 5月㹼6月 40 3 㸯 

国❧㞀害⪅リハビリテーションセンター学㝔 

ゝㄒ⫈ぬ学⛉ 

6月㹼7月 30 2 1 

東洋ⱥ和女学㝔大学 保⫱実⩦ 6月㹼6月 

7月㹼8月 

12 

12 

3 

4 

1 

1 

昭和女子大学 人㛫♫会学㒊初➼教⫱学⛉ 8月㹼9月 12 4 1 

幼⛶園教員 ⌧場実⩦ 7月㹼8月 1 - 13 

日本リハビリテーション専㛛学校 9月 4 2 1 

帝京平成大学 ゝㄒ⫈ぬ学⛉ 2月 18 3 1 

 

(5)ボランティアの受入れ≧況 

本年度のボランティアの受入れ≧況は、次のとおりである。       㸦単位㸸人㸧 

内  容 延回数㸦回㸧 実施内容 グループ・個人名 人数㸦人㸧 

学㱋児グループ 13 学㱋児グループ活動 区ボランティアセンター⤂介 2 

 

(6)⾜ 事 

こども⒪⫱パオで⾜った⾜事は次のとおりである。 ※㸦 㸧内保ㆤ⪅➼  

⾜事名 実施日 参加数 ⫋員 備⪃ 

はじめの会 4月 4日 36人㸦87人㸧 全 員  

はじめの会 4月 9日 8人㸦11人㸧 㛵係⫋員  

春の㐲㊊ 
5月 16日 12人㸦12人㸧 㛵係⫋員  

5月 17日 32人㸦32人㸧 㛵係⫋員  

保ㆤ⪅勉強会 6月 22日 23人㸦34人㸧 㛵係⫋員  

保ㆤ⪅参加日 7月 6日 43⤌ 㛵係⫋員  

㐠動会 11月 9日 57人(180人) 㛵係⫋員  

クリスマス会 12月 13日 91人㸦182人㸧 㛵係⫋員  

おわかれ㐲㊊㸦日々㸧 3月 6日 新型コロナウイルス感染拡大のため中止 

修了式・おわかれ会 3月 13日 10人㸦20人㸧 全員  

 

(7)一時保⫱の≧況  

本年度の一時保⫱の利⏝≧況は、下グのとおりである。 

月 

㡯┠ 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ィ 

実施日数㸦日㸧 0 15 15 17 18 17 17 9 15 12 17 5 157 

利⏝⪅延べ人数㸦人㸧 0 48 39 52 48 49 42 45 46 39 47 24 479 

利⏝Ⓩ㘓⪅数㸦人㸧 37 38 36 42 43 44 44 39 39 42 42 42  
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(8)就園児グループ 

本年度の就園児グループ活動の利⏝≧況は、下グのとおりである。 

オレンジグループ 活動内容 参加数㸦人㸧 オレンジグループ 活動内容 参加数㸦人㸧 

1 6月 3日 ゝⴥ/㐠動 7 11 11月 18日 㐠動会⦎⩦ 7 

2 6月 10日 ゝⴥ/㐠動/制作 6 12 11月 25日 㐠動会 7 

3 6月 17日 ゝⴥ/㐠動/制作 6 13 12月 9日 クリスマス会準備 8 

4 7月 1日 ゝⴥ/㐠動/制作 6 14 12月 23日 クリスマス会 8 

5 7月 22日 ゝⴥ/㐠動/制作 6 15 1月 20日 お正月㐟び 6 

6 8月 26日 ゝⴥ/㐠動/制作 7 16 1月 27日 就学準備ㄢ㢟 7 

7 9月 9日 ㈙い物ごっこ 6 17 2月 3日 就学準備ㄢ㢟 4 

8 9月 30日 外出㸦㈙い物㸧 7 18 2月 17日 制作/就学準備ㄢ㢟 4 

9 10月 7日 制作/㐠動 6 19 3月 2日 ィ⏬/就学準備ㄢ㢟 4 

10 10月 21日 外出㸦新橋㥐㸧 6 20 3月 9日 ⤊わりの会 8 

・地域㐃携として、利⏝児所属園の⫋員がグループぢ学と㠃接を実施。7月に⚾❧みなと幼⛶園㸦⫋

員 2名㸧 

(9)2歳児待機グループ 

本年度の 2歳児待機グループ活動の利⏝≧況は、下グのとおりである。 

ふたばグループ 活動内容 参加数㸦人㸧 ふたばグループ 活動内容 参加数㸦人㸧 

1 9月 2日 オリエンテーション 3 10 1月 6日 㐠動㐟び 2 

2 9月 9日 台㢼のため 0 11 1月 20日 ボール㐟び 2 

3 10月 7日 小㯏⢊⢓土 2 12 1月 27日 感ゐ㐟び 3 

4 10月 21日 㐠動㐟び 3 13 2月 3日 〇作 㸲 

5 11月 18日 春㞵㐟び 4 14 2月 10日 ホールタ定 3 

6 11月 25日 キングブロック 4 15 2月 17日 手先の㐟び 3 

7 12月 9日 〇作 5 16 3月 2日 感ゐ㐟び 3 

8 12月 16日 パルプ⢓土 5 17 3月 9日 〇作 4 

9 12月 23日 〇作 5     

 

(10)0・1グループ 

本年度の 0・1歳児グループ活動の利⏝≧況は、下グのとおりである。 

そらまめグループ 活動内容 
参加数

㸦人㸧 

そらまめグル

ープ 
活動内容 

参加数 

㸦人㸧 

1 4月 25日 スキンシップ㐟び 3 7 10月10日 ハロウィンパーティー 6 

2 5月 23日 スヌーズレン 3 8 11月 12日 布あそび 4 

3 6月 13日 ボール㐟び 3 9 12月 19日 楽器㐟び 2 

4 7月 18日 㡢㐟び 4 10 1月 16日 揺れ㐟び 2 

5 8月 22日 布㐟び 6 11 2月 13日 ⣬あそび 2 

6 9月 12日 ハロウィン〇作 6     
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(11)学㱋児グループ 

本年度の学㱋児グループ活動の利⏝≧況は、下グのとおりである。 

①1グループ 

実施日 活動内容 参加数㸦人㸧 実施日 活動内容 参加数㸦人㸧 

1 5月 15日 オリエンテーション 6 9 10月 9日 散歩 4 

2 6月 5日 散歩 5 10 10月 30日 プール 2 

3 6月 26日 プール 5 11 11月 20日 プール 4 

4 7月 17日 プール 4 12 12月 11日 クッキング 3 

5 7月 26日 夏⚍り 5 13 1月 8日 㐠動あそび 3 

6 8月 7日 プール 5 14 1月 29日 プール 4 

7 8月 28日 クッキング 2 15 2月 19日 散歩 6 

8 9月 18日 プール 5     

 

②2グループ 

実施日 活動内容 参加数㸦人㸧 実施日 活動内容 参加数㸦人㸧 

1 5月 22日 オリエンテーション 3 9 10月 16日 散歩 1 

2 6月 12日 散歩 3 10 11月 6日 プール 5 

3 7月 3日 プール 5 11 11月 27日 プール 3 

4 7月 24日 プール 3 12 12月 18日 クッキング 4 

5 7月 26日 夏⚍り 5 13 1月 15日 㐠動あそび 3 

6 8月 14日 プール 4 14 2月 5日 プール 5 

7 9月 4日 クッキング 4 15 2月 26日 ㈙い物 4 

8 9月 25日 プール 4     

 

③3グループ 

実施日 活動内容 参加数㸦人㸧 実施日 活動内容 参加数㸦人㸧 

1 5月 29日 オリエンテーション 6 9 10月 23日 散歩 4 

2 6月 19日 散歩 4 10 11月 13日 プール 4 

3 7月 10日 プール 3 11 12月 4日 プール 3 

4 7月 26日 夏⚍り 4 12 12月 25日 㐠動あそび 0 

5 7月 31日 プール 3 13 1月 22日 散歩 4 

6 8月 21日 プール 4 14 2月 12日 プール 2 

7 9月 11日 クッキング 2 15 3月 4日 㐠動㐟び 3 

8 10月 2日 プール 5     
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(12)おもちゃ図書㤋 

おもちゃ図書㤋の≧況 

 本年度のおもちゃ図書㤋の利⏝≧況は、下グのとおりである。 

㛤催日 ㈚出数㸦件㸧 㛤催日 ㈚出数㸦件㸧 

1 4月 3 7 10月 1 

2 5月 4 8 11月 0 

3 6月 2 9 12月 3 

4 7月 3 10 1月 4 

5 8月 2 11 2月 3 

6 9月 2 12 3月 0 

  ィ 27 

 

(13)健康⟶⌮ 

①日常の健康⟶⌮報告 

・令和元年度は救急搬㏦を⾜う事例Ⓨ⏕はなかった。しかし、㢌㒊外傷と口⭍内外傷により保ㆤ

⪅と救急外来に同⾜受デする事例が 2件あった。 

・パオ施タ内にて嘔吐・下⑩があった場合に、全⫋員が㎿㏿な対応が取れるように「感染性⫶⭠

炎Ⓨ⏕時のフロー」の作成と汚物処⌮キッドを⏝いて⫋員全員にㅮ⩦を⾜った。 

・アレルギー対応マニュアルを作成し、㣗物・動物アレルギー児への事務手⥆きや⤥㣗の提供ま

で、また⥭急時の対応についての一㐃の流れを明☜にし、㎿㏿な対応ができるようにしている。 

・㏆年数名いる㣗事制㝈の児に対しては、年度末更新で医師のデ断書の提出と健康⟶⌮⾲、⥭急

時対応シートの提出をしていただき、対㇟㣗品を完全㝖去するように対応している。 

・てんかん個別対応ファイルを作成し、Ⓨ作が出⌧したときの対応や㡸かり⸆の⟶⌮、てんかん

Ⓨ作のある児を㎿㏿に把握できるようにした。 

・日々㏻園児のⓏ園時にクラスを巡回しどデを⾜うことで、␗常の早期Ⓨぢや体ㄪ変化への㎿㏿

な対応ができるようにした。 

  ・全クラスの利⏝児の情報を PCに入力し、日々の┳ㆤグ㘓・摂㣗指導内容などをグ㘓することで、

情報の共有している。 

  ・そらまめ・学㱋児グループの利⏝児情報をPCに入力し健康≧況などが㎿㏿に把握できるように

対応した。 

  ・㔜心㌟㞀害児クラスの児は個別の健康⟶⌮シートを⏝いて㏻園時は必ずバイタル測定やほ察

を⾜いグ㘓し、⥅⥆ⓗに健康⟶⌮が⾜えるようにしている。 

  ・㔜心㌟㞀害児クラスの㏦㏄には、常時ほ察が必せであり医⒪ⓗケアが必せな児に対しては┳

ㆤ師が添乗しバス㏦㏄を実施している。 

②感染対⟇ 

・感染性⫶⭠炎の流⾜時期には例年㏻り新人⫋員を主とした⫋員全員に対しㅮ⩦を⾜い、嘔吐物

処⌮の周▱をした。 

・冬季に季⠇性のインフルエンザが流⾜したが㞟団Ⓨ⏕をすることはなく⤊息した。また同時期

に 4人以上のⓎ⏕もなく、区報告の事態になることもなく⤊了した。 
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・インフルエンザや感染が流⾜しやすい冬季にはグループ活動や他クラスとの交流を控え、感

染拡大㜵止に努めた。 

・おもちゃやコップなどのピューラックス希㔘水での消毒を毎日施⾜することで、感染の拡大

㜵止に努めた。 

  ・昨年度まではつ定の感染報告があった場合、お▱らせを作成し㓄布を⾜っていたが、今年度

からは、より㎿㏿にお▱らせできるよう保ㆤ⪅への一斉メールで各保ㆤ⪅へ㏻㐩し、感染拡大

㜵止に努めた。 

 

パオが⾜った健康⟶⌮は次のとおりである。 

㡯┠ 回数 利⏝⪅ 担当⪅  

㌟体測定 1回/1ヶ月 全 員 ┳ㆤ師  

小児⛉健デ   〃 全 員 専㛛医 別⾲にて報告 

歯⛉健デ   〃 〃 〃 〃 

専㛛医┦ㄯ・検デ 㝶時 希望⪅ 〃  

 

③その他 

・平成 31 年度は㔜心㌟㞀害児クラスでの医⒪ⓗケアの事故Ⓨ⏕はなかった。個別対応シート

内に⥭急時の対応なども書き㎸み、予測できる危㝤を㋃まえながら日々の医⒪ⓗケアを実施す

るよう心がけた。また必せな医⒪物品はパオに予備を保⟶し、すぐに対応できるようにしてい

た。 

・㡸かり⸆の期㝈はこちらで☜ㄆし、新年度から⥆けて㏻園する児に対しては㏉却せずそのまま

パオで保⟶する。 

・個別対応シートは毎年更新することとし保ㆤ⪅にㄝ明し承ㅙを得た。 
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(別⾲) 

こども⒪⫱パオ㈨料 

 

○ 利⏝⪅の㞀害≧況㸦毎月末⌧在㸧                    㸦単位㸸人㸧 

月 4 5 6 7 8 9 

単一㞀害・ 

㔜」㞀害又は合併 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

A㸸▱ⓗ㞀害 20   20   19   20   20   19   

B㸸Ⓨ㐩㞀害 15   18   22   22   23   24   

C㸸⫥体不⮬⏤ 5   6   6   6   6   6   

D㸸ABCに㞴⫈➼合併                   

E㸸㔜心㌟㞀害 3 4 6 3 4 6 3 4 6 3 4 6 3 4 6 3 4 6 

F㸸その他 2 0 1 2 0 1 2 0 1 2 0 1 2 0 1 2 0 1 

ィ 45 4 7 49 4 7 52 4 7 53 4 7 54 4 7 54 4 7 

月 10 11 12 1 2 3 

単一㞀害・ 

㔜」㞀害又は合併 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

㏻
園 

在
宅 

め
ろ
ん 

A㸸▱ⓗ㞀害 19   18   18   18   18   18   

B㸸Ⓨ㐩㞀害 24   25   25   26   26   26   

C㸸⫥体不⮬⏤ 6   6   6   6   6   6   

D㸸ABCに㞴⫈➼合併                   

E㸸㔜心㌟㞀害 3 4 6 3 4 6 3 3 5 3 3 5 3 3 5 3 3 5 

F㸸その他 1 0 1 1 0 1 2 0 1 1  1 1  1 1  1 

ィ 53 4 7 53 4 7 54 3 6 54 3 6 54 3 6 54 3 6 

 

○ 利⏝⪅の年度の推⛣㸦令和 2年 3月末⌧在㸧                        㸦単位㸸人㸧 

年度㸦平成㸧 

クラス 
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

令 

1 

日 々㸦3㹼6歳㸧 18 22 23 20 17 18 20 23 22 31 33 35 33 31 39 42 

すいか併⏝㏻園㸦3㹼6歳㸧         5        

指定日㸦概ね0㹼3歳㸧 13 14 17 14 14 12 20 15 17 11 11 12 12 10 12 12 

めろん㸦0㹼6歳㸧      6 5 6 11 8 8 8 8 9 9 6 

並⾜・併⏝㏻園 1 2 1 4 6 4 4 5     4 8 11 11 

利⏝⪅ィ 32 38 41 38 37 40 49 49 55 50 52 55 57 58 71 71 
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○ 利⏝⪅数㸦令和2年 3月末⌧在㸧 

 本年度の利⏝⪅数の動向は、下グのとおりである。   㸦単位㸸人㸧 

月 

区分 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

㏻
園
㒊
㛛 

⏨ 34 37 40 40 41 41 39 39 40 40 40 40 

女 11 12 12 13 13 13 14 14 14 14 14 14 

ィ 45 49 52 53 54 54 53 53 54 54 54 54 

め
ろ
ん
㸨 

⏨ 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

女 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 

ィ 7 7 7 7 7 7 7 7 7 6 6 6 

在
宅 

⏨ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 

女 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

ィ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 

学
㱋
児
グ
ル
䤀
プ 

⏨ 0 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

女 0 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 

ィ 0 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 

㸨東京㒔㔜心㌟㞀害児㸦⪅㸧㏻所事業㸦めろん㸧 

 

健康⟶⌮の≧況 

年㛫デ察件数㸦延べ人数㸧                         㸦単位㸸人㸧 

  月 

㡯┠ 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ィ 

小児⛉デ 0 0 20 19 19 23 25 24 18 22 18 21 209 

歯⛉デ 8 13 14 9 11 17 12 14 16 9 10 16 149 

ケースデ 9 10 12 3 8 5 9 10 8 6 3 0 83 

摂㣗指導 2 4 2 2 3 2 2 0 㸯 2 3 0 23 

 

○ ┦ㄯ延べ件                              㸦単位㸸人㸧 

内ヂ 

区分 
⌮学⒪法 作業⒪法 ゝㄒ 心⌮ 

♫会 

⚟♴士 
┳ㆤ ィ 

Ⓨ㐩・⒪⫱┦ㄯ 330 1063 933 2197 418 0 4941 

ゼ問指導 0 0 0 0 0 0 0 

巡回ゼ問 4 5 2 11 0 0 22 

その他 0 0 0 0 0 0 0 

合ィ 334 1068 935 2208 418 0 4963 

※巡回ゼ問実施施タ…区❧保⫱園㸦暫定・公民含む㸧㸸4園 ㄆド保⫱所㸸0園  

⚾❧保⫱園㸸5園 区❧幼⛶園㸸4園 ⚾❧幼⛶園㸸4園 その他㸸2 
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○ Ⓨ㐩・⒪⫱┦ㄯ事業利⏝⪅数                     㸦単位㸸人㸧 

年 㱋 

区 分 
0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 学㱋児 その他 ィ 

┦ ㄯ 21 30 67 65 56 25 33 18 315 

内 

ヂ 

単Ⓨ┦ㄯ 3 6 9 7 3 5 33 10  76 

受 付 中 18 24 46 43 36 10 0 8 185 

㏻園利⏝ 0 0 12 15 17 10 0 0 54 

指導・カ⦎  17 17 46 60 55 66 0 0 261 

内 

ヂ 

単⊂利⏝ 17 16 45 59 55 66 0 0 258 

㏻園利⏝ - - - - - - - - - 

在  宅 0 1 1 1 0 0 0 0 3 

合    ィ 38 47 113 125 111 91 33 18 576 

※平成 22年度より、パオ㏻園児の指導・カ⦎はⓎ㐩・⒪⫱┦ㄯ事業として⾜わず、パオの活動として

⾜うためィ上しない 

 

○ 栄㣴⟶⌮の≧況  

⤥㣗提供㣗数㸦㣗㸧 

区 分 昼㣗 

月平均㣗数 699 

年㛫⥲㣗数 8,392 

 

栄㣴基準㔞と⤥与栄㣴㔞 

 
ｴ䢄䢕ｷ䢚ー  

㸦Kcal㸧 

たんぱく質

㸦g㸧 
⬡㉁                

㸦g㸧 

㺔㺷㺚㺑㺯 

㸦mg㸧 
㕲 

㸦mg㸧 

ビタミン 㣗塩 

┦当㔞

(mg) 
レチノール 
当㔞(μ) 

B1                    
㸦mg㸧 

B2                         
㸦mg㸧 

C                
㸦mg㸧 

栄㣴 
基準㔞 380 14.3 11.4 150 1.7 135 0.21 0.24 14 1.5 

⤥与 
栄㣴㔞 393 14.7 11.8 82.3 1.4 133 0.22 0.17 38 1.5 

※ 栄㣴基準㔞は年1回 4月に⟬出したものである。 

 

栄㣴比⋡㸦㸣㸧 

炭水化物エネルギー比 ⬡⫫エネルギー比 

60 25 
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㣗品構成と㣗品⩌別⤥与㔞㸦g㸧 

㣗 品 ⩌ 名 㣗 品 構 成 ⤥ 与 㔞 

㸯㸬✐ 㢮 

⡿ 35 37 

パ ン 㢮 6 6 

め ん 㢮 8 6 

その他の✐㢮・堅果㢮 0 0 

㸰㸬い も 㢮 
じゃがいも㢮 13 15 

こんにゃく㢮 1 0 

㸱㸬◁ ⢾ 㢮 1 1 

㸲㸬Ⳬ 子 㢮 0 7 

㸳㸬油 ⬡ 㢮 
動 物 性 1 0 

植 物 性 2 1 

㸴㸬㇋ 㢮 
み    そ 2 1 

㇋・大㇋〇品 8 8 

㸵㸬㨶 介 㢮 

⏕    物 11 9 

塩 ⶶ・⨁ ワ 1 0 

水⏘⦎り〇品 3 3 

㸶㸬⋇㫽⫗㢮 
⏕    物 24 26 

その他の加工品 2 1 

㸷㸬卵    㢮 7 7 

㸯㸮㸬乳 㢮 
牛    乳 12 7 

その他の乳〇品 14 14 

㸯㸯㸬㔝⳯㢮 

⥳㯤Ⰽ㔝  ⳯ 36 35 

漬    物 0 0 

その他の㔝  ⳯ 58 54 

㸯㸰㸬果 物 㢮 20 23 

㸯㸱㸬海 ⲡ 㢮 1 0 

㸯㸲㸬ㄪ 味 料 㢮 8 66 

㸯㸳㸬ㄪ 味 加 工 㣗 品 㢮 2 0 
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㸯㸮㸫㸦㸲㸧工房アミ 

㸦⏕活介ㆤ事業㸧 

  

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 
⤒営 
㈈務 

㸯 新つ事業の定╔ 全 員 

①ㄢ㢟別クラスの新つタ定 
→支援内容別グループでの活動を㛤始。
個々の㞀害特性に応じた支援を提供して
いる。 

②公㛤日各クラス 年㸰回 
→支援内容別グループも含め 5月と 11 
月の年 2回実施した。 

㹀 
品㉁ 

㸯 ⮬❧促㐍と地域交流 全 員 
ㄢ㢟別外出実施  

→前期と後期の年㸰回実施した。 

㸰 安心、安全なサービス提供 全 員 

無事故㐠営 

→入所施タ利⏝のため㏥所する利⏝⪅に㛵す

る引⥅ぎのため、入所施タ⫋員の実⩦を受

入れた。 

㹁 
人材 
⫱成 

㸯 ⫋員の㈨㉁向上 全 員 

①⫋員一人年1回 ◊修参加 

→全⫋員 28名中 25名が外㒊◊修参加。そ
の他、センター全体◊修も含め内㒊◊修
を実施している。 

②クラス◊修の実施 

 →各クラス支援上のㄢ㢟を持ち寄り、ケー
ス 検ウ会を実施した。 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

 㸿 ⤒営㈈務 

 㸿㸯 新つ事業の定╔ 

① ⮬㛢傾向が強い利⏝⪅を主な対㇟とした「➨5グループ」を作り活動を始めた。参加利⪅の

数名は、クラスよりも㐠動㔞が多く☜保できたり、㞟中して作業に取り⤌むことができた。

一方で、利⏝⪅増と⫋員の㏥⫋が⥆いたことが影㡪して、十分な支援体制が⤌めずにグルー

プでの活動が⾜えない日もあった。 

② 後期には、クラス同様に「➨ 5グループ」の活動の公㛤を⾜った。これまでのような「ぢ学」

スタイルではなく、保ㆤ⪅にもㄪ⌮実⩦や手ⱁ活動などでの〇品作りに✚極ⓗに㛵わってい

ただいた。 

 

 㹀 品㉁ 

 㹀㸯 ⮬❧促㐍と地域交流 

工房アミの利⏝⪅や活動、㞀害への⌮ゎ促㐍を┠ⓗに広報ㄅ「アミ便り」を年 3回Ⓨ⾜した。

後期には、区民まつりやヒューマンぷらざまつりといった大きな⾜事があり、利⏝⪅にとっ 

て、ボランティアや一⯡来場⪅との㈗㔜な交流の場となっていたが、区民まつりはⲨ天の為、 
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㸰年⥆けて中止となった。 

その他、㐠動やリサイクル活動など日常ⓗな機会を捉えての地域住民との交流や、外出支援

で区内の他⏕活介ㆤ事業所へ出かけていき、利⏝⪅同士交流できる機会を作るなどした。しか

し、年度末には新型コロナウイルス感染㜵止の取り⤌みにより、他⪅との接点を減らす┠ⓗで

活動内容を変更したり、外出支援の機会も数回中止となってしまった。 

 

㹀㸰 安心、安全なサービス提供 

令和 2年 3月、区内に㞀害⪅入所施タが㛤所し、多数㸦19人㸧の工房アミ利⏝⪅が入所す

ることになった。利⏝⪅が安全に入所することができるように、入所施タ⫋員が工房アミに来

て利⏝⪅毎の介助方法を⌧場で実地に実施した。更に、工房アミ⫋員と一⥴に後期個別支援ィ

⏬モニタリング報告に係る家族㠃ㄯの場にも同席し⾜い、施タ入所に伴う利⏝⪅及び家族の不

安払拭に努めた。 

 

 㹁 人材⫱成 

㹁㸯 ⫋員の㈨㉁向上 

今年度から、⫋員⮬㌟がㅮ師となる内㒊◊修を実施した。後期は、⮫床⨾⾡の取り⤌みに

ついて、港区手ヰゝㄒ条例制定に伴う㞀害⪅の多様なコミュニケーション手段についてなど

のテーマで実施した。その他、各クラスから支援上のㄢ㢟を持ち寄り、ケース検ウ会を実施

し、日常の支援に活かしている。 

全⫋員28人中25人(年度末に参加を予定していた◊修が新型コロナウイルス感染拡大㜵止

により中止となっている)が、㞀害の⌮ゎ、支援技⾡の向上、㝵層別に必せな⤌⧊での役割⾜

動などをテーマにした外㒊◊修に参加した。また、今年度から㛤始した港区内他 2法人の⏕

活介ㆤ事業所との合同◊修を後期も実施した。 

 ⫋員のスキルアップと合わせて、プログラムの充実も┠ⓗとして、▱ⓗ㞀害⪅の家族団体

幹事や地域⏕活⛣⾜を専㛛として活動してきたお二人をスーパーバイザーとして招き、3 月

に⫋員との㢦合わせを兼ねた座学◊修を実施した。 

 

㸰 㐠営⟶⌮ 

本年度の⫋員㓄⨨、主な◊修の実施、参加≧況は、次のとおりである。 

㸦㸯㸧⫋員㓄⨨≧況㸦令和 2年 3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

⫋✀区分 

 

 

㓄⨨区分 

施
タ
㛗  

支援員 

  

┳
ㆤ
師 

  

栄
㣴
士 

  

ィ 

備  ⪃ サ
ビ
⟶ 

 

副
主
任 

支
援
員 

常勤⫋員 1 1 2 24 1 (1) 28(1) 施タ㛗とサビ⟶は兼務 

栄㣴士はセンター共㏻ 㠀常勤⫋員 0 0 0 1 0 0 0 

ィ 1 1 2 25 1 (1) 28(1) 
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㸦㸰㸧⫋員◊修の≧況 

 ◊修名 参加⫋✀ 主催 人員 実施月 

 

 

 

内

㒊

◊

修 

⫋員◊修㸦新人◊修㸧 支援員 法人  3名 㸲月 

待㜵止◊修 全⫋員 工房アミ 28名 4月 

正しい制止方法について 全⫋員 工房アミ 28名 5月 

⮬㛢と構㐀化について 全⫋員 工房アミ 28名 6月 

待㜵止◊修 全⫋員 教⫱委員会 28名 6月 

他施タ体㦂◊修 支援員 工房アミ  3名 7月 

個人情報◊修 全⫋員 工房アミ 28名 7月 

港区⾜政について 全⫋員 教⫱委員会 28名 8月 

個別支援ィ⏬について 全⫋員 工房アミ 28名 8月 

明日から役❧つ応急処⨨ 全⫋員 工房アミ 28名 8月 

個人情報◊修 全⫋員 教⫱委員会 28名 9月 

待㜵止◊修 全⫋員 教⫱委員会 28名 10月 

㝵層別中堅⫋員◊修 支援員 法人  2名 10月 

レジリエンス◊修 支援員 法人  2名 12月 

コミュニケーション◊修 支援員 法人  2名 12月 

⮫床⨾⾡とブランディング 全⫋員 工房アミ  28名 12月 

ケース検ウ◊修 全⫋員 工房アミ  28名 1月 

港区手ヰゝㄒ条例について 全⫋員 教⫱委員会  28名 1月 

㞀害とコミュニケーション 全⫋員 工房アミ  28名 2月 

▱ⓗ㞀害について 全⫋員 工房アミ  28名 2月 

 

 

 

外

㒊

◊

修 

㞀害⪅差別ゎ消法について 支援員 港区  4名 7月 

強度⾜動㞀害について 支援員 東♫協  1名 7月 

ボランティアについて 支援員 港区♫協  1名 7月 

日中活動の充実について 支援員 東♫協  1名 7月 

リーダーシップ◊修 全⫋員 民㛫事業⪅  㸯名 7月 

普㏻救命◊修 支援員 港区  3名 9月 

㞟団⒪法について 支援員 民㛫事業⪅  4名 12月 

みなと特別支援学校公㛤 支援員 特別支援学校  2名 1月 

利⏝⪅の体ㄪ急変について ┳ㆤ師 民㛫事業⪅  2名 3月 

┦ㄯ支援専㛛員㸦4回㸧 支援員 
東京㒔心㌟㞀害⪅

⚟♴センター 
2名 8・3月 

 

㸱 利⏝⪅支援 

㸦1㸧活動 

創作㸦アート㸧活動では、より利⏝⪅の個別性を㔜どした作品を作ることを┠標に掲げて活動し、

年度末には港センター内で作品Ⓨ⾲会を⾜った。手ⱁや⣬すき、木工など〇作活動では、「多様な一

人ひとりが何かしらの工⛬に㛵わり一つの価値を作りあげる㸦=value㸧」というコンセプトの元、作

業工⛬を⣽分化し全利⏝⪅がそれぞれ可⬟な作業工⛬に携わる形を作り出し活動を⾜った。 
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㸦2㸧施タ⾜事実施≧況 

平成 31年度に実施した主な⾜事は次のとおりである。 

⾜事名 実施日 参加人数 実施場所 

㛤始式 4月 1日 50名 センター 

グループ外出 
5月 50名 シーバンス ア㺃モール 

11月 51名 新橋はつらつ太㝧 NHK博物㤋 

1日外出 

 㺏㺮 1:   6月 18 日 14名 

TEPIA先➃技⾡⛉学㤋 
 㺏㺮 2:    6月 11 日 13名 

㺏㺮 3:   6月 12 日 11名 

㺏㺮 4:    7月  2 日 12名 

㐠動会 6月 28 日 49名 区スポーツセンター 

⦕日 8月 30 日 42名 センター 

宿泊カ⦎㸦㺏㺮 1㺃3㸧 9月 12日㹼13日 25名 㓗㎰⋤国オラッチェ 

⏕命の星㺃地⌫博物㤋 宿泊カ⦎㸦㺏㺮 2㺃4㸧 9月 26日㹼27日 22名 

ヒューマンぷらざまつり 10月 27日 43名 センター 

クリスマス会 12月 11日 51名 センター 

成人を⚃う会 1月 16日 50名 センター 

1日外出※ 

㺏㺮 1:     2月 4 日 12名 

浜松⏫コロッケ倶楽㒊 

㸦カラオケ㸧 

㺏㺮 2:    2月25日 11名 

㺏㺮 3:   2月26日 8名 

㺏㺮 4:     2月 7 日 10名 

※コロナウイルス感染対⟇のため、アミ2㺃3クラスはセンター内で実施した。 

 

㸲 健康⟶⌮ 

  事業ィ⏬に基づき、次のとおり健康⟶⌮を実施した。 

(1)健康デ断㸦年1回㸧 

6月に港センターにて利⏝⪅全員を対㇟に定期健康デ断を実施した。7月にはⰪ健デセンターに

て希望⪅を対㇟に婦人⛉検デを実施した。 

(2)歯⛉検デ㸦年2回㸧 

  全利⏝⪅を対㇟に7月と 2月に実施した。 

(3)体㔜測定㸦㐌1回または月 1回㸧 

毎月体㔜測定を⾜い、健康≧態の把握、㐠動の┠安とした。しかし、家族から㐌 1回の測定を

希望された方、必せ性の㧗い方については㐌㸯回の測定を⥅⥆した。 

(4)⾑圧測定㸦年2回㸧・検尿㸦年 1回㸧 

  ⾑圧測定と検尿(⺮ⓑ、⢾、潜⾑検査)を全員を対㇟に実施した。 

(5)内⛉・║⛉・⪥㰯⛉・整形⛉・⢭⚄⛉検デ 

   利⏝⪅の健康≧態を定期ⓗにほ察するために、センター専㛛医┦ㄯの医師による検デを実施し 

た。 

(6)内服⸆の⟶⌮ 

Ⓩ所中の服⸆⟶⌮を⾜い、⸆の㣧み忘れやㄗ⸆などが⏕じないようにした。また、災害時に備

え 3日分の⸆をアミで保⟶し、㸯年毎㸦⸆の内容によっては 2㹼3ヶ月毎㸧の交換を⾜った。 
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(7)医⒪処⨨・応急処⨨ 

点║、点㰯、㌾⭯塗布、傷の処⨨など日々対応を必せとする利⏝⪅への処⨨を実施した。また外 

傷の☜ㄆや手当て、体ㄪ不Ⰻ⪅の対応➼を㝶時実施した。 

(8)家族・医⒪機㛵との㐃携 

利⏝⪅の日㡭の健康≧態を把握し、家族との情報共有を⾜った。体ㄪ不Ⰻや怪我が⏕じた㝿は

㏿やかに家族へ㐃⤡・報告を⾜い、必せに応じて医⒪機㛵への受デ対応を⾜った。また、家族か

らの健康┦ㄯに応じ、専㛛医┦ㄯの医師及び医⒪機㛵との㐃携に努めた。 

(9)感染予㜵対⟇ 

ノロウイルスの感染流⾜時期㸦11月㸧に合わせて、嘔吐物など汚物処⌮方法の勉強会を実施し

た。1 月㡭から新型コロナウイルス流⾜に伴って、例年冬季のインフルエンザ流⾜時と同様に、

手指消毒、換気、共有㒊分の消毒、湿度⟶⌮、マスクの╔⏝などを⾜い感染㜵止に努めた。 

 

専㛛医による健デ                           㸦単位:人㸧 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 延数 

健康デ断 㸫 㸫 48 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 48 

婦人⛉検デ 㸫 㸫 㸫 3 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 3 

内⛉(検デ) 23 22 23 22 24 17 24 22 25 21 27 18 268 

歯⛉ 㸫 㸫 43 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 45 㸫 88 

║⛉ 10 12 10 11 11 13 10 13 10 12 11 11 134 

⪥㰯⛉ 12 12 10 14 10 12 13 13 11 13 10 10 263 

整形外⛉ 4 5 3 5 7 5 3 5 5 5 2 1 49 

⢭⚄⛉ 4 5 4 5 6 3 4 5 5 5 2 1 49 

 

㸳 実⩦⏕の受け入れ 

実⩦ 実⩦期㛫 人数 備⪃ 

港特別支援学校3年 

5月 29日㹼6月4日 1名 

利⏝⪅実⩦ 

7月 8日㹼7月12日 1名 

10月 7日㹼10月 11日 1名 

10月 29日㹼11月 6日 1名 

12月 10日㹼12月 16日 1名 

港特別支援学校2年 
11月 20日㹼11月 22日 1名 

11月 25日㹼11月 27日 1名 

国家公務員 6月 10日㹼6月14日 4名 初任⪅◊修 

上智♫会⚟♴専㛛学校 8月 22日㹼8月28日 4名  

ㄞ売⌮工医⒪⚟♴専㛛学校 9月 10日㹼9月19日 4名 

♫会⚟♴法人健ㄔ会 

㸯月 21日㹼1月29日 7名 

2月 3日㹼2月14日 5名 

2月 17日㹼2月27日 4名 
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㸴 平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
㐍捗≧況 

利⏝⪅ ⫋員 

(1) 㐠営⟶⌮ 

① 会 ㆟ 

  

 

⫋員会㆟ 

業務ㄪ整会㆟ 

ケース会㆟ 

ケース検ウ会㆟ 

活動会㆟ 

摂㣗指導カンファレンス 

利⏝決定会㆟ 

 

月1回 

月1回 

年2回 

年2回 

年2回 

年6回 

㝶 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 員 

担当⪅ 

㺙㺩㺼⟶、担当⪅ 

クラス⫋員 

担当⪅ 

担当⪅ 

センター㛗、施タ

㛗、主任、┳ㆤ師 

 

7月以外毎月実施 

毎月実施 

1回実施 

1回実施 

会㆟形式ではなく実施 

3回実施 

1回実施 

② ⫋員◊修 ア 内㒊◊修 

 各✀勉強会・伝㐩◊修 

イ 法人◊修 

基♏ㅮ座 

フォローアップㅮ座 

 

リーダーシップ◊修 

ウ 外㒊◊修 

摂㣗指導ㅮ⩦会 

 

施タぢ学・実⩦ 

その他◊修 

 

年6回 

 

4月 

10月 

 

6月 

 

1回 

 

㝶 時 

㝶 時 

 

 

 

全 員 

 

新人⫋員 

基♏ㅮ座

受ㅮ⪅ 

中堅⫋員 

 

㛵係⫋員 

 

㛵係⫋員 

 

6回実施 

 

実施済 

実施 

 

実施 

 

摂㣗指導カンファレンス

と同時に実施 

施タ体㦂◊修実施済み 

東♫協ほか 

③ 健康⟶⌮ ア 定期健康検デ 

イ ⏕活⩦慣検デ 

ウ 㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接✀ 

エ ⭠内⣽⳦検査 

オ ストレスチェック 

年1回 

年1回 

年1回 

毎 月 

年㸯回 

 

 

 

全 員 

指定⪅ 

全 員 

全 員 

全 員 

8月㹼9月 

㏲次指定あり実施 

実施 

実施 

実施 

(2)利⏝⪅支援 

① 支援方㔪 

 

 

② 健康⟶⌮ 

 

 

 

 

ア 個別支援ィ⏬書作成 

イ 個別㠃接 

ウ 家族㐃⤡会 

 

ア 定期健康検デ 

イ 歯⛉検デ 

ウ 専㛛医検デ 

エ 健康指導(専 㛛 医 ┦ ㄯ)) 

オ ヴァイタルチェック 

カ 体㔜測定 

 

年2回 

年2回 

年5回 

 

年1回 

年2回 

毎 月 

㝶 時 

毎 日 

毎 月 

 

全 員 

全 員 

保ㆤ⪅ 

 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

㺙㺎㺩㺼㺛⟶⌮㈐任⪅ 

㺙㺩㺼⟶、担当⪅ 

施タ㛗・主任 

 

 

実施 

実施 

4回実施㸦コロナ対⟇で

㛤催⮬⢔㸧 

実施済 

実施 

毎月実施 

毎月実施 

毎日実施 

毎月実施 

希望⪅のみ毎㐌実施 
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    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋員 

③ ⾜事・活動 

 

 

みなと区民まつり 

ヒューマンぷらざまつり 

㞀害⪅㐌㛫グ念事業式典 

宿泊カ⦎ 

一日外出 

 

 

ミュージックセラピー 

プール 

ㄪ ⌮ 

アート 

ⱁ ⾡ 

季⠇⾜事 

10月 

10月 

12月 

1回 

年3回 

 

 

7回㸭年 

8回㸭年 

毎 月 

7回㸭年 

3回 

㝶 時 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

クラス⫋員 

 

 

クラス⫋員 

クラス⫋員 

クラス⫋員 

クラス⫋員 

クラス⫋員 

全 員 

台㢼のため中止 

10月実施 

不参加 

実施済 

実施㸦ただし、コロナ対

⟇㛵㐃で実施ぢ合わせ

回あり㸧 

〃 

〃 

〃 

〃 

実施 

ハロウィン、クリスマス

会、初ユ➼実施済 

(3)㜵災対⟇ ア センター合同㜵災カ⦎ 

イ センター㜵災カ⦎ 

ウ 工房アミ㟈災カ⦎ 

 

エ 安全委員会 

オ 安全㸲S点検 

年1回 

毎 月 

年1回 

 

毎 月 

毎 月 

全 員 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

全 員 

全 員 

 

委 員 

全 員 

11月実施 

毎月実施 

未実施㸦今後事業所単⊂

では⾜わない㸧 

毎月実施 

毎月実施 

(4)その他 

①実⩦受入 

 

 

②ぢ学⪅受入 

 

 

 

 

③㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏受入 

④外㒊ホ価 

 

⑤⎔境整備 

 

ア 利⏝希望⪅、特別支援学

校⏕ 

 

イ 大学、専㛛学校➼からの

実⩦ 

 

 

 

地域、学校、他施タ➼ 

地域㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏、港区♫協他 

ア 東京㒔➨三⪅ホ価 

イ ISO9001 㺙㺎㺫㺼㺐㺵㺻㺛 

ア 施タ内⎔境整備 

イ 床清掃 

ウ 布団乾燥・消毒 

エ 害㥑㝖 

 

㝶 時 

 

 

㝶 時 

 

 

 

 

㝶 時 

㝶 時 

㝸 年 

9月 

毎 月 

年1回 

年1回 

㝶 時 

 

 

 

担当⪅ 

 

 

担当⪅ 

 

 

 

 

施タ㛗、主任 

〃 

全 員 

全 員 

全 員 

業 ⪅ 

業 ⪅ 

業 ⪅ 

 

港特別支援学校、城南特

別支援学校、光明学園 

国家公務員、介ㆤ➼◊修 

上智♫会⚟♴専㛛学校 

ㄞ売⌮工専㛛学校 

学校、他施タ 

㝶時受け入れ 

 

未実施㸦次年度予定㸧 

実施 

毎月実施 

未実施 

実施 

実施 
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㸦別⾲㸧              工房アミ㈨料 

㸯 利⏝⪅の≧況 

㸦㸯㸧性別・年㱋別≧況                   㸦令和2年 3月 31日⌧在㸧 

✀ 

別 

 

年
㱋
層 

性別 㞀害別 㞀害➼⣭ 

㌴
椅
子
利
⏝
⪅ 

⏨ 女 

▱
ⓗ
㞀
害 

㌟
体
㞀
害 

䥹
㔜
」
㞀
害
䥺 

愛の手帳 ㌟体㞀害⪅手帳 

㸯
・
㸰
度 

㸱
・
㸲
度 

手
帳
な
し 

㸯
・
㸰
⣭ 

㸱
・
㸲
⣭ 

㸳
・
㸴
⣭ 

手
帳
な
し 

18㹼20才 1 2 3 2 2 2   1 1  1 1 

21㹼30 14 7 21 12 12 20 1  8 3 1 8 7 

31㹼40 2 9 11 9 9 9 2  4 4 1 3 2 

41㹼50 3 4 7 4 4 7   3   3 3 

51以上 1 1 2 1 1 2   1   1 1 

ィ 
21 23 44 28 28 41 3  17 8 2 17 

14 
44  44 44 

利⏝⪅平均年㱋 32.1歳 

  

㸦2㸧㞀害支援区分 

 区分㸴 区分㸳 区分㸲 区分㸱 ィ 
平均㞀害支援区分 

5.4 

(令和2年3月31日⌧在㸧 

⏨ 11 4 5 1 21 

女 14 9 0 0 23 

ィ 25 13 5 1 44 

 

㸦3㸧月別利⏝≧況及び利⏝⋡ 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均 

定員 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 

利⏝⪅数 51 51 51 52 52 52 52 52 52 52 52 44 51.2 

充㊊⋡㸦㸣㸧 128 128 128 130 130 130 130 130 130 130 130 113 128 

一日あたり

の平均利⏝

⪅数㸦人㸧 

43.8 45.9 44.3 44.7 38 39.4 44 43.4 44.8 44.5 40.8 39.5 42.8 

一日あたり

の利⏝⋡

㸦㸣㸧(※)  

110 115 111 115 112 99 110 110 112 111 102 99 109 

  ※ 利⏝⋡は、利⏝⪅数に対する割合 

㸦4㸧入所及び㏥所の≧況 

入所㸸平成 31年 4月 11日  3名      ㏥所㸸令和2年 3月 14日   1名 

令和 11年 7月10日  1名            令和 2年 3月 13日    2名 

令和 2年 3月23日  1名 

令和 2年 3月27日  2名 

令和 2年 3月31日  1名 
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㸯㸮㸫㸦㸳㸧みなとワークアクティ 

㸦就労⥅⥆支援㹀型事業所㸧 

 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

    個別支援㸦構㐀化㸧については、前年度から取り⤌んできたことの改善や利⏝⪅個人に焦点を

当てた支援を⾜った。それにより、⏕⏘活動の役割分担や利⏝⪅に対する声かけも曖昧な⾲⌧が

少なくなり、利⏝⪅の⌮ゎの支援として効果がぢられた。その他、┠標値を㐩成できたものもあ

ったが、一㒊の㡯┠が再検ウまたは十分に╔手できなかったものもあったため、次年度のㄢ㢟と

して⥅⥆して改善に取り⤌む。 

 

㸰 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 
㹌㹭 

㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 
品㉁ 

㸯 個別支援(構㐀化)の強化 全⫋員 
前期㸸伝㐩◊修、作業場所の構㐀化実施 
後期㸸利⏝⪅個別の構㐀化実施 

㸰 作業➼活動内容のぢ┤しと周▱ 全⫋員 

⮬治活動にて創作型の活動実施 
→利⏝⪅意向ㄪ査⤖果㸸満㊊度64.7% 
広報ㄅにて作業⤂介 
→利⏝⪅意向ㄪ査⤖果㸸満㊊度100% 

㹁 
人材
⫱成 

㸯 
㹆㸿㹁㹁㹎㛵㐃◊修への参加とㄆド
取得への対応 

全⫋員 
 
リストアップ、マニュアル作成➼、未実施 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 個別支援㸦構㐀化㸧の強化 

⏕活の中で利⏝⪅にとって分かりやすい、安心できる⎔境を整える、利⏝⪅の混乱を㜵ぎ⮬Ⓨ

ⓗな⾜動につながるよう昨年に引き⥆き構㐀化を⾜った。主な取り⤌みは、作業場所を中心にパ

ーテーションを使⏝した物⌮ⓗ構㐀化、スケジュール⾲➼の掲♧による時㛫の構㐀化、その他事

業所内のルールやマナーを⾲♧した掲♧物を⏝いたどぬⓗ構㐀化を⾜った。利⏝⪅によっては、

掲♧物をぢて⮬主ⓗに⾜動に⛣せたり、ルール➼守れるようになったり➼の効果がぢられた。利

⏝⪅本人の特性・⌮ゎに合うよう今後も定期ⓗに再構㐀化を㐍めていく。 

 

㹀㸰  作業➼活動内容のぢ┤しと周▱ 

今年度は⮬治活動での創作型プログラムの実施増、日㡭の活動≧況を広報ㄅのグ事にし、家族

➼へ周▱を図った。後期に実施した利⏝⪅意向ㄪ査㸦回収⋡ 55%㸧において、広報ㄅでの作業⤂

介は㧗ホ価が得られたが、創作型のプログラムについては、満㊊のできる⤖果とはいい㞴いもの

であった。作業⤂介は今後も⥅⥆するが、活動内容については再検ウを⾜う。 

 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯  㹆㸿㹁㹁㹎㛵㐃◊修への参加とㄆド取得への対応 

   情報収㞟が不十分であったため、㹆㸿㹁㹁㹎に㛵㐃する◊修には参加することができす、所⟶



 159 

の保健所⫋員による≧況☜ㄆ、港区所⟶ㄢへの報告のみにとどまった。㣗品を〇㐀する事業⪅に

とって今後、㹆㸿㹁㹁㹎ㄆドは必㡲条件であるため、次年度は完全⛣⾜時期から㐳ってィ⏬ⓗに

準備をしていく。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

  (㸯) ⫋員㓄⨨≧況           㸦令和 2年 3月 31日⌧在、単位㸸人㸧 

㓄⨨区分 

⫋✀区分           
常勤⫋員 ィ 備 ⪃ 

施 タ 㛗 1 1  

サービス⟶⌮㈐任⪅ 1 1  

⫋業指導員 1 1  

⏕活支援員 4 4  

栄㣴士 0.25 0.25 センター兼任 

ィ 7.25 7.25  

 

㸦㸰㸧⫋員◊修の≧況 

    ◊ 修 名 参加⪅ 主  催 人員 実施月 

内 

㒊 
◊ 

修 

新人⫋員◊修 新人⫋員 法人教⫱委員会 3 4 

個人情報の㐺正な取扱い 施タ㛗 㞀害⪅⚟♴ㄢ 1 5 

個人情報の㐺正な取扱い 全⫋員 施タ㛗会 6 5 

㞀害⪅待㜵止法の⌮ゎと対応 全⫋員 教⫱委員会 7 6 

初任⪅ベーシック◊修 新人⫋員 法人教⫱委員会 1 7 

個人情報保ㆤ◊修 施タ㛗 㞀害⪅⚟♴ㄢ 1 7 

構㐀化について 全⫋員 みなとワークアクティ 6 7 

港区の指定⟶⌮制度について 全⫋員 教⫱委員会 6 8 

㞀害保健⚟♴センターでの個人情報の㐺

正な取扱い 
全⫋員 港区㞀害⪅⚟♴ㄢ 5 11 

待㜵止・権利擁ㆤ◊修 全⫋員 教⫱委員会 4 11 

ノロウイルスㅮ座 全⫋員 ⾨星委員会 5 11 

中堅⫋員◊修 ⏕活支援員 法人教⫱委員会 1 11 

港区条例制定に伴う意志㏻にのあり方 全⫋員 教⫱委員会 6 1 

初任⪅◊修 ⏕活支援員 法人教⫱委員会 1 2 

外 

㒊 

◊ 

修 

事例から学び、実㊶に役❧つ支援の⪃え

方 㹼合⌮ⓗ㓄慮について㹼 
⏕活支援員 

東京㒔㞀害⪅㏻所活動施タ⫋

員◊修会 
1 6 

感情労働といかに向き合うか 施タ㛗 港区㞀害⪅⚟♴ㄢ 1 6 

強度⾜動㞀害支援基♏ㅮ座 主任 東♫協 1 6 

㞀害⪅待㜵止◊修 施タ㛗 港区㞀害⪅⚟♴ㄢ 1 7 

㞀害のある人㐩の気持ちに寄り添う㓄慮 ⏕活支援員 港区㞀害⪅⚟♴ㄢ 1 7 

「働く」⏕⏘活動の在り方について ⏕活支援員 東♫協 1 9 

㣗品の㐺正⾲♧推㐍⪅⫱成ㅮ⩦会 ⏕活支援員 東京㒔⚟♴保健局 1 10 

港特別支援学校令和元年度公㛤◊✲会 
サービス⟶⌮㈐

任⪅ 
港特別支援学校 1 1 
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㸲 利⏝⪅サービス 

㸦㸯㸧⾜事の実施≧況 

実
施
月 

実
施
日 

⾜ 事 名 実 施 場 所 

参 加 ⪅㸦人㸧 

利
⏝
⪅ 

⫋

員 
区 

ボ

ラ 

保
ㆤ
⪅ 

ィ 

4月 

1 㛤始式 ➉Ⱚ小ホール 22 8 3  8 41 

1 保ㆤ⪅㐃⤡会 会㆟室  3   9 16 

18 ㄪ⌮実⩦㸿㹀グループ ㄪ⌮室 8 2    10 

26 ⮬治活動㸦カレンダー作り㸧 ワークルーム 23 7  1  31 

5月 
16 ㄪ⌮実⩦㹁㹂グループ ㄪ⌮室 14 3    17 

24 バス外出 ららぽーと富士ぢ 26 8  2  36 

6月 

4 保ㆤ⪅㐃⤡会 会㆟室  2 3  12 17 

10 
⮬治活動(交流ボッチャ大会・ぢ
学) 

工房アミ・レスパ
イト 

18 7    25 

20 ㄪ⌮実⩦㸿㹀グループ ㄪ⌮室 9 2    11 

7月 
4-5 宿泊カ⦎ 山梨方㠃 21 9  1  31 

18 ㄪ⌮実⩦㹁㹂グループ ㄪ⌮室 13 2    15 

8月 6 ⮬治活動㸦ブーメラン作り㸧 ワークルーム 21 4  1  26 

9月 2 保ㆤ⪅㐃⤡会 会㆟室  2 2  13 17 

10月 27 ヒューマンぷらざまつり センター 23 6  18  47 

11月 
8 バス外出 東京スカイツリー 23 7  2  32 

11 ⤥㣗ヨ㣗会・保ㆤ⪅㐃⤡会 ⤥㣗室・会㆟室  3 2  9 14 

12月 
7 㞀害⪅㐌㛫グ念事業式典 

みなとパークⰪ浦
リーブラホール 

11 5    16 

27 ⮬治活動㸦忘年会㸧 ワークルーム 23 7    30 

1月 

6 新成人を⚃う会 ➉Ⱚ小ホール 22 8 3  10 43 

6 利⏝⪅懇ㄯ会・⮬治活動㸦新年会㸧 ワークルーム 23 7    30 

14 保ㆤ⪅㐃⤡会 会㆟室  3 3  11 17 

2月 
7 バス外出 㕲㐨博物㤋 21 8  4  33 

21 ㄪ⌮実⩦㸿㹁グループ ㄪ⌮室 12 2    14 

3月 
19 ㄪ⌮実⩦㹀㹂グループ ㄪ⌮室 8 2    10 

30 
⮬治活動㸦㌟体を動かそう・㏦別
会㸧 

ワークルーム 23 6    29 

 

㸦㸰㸧レクリエーション活動  

エアロビクスの実施≧況                          㸦単位㸸人㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 

1回┠ 14 18 18 16 16 15 19 16 17 16 18 0 183 

2回┠ 18 20 19 19 16 15 18 15 16 18 15 0 189 

合 ィ 32 38 37 35 32 30 37 31 33 34 33 0 372 
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㸦㸱㸧ボランティアの受入 

  内  容 延数(回) 実施月日 延人数(人) 

ヒューマンぷらざまつり 1 10/27 18 

作業⿵助 㝶時 ― 40 

 

㸦㸲㸧就労支援事業の≧況 

① ⏕⏘活動                               㸦単位 円㸧 

事業名 ┠ 標 元年度実⦼ 30年度実⦼ ┠標㐩成⋡ 対前年比 

〇Ⳬ事業 5,800,000 6,667,090 6,192,800 114㸣 107㸣 

受注事業 1,800,000 1,883,201 2,090,933 104㸣   90㸣 

公園清掃 2,020,000 2,141,055 2,107,601 106㸣 101㸣 

㈍売活動 600,000 604,370 645,941 100㸣 93㸣 

合 ィ 10,220,000 11,295,716 11,037,275 110㸣 102㸣 

 

② 工㈤                          㸦単位 円㸧 

工㈤支⤥㢠 元年度 30年度 前年度比㸦㸣㸧 

平均工㈤ 22,126 21,714 101㸣 

平均工㈤最㧗㢠 49,603 43,524 113㸣 

平均工㈤最低㢠 91 1,355 6㸣 

 

③ ⏕⏘活動✀┠㸦令和2年3月31日⌧在㸧 

⏕⏘活動✀┠ ⏕⏘活動の内容 

〇Ⳬ事業 

マドレーヌ・オートミールクッキー・チョコチップクッキー・スノーボール・抹Ⲕボール・

いちごボール・きなこボール・ココアボール・⣚Ⲕボール・キャラメルボール・れもんボ

ール・スコーン・アーモンドケーキ・マドレーヌラスク・シフォンラスク・シフォンケー

キ・ハニーマドレーヌ・ギフト 

受注事業 㟁⥺剥㞳・封入・シール㈞り・点字加工・冊子印刷丁合〇本・⠂セット・㣧料水➼㈍売 

㈍売活動事業 ⿕災地施タ商品・全国㞀害⪅施タ商品 

公園清掃 港区❧本Ⱚ公園 

 

㸳 健康⟶⌮ 

  事業ィ⏬に基づき、次のとおり健康⟶⌮を実施した。 

㸦1㸧健康デ断㸦年1回㸧 

5月にⰪ検デセンターによる定期健康デ断を㞀害保健⚟♴センター内で実施した。 

㸦2㸧歯⛉検デ㸦年2回㸧 

  定期ⓗに歯⛉㏻㝔をしている利⏝⪅が多いことから、6月と 12月に希望⪅を対㇟に歯⛉検デを 

実施した。 

㸦3㸧体㔜・⾑圧測定㸦毎月㸧 

  ⫧満や㧗㱋化に伴う㧗⾑圧≧の利⏝⪅が多いため、┳ㆤ師による体㔜・⾑圧測定を毎月実施 

し、利⏝⪅の健康⟶⌮に努めた。 
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㸦4㸧内⛉・║⛉・⪥㰯⛉専㛛医┦ㄯ検デ 

   センター内の専㛛医┦ㄯのサービスを利⏝して希望⪅を対㇟に実施した。 

㸦5㸧検便㸦毎月㸧 

  〇Ⳬ作業に携わる利⏝⪅とボランティアを対㇟に毎月⭠内⣽⳦検査を実施した。㝧性反応の⤖ 

果は出なかった。 

㸦単位㸸人㸧 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 延数 

健康デ断    25         25 

歯⛉検デ   13      11    24 

体㔜・⾑圧測定 20 23 23 24 21 22 22 20 19 23 25 19 261 

内⛉健デ      5 3 6 3    17 

║⛉検デ  6 7 6 6        25 

⪥㰯⛉検デ  5  4 6 5 4 4 6 5   39 

 

㸴 平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況 

    区分 

事㡯 
概    せ 

ィ ⏬ 

日・回数 

実施⤖果㸦日・回

数・参加人員㸧 
備  ⪃ 

(1) 㐠営⟶⌮ 

① 会㆟ 

 

 

 

② 地域㐃携 

 

 

 

 

 

③ ⫋員◊修 

 

 

④ 健康⟶⌮ 

 

 

・施タ業務ㄪ整会㆟ 

・⫋員会㆟ 

・㺮㺎㺡㺆㺻㺖㺼 

・施タ㛗会㆟ 

・三⪅㐃⤡協㆟会 

・就労支援㺦㺍㺢㺺㺎㺖会㆟ 

・東♫協▱ⓗ㒊会 

・セルプ協 

・共同受注会㆟ 

・外㒊◊修 

・㺜㺻㺞㺎各委員会➼ 

・法人内㒊◊修 

・健康デ断 

・検便 

・予㜵接✀ 

 

毎月➨2水曜日 

毎月➨4水曜日 

毎日 

毎月 

年1㹼2回 

年3回 

㝶時 

㝶時 

年3回 

㝶時 

㝶時 

年2回 

年1回 

毎月 

年1回 

 

月1回実施 

月1回実施 

毎日実施 

月2回実施 

年1回実施 

年3回実施 

㝶時㛤催 

㝶時受ㅮ 

年3回実施 

㝶時受ㅮ 

㝶時㛤催 

年2回実施 

8㹼9月実施 

毎月実施 

12月実施 

 

施タ㛗・主任・㺙㺩㺼Ⳣ 

全員 

始業時㺃利⏝⪅㝆所後 

㺢㺍㺪㺽㺭㺦㺎㺚㺼㺰㺻㺢 

法人㺃各団体代⾲㺃区 

⮬❧支援協㆟会就労㒊会 

 

 

就労㛵係事業所 

⫋員◊修≧況参照 

委員会 

㺜㺻㺞㺎教⫱委員会主催 

全員実施 

全員実施 

㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼 

(2)利⏝⪅支援 

① 支援方㔪 

 

 

② 保ㆤ⪅との

㐃携 

 

 

・個別支援ィ⏬の⟇定/

ホ価/修正 

・個人㠃ㄯ 

・保ㆤ⪅㐃⤡会 

・⤥㣗ヨ㣗会 

・利⏝⪅懇ㄯ会 

 

㏻年 

 

㏻年 

年6回 

年1回 

年1回 

 

㏻年実施 

 

定期㺃㝶時実施 

年5回実施 

年1回実施 

年1回実施 

 

㺱㺤㺞㺶㺻㺖㺼 

定期9㺃1月㺃他㝶時 

3月実施 

4・6・9・11・1月実施 

11月実施 

1月実施 
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③ ニーズ把握 

④ ⏕⏘活動 

支援 

⑤ 就労支援 

 

⑥ ⏕活支援 

 

⑦ 健康⟶⌮ 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ⾜事 

 

 

 

 

 

 

⑨ 利⏝┦ㄯ 

・利⏝⪅ㄪ査 

・⏕⏘活動 

 

・工㈤ホ定 

・インターンシップ 

・ㄪ⌮実⩦ 

・㺸㺖㺶㺒㺎㺚㺌㺻活動 

・健康デ断 

・歯⛉検デ 

・体㔜・⾑圧測定 

・内⛉検デ 

・║⛉検デ 

・⪥㰯⛉検デ 

 

・検便 

・宿泊カ⦎ 

・バス外出 

・㛤始式 

・新年会 

・忘年会 

・ヒューマンぷらざまつり 

・区民まつり 

・実⩦受入 

・利⏝希望⪅ 

年1回 

毎日 

 

年2回 

募㞟時 

年6回 

月2回 

年1回 

年2回 

毎月 

年4回 

年4回 

年8回 

 

毎月 

年1回 

年3回 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

年1回 

㝶時 

㝶時 

年1回実施 

㏻年実施 

 

全員 

希望⪅ 

ヱ当⪅ 

月2回実施 

年1回実施 

年2回実施 

毎月実施 

年4回実施 

年4回実施 

年8回実施 

 

毎月実施 

年1回実施 

年3回実施 

年1回実施 

年1回実施 

年1回実施 

年1回実施 

年1回実施 

1名 

3名 

10-11月、㺜㺻㺞㺎全体 

受注㺃〇Ⳬ㺃公園清掃・ 

㈍売活動 

10㺃4月実施 

ヱ当⪅なし 

2グループずつ 

エアロビクス 

5月実施 

6㺃12月実施 

➨2・3・4㔠曜日実施 

9・10・11・12月実施 

5・6・7・8月実施 

5・7・8・9・10・11・12・

1月実施 

〇Ⳬ作業従事⪅ 

7月実施(山梨㸧 

5・11・2月実施 

4月実施 

1月実施 

12月実施 

10月実施 

10月実施 

9月実施 

4・10月実施 

(3)その他 

① ⎔境⾨⏕ 

 

 

 

 

 

② 㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏➼ 

 

③ 㜵災 

④ 広報ㄅ 

 

・日常清掃 

・大掃㝖 

・床清掃 

・害点検 

・カーペット清掃 

・布団㺖㺶㺎㺤㺻㺖㺼 

・㺬㺼㺵㺻㺡㺆㺏受入 

・学⏕実⩦受入 

・㑊㞴カ⦎ 

・「㺩㺋㺎㺭㺻ぷらざ」Ⓨ⾜ 

・「みなと㺤㺋㺎㺛」Ⓨ⾜ 

 

毎日 

年1回 

年1回 

月1回 

年1回 

年1回 

㝶時 

㝶時 

年12回 

年4回 

㝸月 

 

㏻年実施 

年1回 

3月実施 

毎月実施 

3月実施 

〃 

㝶時受入 

〃 

年12回実施 

年4回Ⓨ⾜ 

年6回Ⓨ⾜ 

 

始業時 

12月 

大つ模清掃実施 

㸦消毒は㝶時㸧 

大つ模清掃実施 

  〃 

 

介ㆤ➼体㦂実⩦0名 

㺜㺻㺞㺎安全委員会主催 

㺜㺻㺞㺎広報委員会Ⓨ⾜ 

奇数月Ⓨ⾜ 
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㸦別⾲㸧             みなとワークアクティ㈨料 

㸯 利⏝⪅≧況 

今年度は30名でスタートしたが、7月に在宅より1名を受入れ、8月に1名が㌿居のため㏥所し、

今年に入り 1月に在宅より 1名が新つ利⏝となり、年度末は 31名となった。 

利⏝⪅の㧗㱋化や個別対応が必せな利⏝⪅が多くなってきているため、⫋員の支援力向上が求め

られている。 

㸦令和2年3月31日⌧在㸧                          㸦単位㸸人㸧 

 

✀ 

別 

  
 
 
 
 

年
㱋
層 

性 別 㞀 害 別 㞀 害 ➼ ⣭ 

㌴
椅
子
使
⏝
⪅ 

⏨ 女 

▱
ⓗ
㞀
害 

㌟
体
㞀
害 

⢭
⚄
㞀
害 

䥹
㔜
」
㞀
害
䥺

 
 
 
 
 
 
 

愛の手帳 ㌟体㞀害⪅手帳 
⢭⚄㞀害⪅ 
保健⚟♴手帳 

㸯
・
㸰
度 

㸱
・
㸲
度 

手
帳
な
し 

 
㸯
・
㸰
⣭ 

 

㸱
・
㸲
⣭ 

 

㸳
・
㸴
⣭ 

手
帳
な
し 

㸯
⣭ 

㸰
⣭ 

㸱
⣭ 

手
帳
な
し 

18㹼20歳 0 2 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 2 0 1 0 1 0 

21㹼30歳 4 3 7 0 0 0 1 6 0 0 0 0 7 0 0 0 7 0 

31㹼40歳 4 4 7 4 0 3 3 4 1 2 0 2 4 0 0 0 8 1 

41㹼50歳 4 2 6 0 1 1 1 5 0 0 0 0 6 0 0 1 5 0 

51㹼60歳 3 3 6 0 1 1 0 6 0 0 0 0 6 0 1 0 5 0 

61歳以上 2 0 2 1 0 1 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 2 0 

ィ 
17 14 

29 5 3 6 
6 23 2 2 0 3 26 0 2 1 28 

1 
31 31 31 31 

 

㸦参⪃㸧                    㸦単位㸸歳㸧 

区分 平均年㱋 最小年㱋 最㧗年㱋 全体平均年㱋 

⏨ 43.8 22 69 
40.4 

女 36.2 20 59 

 

㸰 月別㸦毎月末㸧入㏥所⪅≧況                            㸦単位㸸人㸧 

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

入所定員 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 480 

入所⪅数 30 30 30 31 31 30 30 30 30 31 31 31 365 

充㊊⋡㸣 75.0 75.0 75.0 77.5 77.5 75.0 75.0 75.0 75.0 77.5 77.5 77.5 76.0 

 

㸱 入㏥所の⌮⏤≧況 

㸦㸯㸧入所前≧況                     㸦単位㸸人㸧 

区 分 学 校 ㌿ 居 他施タ 居 宅 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 0 0 0 1 0 1 

女 0 0 0 1 0 1 

ィ 0 0 0 2 0 2 
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㸦㸰㸧㏥所⌮⏤                   㸦単位㸸人㸧 

区 分 就⫋ 他施タ ⤖婚 その他 ィ 

㏻
所
⪅ 

⏨ 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 1 1 

ィ 0 0 0 1 1 
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㸯㸮㸫㸦㸴㸧㞀害⪅レスパイト事業➼ 

 

㸯 㔜点事㡯 

㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営

㈈務 

㸯 利⏝実⦼の向上㸦⥅⥆㸧 全⫋員 
利⏝実⦼ 年㛫1600件以上 

→1696件㸦┠標㐩成㸧 

㹀 

品㉁ 

㸯 安全・安心な支援提供㸦⥅⥆㸧 
主任 

全⫋員 

① 12回 会㆟の実施 

→予定どおり 11 回実施。3 月のみ内容を┤

㏆のㄢ㢟に即して実施。 

② 広報ㄅⓎ刊・年1回懇ㄯ会実施 

→広報ㄅⓎ刊済み、ㄝ明会実施。 

③ 毎月の振り㏉り、年4回以上㣭り付け 

→毎月の振り㏉り、年4回の㣭りつけ予定㏻

り実施。 

㸰 㢳客ニーズの把握と反映㸦⥅⥆㸧 主任 
利⏝⪅意向ㄪ査の⤖果、満㊊度70㸣以上 

→┠標に対して平均81.6㸣で┠標㐩成。 

㸱 法内化に向けた準備 主任 

平成 31年度末までに▷期入所事業の⏦ㄳ準

備 

→⏦ㄳ⤊了。令和 2 年度より法内化事業㛤

始。 

㸲 品㉁マネジメントシステム⥅⥆ⓗ改善 主任 

内㒊┘査による⥅⥆ⓗ改善 

ISO9001㸸2015ㄆド⥅⥆ 

→サーベイランス実施され、ㄆド⥅⥆。 

㹁 

人材

⫱成 

㸯 ⫋員の㈨㉁向上 

主任 

教⫱ 

委員 

㸦実施≧況㸧 

⫋員全員が◊修に参加 

→外㒊◊修9名中、6名参加。 

他施タのぢ学➼実施 

→5件実施。 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 利⏝実⦼の向上㸦⥅⥆㸧 

  年㛫の利⏝実⦼は1696件㸦昨年度比114件増㸧を☜保し、┠標だった1600件を大きく上回っ

た。昨年度から実施している毎月の㐍捗≧況の☜ㄆや✚極ⓗに受け入れを⾜う姿勢の共有が効果

ⓗだったと⪃えられる。また、後期においては、事業⛣⾜の準備や欠員を伴いながらのベッドコ

ントロールだったため、まだ事業所の機⬟として余力を残しているものとホ価できる。併せて㔜

度の㞀害⪅やㄢ㢟の多いケースもニーズに合わせて✚極ⓗに受入れることができた。次年度も㐺

正な利⏝実⦼を┠指して⥔持向上を図る。 

しかし、新型コロナウイルスが世⏺ⓗな流⾜の兆しがあり、3 月から少しずつ利⏝のキャンセ

ルや予⣙控えなどの影㡪がⓎ⏕し始めている。今後の情勢によっては、方向性を大きく㌿換する
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必せがあるため、動向をみながら㐺正な┠標⟶⌮を⾜う。 

 

㹀 品㉁ 

 㹀㸯 安全・安心な支援提供㸦⥅⥆㸧 

施タ内での会㆟やミーティング、日々の支援の振り㏉りなどの内㒊コミュニケーションの機会

は十分に保つことができ、リスクを未然に㜵ぐことにつながった。さらに広報ㄅ「レスパイトだ

より」をⓎ刊する他、事業所内掲♧板で⥅⥆ⓗに情報Ⓨ信を⾜い、㢼㏻しのⰋい明るい㞺囲気作

りを⥅⥆した。懇ㄯ会は実施しなかったが、代わりに事業ㄝ明会を港区とともに㛤催し、ご家族

とコミュニケーションを図る機会を作った。これらの取り⤌みが安全・安心な支援提供の⥔持向

上につながった。今後は、概ね方向性を⥔持するものの、毎㐌のミーティングや家族懇ㄯ会は必

せ時に予定していく。 

 

㹀㸰 㢳客ニーズの把握と反映㸦⥅⥆㸧 

  令和元年度意向ㄪ査で満㊊度㸦満㊊、どちらかといえば満㊊を合わせた数㸧は、81.6㸣だった

ため、┠標を㐩成した。昨年度の意向ㄪ査の⤖果を㋃まえた事業㐠営が概ね実施できているもの

とホ価する。毎月企⏬のレクやミニイベントを⥅⥆して⾜い、楽しく㐣ごしていただけるよう努

めたことや㹀㸯にあったように明るい㞺囲気づくりを実施した成果だと⪃える。次年度は、特に

滞在時㛫の㛗い方を対㇟に、ご利⏝中に楽しく㸦㏥屈しないように㸧㐣ごせるように検ウを㐍め

る。 

 

 㹀㸱 法内化に向けた準備 

   年度末に東京㒔への⏦ㄳを⾜い、無事▷期入所事業の指定を受けることができた。これに伴い、

次年度から指定▷期入所事業と日中一時支援事業㸦港区単⊂事業㸧を展㛤する㐠びとなり、予定

していた法内化を㐩成した。したがって、レスパイト事業は年度末をもって⤊了した。 

ご家族には、ㄝ明会や㈨料を㏦付し⌮ゎを求めてきているものの、しばらくは不安や混乱が予

想されるため、丁寧なㄝ明を⥅⥆して⾜っていく。 

 

㹀㸲 品㉁マネジメントシステム⥅⥆ⓗ改善 

サーベイランスが実施され、ㄆドを⥅⥆した。また、システムの⥅⥆ⓗ改善は㐺時実施された

ため、┠標は㐩成した。事業⛣⾜を⾜うことで、一㒊業務プロセスを変更することが必せになる

ため、次年度は業務プロセスの整⌮を⾜う。 

 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 ⫋員の㈨㉁向上 

   外㒊◊修は、9名中 6 名の参加にとどまり、┠標である全員参加は叶わなかった。人員欠如や

事業⛣⾜の準備が急務だったこと、◊修の⏦し㎸み抽㑅に漏れたり、♫会情勢として◊修⮬体が

中止になったりしたことなど様々なことが影㡪したと⪃える。┠標は㐩成できなかったが、最善

は尽くした⤖果として受け止め、次年度は参加の機会を☜保する。その他、ぢ学は 5件⾜い、施

タ内勉強会も実施できた。また、アミとレスパイトの⫋員が、必せに応じて双方の業務の手伝う

ことが学びの機会となったため、今後も実施を検ウする。 
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㸰 事業の利⏝≧況 

(1)ショートステイ 

利⏝⥲数は、延べ 1358日で昨年よりも 75日増加した。一␒せ望が多かったのは、8月で 197日

の利⏝があった。夏休みお┅の時期のニーズが昨年と同様に㧗かった。 

利⏝年㱋は、学㱋児の割合がもっとも㧗く 34㸣㸦470日㸭1358日㸧、ついで 18歳から 30歳まで

の割合が 31㸣㸦430日㸭1358日㸧となっている。㞀害別では㔜」している方がもっとも多く 46㸣、

▱ⓗ㞀害のみの方が42㸣だった。 

(2)⥭急一時保ㆤ 

利⏝⥲数は、延べ 246日で昨年よりも 92日増加した。一␒せㄳが多かったのは、6月で 41日の

利⏝があった。 

(3)⮬❧⏕活カ⦎ 

⮬❧⏕活カ⦎は、体㦂利⏝のみだった。3人の方で、延べ 92日の利⏝があった。 

 

㸱 平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況 

 

    区分 

事㡯 
概    せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員㸦ぢ㎸㸧 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋員 

(1) 㐠営⟶⌮ 

① 会 ㆟ 

 

 

・⫋員会㆟ 

・業務ㄪ整会㆟ 

 

月1回 

〃 

 

 

 

 

全 員 

〃 

 

11回実施。 

㸦3月度定例内容未実

施㸧 

② 健康⟶⌮ ・定期健康検デ 

 

・⏕活⩦慣検デ 

・㺐㺻㺪㺷㺒㺻㺙㺼予㜵接✀ 

・⭠内⣽⳦検査 

年2回 

 

年1回 

年1回 

毎 月 

 全 員 

 

指定⪅ 

全 員 

全 員 

1回実施㸦2回┠、次年

度5月に実施予定㸧 

1回実施 

1回実施 

毎月実施 

③ ⫋員◊修 ・内㒊◊修 

 各✀勉強会 

・外㒊◊修 

 区主催・施タぢ学➼ 

 

㝶 時 

 

㝶 時 

 全員  

センター内勉強会3回

参加 

3施タ実施 

(2)利⏝⪅支援 

・⎔境整備 

 

 

・床清掃 

・害㥑㝖 

・⥭急呼出システム点検 

・㓄水⟶清掃 

・布団乾燥・消毒 

 

年1回 

㝶 時 

月1回 

年1回 

年1回 

 

 

 

 

 

 

 

外㒊業⪅対応 

〃 

㜵災センターによる 

外㒊業⪅対応 

〃 

(3)㜵災対⟇ ・センター合同㜵災カ⦎ 

・センター㜵災カ⦎ 

・安全委員会 

・安全・㸲S点検 

年1回 

毎 月 

 

毎 月 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

全 員 

委 員 

全 員 

下期実施予定 

予定㏻り実施 

㐺時参加 

毎月実施 

(4)その他 ・ISO9001 㺙㺎㺫㺼㺐㺵㺻㺛 年1回  全 員 審査対㇟外のためなし 
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㸦別⾲㸧             㞀害⪅レスパイト事業➼㈨料 

 

㸯 月別利⏝≧況㸦延べ利⏝日数㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

ショートステイ 132 112 102 132 135 77 107 123 140 108 90 100 1358 

⥭急一時 27 39 41 10 33 33 4 8 7 32 10 2 246 

⮬❧体㦂 0 0 0 8 29 27 0 0 0 0 28 0 92 

ィ 159 151 143 150 197 137 111 131 147 140 128 102 1696 

 

㸰 年㱋別利⏝≧況㸦延べ利⏝日数㸧 

 

(利⏝⪅人数) 

未就学児 

 

(7人) 

学㱋児 

 

(48人) 

18歳 

㹼30歳 

(37人) 

31歳 

㹼40歳 

(24人) 

41歳 

㹼50歳 

(11人) 

51歳 

㹼60歳 

(4人) 

61歳 

㹼 

(0人) 

ィ 

 

(131人) 

ショートステイ 69 470 430 235 87 67 0 1358 

⥭急一時 0 45 91 46 35 25 4 246 

⮬❧体㦂 0 0 28 64 0 0 0 92 

ィ 69 515 549 345 122 92 4 1696 

※ 年㱋は平成31年4月1日の時点のもの 

 

㸱 㞀害別利⏝≧況㸦延べ利⏝日数㸧  

 

㸦利⏝⪅人数㸧 

▱ⓗ㞀害 

(65人) 

㌟体㞀害 

(11人) 

⢭⚄㞀害 

(0人) 

㔜」㞀害 

(55人) 

不 明 

(0名) 

ィ 

㸦131人㸧 

ショートステイ 577 152  629 0 1358 

⥭急一時 59 55  132 0 246 

⮬❧体㦂 28 0 0 64 0 92 

ィ 664 207 0 825 0 1696 
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➨㸱 公 ┈ 事 業 施 タ 

㸯 ◔地域包括支援センター 

㸦◔あんしんすこやかセンター㸧 

 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

  平成 31 年度事業ィ⏬に掲げた「㔜点事㡯」は、ィ⏬どおり実施した。各テーマの実施≧況及び

今後のㄢ㢟のせ点を下⾲に♧す。 

  区の地域包括支援センターホ価点検が㛤始された。6月に⮬己ホ価点検⾲を提出し、11月にヒア

リングㄪ査を受けた。12月には⤖果の㏻▱があり、得点⋡は 73㸣㸦平均71㸣㸧であった。 

  特殊ブ欺⿕害急増の危機ⓗな≧況を㚷み、あんしんすこやかセンターにおける⮬動㏻ヰ㘓㡢機無

料㈚出し事業が㛤始された。⧞り㏉し⿕害に㐼った方もあり、8 月には成城㆙察⨫に依㢗し医⒪・

介ㆤ㛵係⪅向けの特殊ブ欺⿕害予㜵のㅮヰを実施した。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(㸯) 方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟        

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㹀 

品㉁ 

㸯 地区版地域ケア会㆟の㛤催 全⫋員 会㆟㸿、会㆟㹀を各3回㛤催 

㸰 
抽出された地域ㄢ㢟に対す

る取り⤌み 
全⫋員 地域ケア会㆟から抽出された4つの地域ㄢ㢟に対応 

㸱 
機㛵㛫㐃携に㛵する会㆟体

への参⏬ 
担当⫋員 機㛵㛫㐃携や地域㐃携に㛵する12の会㆟体に参⏬ 

㸲 
在宅医⒪・介ㆤ㐃携推㐍の 

取り⤌み 
担当⫋員 

①在宅⒪㣴┦ㄯ❆口の㛤タ 

②地区㐃携医事業の実施㸦月1回㸧 

③◔地区合同医⒪と⚟♴㐃携懇ㄯ会を㛤催 

㸳 
地域㈨源、サービスなどの 

情報⟶⌮ 
全⫋員 

①◊修㈨料ファイル作成 

②各✀㈨料や書㢮の格⣡場所を決定 

㹁 

人材 

⫱成 

㸯 
多様な┦ㄯや地域ㄢ㢟に 

対応できる人材の⫱成 
全⫋員 

外㒊◊修 延48回、法人内◊修 延 6回 

所内◊修 4回実施 

㹃 

その他 

㸯 災害対⟇ 全⫋員 
①地域の㜵災カ⦎や会㆟への参加   

②㹀㹁㹎図上カ⦎実施、㹗㹑改  ゞ

㸰 広報⣬のⓎ⾜ 担当⫋員 「あんすこ㏻信」創刊 

 

(㸰) 実施≧況のホ価 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 地区版地域ケア会㆟の㛤催 

  㛵係機㛵や地域住民などの協力を得て、次のとおり㛤催した。 
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 会㆟㸿㸦介ㆤ予㜵ケアマネジメントの㉁の向上を┠ⓗとした会㆟㸧 

日 テ ー マ 
出 席 ⪅ 

数 属 性 

5/30 
一人暮らしでマイペースな⏕活を⥅⥆

するために必せな支援 
13 

作業⒪法士・⌮学⒪法士・⟶⌮栄㣴士・地区㐃携医・♫会⚟

♴協㆟会・㹌㹎㹍法人・ゼ問介ㆤ・⚟♴⏝具㈚与・区⫋員 

6/17 
今からできる⏕きがいのある⏕活と

は㸽 
9 

本人・⌮学⒪法士・⟶⌮栄㣴士・ボランティア・ゼ問介ㆤ・

区⫋員 

8/28 

本人の望む⏕活を⥆けるために出来る

ことは何か㸦H30.12.12地域ケア会㆟の

モニタリング㸧 

5 

作業⒪法士・区⫋員 

 

 会㆟㹀㸦支援の困㞴な事例➼の検ウを⾜う会㆟㸧 

日 テ ー マ 
出 席 ⪅ 

数 属 性 

5/9 
ブ欺⿕害㸦㸧に㐼ったㄆ▱の方への

対応 
12 

ケアマネジャー・ゼ問┳ㆤ・ゼ問介ㆤ・㝔ソーシャルワー

カー・㆙察・区⫋員 

9/5 
地域活動の中心人物が役割を担えなく

なったとき 
11 

ミニデイ参加⪅・♫会⚟♴協㆟会・地区㐃携医・区⫋員 

12/19 
さまざまなリスクから㧗㱋⪅を守るた

めに 
11 

消㈝⏕活センター・成年後ぢセンター・ゼ問介ㆤ・地区㐃携

医・区⫋員 

 

㹀㸰 抽出された地域ㄢ㢟に対する取り⤌み 

会㆟㹀から抽出された地域ㄢ㢟をリストアップし、業務ㄪ整会㆟で㐍捗≧況を☜ㄆする仕⤌みが 

できた。 

 

㹀㸱 機㛵㛫㐃携に㛵する会㆟体への参⏬ 

以下の会㆟体に出席し、他機㛵と㐃携してㄢ㢟に取り⤌んだ。 

・三⪅㐃携会㆟ ・きぬた地区♫会⚟♴協㆟会 ・◔地区⏫会・⮬治会㛗会㆟㸦必せ時㸧 

・◔地区民⏕委員児❺委員協㆟会 ・大ⶶ住宅の今後をみんなで⪃える会、ひまわり喫Ⲕ㸦必せ時㸧 

・地域ケア㐃⤡会 ・◔地域包括ケア㐃携会㆟ ・◔地域ご㏆所フォーラム2020実⾜委員会 

・◔エリア⮬❧支援協㆟会 ・㧗次⬻機⬟㞀害⪅㛵係施タ㐃⤡会 ・山㔝児❺㤋地域懇ㄯ会 

・せ保ㆤ児❺支援◔地域協㆟会 

 

㹀㸲 在宅医⒪・介ㆤ㐃携推㐍の取り⤌み 

  医⒪と介ㆤの両方を必せとする≧態の㧗㱋⪅に、包括ⓗかつ⥅⥆ⓗな在宅医⒪・介ㆤを提供でき

る地域づくりのために、以下の取り⤌みを⾜った。 

  ①在宅⒪㣴┦ㄯ❆口における┦ㄯ対応 

№ ㄢ 㢟 取り⤌みの⤖果 

㸯 
成年後ぢ制度へのつなぎに

㛵する┦ㄯ支援の困㞴さ 

「成年後ぢ制度へのつなぎに㛵する┦ㄯ支援ガイドライン」を作成した。 

㸰 
医⒪・介ㆤ㛵係⪅の特殊ブ

欺⿕害に㛵する▱㆑の不㊊ 

医⒪と⚟♴の㐃携懇ㄯ会㸦◔地域合同㸧で、医⒪・介ㆤ㛵係⪅101名に対して、

成城㆙察から特殊ブ欺の予㜵啓Ⓨのㅮヰをしてもらった。 

㸱 
ㄆ▱などの⢭⚄患に 

なった人と地域活動 

在宅医⒪ミニㅮ座で、地域住民22名に対して、⢭⚄⛉の医師からㄆ▱などの

⢭⚄患とその対応についてㅮヰをしてもらった。 

㸲 
オートロックマンション住

民のぢ守り 

マンション⟶⌮人をゼ問したり、オートロックマンションに特化した実態把握ゼ

問を実施した。令和㸰年度も⥅⥆して取り⤌む。 
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   在宅医⒪・介ㆤ㐃携推㐍担当⪅を中心に、区民や事業⪅➼からの医⒪・介ㆤ┦ㄯに応じた。ま

た、㐃⤡会で情報共有や意ぢ交換を⾜った。 

 

  ②地区㐃携医事業の企⏬と実施 

   以下のとおり実施した。なお地区㐃携医は㸴月に◔クリニック ⛅元┤人医師から地域ケアこ

ころのデ⒪所 武⏣充宏医師に変更になった。 

日 実施内容 

4/4 平成31年度事業ィ⏬について打ち合わせ 

5/30 地域ケア会㆟㸿 

6/18 8月 31日(土)㺀医⒪と⚟♴の㐃携懇ㄯ会」の㛤催内容について意ぢ交換㸦◔地域合同㛤催㸧 

7/19 ➨1回地区㐃携医事業◊修㸦区合同㸧 

8/31 医⒪と⚟♴㐃携懇ㄯ会㸦◔地域合同㛤催㸧 

9/5 地域ケア会㆟㹀 

10/24 事例検ウ会 

11/14 在宅医⒪ミニㅮ座打ち合わせ 

12/19 地域ケア会㆟㹀 

1/30 在宅医⒪ミニㅮ座「在宅医⒪の実㝿㹼㧗㱋期のこころのケア㹼」 

2/27 ➨2回地区㐃携医事業◊修会 

3/26 平成31年度のふりかえりと令和2年度ィ⏬について打ち合わせ 

  

③多⫋✀による医⒪と介ㆤ・⚟♴の㐃携推㐍を┠ⓗとした会㆟などの㛤催 

8 月に◔地域合同医⒪と⚟♴㐃携懇ㄯ会を㛤催し、医師・歯⛉医師・⸆剤師などの医⒪⫋、ケ

アマネジャーなどの介ㆤ・⚟♴⫋など 101名の出席があった。 

 

㹀㸳 地域㈨源、サービスなどの情報⟶⌮ 

①◊修㈨料のファイル作成 

出席した外㒊◊修の㈨料などを⫋員全員がいつでも㜀ぴできるようにした。 

 

②各✀㈨料や書㢮の格⣡場所を決定 

  介ㆤサービス事業⪅のパンフレットや㓄布⏝の冊子、また書㢮ファイルなどの格⣡場所を決め、

活⏝しやすいようにした。 

 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 多様な┦ㄯや地域ㄢ㢟に対応できる人材の⫱成 

  全⫋員が年㸱回以上外㒊◊修に参加できるように、◊修内容や回数の⟶⌮⾲を作成した。 
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㹃 その他 

㹃㸯 災害対⟇ 

① 地域の㜵災カ⦎や会㆟への参加 

日 内 容 

9/18 成城消㜵⨫、◔⏫⏫会、友愛十字会合同㜵災カ⦎ 

9/24 あんしんすこやかセンタースキルアップ会㆟㸦災害時の対応について㸧 

10/20 ◔⏫⮬治会㜵災カ⦎ 

11/24 山㔝小学校㑊㞴所㛤タ・㜵災カ⦎ 

2/21 成城消㜵⨫住宅㜵火㜵災対⟇推㐍協㆟会 

 

②㹀㹁㹎模擬カ⦎の実施とィ⏬ぢ┤し 

  11/15 に法人㧗㱋在宅㒊㛛㸱事業所合同で㹀㹁㹎模擬カ⦎を実施した。その⤖果を㋃まえて㹗

㹑「◔あんすこ 事業⥅⥆ィ⏬」を改ゞした。 

㹃㸰 広報⣬のⓎ⾜ 

12月に「◔あんしんすこやかセンター あんすこ㏻信」を創刊した。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

4月に⫋員 1名を増員し、常勤 8名体制になった。 

┦ㄯ件数⥲数は8173件㸦月平均 681件㸧で、前年度から微増した。そのうち┦ㄯ対㇟拡充分㸦㞀

害や⏕活困❓など㧗㱋⪅以外の┦ㄯ㸧は88件㸦月平均 7.3件㸧で、⣙1㸣である。 

  ケアプラン作成件数は、予㜵⤥付1205件、ケアマネジメント㸿㸦原則ⓗなケアマネジメント㸧1528

件、ケアマネジメント㹀㸦⡆␎化したケアマネジメント㸧16件、ケアマネジメント㹁㸦初回のみの

ケアマネジメント㸧0 件であった。ケアマネジメント㹁は地区内に地域デイがないため実⦼がなか

ったが、それ以外は増加傾向である。 

  3 月からは新型コロナウイルス感染拡大㜵止のため、はつらつ介ㆤ予㜵ㅮ座やㄆ▱㧗㱋⪅家族

の会などを中止した。 

 

 平成 31年度の⫋員㓄⨨≧況・⫋員◊修の≧況は次のとおりである。 

(1) ⫋員㓄⨨≧況                 㸦令和 2年3月 31日⌧在 単位㸸人㸧 

区 分 センター㛗 
主任介ㆤ 

支援専㛛員 
保健師 ♫会⚟♴士 ┦ㄯ員 ィ 

正つ⫋員数 (㸯※) 2 1 4 1 8 

()内は兼務  ※主任介ㆤ支援専㛛員を兼務        

 

(2) ⫋員◊修の≧況 

◊ 修 名 参加⫋✀ 主 催 人員 実施月 

所

内 

個人情報保ㆤについて 全⫋✀ - 8 10 

所内┦ㄯのしかた 全⫋✀ - 8 12 

㐠営基準について 全⫋✀ - 8 3 

「口⭍ケアチェックシート」「医⒪と介ㆤの

㐃携シート」の活⏝について 
全⫋✀ - 8 3 



 174 

 

法

人

内 

メンタルヘルス◊修 

主任介ㆤ支援専㛛員 

保健師 

♫会⚟♴士 

⾨⏕委員会 3 11 

【㝵層別◊修】中堅⫋員◊修 ♫会⚟♴士 教⫱委員会 1 11 

【テーマ別◊修】レジリエンス◊修・コミ

ュニケーション◊修 

♫会⚟♴士 

主任介ㆤ支援専㛛員 
教⫱委員会 2 12 

外

㒊 

ケアマネジャー◊修【新任㸯】 

「ケアマネジャーの役割⌮ゎ」 
♫会⚟♴士 

世⏣㇂区⚟♴人材

⫱成・◊修センター 
1 4 

世⏣㇂区保健⚟♴㡿域基本◊修 ♫会⚟♴士 世⏣㇂区 1 5 

在宅医⒪の⌧場をかえる㸟さらなる㈨㉁向

上を㸟 
保健師 

一⯡♫団法人 

S-QUE◊✲会 
1 5 

世⏣㇂区主任介ㆤ支援専㛛員◊修 主任介ㆤ支援専㛛員 世⏣㇂区 1 6 

【⢭⚄保健⚟♴◊修】 

㧗㱋期⢭⚄患の⌮ゎを深めるために 
♫会⚟♴士 

㒔❧中㒊⥲合⢭⚄

保健⚟♴センター 
1 6 

日本㉥十字♫医⒪センターがすすめるがん

デ⒪ 
♫会⚟♴士 世⏣㇂区医師会 1 6 

【⢭⚄保健⚟♴◊修】 

アディクションの⌮ゎと支援㹼アルコール

依存の回復を┠指して㹼 

主任介ㆤ支援専㛛員 
㒔❧中㒊⥲合⢭⚄

保健⚟♴センター 
1 6 

介ㆤ予㜵ケアマネジメント◊修 ♫会⚟♴士 世⏣㇂区 1 6 

⦆和ケアセミナー「がん┳ㆤ外来」 保健師 
国❧㝔機構 

東京医⒪センター 
1 7 

セルフ・ネグレクトへの支援 ♫会⚟♴士 
㧗㱋⪅権利擁ㆤ 

支援センター 
1 7 

信㢗㛵係を⠏くための接㐝・マナー◊修 保健師 
世⏣㇂区⚟♴人材

⫱成・◊修センター 
1 7 

【⢭⚄保健⚟♴◊修】 

アウトリーチ支援◊修 
♫会⚟♴士 

㒔❧中㒊⥲合⢭⚄

保健⚟♴センター 
1 7 

権利擁ㆤ事例検ウ会 ♫会⚟♴士 成年後ぢセンター 1 7 

【⢭⚄保健⚟♴◊修】 

Ⓨ㐩㞀害⪅へのㄆ▱⾜動⒪法を学ぶ 
保健師 

㒔❧中㒊⥲合⢭⚄

保健⚟♴センター 
1 7 

➨2回ヤングケアラー・ⱝ⪅ケアラー支援

シンポジウム 
♫会⚟♴士 世⏣㇂区 1 8 

㍍度ㄆ▱㞀害㸦MCI㸧についてのおヰ 保健師 
特定㠀営利活動法

人 ㄒらいの家 
1 8 

個人情報保ㆤ◊修 ┦ㄯ員 世⏣㇂区 1 8 

ⱝ年性ㄆ▱┦ㄯ支援◊修 ♫会⚟♴士 

東京㒔多摩ⱝ年性

ㄆ▱⥲合支援セ

ンター 

1 8 

有㞄㝔ゼ問リハビリテーション勉強会 ♫会⚟♴士 
有㞄㝔 

地域㐃携室 
1 8 

地域包括支援センター⫋員◊修【主任介ㆤ

支援専㛛員】  

地域ケア会㆟の効果ⓗな㐍め方 

センター㛗 

主任介ㆤ支援専㛛員 

世⏣㇂区⚟♴人材

⫱成・◊修センター 
2 8 

主任ケアマネ◊修 

そこが▱りたい㸟地域ケア会㆟ 

センター㛗 

主任介ㆤ支援専㛛員 

世⏣㇂ケアマネジ

ャー㐃⤡会 
2 8 

㧗㱋化する⢭⚄患と8050問㢟㹼ぶ世代

の依存・✼┐Ⓑと中㧗年の引きこもり㹼 
♫会⚟♴士 

御徒⏫榎本クリニ

ック 
1 9 
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外

㒊 

地域包括支援センター⫋員◊修【♫会⚟♴

士】㸶㸮㸳㸮問㢟の⌮ゎと支援 
センター㛗 

世⏣㇂区⚟♴人材

⫱成・◊修センター 
1 9 

多⫋✀で学ぶ医⒪・⚟♴㐃携◊修 

┳取りを支える予後・予測の▱㆑と支援の

あり方㹼ACP㸦人⏕会㆟㸧したことあります

か㹼 

主任介ㆤ支援専㛛員 
世⏣㇂区⚟♴人材

⫱成・◊修センター 
1 9 

介ㆤ支援専㛛員更新◊修 ♫会⚟♴士 
東京㒔 

⚟♴保健㈈団 
1 9㹼10 

キャラバン・メイト㣴成◊修 ┦ㄯ員 
ㄆ▱在宅⏕活 

サポート室 
1 10 

在宅リハケアㅮ座 ♫会⚟♴士 
在宅⥲合ケア 

センター成城 
1 10 

ㄆ▱ケア◊修【㸵】 

権利擁ㆤについて学ぶ 
♫会⚟♴士 

世⏣㇂区⚟♴人材

⫱成・◊修センター 
1 10 

接㐝・マナー◊修 ♫会⚟♴士 
世⏣㇂区⚟♴人材

⫱成・◊修センター 
1 10 

HIV/AIDS例懇ヰ会「㹆㹇㹔㝧性⪅の㛗期

⒪㣴支援-外国人㝧性⪅支援を中心に-」 
主任介ㆤ支援専㛛員 東京㒔⚟♴保健局 1 11 

【⢭⚄保健⚟♴◊修】 

アディクション◊修 
♫会⚟♴士 

㒔❧中㒊⥲合⢭⚄

保健⚟♴センター 
1 11 

┦ㄯグ㘓の書き方◊修 ♫会⚟♴士 世⏣㇂区 1 11 

介ㆤ保㝤⚟♴⏝具ㅮ演会 ♫会⚟♴士 世⏣㇂区 1 11 

【⢭⚄保健⚟♴◊修】 

⤫合失ㄪのある方の♫会参加を地域で支

えるために 

♫会⚟♴士 
㒔❧中㒊⥲合⢭⚄

保健⚟♴センター 
1 11 

東京㒔在宅⒪㣴推㐍シンポジウム 㒔民に

とっての「人⏕会㆟」をどう⪃えるか 

 㹼本人の意思決定のために㹼 

♫会⚟♴士 
東京㒔 

東京㒔医師会 
1 11 

保健⚟♴㡿域フォローアップ◊修「⢭⚄保

健に㛵する基♏▱㆑」 
♫会⚟♴士 世⏣㇂区 1 12 

【⢭⚄保健⚟♴◊修】 

対応困㞴となる⫼景を⌮ゎし、その支援技

⾡を⪃える 

センター㛗 
㒔❧中㒊⥲合⢭⚄

保健⚟♴センター 
1 12 

【⢭⚄保健⚟♴◊修】 

ひきこもりの≧態にある方への支援㹼⢭⚄

保健⚟♴のど点から㹼 

♫会⚟♴士 
㒔❧中㒊⥲合⢭⚄

保健⚟♴センター 
1 1 

地域包括支援センター⫋員◊修【⟶⌮⪅】 

モチベーションを㧗める⫋員⫱成㹼⟶⌮

⪅・リーダーの役割を⪃える㹼 

センター㛗 
世⏣㇂区⚟♴人材

⫱成・◊修センター 
1 1 

⦆和ケアセミナー「がん患⪅の㣗事と口⭍

ケアについて」 
保健師 

国❧㝔機構東京

医⒪センター 
1 1 

地域包括支援センター⫋員◊修【保健師・

┳ㆤ師】 

⚄⤒㞴や⬻⾑⟶患の⌮ゎと⏕活の㉁を

㧗める支援 

保健師 
世⏣㇂区⚟♴人材

⫱成・◊修センター 
1 1 

成年後ぢ制度利⏝促㐍◊修「成年後ぢを早

┠に活⏝するためには㹼判断⬟力が不十分

な方の権利を守り、待予㜵につなげるに

は㹼」 

┦ㄯ員 
成年後ぢセンター 

世⏣㇂区 
1 1 

㧗次⬻機⬟㞀害⪅支援普及事業 専㛛ⓗリ

ハビリテーションの充実「㧗次⬻機⬟㞀害

と⮬動㌴㐠㌿」 

♫会⚟♴士 
日⏘厚⏕会 

⋢川㝔 
1 1 
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外

㒊 

◔⥲合支所健康づくりㄢ 困㞴事例検ウ会 

アウトリーチ支援「きほんの“き”」㹼ひき

こもりで⢭⚄患いの本人と会えず支援

が㞴しいケース㹼 

♫会⚟♴士 
◔⥲合支所 

健康づくりㄢ 
1 2 

⮬殺予㜵対⟇普及啓Ⓨ◊修 ♫会⚟♴士 世⏣㇂保健所 1 2 

ⱞ情・┦ㄯ対応◊修 ┦ㄯ員 世⏣㇂区 1 2 

 

㸲 利⏝⪅サービス 

(1) いきいきㅮ座㛤催≧況 

日 テ ー マ ㅮ 師 場 所 備 ⪃ 人数 

5/31 
㣗事から⭠を元気に㸟

【女性㝈定】 
法人⟶⌮栄㣴士 本㤋1㝵➨1多┠ⓗ室  8 

11/19 

ウォーキングしながら

岡本の⣚ⴥと歴史を楽

しみませんか㸽 

⫋員 

㟼嘉堂文庫、旧小坂家住

宅、瀬⏣四丁┠旧小坂⥳

地 

喜多ぢあんしんすこや

かセンターと合同㛤催 
12 

11/22 

うまみで減塩㸟㸟 

塩分㔞をぢ┤して健康

においしく㣗べよう 

【⏨性㝈定】 

法人⟶⌮栄㣴士 本㤋1㝵➨1多┠ⓗ室  5 

 

(2) ㄆ▱サポーター㣴成ㅮ座㛤催≧況 

日 対 ㇟ 場 所 受ㅮ⪅数 

6/5 ➗恵㤋 健康┦ㄯえくぼ ➗恵㤋 12 

10/17 みずほ㖟⾜♽師㇂支店 みずほ㖟⾜♽師㇂支店 7 
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㸳 平成 31年度事業ィ⏬の実施≧況  

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定

日・回数 
実施⤖果 特グ事㡯 

㸦㸯㸧㐠営⟶⌮ 

 ① 会  ㆟ 

 

 

② ⫋員◊修 

 

 

③ 健康⟶⌮ 

 

ア ⫋員会㆟ 

イ 業務ㄪ整会㆟ 

ウ ミーティング 

ア 外㒊◊修 

イ 内㒊◊修 

 

ア 健康デ断 

 

毎月㸯回 

毎月㸯回 

毎 日 

㝶 時 

㝶 時 

 

年1回 

 

12回 

12回 

毎 日 

延48回 

延6回 

4回 

年1回 

 

 

 

 

 

法人内 

所内、全員出席 

㸦㸰㸧支援業務 

① 包括ⓗ支援 

事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 指定介ㆤ予

㜵支援事業 

 

ア 介ㆤ予㜵ケアマネジメント業務 

  ・ケアマネジメント㸿 

 

  ・ケアマネジメント㹀 

  ・ケアマネジメント㹁 

イ ⥲合┦ㄯ支援業務 

  ・実態把握 

  ・㣗のアセスメント 

ウ 権利擁ㆤ業務 

  ・特殊ブ欺対⟇⏝⮬動㏻ヰ㘓㡢機導入

支援 

エ 包括ⓗ⥅⥆ⓗケアマネジメント業務 

オ 一⯡介ㆤ予㜵事業 

  ・いきいきㅮ座 

  ・はつらつ介ㆤ予㜵ㅮ座 

 

カ ㄆ▱ケアの推㐍 

  ・ㄆ▱サポーター㣴成ㅮ座 

  ・ㄆ▱㧗㱋⪅の家族の会 

  ・ㄆ▱初期㞟中支援㺟㺎㺯事業 

  ・啓Ⓨ型もの忘れ㺟㺈㺍㺖┦ㄯ会 

キ あんしんぢ守り事業 

ク 住宅改修┦ㄯ業務 

ケ ⚟♴⏝具㉎入・㈚与┦ㄯ業務 

コ 介ㆤ保㝤制度に㛵する┦ㄯ・⏦ㄳ受付

及び区保健⚟♴サービスの⏦ㄳ受付

業務 

サ 㞀害⪅、子⫱て家庭、⏕活困❓⪅➼に

係る┦ㄯ支援業務 

シ 災害対応 

ス 会㆟㛤催業務 

  ・地区版地域ケア会㆟㸦会㆟㸿㸧 

  ・地区版地域ケア会㆟㸦会㆟㹀㸧 

  ・その他 

セ 区➼が㛤催する会㆟➼の出席 

 

ア 介ㆤ予㜵支援 

 

㏻ 年 

月125件 

 

年20件 

年2件 

㏻ 年 

年1100件 

年15件 

㏻ 年 

㏻ 年 

 

㏻ 年 

㏻ 年 

年3回 

年21回 

 

㏻ 年 

年3回 

月1回 

年3名 

年1回 

㏻ 年 

㏻ 年 

㏻ 年 

㏻ 年 

 

 

㏻ 年 

 

㏻ 年 

 

3事例 

3事例 

㝶 時 

㏻ 年 

 

月80件 

 

 

㏻ 年 

月127件※ 

 

年16件 

年0件 

㏻ 年 

年1142件 

年16件 

㏻ 年 

㏻ 年 

 

㏻ 年 

㏻ 年 

年3回 

年19回 

 

㏻ 年 

年2回 

年11回 

年4名 

年1回 

㏻ 年 

㏻ 年 

㏻ 年 

㏻ 年 

 

 

㏻ 年 

 

㏻ 年 

 

3事例 

3事例 

なし 

㏻ 年 

 

月100件※ 

 

 

※平均値 委ク分を

含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 回中止㸦新型コロ

ナ感染㜵止のため㸧 

 

 

1回中止㸦 〃 㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平均値 委ク分を

含む 
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㸦別⾲㸧       ◔地域包括支援センター㈨料 

㸯 ┦ㄯ件数 

   4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月 ィ 

┦ㄯ件数 600 604 672 800 720 661 671 662 592 639 707 845 8173 

内 ┦ㄯ拡充対㇟ 6 8 15 10 7 6 4 10 8 9 3 2 88 

 

㸰 ケアプラン作成件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

予㜵⤥付 93 97 97 99 95 97 100 107 101 104 109 106 1205 

内 再委ク㸦再掲㸧 33 33 35 34 33 34 39 42 35 37 37 34 426 

ケアマネジメント㸿 129 124 129 121 126 125 120 130 129 138 134 123 1528 

内 再委ク㸦再掲㸧 23 25 26 24 25 23 21 24 25 29 26 22 293 

ケアマネジメント㹀 1 2 0 0 3 0 0 0 3 3 2 2 16 

ケアマネジメント㹁 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

㸱 せ支援・せ介ㆤㄆ定⏦ㄳ受付件数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

新つ 22 22 32 27 29 26 37 26 16 25 15 20 297 

更新 9 24 14 22 19 14 20 10 16 31 12 24 215 

区分変更 2 4 2 4 5 2 4 0 2 6 5 3 39 

 

㸲 保健⚟♴サービス⏦ㄳ代⾜件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

件数 7 5 8 5 8 4 7 8 3 3 1 8 67 

 

㸳 㣗のアセスメント実施件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

件数 0 0 1 3 3 0 2 3 1 0 1 2 16 

 

㸴 会㆟㛤催件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

地区版地域ケア会㆟ 0 2 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 3 

地区包括ケア会㆟ 1 3 2 1 2 2 1 1 2 3 2 1 21 

 

㸵 ボランティア活動≧況㸦年度内実働数 単位㸸人㸧 

ぢ守りボランティア 6 

介ㆤ予㜵ボランティア 2 
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㸰 ➨ 一 作 業 所㸦友 愛 書 房㸧 

㸦㌟体㞀害⪅⚟♴法➨22条の売店㸧 

 

㸯 平成 31年度⥲括 

  本年度は、⢒利㸦売上㧗㸫売上原価㸧を把握できるシステムを☜❧したので、引き⥆き有効に活

⏝するように努めた。また、注文売上が前年比121.6㸣と大きく伸び442千円の㯮字となった。 

 

㸰 㔜点事㡯 

(1)  新つ㢳客の把握や外㒌団体からの注文➼を㝶意契⣙につなげる努力をし、そのため割引と㏦

料をも基本ⓗにサービスとし、売上につなげてきたがその成果が今年度は多少ではあるが、㯮

字につながった。 

 

(2)  㢳客⟶⌮の共有が、今年度は十分ではなかった。新つ㢳客の共有にまでは、⫋員同士お互い

が報告にまで⮳らなかった。次年度も引き⥆き努力する。 

 
(3)  店⯒売上の向上のため、㞧ㄅ、書⡠の並べ方やポップ➼を変えてみたが、基本ⓗに本をぢに

来店する人が少なく、下⾲のとおり来客数が5,000人を切った。 

 

 
㸱 3年㛫の売上推⛣                         㸦単位㸸円㸧 

年度㸭⛉┠ 来客数 
(人) 

店⯒売上 定期㉎ㄞ 注文売上 合 ィ 

平成 29 年度 

㸦対前年度比㸧 

5,784 

(▲92) 

8,923,104 

(▲471,957㸧 

18,971,716 

㸦  373,474㸧 

38,404,152(

▲1,005,676㸧 

66,298,972 

(▲1,104,159㸧 

平成 30 年度 

㸦対前年度比㸧 

5,007 

(▲777) 

  8,443,573 

(▲479,531㸧 

18,837,323 

㸦▲134,393㸧 

   46,695,155 

(8,291,003㸧 

73,976,051  

(7,677,079㸧 

平成 31年度 

(対前年度比) 

4,197 

(▲810) 

7,232,378 

(▲1,211,195) 

19,578,825 

(741,502) 

54,824,615 

(8,129,460) 

81,635,818 

(7,679,767) 
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㸱 ◔ 介 ㆤ 保 㝤 サ ー ビ ス 

㸦居宅介ㆤ支援事業㸧 
 

㸯 平成 31年度「㔜点ィ⏬事㡯」の実施≧況 

特定事業所加⟬取得に向け、「定例会㆟の㛤催」及び「◊修への参加」を⥅⥆した。⫋員の増員

については、人材☜保が困㞴であり㐩成できなかったが、⫋員の入れ替わりがありながらも、情報

共有や互いの業務㐍捗を✚極ⓗに☜ㄆすることで⤌⧊内の㐃携強化に努めた。◔地区の事例検ウ会、

外㒊◊修、医師や他⫋✀との㐃携、介ㆤ支援専㛛員外㒊◊修➼へ✚極ⓗに参加し、利⏝⪅及び利⏝

⪅家族への対応スキル➼について◊㛑し合うことで業務の㉁を向上させることができた。 

 

㸰 㔜点事㡯 

 㸦㸯㸧方㔪⟶⌮書㸦ィ⏬・┠標㸧の実施≧況及び今後のㄢ㢟 

区分 
施⟇ 

㹌㹭 
㔜 点 施 ⟇ 担 当 ┠標値に対する⤖果 

㸿 

⤒営 

㈈務 

1 
特定事業所加⟬取得に

向けての対応 

 

全 員 

・人員体制の☜❧ 

 ⇒採⏝活動を⥅⥆したが未㐩成 

・㐌1回の定期会㆟の㛤催 

 ⇒毎㐌火曜日に会㆟を㛤催。利⏝⪅様宅ゼ問などで

㛤催できない場合以外、利⏝⪅情報や介ㆤ保㝤情

報➼の情報を共有した。 

・24時㛫体制の☜保 

 ⇒特定事業所加⟬取得時点で実施予定とした。 

・地域包括支援センターとの㐃携 

 ⇒困㞴ケースや新つ┦ㄯの✚極ⓗ受入れを⾜う。ま

た、困㞴事例について┦ㄯ➼を⥅⥆した。 

・㐠営基準減⟬、特定事業所㞟中減⟬の⟶⌮ 

 ⇒毎月業務内容及び㐍捗≧況を┦互に☜ㄆした。 

・介ㆤ支援専㛛員実務◊修の実⩦➼の協力体制の☜保 

 ⇒特定事業所加⟬取得時点で実施予定とし、実⩦⏕

を受け入れた場合の対応方法➼の手㡰書作成は未

実施となった。 

㹀 

品㉁ 
1 

介ㆤ保㝤制度内容に即

した対応 
全 員 

・サービス事業所との㐃携 

⇒居宅サービスィ⏬書交付、サービス提供事業所か

らの個別サービスィ⏬書交付依㢗、㝶時情報共有を

⥅⥆した。 

㹁 

人材

⫱成 

1 ⫋員教⫱・◊修 
全 員 

ヱ当⪅ 

・新入介ㆤ支援専㛛員の業務⩦得 

⇒11月より1名入⫋、㹍㹈㹒により業務⩦得を☜ㄆ

した。 

・◊修ィ⏬の⟇定並びに参加 

 ⇒年㛫◊修ィ⏬、個人の◊修ィ⏬を⟇定し、毎月 1

回以上◊修へ参加した ◊修報告を定期会㆟にて

実施した。 

 

㸦㸰㸧実施≧況のホ価 

㸿 ⤒営㈈務 

㸿㸯 特定事業所加⟬取得に向けての対応 

特定事業所加⟬取得に必せとされる定例会㆟を毎月㛤催し、⤌⧊内の㐃携強化と個人のスキル 
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向上へつなげることができた。人材☜保については年度内の⫋員採⏝が困㞴であったため未㐩 

成となった。一方、減⟬や㐣ㄗㄳ求は一切無く年度を⤊了することができた。 

㹀 品㉁ 

㹀㸯 介ㆤ保㝤制度内容に即した対応  

サービス事業所との㐃携を強化するため、✚極ⓗに多⫋✀との㐃⤡会に参加して情報共有を⾜ 

い、スムーズなサービス利⏝の提供につなげることができた。今年度も「◔地域ご㏆所フォー 

ラム」の実⾜委員として参加し、地域の様々な♫会㈨源として活動している団体とより✚極ⓗな 

交流を図り、┦互の役割➼について⌮ゎを深めることができた。 

㹁 人材⫱成 

㹁㸯 ⫋員教⫱・◊修  

10月に 1名が㏥⫋し、11月より 1名採⏝となり2名体制を⥔持することができた。年度内に増 

員を実⌧できなかったが、増員後は引き⥆き㐺切に㹍㹈㹒を実施し一㐃の業務が滞りなくできる 

ように教⫱指導を強化することとした。◊修については年㛫ィ⏬のとおり参加ができた。制度の 

動向や他事業所の情報を収㞟することができた。 

 

㸱 㐠営⟶⌮ 

 (1) ⫋員㓄⨨≧況      令和 2年3月 31日⌧在㸦単位㸸人㸧 

 センター㛗 介ㆤ専㛛⫋員 事務員 ィ 

⌧ 員 

専従⫋員 ― 2 ― 2 

併任⫋員 1 ― 1 2 

ィ 1 2 1 4 

 

㸦2㸧ケアプラン作成≧況㸦┠標値は㓄⨨人員に伴う㐺性件数㸧     㸦単位㸸上中段・件、下段・㸣㸧 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 平均 

実 ⦼ 82 80 85 87 85 85 80 77 78 80 75 80 974 81.2 

┠標値 81 80 85 87 85 85 85 78 78 78 78 78 978 81.5 

㐩成⋡ 101 100 100 100 100 100 94 98 100 102 96 102  91.2 

 

㸦3㸧せ介ㆤㄆ定ㄪ査㸦月次予定件数 6件㸧                    㸦単位㸸件㸧 

 

㸦4㸧外㒊◊修の≧況 

名  ⛠ 主 催 人員 参加回数 

◔地区包括ケア会㆟「事例検ウ会」 ◔地域包括支援センター 2 6回 

◔地区他⫋✀との勉強会 ◔地域包括支援センター 2 5回 

◔地区合同包括ケア会㆟ ◔地区包括支援センター 2 2回 

世⏣㇂区ケアマネ㐃⤡会◊修 世⏣㇂区ケアマネ㐃⤡会 2 4回 

世⏣㇂区⚟♴人材センター◊修 世⏣㇂区⚟♴人材センター 2 4回 

㞀害⪅◊修 ◔⮬❧支援協㆟会 2 2回 

法制度に㛵する◊修 世⏣㇂区㧗㱋⚟♴㒊 1 2回 

㝔主催合同◊修 有㞄㝔、⋢川㝔 1 2回 

主任介ㆤ支援専㛛員更新◊修 東京㒔 1 8回 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合ィ 平均 

◔地区 5 6 5 6 5 6 6 3 4 6 6 8 71 5.9 

区内他 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 5 7 0.6 

区外 0 2 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 6 0.5 

合ィ 5 8 5 7 6 6 6 3 5 6 7 13 84 7.0 
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㸲 事業ィ⏬の実施≧況 

      区分 

事㡯 
概     せ 

実施予定 

日・回数 

参加人員 
備  ⪃ 

利⏝⪅ ⫋ 員 

(㸯)㐠営⟶⌮ 

①会  ㆟ 

 

 

② ⫋員◊修 

 ③ 健康⟶⌮ 

 

ア ⫋員会㆟ 

イ 業務ㄪ整会㆟ 

ウ 定期会㆟ 

外㒊◊修 

健康デ断 

 

毎月㸯回 

毎月㸯回 

毎㐌1回 

㝶 時 

年1回 

  

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

法人内の情報共有 

施タ内業務検ウ・ㄪ整 

 

 

(㸰)利⏝⪅サービス 

①居宅介ㆤ支援 

業務 

 

 

 

②ㄆ定ㄪ査 

 

ア 居宅サービスィ⏬の作成 

イ 㠃接 

ウ モニタリング 

エ サービス担当⪅会㆟ 

オ 事業⪅照会 

せ介ㆤㄆ定ㄪ査 

 

㏻年 

 

毎月㸯回 

毎月㸯回 

㝶時 

㏻年 

 

全 員 

 

全 員 

全 員 

全 員 

 

 

全 員 

 

全 員 

全 員 

全 員 

全 員 

 

 

 

 

㸦別⾲㸧        ◔介ㆤ保㝤サービス㈨料㸦令和2年3月 31日⌧在㸧 

 

㸯㸬 せ介ㆤ度別利⏝⪅数㸦年㛫延べ人数㸧                     

介ㆤ度 せ介ㆤ㸯 せ介ㆤ㸰 せ介ㆤ㸱 せ介ㆤ㸲 せ介ㆤ㸳 ィ 

人数㸦件㸧 260 300 182 191 57 990 

比⋡㸦㸣㸧 
26.3 30.3 18.4 19.3 5.8 

100 
56.6 43.4 

 

㸰㸬 年㱋別利⏝⪅数㸦㸱月度分㸧 

年㱋 㹼64歳 65㹼69歳 70㹼79歳 80㹼89歳 90㹼99歳 100歳㹼 ィ 

人数㸦件㸧 2 3 16 43 15 2 81 

比⋡㸦㸣㸧 2.5 3.7 19.8 53.1 18.5 2.5 100 

 

㸱㸬 住所地別利⏝⪅数㸦㸱月度分㸧 

住所 ◔ 大ⶶ 成城 岡本 ⯪橋 喜多ぢ ♽師㇂ ⋢川 ⢑㇂ 宇奈根 瀬⏣ 千歳台 ィ 

人数㸦件㸧 49 9 8 3 2 3 1 1 1 2 1 1 75 

比⋡(㸣) 60.5 11.1 9.9 3.7 2.5 3.7 1.2 1.2 1.2 2.5 1.2 1.2 100 

 

㸲. 新つ利⏝⪅契⣙数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

人数㸦件㸧 4 2 6 5 1 2 3 2 4 4 4 1 39 

 

㸳㸬新つ┦ㄯ依㢗先㸦件㸧 

本人 0 

家族 3 



 183 

⥲合㝔➼ 0  

デ⒪所・クリニック 3 

他居宅介ㆤ支援事業所 5 

あんしんすこやかセンター※㸰 17 ※㸰 ◔、♽師㇂、成城、喜多ぢ、あんしんすこやかセンター 

介ㆤサービス事業所 3 

友愛ホーム 8 

ィ 39 

 

㸴.契⣙⤊了利⏝⪅数 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ィ 

人数㸦件㸧 4 3 2 5 3 6 9 1 5 6 3 0 47 

 

契⣙⤊了⌮⏤ 

本人希望 3 

家族希望 0 

入㝔 10 

特別㣴ㆤ⪁人ホーム入所 6 

介ㆤ⪁人保健施タ入所 4 

ㄆ▱対応型共同⏕活介ㆤ入所 1 

特定施タ入所⪅⏕活介ㆤ入所 0 

他区・他市㌿居 2 

あんしんすこやかセンターへ⛣⾜※㸱 1 ※㸱 介ㆤ保㝤更新ㄆ定の⤖果、せ支援判定となったことから⛣⾜ 

他居宅介ㆤ支援事業所へ⛣⾜※㸲 5 
※㸲 ケアマネジャー㏥⫋に伴い受け入れ人数ㄪ整のため、他居宅介

ㆤ支援事業所へ⛣⾜ 

㞀害⪅施タ入所 㸯  

死亡 14 

ィ 47 

 

 


